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豊富 な 問題 と て いね いな 解法 


In-depth explanations to a wide range of problems 


ST e TAS AAS ay 


| m 


1 > 300 fil : 10 ffx 30 

2 > 75 fi: 5 fx 15 fl 

文法 > 50 問 :1 問 題 (小間 5 間 ) X10 回 
( 


` Ete 


験 」 を 受け る みな さん が N1 の [文法 」 を マス ター する た め 
の 練習 問題 が 数 3 く 入 っ て いま す 。 N1 まで の 文法 項目 が 全部 入っ て いる の は も ちろ 
ん で す が 、1 つの 項目 が 進 う 間 題 で 2 度 も 3 度 も 出 て きま す 。 合 格 へ の 近道 は 、 と に 


か く 前 題 を た くさ ん や っ て みる こと で す 。 こ の 本 1 冊 の 勉強 で 合格 を めざす こと が で 
きま す 。 


O 回 ご と に 少し ずつ 進む こと が で きる 。 

消し ずつ 勉強 を 進め る こと が で きる よう に 、3 つの 間 題 が それぞれ 10 回 30 回 に 
分 け て あり ます 。 ど こ か ら 始 め て も 天元 夫 で す が 、1 回 ご と に 、 ペ ー ジ の 有 上 の 得点 
棚 に 感 数 を 書き 入れ て 現在 の 実力 を 測っ て くだ さい 。 全 部 の 回 が 終わ っ た ら 、 第 1 回 
に 戻っ て 、 再 チャ レン ジ し ます 。 前 に 間違え た 問題 は 、 二 度 と まち が えな いよ うに す 


る こと が 大 切 で す 。 


@ わか りや すい 解説 が つい て いる 。 
別冊 に 正解 と 問題 の 解説 (ヒン ト や 解き 方 ) が あり ます 。 勉 強 が あ まり 好き で は な 


い 人 人 は 、 正 解 を チェ ッ ク し て 、 間 店 え た 問題 だ け 、 そ の 解説 を 読ん で みれ ば いい で し 
£5. 勉強 が 好き な 人 は 、 正 解 で きた 間 題 で も 、 答 え に 自信 が な か っ た 問題 は 必ず 解 


£ EA 


説 の 部 分 を ゅ っ くり と 、 よ く 読ん で くだ さい 。 解 説 を 読む こと で 実力 が 大 い に 向 上 し 
ます 。 


@ 難し い 説明 に は 翻訳 が つい て いる 。 
Cid, MUM ARBOR, Has, Ch 
ら 、 解 説 が 読み や すく 、 わ か りや すく な っ て いま す 。 


の 翻訳 が つい て いま すか 


ON 1 [文法 」 の 勉強 の ボ ポイント 


く 文 の 文法 1 > 
空白 の 中 に 適当 な 言葉 を 選択 肢 か ら 選 ん で 入れ ます 。 空白 に 入る 言葉 は 、N1 レベ ル 


の 日 本 語学 習 者 に 欠か せな い 機 能 語 類 A) が 中 心 に な り ま す が 、 ど れ も 日 常 


eka oe ん っ EAS 


よく 使わ れる 重要 な 表現 ば か り で すか ら 、 「 文 法 」 の 分 野 だ け で な く 「 読解 」「 聴 解 」 
の 実力 を つけ る た め に も 、 し っ か り と 勉強 し て くだ さい 。 


2> 

『 し く 組み 立て る 新しい 形式 の 問題 で す 。 この間 題 で も 、 間 わ れる ポイ ント は 、 
区 弄 が に な り ます 。 し か し 、 機 能 語 の 意味 や 使い 方 の 知識 だ 
く 答 える こと は で きま せん 。 今 まで 勉強 し た 文法 の 規則 の 全部 を 
ober nt ere な れ な いと 少し 難し いよ うに 感じ る か も 
し れ ま せん が 、 パ ズル を 解く よう な お も し ろ さ も あり ます 。 練 習 章 題 を た くさ ん 解い 


も ん だ い 


て いる うち に きっ と この 問題 が 好き に な る で し ょ う 。 


と き は 、 ま ず 、 文 章 全体 の 意味 を 考え て 、 文 章 の 流れ や 進み 方 を つ 

に 、 細 か い 部 分 に 注目 し て 、 文 と 文 の 関係 を 考え な が ら 、 空 白 に 入る 言 

stifles l o sos と を 短い 時 間 に 行 う の は 、 簡 単 で は あり ませ 

ん か ら 、 練 習 問題 で 、 十 分 な トレ ー ニ ング を する こと が 必要 で す 。 これ は 、 読 解 の 練 
良し 


s: 


良い 勉強 に な り ま す 。 


Preface 
© Makeup of this book 
Questions (this book) 
<Sentential Grammar 1> 300 questions: 10 questions x 30 
<Sentential Grammar 2> 75 questions: 5 questions x 15 
<Text Grammar> 50 questions: 1 passage (including 5 questions) x 10 


Answers + Explanations (separate book) 


©} Features of and how to use this book 


(1) A large number of questions are provided. 

This book contains a large number of practice questions for those who are going to take the 
new Japanese-Language Proficiency Test, N1, to master the grammar section of this level. All 
the necessary grammar points for N1 are included here, and the same grammar points can be 
practiced repeatedly because they appear in different questions multiple times. A shortcut to 
passing the test would be to try as many questions as possible. If you study hard using this 
book alone, it is possible that you can eventually pass the new N1 Test. 

(2) You can proceed gradually by taking one test at a time. 

The three types of questions are split into 10 to 30 tests so you can study and practice just a 
little at a time. You can start wherever you like, but remember to put your score each time in 
the score space on the upper right side of the page, and measure your current level. When you 
are finished with all the questions, go back to the first one and try again. It is important not to 
make the same mistake you made before again. 

(3) Helpful explanations are provided. 

In the separate book, answers to the questions and explanations (useful tips on how to answer 
the questions) are provided, but if you do not like studying much, just check the correct 
answers and read the explanations on just the questions you gave the wrong answers to. If you 
like studying, try to read the whole parts carefully, including the ones you gave the right 
answers to but you were not so certain about. You will surely be able to improve your skills 
greatly by reading the explanations carefully. 


(4) Difficult explanations accompany translation. 


The explanations in the separate book should be easy to understand because for rather difficult 


explanations, translations are provided in English, Chinese, and Korean. 


© How to prepare for NI Grammar 


<Sentential Grammar 1> 

In this section, you are to choose the appropriate words to fill in the blanks with. Most of the 
alternatives are functional words (structural expressions) that must be mastered by N1 students, 
and are very important because all of them are commonly-used in daily life. They are also 
helpful for the Reading and Listening sections, so study them hard. 

<Sentential Grammar 2> 

This section is made up of a new type of questions in which you are asked to rearrange the 
words and build sentences correctly. Again, the major points here are functional words and 
structural expressions. However, only the knowledge of the meanings and usages of those 
functional words will not enable you to answer the questions here correctly. It is necessary for 
you to practice building up sentences using all the grammar rules that you have learned so far. 
You may feel it is a little difficult before you get used to this type of questions, but you may 
later find it thrilling just like when you are trying to figure out a puzzle. You will certainly 
come to like this type of questions after working on a number of practice questions. 
<Grammar for passages> 

There are some blanks in a passage on a certain topic. You need to pick the right words that are 
appropriate in meaning and grammar, after you understand the general contents of the passage. 
Mostly grammatical elements such as particles, conjunctions, functional words, conclusive 
expressions, etc. are given for choices in the blanks, and sometimes phrases or sentences are 
given. 

When answering these questions, you need to try to grasp the overall meaning of the passage, 
how it is constructed and developed. Next, you pay attention to more detailed parts, understand 
the co-relations of each sentence, and then pick the most suitable words from among the 
choices. It is not easy to do all of these in a short time, so it is necessary that you train yourself 
hard through the practice questions in this book. This will also help you improve your skills for 


the Reading section. 


令 这 本 书 的 构成 

练习 题 (本 册 ) 

二 句子 的 文法 1 > 300 题 : 10 题 X30 回 

二 句子 的 文法 2 > 75 题 : 5 题 X15 回 

< 文章 的 文法 > 50 题 : 1 题 (小 题 5 题 ) x o 回 
正确 答案 解说 (2338) 


令 这 本 书 的 特征 和 用 法 

1 练习 题 多 

为 了 使 准备 应 试 新 “日 本 语 能 力 试 骏 ” 的 学 习 者 掌握 NI 的 “文法 "， 本 书 收 入 了 大 量 的 
练习 题 。N1 的 全 部 文法 项 目 当然 都 收集 其 中 ， 并 且 ， 对 于 一 个 项 目 ， 会 出 现 两 次 ， 甚 至 
三 次 的 提问 练习 。 及 格 的 近 道 ， 就 是 大 量 地 做 习题 。 只 要 学 习 这 一 本 书 ， 就 能 向 合格 的 
目标 挺进 。 


2 每 回 都 能 循序 渐进 地 向 前 进展 

为 了 循序 渐 杭 地 向 前 发 展 ， 三 个 部 分 的 练习 题 ， 各 自分 成 10 回 一 30 回 。 从 哪儿 做 起 都 可 
以 ， 每 一 次 ， 都 可 在 当 页 的 右上 角 的 得 分 栏 中 填 入 分 数 ， 测 试 现在 的 能 力 。 全 部 的 习题 
都 做 完 后 ， 可 回 到 第 一 回 ， 再 次 挑战 。 重 要 的 是 ， 上 一 次 答 错 的 问题 不 要 再 答 错 。 


3 附 有 简 而 易 懂 的 解说 

在 另 册 中 有 正确 答案 和 练习 题 的 解说 〈 提 示 和 解答 方法 )。 如 果 你 是 不 太 喜 欢 学 习 的 人 ， 
你 只 要 检查 自己 的 答案 是 否 正确 ， 然 后 读 一 下 答 错 的 习题 的 解说 就 可 以 了 。 如 果 你 是 喜 
欢 学 习 的 人 ， 即 使 回答 正确 ， 如 果 自 己 对 答案 不 是 很 确信 的 话 ， 也 请 慢 慢 地 仔细 阅读 解 
说 部 分 。 如 果 能 好 好 阅读 解说 ， 你 的 实力 将 会 大 大 提高 。 


4 对 比较 难 的 解说 ， 附 有 翻译 文 
在 另 册 中 ， 对 比较 难 的 解说 ， 附 有 英文 ， 中 文 和 韩文 的 翻译 ， 所 以 ， 解 说 容易 读 懂 ， 容 易 
理解 。 


令 N1“ 文 法 ”的 学 习 要 点 

二 句子 的 文法 1 > 

在 选择 项 目 中 选择 适当 的 词语 填 和 人 空白 处 。 在 空白 处 填 入 的 词语 ， 主 要 是 以 N1 水 准 的 日 
语 学 习 者 必须 掌握 的 机 能 词类 (表現 文 形 ) 为 中 心 的 词语 。 每 个 词语 都 是 日 常 多 用 的 重 
要 表现 ， 不 仅仅 是 为 了 提高 “文法 ”的 领域 实力 ， 为 了 增强 “阅读 和 理解 “听力 和 理解 ” 
的 实力 ， 也 请 好 好 学 习 这 部 分 。 


二 句子 的 文法 2 > 

为 了 能 正确 构成 句子 而 推出 的 世 新 形式 的 练习 题 。 这 些 练习 题 的 练习 重点 ， 当 然 也 是 以 
机 能 词语 的 表现 文 形 为 中 心 的 。 但 是 ， 只 知道 机 能 词语 的 意思 ， 用 法 ， 并 不 能 保证 就 能 
答对 这 些 习 题 。 有 必要 运用 记 今 为 止 学 过 的 全 部 的 文法 规则 ， 来 练习 句子 的 构成 。 还 没 
习惯 的 时 候 可 能 会 感到 有 些 难 ， 但 会 有 解 谜 一 般 的 乐趣 。 随 着 能 解答 越 来 越 多 的 习题 ， 
你 一 定 会 喜欢 这 些 习题 的 。 


文章 的 文法 > 

在 一 段 文章 中 有 数 处 空白 。 在 理解 文章 的 走势 的 前 提 下 ， 选 择 符合 文 意 ， 并 且 文 法 得 当 
的 词语 的 练习 题 。 在 空白 处 填 入 的 词语 ， 除 了 助词 ， 连 词 ， 机 能 词语 ， 句 子 结尾 的 表现 
之 外 ， 也 有 从 文章 意义 上 考虑 ， 与 文 脉 相符 合 的 词语 。 

在 解答 这 些 练 习题 时 ， 首 先 要 考虑 全 文 的 意思 ， 人 掌握 文章 的 走势 和 展开 方式 。 然 后 ， 注 
意 细小 部 分 ， 一 边 考虑 句子 与 句子 的 关系 ， 一 边 从 选项 中 选择 空白 处 的 词语 。 要 在 短暂 
的 时 间 内 考虑 这 么 多 事 ， 并 不 是 那么 容易 的 。 

要 正确 解答 习题 ， 需 要 充分 的 练习 。 这 对 于 “阅读 和 理解 ”的 练习 ， 也 是 非常 好 的 学 习 。 
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<KOGE1 > > に は 、1 回 10 間 ず つ 、 全 部 で 30 回 (300 D oiii 
が あり ます 。 実 際 の 日 本 語 能力 試験 も 、 く 文 の 文法 1 > は 10 問 あり ま 
すか ら 、 こ こ に は 試験 30 回 分 の 間 題 が 入っ て いま す 。 

1 回 の 10 間 中 、7 ~ 8 間 正 解 で きれ ば 、 ほ ば ぼ 合格 ライ ン で す 。 は じ め 
は 成績 が よく な く て も 、 回 が 進む お に つれ て 、 だ ん だ ん 正解 が 増え て 、 最 
後に 合格 ライ ン に 届く よう に 努力 し て くだ さい 。 


に た に に 3 


Mom 


文 の 文法 1 


Z 10| Z 10 Z 301 


次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【1】 こ ちら の 窓口 で は 、 製 品 に 関す る 重要 な お 知ら せ を ( ) いた だ いて お り ま す 。 
1 ご 案内 2 ご 案内 いた し て 
3 ご 案内 し て 4 ご 案内 させ て 


[2] いく ら 良 い マン ショ ン だ と 勧め られ て も 、 家 任 が 月 30 万 円 も する の で は 我々 の 
( ) 麻 選 に 借り られ る は ず が な い 。 
1 Bes 2 ご と き g SEL 4 ど ご と に 


[3] 私 が し た ミス の た め に 会 社 に 損失 を 与え て し まっ た 以上 、 責 任 を ( 9: だ ろう 。 
1 取ら ず に は すま な い 
2 取ら せ ず に は お か な い 
3 取ら れず に は いら れ な い 
4 取ら な いで も な い 


(4) 大 学 で 数 学 を 専攻 し て いる 兄 ( )、 私 は 数 字 に 弱く 、 計 算 も まとも に で き な い 。 
1 も さる こと な が ら 2 は お ろか 
3 に ひき か え 4 に も まし て 


【5 】 君 一 人 が 反対 意見 を ( )、 会 社 の 決定 が 変わ も わけ が な いよ 。 
1 言っ た と ころ を 
2 言っ た と ころ で 
3 言っ た か ら に は 
4 言っ た と あっ て 


[6] 災害 に 見 舞 わ れ た 地域 の 、 一 日 も 早い 復興 を 願っ て ( )。 
1 お えな い 2 すま な い 
3 や まな い 4 た ま ら な い 


う 0 あ げ が く 


【 7 】 こ の 店 が 存続 で きる か どう か は 、 今 期 の 売上 額 ( ) だ 。 
1 が て ら 2 限り 3 ば か り 4 いか ん 


[8] 机 の 上 の 理論 より 、 実 際 の 状況 に  ) 解決 法 を 探る べき だ 。 
1 即 し た 2 対し た 3 先立つ 4 足る 


【 9 】 パー ティ ー で は 、 最 高級 の ご 馳走 が 並び 、 ま さ に 贅沢 の ( ) だ っ た 。 


1 至 9 2 極み 3 最高 4 限り 


【10】 彼 は 自分 の 夢 を 実現 ( )、 家 族 を 犠牲 に し た 。 
本 
2 させ ん が た め に 
3 させ れ ば こそ 
4 させ た が 最後 


1 


な に が 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 


【11】 親友 の 君 の 頼み ( )、 断 る わけ に は いか な いね 。 


1 
3 


で あれ 2 と あっ て は 
と あい まっ て 4 と あっ て 


(12) 部 屋 が 寒い な ら 、 暖 房 を ( )、 厚 着 を ( ) し な いと 、 風 邪 を 引く よ 。 


1 
2 
3 
4 


つけ た ら プ したら 

つけ る と いい する と いい 
つけ る べく どす る べく 
つけ る な り プ する な り 


(13) 普段 は 親 に 反抗 し て ば か り い て も 、 一 度 一 人 暮らし を すれ ば 、 親 の あり が た さ に 


( 


)。 
気付 こう と いう も の だ 
気付 け ば それ まで だ 
気付 いて も さしつかえ な い 
気付 くに こし た こと は な い 


(14) BAIT SMC HEE ICED ERS THD SB ( A 


1 


2 
3 
4 


行か ず に は お か な か っ た 
行か ず じ まい だ っ た 
行か な いで は すま な か っ た 
行く に は あたら な か っ た 


【15】 桜 並木 の そば に は 、「 枝 を 折る ( )] と 書か れ た 立て 看板 が 並ん で いる 。 


1 


し まつ だ 2 べから ず 3 まじ き 4 や 否や 


【16】 こ の 1 か 月 問 、 残 業 ( ) 残業 で 、 彼 は 家族 と 顔 を 合わ せる 時 が ほとん ど な 
か っ た 。 
1 に し て 2 に し ろ 3 に 次 ぐ 4 に わた る 


【17】 こ の よう な すばらし い 賞 を いた だ き 、 俳 優 と し て 光栄 の ( ) で す . 
1 以上 2 #0 3 高み 4 Ro 


(18) 数 学 が 得意 な 彼 ( ) 解け な い 問 題 な の だ か ら 、 計 算 さ え 苦 手 な 私 に で きる 
は ず が な い 。 
1 に か け て も 2 に あつ で 3 に し て は 4 に し て 


(19) 申請 書 に は 本 人 ( ) 代理 人 の 署名 が 必要 で す 。 
1 は お ろか 2 ば か り に 3 な いし 4 に も まし て 


【20】 人 の 物 を だ まっ て 持っ て き て は いけ な いこ と ぐら い 、 子 ども ( ) 知っ て いる 。 
1 まで も 2 で が らち 3 た り と も 4 な が ら 
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ROMO ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


(21) 


【22】 


【23】 


【24】 


な に ぶん 田舎 の ( )、 大 し た 料理 も ご ざい ませ ん が 、 ど う ぞ 召し 上 が っ て 
くだ さい 。 


1 こと に は 2 CEET 3 2Em 4 こと な ら 
M 氏 は 作家 ( ) 画家 、 そ し て 俳優 と し て も 活躍 する マル チタ レン ト だ 。 
t RUT 2 で あれ 3 etat 4 も すれ 


今年 は 姉 の 出産 、 弟 の 就職 、 そ し て 私 の 結婚 と 、 我 が 家 に と っ て めで た いこ と 
( ) の 一 年 だ っ た 。 
1 まみ れ 2 ずく め 3 ぐる み 4 か ぎり 


イン ター ネッ ト の 進化 は と ど ま る と ころ を ( )。 
1 お いて な い 2 知ら な い 3 得 な い 4 見 な い 


【25】 豪華 客船 で 世界 一 周 の 旅 に 出る な ん て 、 う ら や まし い ( )。 


1 ずく め だ 2 か ぎり だ 3 ほど だ 4 だ け だ 


【26】 人 台風 の 接近 が 幸い し て 、( )。 


1 この 地方 の 水不足 が 解消 し た 
2 川 が あふ れ て 洪水 に な っ た 

3 住民 は 避難 を 始め た 

4 風雨 は それ ほど 激しく な か っ た 


[27] 俳優 の K は モデ ル 出 身 だ け あっ て 、 顔 ( REAJI Ç ) aoe 
いる だ け で 絵 に な る 。 


a の ow — 


【28】 


> 
t 
2 
3 
4 


[29] # 
1 


ち 


きい 


RE 


や ら グ や ら 
ELT EUT 
と いい と いい 
と も と も 


の 息子 は 大 学 に ( )、 毎 日 遊ん で ば か り い る 。 困っ た も の だ 。 
合格 し た と ころ で 

合格 し た と ころ を 

合格 し て か ら と いう も の 

合格 し て か ら で な いと 


た 人 々 に は 、 た だ 物質 面 ( )、 精 神 面 の 援助 も 必要 だ 。 
を 通し て 2 を 問わ ず 3 の みな ら ず 4 と も な し に 


【30】 円 高 の せ いで 、 日 本 の 物価 は 外国 人 に と っ て 以前 ( ) 高く 感じ られ る 。 


1 


に も まし て 2 に か ぎら ず 3 に し て 4 に と っ て 


= 


= 
の 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 
【31】 こう し て 宮中 に 招 か れ て 天皇 陸 下 に お 目 に か か れ た こと は 、 光 栄 ( ) で す 。 
1 の うえ 2 の 至り 3 の 誇り 4 の 限り 


【32】 今日 の 試合 を ( )、 彼 女 は 選手 生活 か ら 引 退 す る こと に な っ た 。 
1 皮切り に 2 限り に 3 お いて 4 よそ に 


[33] 決し て あき ら め る こと な く 病 気 と 闘う 彼女 の 姿 は 、 周 囲 の 人 の 心 を ( )。 
1 動か さ ず に は すま な か っ た 
2 動か さ ず に は お か な か っ た 
3 動か さ ざ る を えな か っ た 
4 動か すま で も な か っ た 


[34] 親切 すぎ る の は 、 迷 惑 以 外 の ( ) で も な い 。 
1 何より 2 何で も 3 何 も の 4 何ごと 


[35] こん な に ひど い 吹雪 で は 、 登 山 を ( ) 続け られ な い 。 
1 続け る は お ろか 
2 続け よう に も 
3 続け な が ら も 
4 続け る と は いえ 


【36】 女優 ( )、 常 に 周囲 か ら 注目 され て いる こと を 忘れ て は な ら な い 。 
1 な ら で は 2 か ら に は 3 た り と も 4 た る 者 


に た に) 


な に た た 


【37】 彼 に は 仕事 を や る 気 が あ る と は 思え な い 。 遅刻 を する 、 書 類 は 忘れ る 、 そ の 上 、 


会 議 中 に 居眠り を し て 社長 に 怒鳴 られ る ( i 
1 あげ くだ 2 し まつ だ 3 も の だ 4 まで だ 


【38】 プロ ボー ズ の た め に 高い 指輪 を 買っ て も 、 相 手 が 受 け 取 っ て くれ な けれ ば ぱ ( 


1 その は ず だ 2 それ だ け だ 
3 それ か ら だ 4 それ まで だ 

【39】 親 の 心配 を 知っ て か ( )、 彼 女 は 無茶 な こと ば か り し て いる 。 
1 知る か 2 知ら ず か 3 いる か 4 な いか 


【40】 この 会 社 に 入社 する と 、 い や お うな し に 英語 の 研修 を ( )。 
1 受け させ て も ら え る 

受け る こと が で きる 

受け させ られ る 

受け させ て くれ る 


A の t 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【41】 現代 の 日 本 人 は 、 生 活 の 豊か さ (  )、 物 を 大 切 に し な い 傾 向 が ある 。 


1 と あっ て 2 こと と て 3 ゆえ に 4 こそ 

[42] 子供 (  )、 や っ て いい こと と 悪い こと の 区 別 ぐ で らい つく は ず だ 。 
1 と し た と ころ で 2 で は ある まい し 
3 で は な いま で も 4 に は あたら な いし 

(43) 尊敬 する 教授 に お 会 いし て 、 著 書 に サイ ン ま で いた だ ける と は 、 感 激 の ( D 
1 上 2 cee 3 極み 4 限り 

(44) 息子 は 、 勉 強 も (  ) 毎日 只 く な る まで サッ カー の 練習 を や っ て いる 。 
1 そっ ちの け で 2 も か まわ ず 
3 に 反し て 4 に も か か わら ず 

[45] この ラジ オ 番 組 の 司会 者 は 、 毎 週 千 通 (  ) リク エス ト の は が き の 全 部 に 目 
を 通す そう だ 。 


1 か らし て 2 か ら あ る 3 か ら に は 4 か らい うと 


【46】 彼 は 我 が 校 ( ) 秀才 で 、 成 績 は いつ も トッ プ だ 。 
£ oreo 2 な ら で は の 
3 どっ で の 4 も っ て の 
x 【47】 彼女 は いつ も ( ) の や さ し い 笑顔 で 私 た ち を 迎え て くれ た 。 
の 
£ 1 ば か り 2 な が ら 3 ほど 4 まま 
2 


=< 
a 
D 
E 
=< 


[as] IR, EAC TORU CHAE ( ) 強い 心 を も っ て いる 。 


1 


2 
3 
4 


吐 か ず に は すま な い 
吐き よう も な い 
吐い た り し な い 
吐 か な いこ と も な い 


(49) 地震 の ニュ ー ス が 流れ る ( 
殺 負 し て 、 電 話 が か か り に くく な っ た 。 


1 


そば か ら 2 と は いえ 


【50】 昨日 まで 父 は と て も 元気 で し た 。 


1 


それ が 2 それ に 


)、 被 災 地 の 家 族 や 知人 と 連絡 を と る 電話 が 


いな 


3 が 最後 4 や 否や 


)、 今 朝 急 に 具合 が 悪く な っ た ん で す 。 
3 それ か ら 4 それ な ら 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【51】 最 近 の 映画 に は 、 映 画 館 に 足 を 運ん で 鑑賞 する ( ) も の が な いと 父 は 嘆く 。 
1 と する 2 に た える 3 に た えな い 4 と し な い 


【52】 こ の レス トラ ン の 料理 は 、 お いし い の は も ちろ ん の こと 、 盛 り 付け も 美しく て 、 
芸術 的 ( i 
1 と lu うと こる だ 
2 と いっ た ら な い 
3 で すら ある 
4 極まりない 


【53】 け ん ちゃ ん 、 これ 、 お いし いか ら 食 べ て ( 9。 
1 ご らん 2 あげ て 
3 も らい な さい 4 いた だ いて 


【54】 商品 の 送料 は ( ) が 負担 いた し ます 。 


1 同社 2 御社 3 弊社 4 わが 社 


【55】 彼 は と て も 冷静 な の だ が 、 人 か ら は 消極 的 に 見 られ る ( )。 
1 きら い が あ る 2 まで も な い 
3 を 禁じ えな い 4 に か た く な い 


(56) 山田 さ ん は 、 判 断 力 ( )、 行 動力 ( )、 リ ー ダ ー に ふさ わし い 人 物 だ 。 
1 で あれ で あれ 
2 と し て も と し て も 
3 な りな り 
4 と いい グ と いい 


【57】 私 た ち が 多 少 ( ) 地域 の 皆様 の お 役に立て ば 、 幸 い に 思 いま す 。 
1 いえ ども 2 な り と も 3 た り と も 4 な が ら に 


【58】 こ の 報告 書 は 、 長 年 に わた る 入念 な 調査 ( ) 書か れ た も の で ある 。 
1 を ふま えて 2 か ら 見 る と 
3 を も っ て 4 に あっ て 


【59】 副 社長 は 社長 に ( ) 地位 の 高い 役職 で ある 。 
1 次 で 2 次 な る 3 次 いで 4 次 の 


(60) 毎日 300 万 人 ( ) 人 が 新宿 駅 を 利用 する と いう 。 
1 から の 2 さえ ある 3 まで ある 4 ほど ある 
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š 
2 


Sd 


文 の 文法 1 


Z 10 710 グ 10 


次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【61) 「 ご めん ね 」 と 言う つも り だ っ た 。 で も 、 彼 が 帰っ て し まっ た の で ( ) し まっ た 。 
1 言い の が し て 2 言い そびれ て 
3 言い は ず し て 4 言い それ て 


(62) 貧困 ( )、 た くま し く 生 きる 子供 達 の 姿 を 追っ た ドキ ュ メ ンタ リー 映画 が 


公開 され る 。 
1 を も の と も せ ず に 2 に 限ら ず 
3 の きわ み に 4 に 至っ て 


【63】 こ こま で 騒ぎ が 大 きく な っ て し まっ て は 、 責 任 者 の あな た が この 問題 に つい て 
( ) すま され な いで し ょ う 。 
1 知ら ず 知ら ず の うち に 
2 知ら な く て は 
3 「 知 ら な い ] と 言っ て 
4 「 知 ら な い ] で は 


【64】 特に 用 事 が あっ た わけ で は な く 、 ひ まだ っ た か ら 来 て みた ( )。 
1 Btocees 2 か ぎり で す 
3 ば か り で す 4 ほど の こと で す 


【65】 幼稚 園 の 庭 か ら 子 ども 達 の いか に も ( ) 声 が 聞こ えて きた 。 
1 楽し ん で いる 2 楽し げ な 
3 楽し まん と する 4 楽し そう 


て ま 


【66】「 絶 対 に 10 キロ や せる 」 と 宮 言 し た 手前 、 ダ イエ ッ ト を ( )。 
1 成功 させ る こと が で きた 
2 成功 させ る の は 難し い 
3 成功 させ な いわ け に は いか な い 
4 成功 させ る こと が で きる だ ろう か 


[67] 出席 者 の 意見 は まだ 出尽くし て いな い 。 今 後 も 議論 を 続け る ( 月 


1 に は あたら な い 2 余地 が ある 

3 に は お よ ば な い 4 に 向け る 
【68】 英 語 の 勉強 を ( )、 大 好き な ビー トル ズ の 歌 の 歌詞 を 覚え た 。 

1 Bek 2 か ね て 3 Sorc 4 あい まっ て 
【69】 私 は 人 の 名 前 を 覚え る の が 苦手 で 、 聞 いた ( ) 忘れ て し まう 。 

1 © 2 と いえ ども 3 そば か ら 4 が 最後 


【70】 ス タッ フ 全 員 の 協力 ( ) この 大 事業 を 成功 させ る こと は 難し い 。 
1 な し に 2 な いで 3 ぬき に 4 を よそ に 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 


【71】 


【72】 


【73】 


[74] 


(75) 


彼ら の 優れ た 能力 を ( ) し て も 、 こ の プロ ジェ クト を 実現 させ る こと は 難 
し い だ ろ う 。 
k SE 2 も っ て 3 お いて 4 あっ て 


失敗 する か も し れ な いけ れ ど 、 だ めで も と も と だ 。( )。 
1 や ら な い に こ し た こと は な い 

2 や ろう か 、 ど うし よう か 

3 や っ て みよ う 

4 や ら ざ る を えな い 


新しい 機能 付き の 便利 な 携帯 電話 も 、 電 池 が きれ て し まえ ば ( )。 
1 それ か ぎり だ 2 それ ほど だ 
3 それ まで だ 4 それ まで も な い 


地震 後 1 か 月 た っ た 今 も 、 人 々 は テン ト で の 生活 を ( fa 
1 余儀 な くさ れ て いる 

2 お いて ほか に な い 
3 問わ な い 

4 禁じ えな い 


子ども た ち に クラ シッ ク 音 楽 を 聞か せ た い と いう 演奏 家 の 熱意 が この 町 の 人 の 文 
化 活動 を 楽し お 気持 ちと ( )、「 森 の 音楽 会 」 は 大 成功 を 収め た 。 
1 あれ ば 2 相まって 3 いえ ども 4 きた ら 


【76】 う ちの 会 社 の 重役 た ち は 、 視 察 に ( )、 海 外 に よく 出かけ て 行く 。 
1 いい か げん に 2 いい わけ し て 
3 か っ こ を つけ て 4 か こつ け て 


【77】 この 不況 の 中 、 デ パー ト な どの 小売 業 の 経営 が いか に 厳し いか は 想像 ( 
1 に か た く な い 2 に 至る 
3 に あたら な い 4 の 余地 は な い 


)。 


【78】 駅 を 中 心 ( ) 半径 500 メー トル の 地域 で は 、 土 地 の 価 格 が どん どん 上 が っ 


て いる 。 
1 に な る 2 と な る 3 に ある 4 と する 


【79】 私 と 彼女 と は 小学 校 か ら 大 学 ま で ずっ と 同じ 学校 で 同じ クラ ス だ っ た 。 これ は も 


う 運 命 ( )。 

1 と いう も の で も な い 
と いっ た ら な い 

どい うと ころ だ 

と し か 言い よう が な い 


A wo N 


[80] 先生 、 お 見 舞い ( )、 帰 国 の ご あい さ つ に 参り まし た 。 
1 を も っ て 2 と あれ ば 3 の つい で に 4 か た が た 


な に た 


に な だ な 
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次 の 文 の ( 


Z 10 〆10| Z 10| 


) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【81】 この すばらし い 記 録 は オリ ン ピ ッ ク 選 手 ( ) は じ め て 出せ る も の だ 。 


1 


と きた ら 2 。 で すら 3 に し て 4 あっ て の 


【82】 台風 が 接近 し て いる と いう の に 、 海 へ 行こ うな ん て 危険 ( )。 


1 


šonu 2 相違 な い 3 まみ れ だ 4 きり が な い 


【83】 あ の 店 ( )、 値 段 ば か り 高 く て さっ ぱり お いし く な いし 、 サ ービス も 最悪 だ 。 


1 
3 


と は いえ 2 と きた ら 
に つい て は 4 と し た と ころ で 


【84】 い くら 忙し く て も 、 メ ー ル を 送る ( )、 電 話 を する ( )、 連 絡 で きた 


で し よう? 
1 に つけ に つけ 2 も メグ と も 
3 な り グ な り 4 と いい グ と いい 


[85) 就職 する か 、 進 学 す る か 、( ) 自分 の 将来 の こと だ か ら 、 よ く 考 えな さい 。 


1 


2 
3 
4 


どちら か と いう と 
どちら に し て も 
どちら と も な く 
どちら か と いえ ば 


(86) 昨夜 黒 ( ) の 強盗 が コン ビニ を 陽 っ た 。 店員 は 無事 だ っ た 。 


1 


だ ら け 2 ば ぱ ばかり 3 ずく め 4 まみ れ 


一 


[87] 医者 か ら 許 可 が お り た の で 、 こ れ か ら は ( ) 酒 が 飲め る 。 
1 恐れ な が ら 2 心 お き な く 
3 心 な ら ず も 4 心 な し か 


[88] 次々 に 世界 記録 を 塗り 替え る A 選 手 の 活躍 は 、 人 々 を 感嘆 ( )。 
1 させ な いで は お か な い 
2 させ な いで は すま な い 
3 させ る に は お よ ば な い 
4 させ る に は あたら な い 


【89】 今さら 謝っ た と ころ で 、 彼 女 が ( ) と は 思え な い 。 
1 ゆる そう と し な い 
2 ゆる し つつ ある 
3 ゆる し て くれ る 
4 ゆる せな い 


【90】 麻 の 上 で は 秋 ( )、 ま だ まだ 暑い 日 が 続い て いる 。 
1 と は いえ 2 に な く 3 くせ し て 4 に し て も 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【91】 最 近 仕事 が あま り に 忙し く て 、 日 曜日 ( ) 休め な い 。 


1 だ け 2 な り 3 た る 4 すら 
【92】 こ の チャ ン ネ ル で は 、 今 夜 の 「 ス ー パ ー マ ン ] を ( )、 毎 週 海外 の アニ メ 
映画 が 放送 され る 。 
1 皮切り に 2 も っ て 3 限り に 4 お いて 


【93】 どん な 仕事 ( )、 責 任 を 持っ て や る こと が 大 切 だ 。 
1 と あっ て 2 で あれ 3 で すら 4 と あれ ば 


【94】 今回 の 勝利 は 、A 選手 の 活躍 ( ) 達成 は で き な か っ た だ ろう 。 
1 な し と は 2 な いで は 
3 な く て も 4 な し に 


[95] サッ カー は 、11 人 の 選手 ( ) 2 つの チー ム が 闘う スポ ー ツ で ある 。 
1 か ら 成 る 2 を も っ て 
3 に よる 4 を た より に 


[96] 結婚 し て 以来 、 彼 女 の 料 理 の 腕前 は ( ) 上 達し て いる 。 
1 目 に 見 える だ け 
2 目 で 見 える 限り 
3 目 で 見 た と ころ 
4 目 に 見 えて 


NEMS 


x 
= 
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[97] 一 人 暮らし で は 、 食 事 が と も する と 不 規則 に ( )。 
1 な ら な いよ うに し よう 
2 な り が ち だ 
3 な ら な いこ と も な い 
4 な る こと も ある 


【98】 彼 女 は 子育て ( )、 自 宅 で 料理 教室 を 開い て いる 。 
1 に あたっ て 2 が て ら 
3 か た が た 4 の か た わら 


【99】 新 製品 の 広告 が 出る (  )、 テ レビ 局 に 多数 の 問い 合わ せ が 寄せ られ た 。 
1 eae 2 と た ん 3 と あれ ば 4 ば か り で 


【100】 こ の 教室 に は 、「 授 業 中 、 私 語 を する ( )」 と 書い た 紙 が 貼 つ て ある 。 
1 べき で は な い 2 べから ず 
3 わけ に は いか な い 4 わけ が な い 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 
(101) 人 が ( ) が 集まる まい が 、 公 園 で の コン サー ト は 予定 通り 行わ れる 。 
1 集まる 2 集まら な い 
3 集まっ た 4 集 ま ろ う 


【102】 人 間 の 人 格 は 、 持 っ て 生ま れ た 資質 と 育ま れ た も の と が ( ) 形成 され る 。 
1 と も に 2 相まって 
3 か た わら で 4 と も な っ て 


(103) 世界 に は 貧し さ ( )、 子 ども を 他人 に 売り 渡す 親 が いる と いう 。 
1 ゆえ に 2 だ け に 
3 だ け あ っ て 4 ば か り に 


【104】 こん な に 難し い 曲 が 弾け る の は 彼女 ( ) 他 に いな い 。 
1 は お ろか 2 を お いて 


3 も さる こと な が ら 4 と あい まっ て 


(105) な ん と か 勝っ た も の の 、 決 勝 戦は 、( ) 逆転 され て 負け た か も し れ な いよ 


tots 
うな 接戦 だ っ た 。 

1 下手 ば か りな ら 2 下手 が あれ ば 
3 下手 に な れ ば 4 下手 を する と 


ひ な ん じ ょ 


【106】 地震 の 後 、 避 難所 で 生活 する 人 々 を ( )、 多 く の ボ ラン ティ ア が 集まっ て 
きた 。 
1 助け ん が た め に 2 助け ん ば か り に 
3 助け か た が た 4 助け る こと と て 


【107】 こ の 料理 は た だ 肉 を 焼け ば いい だ け だ か ら 、 わ ざわ ぎ 作 り 方 を 習う ( De 
1 どこ ろ で は な い 2 に は あたら な い 
3 まで も な い 4 に か た く な い 


【108】 天 気 予報 で は 午後 に は 天気 が 回 復 す る と いう こと だ っ た が 、 夜 に な っ て も 雨 は 
( ) 止み そう も な い 。 


いち りつ いっ せい いっ e いっ こう 


1 一 律 に 2 一 斉 に 3 一 気 に 4 一 向 区 


(109) 政府 は 国民 の きび し い 批 判 ( )、 税 金 の 値上げ を 決行 し た 。 
1 を も の と も せ ず に 2 は いざ し ら ず 
3 いか ん に よら ず 4 いか ん で 


【110】 明 日 の 試合 は 、 ど の チー ム が 優勝 する か 、 と う て い ( )。 
1 予測 で き な い こと も な い 
2 予測 で き な い 
3 予測 は 難し い 
4 予測 し か ね る 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【111】 彼 か ら プ ロボ ポーズ され た 時 の うれ し さ ( )。 
1 と いっ た ら な か っ た 
2 と いっ て も よかっ た 
3 と いう し だ い だ っ た 
4 と いう まで も な か っ た 


(112) 卒業 す る 学生 諸君 、 君 達 の 今後 の 活躍 を ( )。 
1 願っ て すま な い 
2 願わ ず に は お か な い 
3 願っ て や まな い 
4 願う に か た く な い 


【113】 正直 に 話し て いれ ば 許し た ( )、 言 いわ け ば か り し て いて 、 許 せな い 。 
1 こと を 2 と ころ を 3 も の を 4 も の の 


(114) 倒産 し た 自分 の 会 社 を どう に か し て ( ) と 、 彼 は 資金 の 調達 に 駆け 回 っ 
で いる 。 
1 再建 で きる か 
2 再建 し た い 
3 再建 で きよ うか 
4 再建 し よう が ある 


【115】 この 絵 に 描か れ て いる 空 の 色 は 彼 ( ) の 色 だ 。 
l Boe 2 な ら で は 3 と あれ ば 4 な が ら も 


(116) S 市 で は 、2 年 後 の オ リン ピッ ク 開 催 ( )、 準 備 が 急 ピ ッ チ で 進め られ て 


いる 。 
1 KELT 2 を 見 つめ て 
3 に 向け て 4 を ね ら っ て 


【117】 夫 婦 は ( )、 お 互い に 協力 し 合っ て 生き て いく も の だ 。 
1 持ち つ 持 た れつ 
2 持つ か 持た れる か 
3 持つ な り 持 た れる な り 
4 持っ て も 持た れず 


【118】 努力 する ( ) 成功 し た 人 は いな い 。 
1 と いえ ども 2 こと な し に 


3 こと に は 4 と し た と ころ で 


(119) 会 議 で は 、 景 気 回 復 に 向け て わが 社 ( ) 対策 を 発表 する 予定 だ 。 
1 か ぎり に 2 を は じ め 3 に し て 4 な り の 


【120】 大 企業 も 不振 に 普 し ん で いる 。 中 小 企業 ( )、 ど こも 厳し い 経営 を 迫 ら れ 


て いる 

1 は な お さら の こと 
2 に も まし て 

3 は と も か く 


4 も さる こと な が ら 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【121】 自分 の 命 を 犠牲 に し て まで 多く の 人 を 救っ た あの 男 が 英雄 ( )。 
1 と いっ た ら な い 
2 と いっ て や まな い 
3 で な いも の で も な い 
4 で な く て な ん だ ろう 


【122】 あ ん な に 幸せ そう だ っ た 2 人 が 離婚 する に ( — ) 経緯 を 私 は 知り た い 。 
1 か け て 2 わた る 3 至っ た 4 お いて の 


【123】 老人 は どこ を 見 る ( )、 ぼ ん や り と 病室 の 外 を 眺め て いる 。 
1 と も な く 2 に た えな く 
8 ARK 4 を と わ ず 


【124】 こ の 欄 に は 本 人 の 印 も し く は ( 05 
1 押す 必要 は あり ませ ん 
2 押さ な けれ ば な り ま せん 
3 サイ ン が 必要 で す 
4 サイ ン で は だ めで す 


【125】 彼 ほど の 有名 人 ( )、 街 で 気軽 に 買い 物 を する こと も で き な い よう だ 。 
1 に し た っ て 2 に つい て は 
3 と も な る と 4 と いえ ども 


(126) 優勝 で きた こと ( )、 仲 間 の 応援 が 本 当 に うれ し か っ た 。 
1 に ひき か え 2 に も まし て 
3 を も っ て 4 と は いえ 


【127】 新しい 仕事 に も 慣れ 、 最 近 は 、 忙 し い ( ) 充実 し た 毎日 を 送っ て いま す 。 
1 に も まし て 2 も の を 
3 な が ら も 4 - と ころ を 


【128】 離婚 が 成立 し て 、 さ っ ぱり し た 表情 の 妻 ( )、 夫 の ほう は 、 が っ くり と 肩 
を 落と し て いる 。 
1 を よそ に 2 を も の と も せ ず 
3 に も まし て 4 に ひき か え 


【129】 彼 は 湖 の 周囲 40 キロ を ( )、 見 事 優勝 し た 。 
1 走り に 走っ て 2 走り 、 走 り 
3 走る に 走り 4 走っ て 走り 


(130) そん な こと ぐら い だ れ で も わか っ て いる 。 今 さら 言う ( ere. 
1 どこ ろ で は な い 2 に は あたら な い 
3 まで も な い 4 ETE 


aire 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【131】 台 風 の 影 響 で 電車 が 止ま っ た ら 、 し か た が な い 。 歩い て 帰る ( )。 
1 究め を と だ 2 まで も な い 
3 こと は な い 4 ば か り だ 


【132】 9 月 に 入っ て よう や く 涼 し く な っ た か と ( )、 ま だ 30 度 を 超す 日 が 続い 


て いる 。 
1 思う も の の 2 思い な が ら 
3 思い き や 4 思い つつ 


【133】 忙し か っ た ( ) 電話 の 一 本 ぐ ざら いか けら れ た は ず だ 。 
1 と は いえ 2 と ころ を 3 な が ら も i CEET 


034] ベッ ド の 下 に 本 を 置い た まま に し て お いた ら 、 ほ こり ( ) に な っ て いた 。 
1 まみ れ 2 ずく め 3 が て ら 4 が ち 


【135】 こ の 歌手 は 歌唱 力 (  )、 話 も 面白 い の で 、 テ レビ 番組 の 人 気 者 で ある 。 
1 いか ん に よら ず 
2 も さる こと な が ら 
3 を も の と も せ ず に 
4 は いざ し ら ず 


【136】 こ の 地方 で は 四季 それ ぞ れ の 景色 が 楽し め ま す が 、 な ん と ( ) 紅葉 の 頃 
が 最高 で す 。 
1 いえ ば 2 し て も 3 いつ っ つて も 4 な れ ば 


(137) ( ) あの 方 の お 父様 は 高 名 な 学者 と いう こと で す よ 。 
1 な ん と か 2 な ん で も 3 どう や ら 4 どう で も 


(138) 就職 の 報告 ( )、 久 し ぶり に 祖父 母 の 顔 を 見 に 行っ た 。 
1 な が ら 2 の か た わら 
3 か た が た 4 の 一 方 で 
【139】 こ の 映画 は 本 当 に お も し ろく て 、 一 瞬 ( ) 画面 か ら 目 が 離せ な か っ た 。 
1 な ら で は 2 た り と も 
3 ves し で は 4 と も な く 


【140】 仮 に 絵 の 才 能 が ある ( )、 画 家 と し て 成功 する 保証 は な い 。 
1 と いえ ば 2 と 思い き や 
3 と いう の は 4 と し た と と ころ: で 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【141】 そ の 政治 家 は 国会 で ( ) こと を 言っ て 非難 され た 。 
1 言わ ず に は すま な い 

2 うき らい が ある 

3 言う べから ざる 

4 言う に は あたら な い 


【142】 こ の 作曲 家 の 作品 は 、 国 内 ( )、 海 外 に お いて も 高く 評価 され て いる 。 
1 と し た と ころ で 2 と いえ ども 
3 と は いえ 4 の みな ら ず 


【143】 う ちの 主人 ( )、 休 み の 日 は 朝 か ら 飲 ん で ば か り い る 。 
1 と きた ら 2 に し た ら 3 と いっ 光ら 4 と も で は 


(144) これ は 、 会 議 で 議題 と し て 取り 上 げ る に ( ) 問題 と は いえ な い 。 
1 か か わる 2 至る 3 足る 4 に お ける 


[145] 少子 化 が 農村 の 師 貴 化 に 拍車 を ( Ja 
1 か け て いる 2 つけ て いる 
3 お いて いる 4 あげ て いる 


【146】 公園 の 隣 に 新しい 喫茶 店 が で きた の で 、 図 書館 へ 本 を ( ) 見 に 行っ た 。 
1 返し な が ら 2 返す か た わら 
3 返す に し た が っ て 4 返し が て ら 


(147) 彼女 は 先生 に 叱 ら れ て 、( ) 顔 で 下 を 向い て いた 。 
1 泣く が ご と き 2 泣か ん が た め の 
3 泣か ん ば か り の 4 泣く と ば か り の 


【148】 ご く 当 然 の こと を し た まで で すか ら 、( )。 
1 感謝 し て いた だ く こ と も あり ませ ん 
2 感謝 され な いも の で も あり ませ ん 
3 感謝 され ず に は お きま せん 
4 感謝 され な いと いっ た ら あ り ま せん 


【149】 こ の か ば ん は 、 内 側 の 小さ い ポ ケッ ト に 、 小 銭 入れ 、 鍵 ( ) 小物 が 入れ 
られ る の で 、 使 いや すい で す よ 。 
1 よう な 2 と いう 3 SUDE 4 な ん か 


【150】 こ の 本 は 難解 だ が 、 辞 書 を 引き な が ら 読 め ば 留 学生 で も 読め な い ( )。 
1 で は いら れ な い 2 で は すま な い 
3 に こし た こと は な い 4 も の で も な い 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【151】 親 友 の た め ( )、 私 は 喜ん で 手 を 貸す つも り だ 。 
1 な が ら も 2 な ら で は 3 と すれ ば 4 と あれ ば 


【152】 そ の ネコ は 、 食 卓 に 飛び 上 が る ( )、 魚 を くわ えて 逃げ て 行っ た 。 
1 そば か ら 2 と あれ ば 3 な り に 4 が 早い か 


【153】 何 事 も 努力 ( )、 成 功 は な い 。 
1 する べく 2 な くし て 3 に か ぎら ず 4 どおり に 


【154】 教師 が 学校 内 で 未成 年 の 学生 に 飲酒 を すす め る と いう ( ) こと が 行わ れ 


て いた 。 
1 許す まじ き 2 許さ ず に は お か な い 
3 許す まい 4 許さ な いで も な い 


【155】 そ の 若者 が 老人 に 対し て と っ た 和 失礼 ( ) 態度 を 見 て 、 一 言 注意 を せ ず に 
は いら れ な か っ た 。 


1 に 至る 2 を 禁じ えな い 
3 極まりない 4 を 余儀 な くさ れる 


【156】 彼女 は 、 も う 私 に は 会 いた く な い ( ) 「 さ よ な ら 」 と 冷た く 言 っ た 。 
1 と ば か り に 2 と いう も の の 
3 EAD CS 4 と も な る と 


1 


【157】 そ の 男 は 警官 の 姿 を 見 る ( )、 逃 げ 出し た 。 
1 と た ん に 2 そば か ら 3 な り 4 EEST 


NSH 


£ >= 


(158) 前 日 に 準備 し て お け ば いい ( )、 妹 は いつ も 出かけ る 直前 に な っ て あわ 


で る 。 
1 も の な ら 2 も の を 3 も の の 4 も の だ か ら 
(159) A 社 の 製品 は デザ イン の よさ ( )、 使 いや すさ と いう 点 で も 高く 評価 され 
て いる 。 
1 €a5C 2 も さる こと な が ら 
3 に ひき か え 4 と いえ ども 


(160) 事故 で けが を な さっ た 方 の 回 復 を 心 よ りお 祈り ( do 
1 申し ます 2 申し 上 げ ま す 
3 申 さ れ ま す 4 申し て お り ま す 


NSH 


J wosk 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


(161) 集団 で 1 人 の 生徒 を いじ め る こと は 、 許 す ( ) 行為 で ある 。 


1 まで も な い 2 ゆえ の 3 の みな ら ず 4 まじ き 
【162】 こ の 村 の 人 た ち は 、 貧 し い ( ) 平和 な 日 々 を 送っ て いる 。 

1 も の だ か ら 2 に し て は 

3 か ら と いっ て 4 な が ら も 


(163) 商品 の 詳し い ご 案内 は カタ ログ に 書い て ( )。 
1 ご ざい ます 2 ご覧 に な れ ま す 
3 いら っ し ゃ いま す 4 な さい ます 


【164】 おもしろい も の が ある ん で す よ 。 今 ( Je 
1 拝見 させ まし ょ う 
2 お 見 せい た だ きま し ょ う 
3 お 目 に か か り ま し ょ う 
4 ご覧 に 入れ まし ょ う 


【165】 町 の 住民 に 愛さ れ て きた 映画 館 が 閉鎖 され る こと に な り 、 寂し い ( )。 
1 か ぎり だ 2 し まつ だ 
3 を 禁じ えな い 4 と いう と ころ だ 


【166】 首相 ( ) 者 、 冗 談 を 言う に も 十分 な 注意 が 必要 だ 。 
1 の ご と き 2 と する 3 た る 4 に お ける 
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【167】 記 者 た ち は 電話 を 切る が ( )、 カ メラ を も っ て 部 屋 を 飛び 出し て 行っ た 。 
1 Ed 2 最後 3 早い か 4 ごとく" 


Dinti iad 


【168】 ど ん な に 嘆き 、 悲 し ん だ ( )、 死 ん だ 人 が 帰っ て くる わけ で は な い 。 


1 


と ころ が 2 と ころ に 3 と ころ を 4 と ころ で 


【169】 あな た は この 会 社 の 最高 責任 者 な の だ か ら 、 こ の 問題 に つい て ( ) の で す よ 。 


1 


2 
3 
4 


知ら な いで は お か な い 
知ら な いで も な い 
知ら な いで は すま な い 
知ら な いで は いら れ な い 


【170】 当社 で は 、 幅 広い ニー ズ に ( )、 さ ま ざ ま な サー ビス を 提供 し て いる 。 


1 
2 
3 


こたえ が て ら 
こたえ る べく 
こたえ る と も な る と 
こたえ る と ば か り に 


部 SA 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


(171) 生徒 を 差別 する と は 、 教 師 ( ) 行為 だ 。 
1 べから ざる 2 に 足る 
3 に あたら な い 4 に ある まじ き 


【172】 あ の 人 、 新 入社 員 に し て は よく 仕事 が ( )。 
1 で き な い じゃ な いか 

で き な い だ ろう か 

で きる だ ろう か 

で きる じゃ な いか 


Ë の N 


【173】 お 疲れ ( ) お 呼び 立て し て 申し 訳 あ り ま せん で し た 。 


1 と は いえ 2 な が ら も 
3 つつ ゃ 4 の と ころ を 
(174) お礼 ( )。 当 然 の こと を し た まで で すか ら 。 


1 に は お よび ませ ん 
2 と は 思い ませ ん 
3 に は 至り ませ ん 
4 と は か ぎり ませ ん 


【175】 い い 悪 い は ( )、 こ れ は 今 ま で に な い 新しい アイ デア で すね 。 
1 別に し て 2 他 に し て 
3 無し に し て 4 異 に し て 


NMS 


WAS 


(176) 毎日 こん な に 降る と 、( ) と も 限ら な い 。 
1 水不足 に な ら な い 
2 洪水 が 起き る 
3 水不足 に な る 
4 洪水 に な ら な い 


【177】 COMM MO MAE WBA, HICK TIA ( 9 
1 売ら な いも の で も な い 
2 売ら ず に は お か な い 
3 売る まで も な い 
4 売る に は あたら な い 


(178) 会社 の 非常 時 に ( )、 社 長 は どう し て あん な に の ん びり 構え て いら れる の 
だ ろう 。 
L SF 2 あっ て 3 よっ て 4 つれ て 


【179】 世界 の 国々 が も っ と 相互 理解 を 深め る こと で 平和 が 実現 で きる と いう ( ) 
私 は 考え る の で す が 。 


1 ふう に 2 こと に 3 も の と 4 の と 
(180) 雨上がり の 山道 で 転ん で 、 ど ろ ( ) に な っ て し まっ た 。 
1 まみ れ 2 DY 3 つき 4 ずく め 


¿EET 


N HHS 
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次 の 文 の ( 
【181】 も う 冬 な の に 台風 が 来る ( 
1 と いえ ども 
3 と きた ら 


1 ZES 2.。 だ に 


1 に そく し て 
3 で あれ 


1 見 る 2 見 で 


1 つく さ ざ る 


3 つく さ ね ば 


【186】 今回 の 成績 は 、 私 ( 
1 どおり に 2 


な が ら に 


(187) ( 
1 見 な が ら に 
3 見 る べく 


NHS 


BS 


m 


(182) ZOJ ic 82 Sh CHSC. HC 


【183】A 氏 の 代表 作 と いえ ば 、 こ の 作品 ( 


【184】 な ん で も いい で すか ら 、 と に か く あ な た が ( 


(185) どん な 仕事 を 与え られ て も 、 ベ スト を ( 


) 雑誌 を めく っ て いた ら 、 


Z 10 10 Z 10 


) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


)、 驚 きだ 。 
2 ett 
4 と いえ ば 


) 物語 が 数 多く ある 。 
3 た る 4 めい た 
) ほか に な い 。 

2 の みな ら ず 

4 を お いて 


) な り に 話し て くだ さい 。 
3 見 た 4 見 な い 

) と いう 気持 ち が 大 切 だ 。 
2 つく すべ く 

4 つく さん が た め 


) 精 一 杯 努力 し た 結果 だ っ た 。 


3 な り に 4 し だ い に 
私 の 出身 高校 の 記事 が 載っ て いた 。 
2 BATS 

4 見 る と も な し に 


【188】 家事 を 全部 し ろ と は ( )、 せめ て で 食事 の 後 片 づけ の 手伝い く らい は し て ほ 


し い 。 
1 言え ども 2 言っ た も の の 
3 言わ な いま で も 4 言わ な い ほ ど で 


【189】「 今 度 は いつ こち ら に ( ) に な り ま すか ] 「 来 月 の 初め に 参る 予定 で す ] 
1 うか が い に 2 いら っ し ゃ る 
3 お いで 4 お まい り に 


【190】 X 選 手 と Y 選 手 の 2 人 は ( ) で 走っ て いた が 、 ゴ ー ル 寸前 で Y 選 手 が ス ピー 
ド を 上 げ て 、 そ の まま ゴー ル し た 。 
1 抜き つ 抜 か れつ 
2 抜い た か 抜か な いか 
3 抜 こう が 抜く まい が 
4 ROGERS EVE 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【191】 自 分 は 関係 が な いと ( ) ば か り に 、 彼 女 は 横 を 向い た 。 
1 言わ ず 2 言い て 3 言わ ん 4 言わ ぬ 


(192) 散歩 ( )、 最 近 近 くに 引っ 越し て きた 妹 の アパ ー ト を 訪ね て みた 。 
1 な が ら に 2 WTS 3 の か た わら 4 の ご と く 


【193】 大 企業 が 相次い で 倒産 する と いう 事実 に 、 和 驚き を ( )。 
1 f< ant 
2 問わ な い 
3 禁じ 得 な い 
4 せ ず に いら れ な い 


【194】 新 人 の ( ) ご 迷惑 を お か け す る こと も 多い か と 思い ます が 、 ど うか よろ 
し く ご 指導 を お 願い 申し 上 げ ま す 。 
1 こと か ら 2 CEK 8 こと を を て 4 こと に は 


(195) 結婚 式 前 日 の 気持 ち は 、 う れ し い ( )、 さ び し い ( )、 な ん と も 説 
明 し が た い 複 雑 な も の だ っ た 。 
1 な り プ なり 
2 で あれ で あれ 
3 と いう か と いう か 
4 と か と か 


【196】 大学 入学 以来 10 年 暮らし た この 町 は 、 大 学 時 代 の 思い 出 ( )、 私 の 「 心 
の ふる さと 」 と な っ た 。 
1 と 相まって 2 と あっ て 3 と あろ うと 4 と あれ ば 


【197】 彼 の 小説 に つい て の 批判 ( ) 記事 が 雑誌 に 載っ て いた 。 


1 まじ き 2 な ら で は の 
3 な り の 4 めい た 
(198) 彼女 、 さ っ きか ら ( ) だ けど 、 何 が そん な に 面白 いん だ ろう 。 
1 笑っ た まま 2 笑い つつ ある 
3 笑い っ ぱな し 4 笑い か け 


(199) HPL IC, SHS TE ( )、 立 つこ と も で き な い 。 
1 は お ろか 2 を よそ に 3 に も まし て 4 と 相まって 


【200】 彼 は 特に 優秀 と いう こと も な く て 、 ま あま あ 人 並み ( )。 
1 ば か り だ 2 と いわ ん ば か り だ 
3 RCE 4 と いう と ころ だ 


HSH 


HSB 


qa 


に た に ) に 3 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【201】「 こ れ ( )、 も う 酒 は や め る 」 と 何 度 言っ た こと か 。 で も 、 や っ ぱり や め 
られ な い 。 
1 で 限り 2 の 限り に 3 に 限っ て 4 を 限り に 


【202】 た と え 未 成年 ( )、 罪 を 犯し た の な ら 、 厳 し く 六 する べき だ 。 
1 と いい 2 で あれ 3 は お ろか 4 で すら 


そう し ょ く ほど こ 


【203】 そ の 城 の 窓 ( ) 窓 に は 美しい 装飾 が 施さ れ て いる 。 


L ENJA 2 や ら 3 と いう 4 だ の 
[204] 店 員 の 態度 は その 店 の 評判 ( ) と あっ て 、 ア ル バ イト 店 員 に も 接客 の 研 
修 を する 店 が 増え て いる 。 
1 を か ざる 2 に か か わる 
3 を か ける 4 に か か る 


[205] 国 の 景気 対策 は 実情 (  ) も の で な けれ ば ならない 。 
1 kitu 2 な り の 3 に 至る 4 し だ い の 


【206】 高 速 道路 を 作っ た ( )、 こ の 島 の 美しい 自然 は 二度と 元 に は 戻ら な い だ ろ う 。 
1 そば か ら 2 で ころ で 3 が 最後 4 が 早い か 


【207】 賞品 の 発送 ( )、 当 選者 の 発表 に 代え させ て いた だ きま す 。 
1 に 向け て 2 を も っ て 3 に ひき か え 4 を お いて 


一 


[208] HMM U LIKE MAIIEM LEBOEICOML. WEED ( )。 
1 に た えな い 2 を 余儀 な くさ れ た 
3 と いっ た ら な い 4 を 禁じ 得 な い 


【209】 一度 ( )、 二 度 、 三 度 と 同じ ミス を 繰り 返す な ん て ひど い 。 
1 な ら な ん と か 2 な ら ま だ し も 
3 まし で も 4 に も まし て 


【210】 彼 は 汚職 ( ) の 事件 に 巻き 込ま れ 、 退 職 せ ざる を えな く な っ た 。 
1 が ら み 2 ふく み 3 ぐる み 4 よし み 


HASH 


Bt St 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 
【211】 あ の 人 が そん な ば か な こと を 言う は ず が な い 。 よ も や ( )。 


1 本 気 で は ある まい 
2 想像 に か た く な い 
3 信じ か ね る こと だ 
4 予想 で き な く も な い 


【212】 飛行 機 が 墜落 し た 現場 は 、 見 る 人 ) ひど い 状 況 だ っ た 。 


1 に は あたら な い 2 に た えな い 
3 に た りな い 4 に か た く な い 

【213】( ) 暮らし が 一 向 に 良く な ら な いと いう 気の毒 な 人 た ち が 増 えて いる 。 
1 働け ど 働 けど 


2 働く の に 働く の に 
3 働く と も 働く と も 
4 働き な が ら 働き な が ら 


【214】3 連休 の 最終 日 ( )、 東 京 方 面 へ 向かう 高速 道路 は 大 渋滞 と な っ て いる 。 
1 や で 2 と あっ て s SEET 4 と て 


【215】 お 休み の ( ) を 申し 訳 あ り ま せん が 、 少 し お 尋ね し た いこ と が あり まし て …。 
1 な か 2 さい 3 で ころ 4 うえ 


【216】 そ の と き 彼 女 が 自殺 まで 考え て いた ( )、 思 いも よら な か っ た 。 
1 な ん か 2 と は 3 くせ し て 4 と は いえ 


[217] ころころ と 変わ る 国 の 政策 は 、 国 民 に 不信 感 を 与え ( ) だ ろう 。 
1 な く て は すま な い 
2 な いで は お か な い 
3 て すむ こと で は な い 
4 て や まな い 


【218】「 お 客 さ ま は も う ( ) ñ] 「 い いえ 、 ま だ いら っ し ゃ いま せん 」 
1 見 えま し た 
2 お 見 え し まし た 
3 お 目 に か か り ま し た 
4 お 目 に か か られ た 


[219] 試験 の 受験 者 は 、450 人 か ら 460 A ( l Cs. 
1 と いう も の 2 ど ぬ つた と とろ 
3 と いっ た こと 4 と いっ た わけ 


【220】 こ の 虫 に 刺さ れる と 、 毒 の た め に 呼吸 困難 に な る ( ) ある 。 
1 さえ 2 こと こそ 38 こと すら 4 だ に 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 
【221】 日 中 は 乗降 客 の 少な い 郊 外 の 駅 も 、 朝 の ラッ シュ 時 ( )、 ホ ー ム は 人 で あ 

ふれ か える 。 

L と で は 2 と も な る と 

3 と すれ ば 4 に し て は 
[222) A 市 の 市 長 選挙 は 、 ひ と り A 市 の 市 民 ( )、 全 国民 に 注目 され て いる 。 

1 は お ろか 2 の みな ら ず 

3 を よそ に 4 に か か わら ず 


【223】「 社 長 は 今 、( ) か ] 「 い いえ 、 主 人 は あい に く 出 か け て お り ま す 」 


1 
2 
3 
4 
(224) T 


1 
3 


在宅 で いら っ しゃ いま す 

ご 在宅 で し ょ う 
在宅 し て いら っ し ゃ いま す 
ご 在宅 し て いら っ し ゃ いま す 


国政 府 の 対応 ( )、 国 交 の 断 綴 も や む を えな い の で は な いか 。 
に 即 し て 2 に ひき か え 
いか ん に よっ て は 4 も さる こと な が ら 


【225】 最 近 の 若者 は 権利 を 主張 する ば か り で 、 義 務 を 怠る ( )。 


1 
3 


か ぎり で ある 2 きら い が あ る 
だ け で ある 4 まで で ある 


[226] 私 と 彼 は 同じ 年 の 同じ 時 間 に 生 まれ 、 遠 く 離 れ た この 町 で めぐ り 合 っ た 。 こ れ 
が 運命 ( )。 
1 と いっ た と ころ だ 
2 と いっ た ら あ り は し な い 
3 で な いも の で も な い 
4 で な く て な ん だ ろう 


【227】 こ の 機械 は ずい ぶん 古い 型 の も の だ が 、 今 で も 十分 実用 ( )。 
1 に か か わる 2 に た える 
3 極まる 4 か ら あ る 


【228】 レ ポー ト が うま くま と ま ら な い 。( ) 消 し 、( ) 消し で 、 一 向 に 進ま な い 。 
1 書く と 書く と 
2 書い た ら プ 書い た ら 
3 書け ば ンプ 書け ば 
4 書い て は 書い て は 


【229】 ど ん な に 苦し く て も が ん ば れる の は 、 家族 の 支え が あれ ば ( ) で す 。 
1 ゆえ 2 こそ 3 すら 4 さえ 


【230】 週末 に は ゆっ くり 休め る ( )、 休 日 出勤 し な けれ ば な ら な く な っ て し まっ た 。 
1 そば か ら 2 だ っ て 
3 すえ に 4 と 思い き や 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 


【231】 夫 の 仕事 が 成功 ( )、 私 は 彼 を 支え 続け る つも り で す 。 
1 し よう に も 
2 し よう と し まい と 
3 する と し た と ころ で 
4 する と いえ ども 


【232】 そ の こと な ら 、 私 ども 皆 よ く ( ) の で 、 ご 心配 に は 及び ませ ん 。 
1 ご 存じ で す 
2 存じ て お り ま す 
3 存じ いた し て お り ま す 
4 ご 存 知 で いら っ し ゃ いま す 


【233】 ここ まで 問題 が 大 きく な っ た 以上 は 、 社 長 自ら が 事情 を 説明 し 、 謝 罪 せ ず ( )。 
1 に は お か な い だ ろ う 
2 に は あたら な い だ ろ う 
3 に は すま な い だ ろ う 
4 に すん だ だ ろう 


(234) この 店 は 、 食前 酒 か ら デ ザー ト ( )、 すべ て 一 流 の 味 を 楽し ませ て くれ る 。 
1 に 足る まで 2 に 及ぶ まで 3 に よる まで 4 に 至る まで 


【235】 うわ あ 、 す ご い 。( )、 数 え 切 れ な いよ 。 
1 ある と 、 あ る と 
2 ある は 、 あ る は 
3 多い の 、 少 な い の っ て 
4 多い し 、 多 いし 


[236] たま に は 我が家 の ほう に も ( )。 
1 お 越し くだ さい 
2 お 見 え く だ さい 
3 お 訪ね し て くだ さい 
4 お 渡り に な っ て くだ さい 


【237】 地 元 住民 の 反対 を ( )、 自 治 体 は ご み 処 理 場 の 建設 を 開始 し た 。 
1 か ぎり に 2 も と に 3 さか い に 4 よそ に 


[238] 二酸化 炭素 の 削減 は 、 世 界 各国 の 協力 ( ) 実現 で き な い 。 
1 な ら で は 2 と いえ ども 
3 な くし て は 4 ゆえ に 


【239】 世界 で トッ プ の 銀行 が 倒産 する な ん て 、 誰 も 想像 ( ) し な か っ た 。 
L iy s 2 ほど 3 し か 4 だ に 


【240】 も うす ぐ 試 験 だ と いう の に 、 息 子 は 勉強 も そっ ちの け で ( Js 
1 遊ん で ば か り い る 
2 遊ぶ し か し な い 
3 遊ん で だ けい る 
4 遊ぶ ば か り だ 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


(241) 経営 者 は 、 会 社 が 社員 ( ) の も の で ある こと を 忘れ て は な ら な い 。 
1 に あたっ て 2 あっ て 3 と あっ て 4 に あっ て 


【242】 た と え 大 きく リー ド し て いた と し て も 、 試 合 終了 の 合図 が ある まで は 、 一 秒 


( ) 油断 は で き な い 。 
1 な が ら も 2 た り と も 
3 に も まし て 4 は お ろか 
【243】 旅先 で その 土地 ( ) 郷土 料理 を 食べ る の は 楽し いこ と だ 。 
1 あっ て の 2 な らい ざし ら ず 
3 か ら こ その 4 な ら で は の 


【244】 息子 は 、 就 職 ( ) アル バイ ト も せ ず 、 毎 日 遊ん で 暮らし て いる 。 
1 は お ろか 2 は と も か く 
3 に や まし て 4 を よそ に 


【245】 先生 は ( ) よう で すか ら 、 また 後日 あら た め て 参り まし ょ う 。 
1 お 忙し く て お られ る 
2 お 忙し く ご ざい ます 
3 お 人 忙し く て され る 
4 お 忙し く て いら っ し ゃ る 


[246] 2 月 の 北海 道 は 、 寒 い ( )。 冷凍 人 間 に な り そ う だ 。 
1 の な ん の っ て 2 と か 寒く な いと か 
3 に も ほど が ある 4 の 極み だ 


(247) 


【248】 


【249】 


【250】 


彼 は 希望 の 大 学 に 入学 し た も の の 、 校 則 違 反 を し た た め に 退学 ( Je 
1 を 禁じ 得 な か っ た 

2 を 余儀 な くさ れ た 

3 せ ず に は お か な か っ た 

4 を も の と も し な か っ た 


新入 社員 ( ) に 負け る も の か と 、 ベ テラ ン 社 員 た ち も 営 業 成績 を 伸ばそ 
うと 必死 に な っ て いる 。 

1 か の ご と き 2 TES 

3 ご と し 4 ご と き 


子ども が ( )、 家 に 帰る の が 楽し く て し か た が な い 。 
1 生ま れ た か ら に は 

2 生ま れ た と し た と ころ で 

3 生ま れ た に も か か わら ず 

4 生ま れ て か ら と いう も の 


彼 は 昨日 の 夜 、 酒 に 酔っ て 駅 の 階段 か ら 落 ち た そう だ 。 よ くけ が を し な か っ 
だ « J 
1 は ず だ 2 も の だ 3。 わけ だ 4 と ころ だ 


S MSH 


Mid SX 


NSH 


fd mised 


文 の 文法 1 


グ 10| Z 10 410 


ROMO ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【251】 建設 現場 で の 作業 は 、 よ ほど ( ) 事故 に つなが りか ね な い 。 
1 注意 し な いと 2 注意 する こと で 
3 注意 せ ず に いる と 4 注意 を 怠 れ ば 


[252] 動物 ( )、 尊 い 命 を も つこ と で は 人 間 と 変わ ら な い 。 
1 と いえ ども 2 に か ぎっ て 
3 と あっ て 4 と きた ら 


(253) 世間 の 人 は ( )、 私 に は 、 そ うい う 不 道徳 な こと は 断じて 許せ な い 。 
1 それ に し て も 2 どう あれ 
3 要する に 4 人 し れず 


[254] 山師 の 著書 の 出版 を 祝う ( — )、 教 え 子 が 集まっ て パー ティ ー を 開い た 。 
1 w<< 2 べき 
3 べから ず 4 べから ざる 


【255】 子供 な ら ( )、 大 人 が そん な こと を する も ん で すか 。 絶対 に し ませ ん よ 。 
1 いざ と な る と 2 いざ 知ら ず 
3 さる こと な が ら 4 も と より 


[256] 課長 は か な り 多忙 らし く 、 昼 食 も ( ) に パソ コン に 向かっ て いる 。 
1 まち まち 2 な か な か 3 そこ そこ 4 さく さく 


(257) 彼 は 周囲 の 反対 を 押し 切っ て 会 社 を 作っ た が 、 経 営 に 失敗 し 、 親 に 借金 の 返済 
を し て も ら う ( )。 
1 か ぎり だ 2 あげ ぐだ 3 し まつ だ 4 以上 だ 


【258】 世界 一 の 高 さ を 誇る 塔 「Z タ ワー」 は あと 1 か 月 ( ) 完成 する 。 
1 に な れ ば 2 も すれ ば 3 と な れ ば 4 を すれ ば 


【259】 息子 を 電車 の 事故 で 亡くし た 両親 は 、 鉄 道 会 社 を ( ) と 語っ た 。 
1 訴え る に 足り な い 
2 訴え る に ほか な ら な い 
3 訴え ず に は お か な い 
4 訴え る きら い が あ る 


【260】 どん な に 才能 が あっ た と し て も 、 日 々 努力 を 積み 重ね る ( ) 一 流 に は な 
れ な い 。 
1 まで も な く 2 ほか な く 
3 こと な し に 4 と も な し に 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


(261) 高速 道路 で トラ ッ ク が 反対 車線 に 飛び 出し 、 あ わ や 大 事故 ( )。 
1 に な ら な いで は すま な か っ た 
2 が 起き る こと に な っ た 
3 EAD SESS 
4 と な る お それ が あっ た 


【262】 私 た ち が 付 き 合っ て いる こと を 彼女 に 知ら れ た ( )、 あ っ と いう 間 に み ん 


な に 伝わっ て し まう だ ろう 。 
1 そば か ら 2 と ば か り に 
3 が 最後 4 と ころ で 
【263】 こち ら が お 客 様 の ご 注文 の 品 で す 。( ) と よろ し い の で す が 。 


1 お 気 に お 召し に な る 
2 お 気 に お 召さ れる 
3 お 気 に お 召し に な る 
4 BAKET 


(264) 新しい ゴミ 処理 場 の 建設 は 、 ひ と り 地 域 住 民 ( )、 近 隣 の 市 町 村 に も か か 


わる 問題 だ 。 
1 を よそ に 2 の みな ら ず 
3 は お ろか 4 に ひき か え 


【265】 ふ だ ん は や さ し い 部 長 だ が 、 本 気 で 怒っ た と き の 怖 さ ( )。 
1 ほか な ら な い 2 か ぎり だ 
3 と いっ た と ころ だ 4 と いっ た ら な い 


【266】 ア メリ カ の 人 気 ロ ッ ク バ ンド が 東京 を ( ) 6 つの 都市 で コン サー ト を 行う 。 
1 限り に 2 お いて 
3 も の と も せ ず 4 皮切り に 


【267】 この 成功 は スタ ッ フ 全員 の 協力 に よっ て も た ら さ れ た も の だ ( )。 
1 言え よう 2 と 言う ば か り だ 
3 で あっ て よい 4 で あり た い 


【268】 君 が 娘 の 将来 に つい て 心配 する の は ( ) だ が 、 彼 女 も 子ども じゃ な いん 
だ か ら 、 そ っ と 見 守る ほう が いい 。 
1 や も っ と も 2 お ろか 3 さて お き 4 たいがい 


(269) 出し た も の は きち ん と し まい な さい 。( ) は だ めで す よ 。 
1 出し が て ら 2 出し っ ぱな し 
3 出す の み 4 出す まま 


【270】 この 計画 が 成功 する か どう か は 、 事 前 の 準備 に ( )。 
¿ Sess 2 か か っ て いる 
3 あたら な い 4 きま っ て いる 


过 


だ) 
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2 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


(271) 他社 に よる 新 製品 の 発売 も 、 幸 い に し て 当社 の 売り 上 げに 何ら ( )。 
1 影響 を 与え ざる を えな か っ た 
2 影響 を 与え る も の で は な か っ た 
3 影響 を 与え る まで も な か っ た 
4 影響 を 与え る きら い が あ っ た 


【272】 彼 は リー ダー と し て 尊敬 ( ) 人 物 だ 。 
1 に 足る 2 に あたる 3 あっ て の 4 に か か わる 


【273】 私 が あな た を ( ) 愛し て いる か 、 わ か っ て も らい た い 。 
1 SA 2 どう に か 3 いか に 4 いか ん 


(274) こん な に 難し いこ と が 何 の 努 力も な し に 、 ど うし て ( )。 
1 成功 で きま いか 2 成功 させ な い の か 
3 成功 で きよ うか 4 成功 し よう が ある か 


【275】 結果 は ( )、 全 力 を つく し た こと は 認め よう 。 
1 と も な れ ば 2 と も する と 
3 と も な く 4 と も あれ 


【276】 こ の 難局 を 乗り 切る に は 、( ) いい の だ ろう か 。 
1 いか ん に よっ て は 2 いか な る 
3 いか よう に 4 いか に すれ ば 


[277] 彼女 は 僕 の 顔 を 見 る ( )、 人 目 も か まわ ず 泣 き 出 し た 。 
1 次 第 2 そば か ら 3 と た ん に 4 な り 


うか 


【278】 出 版 業界 の 不況 下 ( )、 こ の 雑誌 だ け は 売り 上 げ を 伸ばし て いる 。 
l fees 2 に あっ て 3 に まっ て 4 と し て も 


[279] 名誉 を 守る た め に は 死 を ( )、 と いう 彼 の 強い 覚悟 に は 驚か され る 。 
1 も 辞 さ な い 2 も さる こと な が ら 
3 も の と も せ ず に 4 も っ て 


[280] 私 は この 活動 を 通し て 、 今 後 、 地 域 の 経済 発展 に 貢献 し て ( ) 考え で す 。 
1 いら っ し ゃ る 2 うか が う 
3 まい る 4 さしあげ る 


NAOH 


NKOMA 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【281】 この パン は 、 作 る ( ) 売れ て し まう 、 店 一 番 の 人 気 商品 だ 。 
1 ば か り に 2 そば か ら 3 か た わら 4 と た ん に 


【282】 祖父 は 、 な ん と 80 歳 ( ) スキ ー を 始め た 。 
1 で あっ て 2 に あっ て 3 で あれ 4 に し て 


[283] 厳し い 労働 条件 の 下 で 働く 労働 者 が スト ライ キ を し た か ら と いっ て 、( )。 
1 驚く に は あたら な い 
2 驚く と いっ た ら な い 
3 WOTRO 
4 驚く に か た く な い 


【284】 あ の 人 が いっ た い 何 を 考え て いる の か 、( ) 理解 で き な い 。 
か いも < 


1 同然 2 皆目 3 相当 4 全般 


【285】 学歴 が 高けれ ば 一 流 企業 に 就職 で きる ( )、 決 し て その よう な こと は な い 。 
1 まで も な く 2 の みな ら ず 
3 と も な れ ば 4 か と いう と 

【286】 億 方 長者 に な っ た 彼 は 運 が よかっ た わけ で は な い 。 誰 より も 努力 を し て 、 成 功 
する ( O) 成功 し た の だ 
1 RASLE 2 ELET 
S Erse どじ だ ごろ で 


に 
の 
x 
法 
2 


[287] 登山 は きつ い ス ポー ツ だ が 、 登 項 し た と き の 感 激 が ( ) 続け られ る と い 


う も の だ 。 
1 あっ て まで 2 あれ ば こそ 
3 ある と は いえ 4 あり な が ら 


【288】 彼 は 医師 の 仕事 ( )、 小 説 を 書き 、 雑 誌 に 発表 し て きた 。 


1 か た が た 2 の か た わら 
3 に と も な っ て 4 が て ら 
【289】 祭り の 会 場 へ 向かう 道 は 押す (  ) 押す ( ) KB MOK. 
1 な り ン な り 2 は ノ は 
3 な ノ な 4 と と 
【290】 家族 の 心配 ( 。 )、 彼 は 戦場 へ 取材 に 出かけ て 行っ た 。 
1 な し に 2 ゆえ に 3 を よそ に 4 を お いて 


NHS 
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次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【291】 い や な 仕事 を や ら さ れる ぐら いな ら 、( ) 会 社 を 辞め て し まお うと 、 退 職 


届 を 書い た 。 
1 あべ こ べ に 2 どう せ 
3 打っ て 変わ っ て 4 いっ その こと 


[292] 最愛 の ペッ ト を 亡くし た 彼女 の 気持 ち は 察 する に ( Ja 
1 か た く な い 2 た えな い 
3 ほか な ら な い 4 足ら な い 


【293】 営 業 成績 の 不振 も ( )、 高 額 な 報酬 を 受け 取っ て いる 経営 者 が いる 。 
1 と わ ず 2 お か まい な し に 
3 わり に 4 か か わり な く 


(294) 早く 自立 し た いと 思っ て いた が 、 い ざ 一 人 暮らし を 始め る ( )、 不 安 が な 
いわ け で は な い 。 
1 Etb 2 と いっ た ら 3 と あれ ば 4 と な る と 


【295】 こ の 病院 は 命 に ( ) よう な 重い 病気 の 患者 を 診る 態勢 が 整っ つて いな い 。 
1 お ける 2 か ん する 3 問う 4 か か わる 


【296】 テ レビ ドラ マ ( )、 そ ん な に 都合 よく 問題 が 解決 する わけ が な い 。 
1 も さる こと な が ら 2 で は ある まい し 
3 に も まし て 4 と も な る と 


NEMS -H 


KHIM 


【297】 彼 の 連絡 先 を 誰 も 知ら な い の で 、 連 絡 ( ) 連絡 で き な い 。 
1 する べく 2 する な り 
3 し な いま で も 4 し よう に も 


[298] 彼女 の 日 本 語 は 完璧 と は 言え な い ( )、 か な り の レベ ル に 達し て いる 。 
1 ゆえ に 2, x; 3 も の を 4 だ け に 


【299】 この 携帯 電話 は 、 字 が 大 きく て 操作 も 簡単 な の で 、( ) 方 に も 使い や すい 


は ず で す 。 
1 年 を 取ら れ た 2 年 を お 取り に な っ た 
3 お 年 を 召し た 4 お 年 を 取っ た 


【300】 あ の 事件 は 、 口 に する ( ) 恐ろし いも の で あっ た 。 
1 な り 2 だ に 3 さえ 4 ゆえ 


= 


文 の 文法 2 


く 文 の 文法 2 > に は 、1 回 5 間 ず つ 、 全 部 で 15 回 (75 問 ) の 間 題 が あ 
り ま す 。 実 際 の 日 本 語 能力 試験 も 、 く 文 の 文法 2 > は 5 問 あ り ま すか ら 、 
ここ に は 試験 15 回 分 の 間 題 が 入っ て いま す 。 

1 回 の 5 間 中 、3 て 4 間 正 解 で きれ ば 、 ほ ば ぼ 合 格 ラ イン で す 。 は じ め は 成 
績 が よく な く て も 、 回 が 進む に つれ て 、 だ ん だ ん 正解 が 増え て 、 最 後に 合 
格 ラ イン に 届く よう に 努力 し て くだ さい 。 

次 の ペー ジ に 解き 方 の 例 が あり ます 。 し か し 、 く 文 の 文法 > > の 間 題 の 
解き 方 の ポイ ント は 1 つ だ け で は な く 、 ポ イント が 2 つ 以 上 ある 前 題 も あ 
り ま す 。 つ まり 、 正 解 へ の 道 は 1 本 だ け で は な いか も し れ ま せん 。 も ちろ 
ん どの 道 ieii ce, 正解 は 同じ で 、1 つ だ け で す 。1 つの 道 が わか っ た 
ら 、 2 本目 の 道 きも 探し て みる と お も し ろ い で し ょ う 。 持っ て いる 文法 の カ 
を 100 パー セン ト 働 か せ て みて くだ さい 。 


問題 例 
次 の 文 の _ k に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


TOME * 思い 出す 。 
1 恋人 を 2 た びに 3 学生 時 代 の 4 開く 
[解き 方 | 


①「 た びに 」 の 前 に 動詞 ・ 辞 書 形 が 来る > [BAU] 
© [M<] の 前 は 「 歌 を ] が 合う 之 「 こ の 歌 を 開く た びに ] 


TOME 聞く RE * 思い 出す 。 

③「 思 い 出す 」 OKE [~E] が 来る き 「 恋 人 を 思い 出す 」 

come _ B< た びに 、 * BAS 思い 出す 。 
④ 第 3 空白 (w) に 「 学 生 時 代 の 」 が 入る 。 正 し い 文 に な る 。 

TOME _ 4 開く 2 た びに 、 3 学生 時 代 の 1 恋人 を 思い 出す 。 


⑤ * に 入る 番号 「3」 を 選ぶ 。 
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次 の 文 の * に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 


【1】 高校 時 代 は 、 こ ん な * と いつ 
も 思っ て いた 。 
1 生活 は 2 規則 
3 早く 終わ ら な いか 4 ずく め の 
【2】 彼女 の * に は お か な い 。 
1 揺さぶら ず 2 聞く 者 の 3 歌声 は 4 be 
【3】 大 学 の 入学 試験 まで あと 2 か 月 だ 。 * 
で き な い 。 
1 た り と も 2 た と え 3 一 日 4 無駄 に は 
【4】 新入 社員 * いち いち 落ち 込ん 
で は いら れ な い 。 
1 小さ な ミス で 2 で は 
3 こん な 4 ある まい し 
【5】 日 本 最大 の 保険 会 社 の 倒産 は 、 * 


の 経済 に も 深刻 な 打撃 を 与え る だ ろう 。 
1 の みな ら ず 2 日 本 3 世界 4 た だ 
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次 の 文 の * に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


(6) 


(7) 


[8] 


[9] 


【10】 


子供 た ち は 、 私 が 部 屋 を * の 
で 、 か な わな い 。 
1 散ら か す 2 そば か ら 3 きれ い に 4 掃除 し た 


日 本 へ 来 た ば か り の ころ は 日 本 語 で * 
が 、 今 は 日 本 人 と 議論 する こと も で きる よう に な っ た 。 

1 あい さ つ を 2 で き な か っ た 

3 する こと 4 すら 

娘 仁 小 学 校 四 * . fi kis o m 

極 的 に な っ た 。 

1 クラ ス 委 員 に 2 か ら 

3 WNT 4 と いう も の 

いつ も きち ん と し て いる 彼女 が * 

1 つけ っ ぱな し で 2 部 屋 の 電気 を 

3 な ん て 4 出かけ る 


普 私 が 被害 に あっ た あの 詐欺 事件 の こと は 、 今 
二 
1 思い 出す 2 で も $ KE 4 腹 が 
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次 の 文 の * に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【11】 彼 が * 多く の ビジ ネス マン の 
共感 を 得 て いる 。 
1 書き 上 げた 2 銀行 勤め の 3 小説 は 4 か た わら 


【12】 木村 君 は 医者 に 入院 が 必要 だ と 言わ れ た そう だ 。 し ば らく 


* だ ろう 。 
1 休ま せ ず 2 すま な い 3 に は 4 仕事 を 
【13】 今さら * 遅 すぎ る 。 
1 ese 2 過ぎ た 3 後悔 し た 4 こと を 
【14】 彼 は 家 に * 野球 を 見 始め た 。 
1 テレ ビ を 2 帰る が 2 OWT 4 早い か 
【15】 アメ リカ へ 留学 し た いと 両親 に 話し た と き 、 * 
励ま し て くれ た 。 
1 と 思い き や 2 2 人 と も 


3 反対 され る か 4 賛成 し て 
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次 の 文 の * に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【16】 その 物語 の 主人 公 が 敵 に * 次 
に 私 は 感動 し た 。 
1 辞 さ な い 2 立ち 向かう 3 覚悟 で 4 死 を も 
【17】 私 た ち 2 人 は 大 を 続け て いる 。 
1 持ち つ 2 互い に 3 の 関係 4 持た れつ 
【18】 連絡 が 遅く な っ て 申し 訳 あ り ま せん で し た 。 電話 が * 
=) ん で す 。 
1 連絡 で き な か っ た つなが ら な く て 
3 に も 連絡 し よう 
【19】 敵 は * だ ろう 。 
1 BAe で は お か な い 
3 我々 の 攻撃 し な い 
【20】 私 が 話し て いる 間 、 彼 女 は * 
し て いた 。 
1 いた ずら 書き を 関係 な い 
3 自分 に は と ば か り に 
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次 の 文 の * に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【21】 た と え * 人 と 何 も 変 わり は 
な い 。 
1 普通 の 2 有名 人 
3 法律 の 前 で は 4 で あれ 

【22】 寝る 前 に 、 今 日 会 社 で * e fk: 
事 を 1 つ し 忘れ た こと に 気づい た 。 
1 あっ た こと を 2 と も な く 
3 考え て いた ら 4 考え る 

【23】 新聞 に * わか ら な い 。 


1 本 当 の 話 2 か どう か 3 と は いえ 4 書い て ある 


【24】 私 の 誕生 日 を * で ご ざい ます 。 
1 うれ し い 2 覚え て いて くだ さっ た 
3 限り 4 と は 


【25】 た と え * 人 の 気持 ち は 分 か る 。 
1 幼い 2 まだ 3 子供 4 と いえ ども 


= r ン 
文 の 文法 = 75 グ 5 75 
次 の 文 の * に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 
【26】 私 の 出し た 案 に さん ざん * わ 
け で は な か っ た 。 
1 いい 考え が ある 2 文句 を 言っ た 
3 ese 4 彼 に 
【27】 本 日 は 、 あ り が と う ご ざ い 
まし た 。 
1 ご 多忙 の 2 くだ さり 3 ご 出席 4 と ころ を 
【28】 うち の * すぐ ゲー ム を 始め て 、 
テレ ビ の 前 か ら 動か な く な る 。 
1 息子 2 学校 か ら 3 と きた ら 4 帰る と 
【29】 この 子 は 目 * STRIDE. 
1 と いい 2 父親 に 3 A 4 と いい 
【30】 市 長 は 市 の * AR 


べた 。 


1 実情 に 2 医療 制度 の 3 即 し た 4 あり 方 を 
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次 の 文 の * に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【31】 久しぶり に 家族 が * 样子 
Eaves 
1 うれ し そう な 2 oT 
3 £45 4 両親 は 
【32】 何 か あ っ て 私 が 落ち 込ん で いる と 、 * 
母 は 私 に タイ ミン グ よ く 電 話 を くれ る 。 
1 それ を 2 の に 3 聞い た 4 わけ で も な い 
【33】 若者 の 間 で 人 気 の ある 漫画 の 多く は 、 * 
も の らし い 。 


1 に と っ て は 2 年 配 の 人 3 に た えな い 4 読む 


【34】 この 町 で 住民 の * ほか に 誰が 
いる だ ろう か 。 
1 に 足る 2 医者 は 3 彼 の 4 信頼 

【35】 昨年 の * 、 今 年 の 彼女 の 作品 


は 出来 が いま ひと つ だ 。 
1 作品 の 2 良かっ た 3 評判 が 4 の に ひき か え 
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次 の 文 の * に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【36】 恋人 が で きた 彼女 は 、 x よう に 
な っ た 。 
1 気 を つか う 2 お し ゃ れ に 3 以前 4 に も まし て 
[37] 憧れ て いた 歌手 に * で ある 。 
1 会 える 2 極み 3 感激 の 4 と は 
[38] 母 が 亡くな っ て 一 人 暮らし を 始め た 父 だ が 、 * 
自分 で し た こと が な か っ た の で 、 と て も 苦労 し て いる 。 
1 料理 2 お 茶 を 入れ る こと 
3 さえ 4 は お ろか 
[39] た だ 嫌い だ と いう だ け の 理由 で その 人 を * 
行为 万。 
1 まじ き 2 許す 3 の は 4 傷つけ る 
【40】 円 高 だ か ら * 、 必 ず し も そう 
で は な い 。 


1 増え て いる 2 日 本 人 が 
3 海外 旅行 に 行く 4 か と いう と 


文 の 文法 2 
次 の 文 の * に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 
【41】 せっ か く 当 た っ た 宝くじ も 、 * 
それ まで だ 。 
1 し まえ ば 2 交換 の 3 過ぎ て 4 期限 を 
【42】 水道 管 が 破損 し て 水 が 流れ な い の で 、 ト イレ の ドア に 「 
— — | と 書い た 紙 を 張っ て お いた 。 
1 使用 する 2 に つき 3 べから ず 4 故障 
【43】 不当 な * 、 社 員 が 団結 し て 立 
ち 上 が っ た 。 
1 改善 を 2 ne 3 労働 条件 の 4 要求 する 
[44] S 社 は 、5 年 前 に * いく つも 
の 新 商品 を 開発 し て いる 。 
1 Ste 2 発売 し た 3 皮切り 4 ゲー ム 機 を 
【45】 児童 虐待 の ニュ ー ス を 耳 に する た びに * 
の は 、 私 だ け で は な い は ず だ 。 
1 “Rp pe e 2 身勝手 な 大 人 に 
3 禁じ えな い 4 対す る 


7 2 Z 
文 の 文法 2 ノ 5 ン 5 zs 
次 の 文 の * に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 
【46】 数 々 の 賞 を と っ た 作品 を 私 の よう な * 
SDs 
1 今さら 2 批評 する 3 まで も な い 4 素人 が 
【47】 前 も っ て 予定 を 知ら せ て * も 
の を 、 君 が 帰宅 し な いと いっ て 昨夜 は 大 騒ぎ だ っ た ん だ よ 。 
1 くれれ ば 2 心配 せ ず に 3 お いて 4 すん だ 
【48】 彼 を * いな い 。 
1 お いて 2 ふさ わし い 3 ZOKK 4 人 は 
【49】 教授 は 今日 まで 取り 組ん で 
こら れ ま し た 。 
1 批判 を 2 研究 に 
3 周囲 か ら の 4 も の と も せ ず に 
【50】 A 氏 は 、 上 司 か ら 受 けた 不当 な 扱い に * 
会 社 に 損害 賠償 を 求め た 。 
1 退職 を 2) °C 


3 よっ て 4 余儀 な くさ れ た 
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次 の 文 の に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


(51) 


(52) 


(53) 


(54) 


[55] 


大 雨 で 市 民 が * こと が 問題 に 
な っ て いる 。 

1 被害 を 受け て いる の 2 市 長 が 旅先 で 

3 ゴル フ を し て いた 4 を よそ に 

10 年 に a 補 限り に 引退 する こと 
に な っ た 。 

1 活躍 し た 2 今季 を 3 わた っ て 4 SS 選手 が 
動物 の 一 生 は 、 少 し で も * 戦 
いで ある 。 

1 残さ ん が 2 多く の 3 子孫 を 4 KOO 

た ば ぱこ 税 の 増税 が * 間違い な 
い だ ろ う 。 

1 の は 喫煙 人 口 の 

3 拍車 を か ける 4 減少 に 

こん な に * 合格 は 無理 だ 。 

1 解く の に る よう で は 


3 苦労 する 


4 簡単 な 問題 を 
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次 の 文 の * に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【56】 学生 時 代 に も っ と 勉強 し て * 
後悔 し て いる 。 
1 今さら 2 よかっ た と 3 な が ら 4 お け ば 


【57】 財産 が あれ ば 何 の 心配 も な い の か と 思っ て いた が 、 金 持ち は 金持ち 


* ある よう だ 。 
1 な り に 2 悩み が 3 わか ら な い 4 貧乏 人 に は 
[58] これ は 、 経 験 と 実績 が ある $ 
大 仕事 だ 。 


1 は じ め て 2 “932 3 こなせ る 4 に し て 


【59】 事故 で 両親 を 亡くし た 女の子 は * 
し まっ た 。 
1 ジョ ッ ク の 2 きか な く な っ て 
3 あま り に 4 ne 


【60】 これ か ら 始 まる 仕事 に は か な り の 困難 が 予想 され ます が 、 
ーー ニー デュ 、 成 功 は まち が いあ り ま せん 。 
1 も っ て すれ ば 2 実績 を 
3 みな さん の 4 経験 と 
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次 の 文 の * に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 


[61] いか に も * 、 私 は すっ か り だ 
まさ ね れ で し まつ た 。 
1 投資 の 話 を する 2 も の だ か ら 
3 言葉 巧み に 4 親切 そう な 女性 が 

【62】 引越 し が 終わ る と 、 * 出 办 
けた 。 


1 片付け も 2 町 の 探検 に 3 そこ そこ に 4 荷物 の 


[63] 交通 最 の 多い 道路 に 突然 子ども が 飛び 出し 、 * 
Foti 
1 あわ や 2 人 身 事 故に 3 と ころ 4 な る 
【64】 犯罪 を 繰り 返す 彼 に 判断 が 
くだ され た 。 
1 更正 の 2 な い 3 余地 は 4 と いう 
(65) 彼 の * も の で も な い 。 
1 いか ん で は 2 可能 性 が な い 


3 今後 の 努力 4 大 学 進学 の 


“AA 
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次 の 文 の * に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


【66】 店 員 は 最後 の 客 の 前 で 、 * 


ブル の 上 を 片づけ 始め た 。 
1 帰れ と 2 言わ ん 3 早く 4 ば か り に 


【67】 仕事 が 忙し く て 、 * 状態 が 続い 


て いる 。 
1 数 週間 2 寝 て いな い 3 ろく に 4 ここ 


【68】 年 老い た 母 が 田舎 で * だ ろう 。 


1 心細い 2 一 人 暮らし を 
3 さぞ 4 する の は 


【69】 彼女 が その 手紙 を * 見 て 、 


は それ が 悪い 知ら せ だ と 思っ た 。 
1 DRTE 2 読み 終え る 3 の を 4 が 早い か 


【70】 市 長 の も と に は * 届く そう だ 。 


1 メー ル が 2 100 通 3 か ら の 4 1 日 に 


-NHS 


MeSaxt 


o 
© 


文 の 文法 2 
5 グ 5 25 
次 の 文 の __ k に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 
【71】 これ か ら 友 人 を 駅 まで * と 思 
いま す 。 
1 が て ら 2 送り し て こよ う 4 買い 物 を 
【72】 新人 で す の で 、 * が 、 ど う ぞ よ 
ろ し く お 願 いい た し ます 。 
1 ご 迷惑 を か ける 2 慣れ ぬ 
3 か も し れ ま せん と と と で 
【73】 お まえ の * 私 で は な い 。 必ず 
勝つ 。 
1 初心 者 に 2 cee 3 よう な 4 負け る 
[74] 町 長 生活 が 送れ る よう に 配 
應 し な けれ ば な ら な い 。 
1 安全 な 2 た る 者 3 町 民 が 4 豊か で 
er 
【75】 一 国 の 働く こと に な る だ 
ろう 。 
1 な し で 2 と も な れ ば 首相 4 休み 


文章 の 文法 


< XWo ik > に は 、1 同 1 商 題 ずつ 、 全 部 で 10 回 (10 問題 ) の 間 是 
が あり ます 。 実 際 の 日 本 語 能 力 試 験 も 、 く 文章 の 文法 > は 1 間 題 で すか ら 、 
ここ に は 試験 10 回 分 の 問題 だ 入っ て いま す 。1 問題 に は 小間 が s iia p = 
+, この 5 間 中 、3 ~ 4 問 正解 で きれ ば 、 ほ ば ぼ 合 格 ラ イン で す 。 は じ め は 
成績 が よく な く て も 、 回 が 進む に つれ て 、 だ ん だ ん 正解 が 増え て 、 最 後に 
合格 ライ ン に 届く よう に 努力 し て くだ さい 。 


文章 四 文法 


次 の 文章 を 読ん で 、| 1 | か ら | 5 | の 中 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 
ー つ 選び な さい 。 


さま ざま な 企業 で 働く 営業 社員 の 中 で も 群 を ぬい て 好成績 を あげ る 社員 は トッ プ セ ー ル ス 


マン な ど と 呼ば れ て いる 。 顧客 へ の 対応 が 成績 を 左右 する 仕事 に 携わる 彼ら の | 1 | 、 さ ぞ 


: 手 どろ うと だ れ も が 思う に ちがい な い 。 と ころ が 、 意 外 な こと に 、 優 れ た セー ルス マ 


2a | より も | 2b | な 人 が 多い そう だ 。 


彼ら は 顧客 の も と へ 何 度 も 足 を 運び 、 話 を よく 聞く 。 そ の 際 に 決し て し ゃ べり すぎ ず 、 う 
な ず き 、 あ いづ ち を 打つ 。 す る と 顧客 は 相手 か ら 同意 や 共感 を 得 ら れ た こと で 気持 ち が よ く 
な り 、 さ ら に 多く の 話 を する よう に な る 。 その 結果 、 初 め は 多少 の 警戒 心 を も っ て いた 顧客 


か ら も 信頼 され る よう に な り 、 セ ー ル スマ ン は 称 く | 3 | 多く の 情報 を 顧客 か ら 得 る こと が 


で きる 。 こ の よう に し て 相手 の 警戒 心 を 解き 、 好 意 は も ちろ ん 信頼 感 さえ 抱か せる 。 そ うな 


れ ば 、 商 品 の セー ルス は 半ば | 4 |. 


人 は 自分 に 対し て 関心 を 持つ 相手 に 好意 を 持つ も の で ある 。 だ か ら 、 顧 客 に 会 うと き は 、 


まず 相手 の 名 前 を 覚え る 、 そ れ か ら 相 手 の 目 を 見 て 相手 の 話 に 熱心 に 耳 を 傾け る こと 。 こ れ 


が 顧客 の 好意 と 信頼 を 得る 近道 で ある 。 つ まり 、| 5 | こそ セー ルス 成功 へ の 秘訣 だ と 言え 


る だ ろう 。 


= HES 


x 
の 
x 
法 
2 


わけ で ある か ら 2 も の な ら 
こと だ か ら 4 ほう と すれ ば 


a 話し 上 手 b 説明 上 手 
a 開き 上 手 プ b 聞き 下手 
a 話し 上 手 グ b 聞き 上 手 
a 聞き 上 手 グ b お だ て 上 手 


ば か り 2 ほど 
な り に 4 か ぎり 


成功 する こと が で きた 
成功 する で あろ う 

成功 し た と は いえ な い 
成功 し た よう な も の だ 


相手 の 信頼 を 得る こと 
話 上 手 に な る こと 
聞き 上 手 に な る こと 
相手 に 関心 を 持つ こと 


= MASK 


S BSI 


ーー MS 


x 
の 
z 
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次 の 文章 を 読ん で 、| 1 | か ら | 5 | の 中 に 入る 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 


ー つ 選び な さい 。 


も し 家計 に ゆとり が あれ ば 、 そ の 分 を 何 に 使う べき か 。 人 に よっ て 、 さ ま ざ ま な 考え 方 が 


ある と 思い ます が 、 私 は 迷い な く 「 教 育 」 と 答え ます 。 自 分 の 子ども に 惜しみ な く 「 投 資 ] 


を する べき だ と 思う か ら で す 。 


子ども の 将来 の た め | 1 | 、 ど ん な も の で も 惜しま ず 与 える 。 子 ども が 何 か を 学び た い 、 


これ これ の 学校 へ 行き た いと 言っ た な ら ば 、 た と え か な り の 高額 で も その 学費 を 出し て や る 。 


それ が どの よう な 実 を 結ぶ か は わか り ま せん が 、 子 ども へ の 投資 だ と 考え れ ば 、 自 分 自身 も 


ray 


2 | 。 子 ども に し て も 、 親 が 自分 を 信じ て 投資 し て くれ た の だ と | 3 | 、 そ の 期待 に そえ 


る よう 、 辛 いこ と が あっ て も が ん ば る で し ょ う 。 精 一 杯 努力 し て 、 で きる 限り の 結果 を 出 


そう と する に 違い あり ませ ん 。 獲得 し た 知識 や 技術 は 、 将 来 役に立た な い は ず は あり ませ ん 。 


また 、 親 が 自分 の 教育 に カカ を 尽く し て くれ た と いう こと は 、 子 ども に と っ て | 4 


心 の 支え 


に な る は ず で す 。 お 金 は 働け ば また いつ か 取り 戻せ ます 。 け れ ど も 、 子 ども の 教育 は 、 後 か 


ら や り 直 すこ と が で きま せん 。 あ の 時 に も っ と 出資 を | 5 | と 後 か ら 後悔 し て も 、 


ぎる の で す 。 


も う 遅 す 


A の Oo = 


hwo t 


も すれ ば 2 と あれ ば 
と は いう も の の 4 と は いえ 


納得 せ ず に は すみ ませ ん 
納得 で きる は ず で す 
納得 する きら い が あ り ま す 
納得 する に すぎ ませ ん 


思う こと な し に 2 思い つつ も 
思い こそ すれ 4 思え ば こそ 
ほか な ら な い 2 ば か に な ら な い 
何 も の に も 代え 難い 4 何と も いえ な い 
し て や る も の だ 

し て や ら ざ る を えな か っ た 

し て や れ ぱ ば よかっ た 

し て や る こと が で き な か っ た 


= MKS 


x 
D 
x 
法 
2 


ー WS 


に 2 
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次 の 文章 を 読ん で 、| 1 | か ら | 5 | の 中 に 入る 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 
ー つ 選び な さい 。 


「 ワ ー ク シェ アリ ング ] と いう 言葉 を ご 存じ だ ろう か 。 これ は 仕事 の 分 か ち 合 い を 意味 す 


る 英語 で 、 一 人 当たり の 労働 時 間 を 減ら し て 、 多 く の 人 の 雇用 を | 1 | と する こと で ある 。 


例え ば 、 あ る 企業 が 一 日 8 時 間 の 労働 時 間 を 、 希 望 に 応じ て 4 時 間 に 短 縮 で きる 制度 を 


導入 し た と する 。 こ うす れ ば 、 従 業 員 は 育児 な どの 時 間 を 増やす た め に 短 時 間 勤 務 を 選ぶ こ 


と 


が で き 、 企 業 は 、 子 育て が 一 段落 し た 女性 や 高齢 者 な ど を パー ト タ イ ム で 雇い 入れ る 余裕 


が 生ま れる 。 こう し た 企業 が 増え れ ば 、 今 まで 拘束 時 間 の 長 さ | 2 ] 働き た く て も 働け な か っ 


た 


女性 や 高齢 者 の 社会 進出 に も つなが る 。 


3 | 、 日 本 に この 制度 を 定着 させ る た め に は 、 ま だ まだ 解決 し な けれ ば な ら な い 問 題 が 


多い 。 例 えば サー ビス 残業 が 当然 の よう に 行わ れ て いる 会 社 が 多く 、 時 間 当 た り の 残業 の 賃 


金 


が 明確 に 定め られ て いな いこ と が ある 。 ま た 、 パ ー ト タイ ム 社 員 の 待遇 が 改善 され な いか 


ぎり 、 こ の 制度 を 導入 し て も | 4 | お それ も ある 。 


“Ge 


世界 的 な 不況 の 中 で 雇用 不安 が 高まっ て いる 今 、 新 た な 雇用 を 生み 出す た め の 選 択 肢 と し 


「 ワ ー ク シェ アリ ング 」 に は いっ そう の | 5 | で あろ う 。 


Ë” w N 


生み 出す な ら 2 生み 出せ れ ば 


生み 出 そ う 4 生み 出す 
あま り に 2 だ け に 

ば かり に 4 ゆえ に 

だ か ら と いっ て 2 し か し な が ら 
し た が っ て 4 要する に 


パー ト タ イ ム を 希望 す る 人 が 増え な い 

正社員 より パー ト タ イ ム を 希望 する 人 が 増え て し まう 
パー ト タ イ ム で 働か ざる を 得 な い 人 が 増え る 
正社員 の 数 が 増え て いか な い 


検討 を 余儀 な くさ れる 
検討 せ ず に は お か な い 
検討 が 行わ れる べき 
検討 を する まで も な い 


ーー HSH 


NERS 
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次 の 文章 を 読ん で 、| 1 | か ら | 5 | の 中 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 
ー つ 選び な さい 。 


最近 「 イ ケ メ ン ] と いう 言葉 を よく 耳 | 1 |. 特に 若い 人 を 中 心 に この 言葉 を 使う 人 が 多 


te 
前 」 [二 


いよ うだ 。 こ れ は [| 2 ] 、 容 姿 、 特 に 顔 が 魅力 的 な 男性 を 指す 言葉 で 、 少 し 前 な ら 「9 


枚 目 ]「 ハ ン サ ム 」 な ど を 使っ て いた 。 そ れ ら が 今 は 「 イ ケ メ ン ] に | 3 |。 


で は 、「 ハ ン サ ム ] と 「 イ ケ メ ン ]」、 こ の 2 つの 言葉 は どう 違う の だ ろう か 。 何人 か の 若 
者 に 開い て みた と ころ 、「 若 い 男 性 な ら イ ケ メ ン 、 中 年 以上 な ら ハ ン サ ム ] 「 た くま し い 感 じ 


の 人 は ハン サム 、 中 性 的 な 印象 の 人 は イケ メン ] な ど 使 い 分 け は 人 に よっ て 様々 だ 。 違 い に 


つい て の 明確 な 基準 は な く 、 そ の 人 | 4 | 解釈 で 使い 分 け て いる よう だ 。 | 5 | 、 容 姿 の 優 


れ た 男性 を 指す 語 散 が これ ほど 生ま れ て いる 一 方 で 、 魅 力 的 な 美しい 女性 に つい て は 、 意 外 


に 言葉 が 少な く 、 新 し い 語 が 生ま れ て いな い の は な ぜ な の だ ろう 。 
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x 
z 
法 
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に な る 2 に くる 


に 入れ る 4 に する 
結局 2 ES 
すなわち 4 何と し て も 
変わ ろう と する まで の こと だ 

立場 を 譲ら れ て し まっ て いる 

言い 換え られ ず に は すま な く な っ た 

取っ て 代わ られ よう と し て いる 

な り の 2 ば か り の 
に か か わる 4 に そっ た 
それ は それ で 2 それ に し て も 
な ん と し て も 4 ひい て は 
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文章 の 文法 


次 の 文章 を 読ん で 、| 1 | から | 5 | の 中 に 入る 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 
ー つ 選び な さい 。 


日 本 人 に よく 知ら れ て いる 花粉 症 は スギ 花粉 症 で す 。 ス ギ の 木 が 花粉 を 飛ば す の は 、2 月 


か ら 4 月 の 3 か 月 程度 で す が 、 最 近 、 ス ギ 花 粉 の 時 期 だ け に | 1 |、 ほ か の 時 期 に も 症状 を 


訴え る 患者 さん が 増え て いま す 。 こ の よう な 患者 さん は スギ だ け で な く 、 他 の 植物 に 対す る 


アレ ルギー も 合わ せ て 発症 し て いる と 考え られ ます 。 こ の 複数 の 花粉 に 反応 する 花粉 症 を 「 多 


重 花粉 症 ] | 2 | 、 そ の 患者 数 は 年 々 増加 し て いる よう で す 。 多重 花粉 症 が 増加 し て いる 原 


因 と し て 、 和 花粉 症 に な っ て も 治療 せ ず に 放置 し て いる こと が 指摘 され て いま す 。 


アレ ルギー と は 、 あ る も の に 対し て 師 剰 な 反応 を する 状態 で す 。 花 粉 症 を 発症 し 、 粘 肌 


が 非常 に | 3& | に な っ た 状態 が 続く と 、 ア レル ギー 原因 物質 の 影響 を より | 3b | 受け る こと 


に な り ま す 。 | 4 | 、 も と も と の 花粉 定 が た だ 悪化 する だ け で な く 、 他 の アレ ルギー に も か 


か りや すく な る の で す 。 
花粉 症 は 予防 する こと も で きま す 。 な る べく 花粉 に 触れ な いよ うに する こと が 大 切 で 、 マ 


スク や メガ ネ も 有効 で す 。 ま た 、 日 ご ろか らし っ か り 栄 養 を と り 、 睡 眠 な ど 生 活 習 慣 に も 気 


を 配っ て 、 体 に 抵抗 カ を つけ て お く | 5 


N 


A w 


も ちろ ん 2 も と より 


の みな ら ず 4 と ど ま ら ず 
と な り 2 と いい 

と あっ て 4 と され て 
a 鈍感 グ b 弱く 

a 鈍感 プ b 強く 

a 敏感 b 強く 

a 敏感 プ b 弱く 

それ は そう と 2 と いう の は 
そう する と 4 その 一 方 で 


も の で は な いで し ょ うか 
こと が 問題 に な り ま す 
まで の こと で す 

よう 心がけ まし ょ う 


ーー HSH 


NHS 
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文章 の 文法 


75 45 グ 5 


次 の 文章 を 読ん で 、| 1 | か ら | 5 | の 中 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 
ー つ 選び な さい 。 


「 二 足 の わら じ を は く 」 と は 、「1 人 の 人 が 異な る 2 つの 種類 の 仕事 を 同時 に する ] と いう 


意味 で ある 。 この 「 二 足 の わら じ ] が 注目 を 浴び た | 1 | 、 日 本 人 映画 俳優 の S さ ん が 選挙 


に 立候補 し て 、「 国 会 議員 を 務め る と 同時 に 、 俳 優 と し て 映画 に も 出演 する ]」 と 宣言 し た と 
き で ある 。 


選挙 の 結果 、 彼 は 見 事 に 当選 を 果たし た 。 し か し 、 俳 優 と し て いか に 克 か し い 活躍 を し て 


きた S さ ん [ 2 | 、 議 員 と し て 十分 な 活動 が 果たせ る か どう か 、 こ れ を 危 ぶ む 声 が 後 を 絶た 


な か っ た 。「 二 足 の わら じ は 到底 無理 ] と いう 声 や 、S さ ん に 対し て 「 政 治 の 専門 家 で は な い ]」 
「 政 治 を 甘く 見 て いる 」 と いう 厳し い 意見 も 開か れ た 。 し か し 彼 は 、「 欧 米 で は 異な る 仕事 に 


就き な が ら 政 治 家 と し て 立派 に 活動 し て いる 人 も いる ] と 反論 し て いた 。 


「 二 足 の わら じ 」 は 果たし て 成功 する の か と 日 本 中 が 注目 し た 。| 3 | 就任 し て わずか 1 


か 月 後 、S さ ん は あっ さり と 映画 俳優 と し て の 引退 を 発表 し た 。「 政 治 の 仕事 に 専念 し た い ] 
と いう の で ある 。 当然 な が ら マ スコ ミ は 「 や は り 二 足 の わら じ は 無理 どっ た 」、「 約 束 を 守ら 
な か っ た 」 な ど と 批判 を し た 。 


日 本 人 は 政治 家 と いう 仕事 に 高い 専門 性 を 求め て いる 。 S さ ん の 場合 、 俳 優 と し て の 活躍 


ぶり が めざまし か っ た だ け に 、 | 4a | が 俳優 業 も 行う と いう より は 、 | 4b | と し て の 職 が 副業 


で ある か の よう に 見 えて し まっ た の か も し れ な い 。 


実際 に 「 二 足 の わら じ 」 は 不可 能 だ っ た の だ ろう か 。 そ れ を 試す 機会 が 失わ れ て し まっ た 


こと は 、 我 々 に と っ て は 残念 | 5 


= 


e wN 


こと に は 2 と と は 


の に は 4 の は 

で ある な ら ぱ ば 2 な ら ば こそ 
で あろ うと 4 な ら で は 
そう いう わけ で 2 それ ば か りか 
と ころ が 4 こと に よる と 


a 政治 家 ~ b 政治 家 
a 专门 家 b 政治 家 
a 専門 家 b 专门 家 
a 政治 家 b 俳優 


と し か 言い よう が な い 
か ぎり で ある 

の 至り だ 

を 禁じ えな い 


103 


= BASH 


x 
の 
x 
法 
2 


文章 の 文法 


次 の 文章 を 読ん で 
ー つ 選び な さい 。 


グ 5 £5 


1 | か ら | 5 | の 中 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 


「 ジ ェ ネ リッ ク 医 薬品 (後発 医薬 品 ) 」 と いう 言葉 を 耳 に する よう に な っ て 久しい 。 最 近 は 


テレ ビ で も CM が 流れ る よう に な っ た 。 [T] ジェ ネリ ッ ク 医 薬品 は まだ それ ほど 普及 は し 


て な い の が 実情 で ちあ る 。 で は 、 な ぜ 日 本 で は 普及 が 遅れ て いる の か 。 そ の 大 き な 理由 の 一 つ 


が 情報 量 の 少な さ で あろ う 。 例え ば 、 持病 で 10 年 間 同じ 薬 を 飲み 続け て きた 患者 が 、 突然 


医師 に 「 中 身 は 同じ で 値段 が 半分 の ジェ ネリ ッ ク が ある が …」 と すす め ら れ た 場合 、 こ の 患 


者 は 迷わ ず ジ ェ ネ リッ ク を 選ぶ だ ろう か 。 答え は 「 ノ ー」 だ 。 中 身 が 同じ 、 値 段 が 安い と い 


うだ け で は | 2 | 。10 年 間 親 し ん だ 従来 の 薬 の よう に 自分 の 体 に 合っ て いる の か 確証 を 持 


つこ と が で き な い か ら だ 。 事 実 、 ジ ェ ネ リッ ク 医 薬品 は 先発 医薬 品 の 全く 同じ コビー 商品 な 


の か と いう と | 3 


。 同じ な の は 主 成分 だ け で ある 。 飲 み 薬 の 場合 を 例 に と る と 、 錠 剤 か カ 


プ セ ル か な ど 形 状 が 異な る だ け で も 薬 の 作用 が 大 きく 変わ ちこ と が ある 。 先発 医薬 品 は た し 


か に 高い けれ ど 長 く 使用 され て いる だ け あ っ て 、 そ の 安全 性 や 危険 性 に つい て 十分 な 情報 


が ある 。 し か し 、 ジ ェ ネ リッ ク 医 薬品 に は まだ それ が な い 。 病気 の 適切 な 治療 


4 


逆 に 体 


に 害 を 与え る お それ まで ある の だ 。 ジェ ネリ ッ ク 医 薬品 に 変え る と いう こと は 、 安 価 と いう 


5a | と 引き 換え に 、 


分 に 有効 性 と 安全 性 が 確認 され て いな い 薬 を 使用 する 


負う こと に な る の だ 。 


5b 


を 患者 が 


それ だ か ら こ そ 
それ に つけ て も 


と う て い 納得 で き な い 
納得 する ほか な い 
納得 し な いも の で も な い 
納得 せ ず に は お か な い 


その よう だ 
間違っ て いる 


を よそ に 
と は い 


a 长 所 /Ab 短所 
a メリット グ b リ スク 


2 と な れ ば こそ 
4 と は いっ て も 


それ も そう だ 
4 そう で は な い 


どこ ろか 
4 は と も か く 


a サー ビス ノ b 義務 
4 a 利益 グ b 損 失 


HRS 


x 
の 
x 
法 
2 
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文章 の 文法 グ 5 75 75 
次 の 文章 を 読ん で 、 | 1 | か ら | 5 ] の 中 に 入る 最も よい も の を 、 1 ・ 2・3・4 か ら 
ー つ 選び な さい 。 


紅葉 が 見 られ る と ころ は 日 本 だ け で は な い が 、 日 本 の 紅葉 は 美しい と 言わ れ て いる 。 


この 美しい 紅葉 に は 気候 、 風 土 が 大 きく 影響 し て いる 。 

本 の 葉 が 鮮やか に 発色 する 条件 と は 何だ ろう か 。 ま ず 、 赤 や 黄色 の 色素 と な る 成分 を 活発 
に 作る た め の 強 い 日 光 が 必要 で ある 。 そ し て 夜間 に は 気温 が 下がり 、 樹林 が 活動 を 休む こ 
と に よっ て 、 作 られ た 成分 が | 2 | 紅葉 が 鮮 や ね かな も の に な る 。 ま た 、 葉 が 乾燥 し すぎ る と 


紅葉 する 前 に 枯れ て し まう こと も ある の で 、 適 度 な 雨 も 欠か せな い 。 し た が っ て 、 紅 葉 に は 


自 当 た り 、[ 3 ] 、 水 分 と いう 3 つの 要素 が 重要 だ と いう こと に な る 。 山 や 渓谷 に 紅葉 の 名 


所 が 多い の は 、 こ の 3 つの 条件 が 揃っ て いる か ら で あ る 。 


紅葉 する 落葉 樹 が 群生 し て いる 地域 は 、 世 界 で も 東 アジ ア 沿 岸部 と 北ア メリ カ 大 陸 東 部 、 


お よび ヨー ロッ パ の 一 部 | 4 |. 日 本 は 国土 の 7 割 に 及ぶ 森林 に 多種 の 落葉 樹 が 生え て お り 、 


温度 差 の ある 気 侯 な どの 好 条 件 も | 5 ] 、 他 の 国々 より いっ そう 紅葉 の 美 し さ が 際立つ の だ 


ろう 。 


さしあたっ て 
な お さら 


‘WAN SPSS 
消耗 され る こと に よっ て 
消耗 され る の みな ら ず 
消耗 と あい まっ て 


発色 の 成分 
樹木 の 活動 


に 至る 
に 限ら れる 


いか ん な く 
さる こと な が ら 


2 し ば し ば 
4 とりわけ 


2 時 間 
4 気温 


に 及 ん で いる 
4 に 満た な い 


幸い し て 
4 あり な が ら 


-KOR 


N MKS 


文章 の 文法 


75 75 zs 


次 の 文章 を 読ん で 、| 1 | から | 5 | の 中 に 入る 最も よい も の を 、 1 ・2 ・3・4 か ら 
ー つ 選び な さい 。 


グロ ー バ ル 化 が 進む と と も に 、 世 界 各国 に 駐在 する 日 本 人 の 研究 者 や ビジ ネス マン も 増し 


TOT, 世界 で 日 本 人 の いな い 国 は な いと 言わ れる ほど だ 。 そ れ ゆ え 、 通 信 業 界 で も さぞ た 


くさ ん の 日 本 人 特派 員 が 各国 に 派遣 され て いる か と | 1 | 、 そ う で は な い の が 実情 で ある 。 


新聞 で 何かと 取り 上 げ ば られ る こと の 多い 中 東 地域 に お いて さえ 、| 2 |。 


この よう に 支局 の 数 、 特 派 員 の 数 が 多く は な い 通 信 社 は 、 ど の よう に し て 情報 を 入手 し て 


いる の だ ろう か 。 イ ギリ ス や アメ リカ の 大 通信 社 は 、 世 界 中 に 張り めぐ ら せ た 通信 網 に よっ 


て 各国 か ら 情 報 を 集め て いる が 、 この 情報 収集 に は 膨大 な 資金 を 必要 と する 。 3 |. te 


H TCH LEER Ae OWE H ITCH HR $F FS AS LAY 5 ROB EIS TE 


が 多く な る 。 これ は 一 見 合理 的 に 思え る シス テム だ が 、 問 題 が | 4 | 。A 国 の 通信 社 が 取材 


し て 得 た 情報 は 、 あ くま で A 国 の 視点 で 取材 され た も の で あり 、 そ の 国 の その 時 点 で の 情勢 


が 絡ん だ 情報 で ある 可能 性 も ある 。 つ まり 、 私 た ち が 得 て いる 情報 は 、 グ ロー バル な 情報 綱 


か ら 得 た も の で あれ ば こそ 、 量 的 に は 不足 は な いか も し れ な い が 、 質 的 に 見 る と 、 | 5 | と 


いう こと で ある 。 


HSS 


交 
の 
x 
法 
2 


思っ た も の の 2 思い つつ 


思い き や 4 思い な が ら 

駐在 する 日 本 人 の 数 は 少な い 

日 本 の 通信 社 の 支局 は 多く は な い 

日 本 の 通信 社 が 得る 情報 は 少な い 

日 本 の 通信 社 が お か れ て いる 

し た が っ て 2 それ に も か か わら ず 
それ は と も か く 4 し か し な が ら 

ある と も 限ら な い 2 ある べき だ ろう 

な いわ け で は な い 4 な いで は お か な い 
グロ ー バ ル な 情報 だ 2 正確 な 情報 で ある 
価値 が な いも の だ 4 内 容 に 偏り も あり うる 


ー WS 


x 
の 
x 
3 
2 
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文章 四 文法 


次 の 文章 を 読ん で 、| 1 | か ら | 5 | の 中 に 入る 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 
ー つ 選び な さい 。 


イン ター ネッ ト に よる DVD や CD の 宅配 レン タル サー ビス が 急 成長 し て いる 。 ネ ッ ト 上 


で 借り た い 作品 を 予約 する と 、 そ れ が 自宅 に 配達 され る と いう シス テム だ 。 イ ンタ ーネット 


が 広く 普及 し た 現代 | 1 | の サー ビス で ある 。 こ れ に は いく つか の プラ ン が あり 、 毎 月 支払 


う 金 額 に よっ て 、 借 りら れる DVD や CD の 枚数 が 決ま る 。 見 終わ っ た ら 郵 便 ポ スト に 返却 


すれ ば よい の で 、 楽 で も ある し 、 延 滞 料金 の 発生 を 防ぐ こと も で きる 。 こ の サー ビス を 利用 


する 会 員 は 30 代 以上 の 人 が 7 割 を 占め る と いう 。| 2 | 「 自 宅 に 届く ] の が 魅力 で 、 会 員 は 


仕事 や 育児 で 忙し く て 店 舗 に | 3 | と いう 人 が 中 心 と な っ て いる 。 この サー ビス の お か げ で 、 


テレ ビ の 前 に 家族 が 集まる 時 間 が 増し た と いう 家庭 も 少な く な いこ と は 、 想 像 に | 4 |. 


この サー ビス を 提供 し て いる THIR MBO BUCA INIT 2 EMERI) 
事業 の 成長 に つなが る と 考え 、 そ の 仕組 み を 作り 上 げた 。 仕 組み の 柱 と な る の は 願 客 で ある 
会 員 へ の サー ビス の 拡充 で ある 。 メー ル な ど で 寄 せら れる 会 員 の 要望 や 苦情 を カテ ゴリ ー 別 


に 分 類 し 、 そ れ を 担当 部 門 の 会 議 で 検討 する 。 退 会 する 会 員 に は その 理由 を 開き 、 部 内 に 


フィ ー ド バッ ク し て いる 。 [ 5 ] 順 客 の 満足 を 売り 上 げ 増 に つなげ る 新 サ ービス を 開発 し て 


いる の だ 。 


= HHS 


x 
の 
E: 
に 3 
2 


moe 


Ë w 


で ある な ら 2 な ら で は 


か ぎり 4 ば か り 
し か し な が ら 2 と も あれ 
な ん と いっ て も 4 それ に し て も 


行こ うに も 行け な い 
行こ うに も 行か な い 
行き た い に も 行け な い 
行き た い に も 行か な い 


極まりない 2 か た く な い 
あたら な い 4 禁じ 得 な い 


これ か ら 始 まる 新しい 仕組 み に よ っ て 
売り 上 げ を 増やす こと より も 

何より 会 員 の 声 を 基本 に し て 

会 員 の 退会 の 理由 を 知る た め に 


HHS 


に 3 
の 
= 
法 
2 


FUVaF WW 


MK 


著者 : 星野 惠子 十 直 和子 


UNICOM Inc. 


く 形 > 提示 の 凡例 


[動詞 ] 
例 [行く 
【 普 通 形 】 行く / 行か な い Z 行っ た ノ 行か な か っ た 
(HE) 行く 【 ま す 形 】 行き (ます) [TE] 行っ て 【 た 形 】 行っ た 


(HABE) 行け る 【 な い 形 】 行か (ない) 【「~ て いる 」 OF) 行っ て いる 
【 意 向 形 】 行こ う 【 ば 形 】 行け ば 


[ ぃ 形容詞 ] 

fil (A&W! 
【 普 通 形 】 大 きい Z 大 きく な い Z 大 きか っ た / 大 きく な か っ た 
[a] 大 きい  【 こ く な い 】 大 きく な い 【 こ か っ た 】 大 きか っ た 
【 ば 形 】 大 きけ れ ば 


[ な 形容 詞 ] 
例 「 き れい ] 
HEH) きれ い だ / きれ いで は な い Z きれ い だ っ た Z きれ いで は な か っ た 
[~T] きれ いで 【 て で ある 】 きれ いで ある 
【 ご で あっ た 】 き れい で あっ た 【~ な 】 き れい な [~] nv 
【 ば 形 】 きれ いな ら ば 


[ 名詞 ] 
例 [学 生 | 
【 名 詞 】 学生 [~] FE 【 て の 】 学 生 の 
GHEE) 学生 だ ノ 学生 で は な い Z 学生 だ っ た Z 学生 で は な か っ た 
[~T] 学生 で 【 こ で ある 】 学生 で ある 【 こ で あっ た 】 学生 で あっ た 
例 :「A = 動詞 ノ い 形容 詞 ・ 普 通 形 」 
= A に は く 動 詞 の 普通 形 > と くい 形容 詞 の 普通 形 > が 入る 
例 : 「A= 動 詞 ・ 辞 書 形 / 可 能 形 ] 
= A に は く 動 詞 の 辞書 形 > と く 動 詞 の 可能 形 > が 入る 


[第 1 回 | 

【1】 正解 4 

こち ら の 窓口 で は 、 製 品 に 関す る 重要 な お 知ら せ を ご 案内 さ 
せ て いた だ いて お り ま す 。 

区 2 < ご ~ さ せ て いた だ く > 

@ [( 私 は ) (あな た に ) A させ て いた だ く ] 

A ニ 名 詞 (動作 を 表す 漢字 熟語 例 : 連絡 、 通 知 、 報 告 な ど ) 
CB 「^ す る 」 (mm) 

[お 会 いし て ご 相談 させ て いた だ きた いと 思い ます 。 
よろ し く お 願 いし ます ] 

A 「 あ な た に 対し て ] で は な く 、 た だ 自分 の 動作 だ け に つ 
いて 謙 護 し て 言う 場合 は 「 ご ] が な い 形 「 ご させ て いた だ 
<] を 使う 。 例 : 「 残 念 で す が 、 送 別 会 は 欠席 させ て いた だ 
きま す ] 


【2】 正解 2 

いく ら 良 い マ ンション だ と 勧め られ て も 、 家 賃 が 月 30 万 円 
も する の で は 我々 の ご と き 庶 民 に 借り られ る は ず が な い 。 

EEEB< 二 上 #> 

お [a ご と き B] A= 名 詞 B ニ 名 詞 

「A の よう な B」(A は B の 例 ) 

「 お まえ の ご と き 勝 手 な 人 間 に 人 の 苦し み が わ か る も 
只 办 | 

AlATEAB! は B を 例え る 表現 ( 例 :「 花 の ご と き 笑 
顔 ])。 し か し 、 こ の 問題 文 の よう に 、A を マイ ナス 評価 さ 
れる も の の 例 に する と 、A を 蔵 視 し た 表現 に な る 。 

“A gotoki B” is an expression taking A as an example of 
B. (Example: “a flower-like smile” ) However. if A is used 

as an example of something negatively evaluated, it 
becomes an expression which looks down on A, 
ATESB) ( 像 A 一 样 的 B)， 是 把 B 比喻 成 A。( 例 如 :“ 像 花 
RRE). 但 是 ， 在 此 考试 题 中 ， 对 六 是 贬义 评价 ， 像 这 样 的 例 
子 中 ， 这 个 句子 成 为 此 视 A 的 表现 。 

「 人 AA ご と き B (AS BEB) = BS HSE HA (of: Bo} Ç 
0) KZ AF) tel, o] Hale] Ega Bo] A E poaa 
she ALS AS Hal Ha, AS AAs BAO] at. 


【3】 正解 1 

私 が し た ミス の た め に 会 社 に 損失 を 与え て し まっ た 以上 、 責 
任 を 取ら ず に は すま な い だ ろ う 。 

区 23 < ず に は すま な い > 参照 【233】 

@ [A ず に は すま な い ] A 三 動詞 ・ な い 形 

GB 「^ し な けれ ば いけ な い プ A し な けれ ば 許さ れ な い ] 

「 失 礼 な こと を 言っ て 友人 を 傷つけ て し まっ た 。 謝 ら 
ず に は すま な い だ ろ う 」 

A 「~ ず に は いら れ な い 」 = 「 こ し な いで いる こと は で き 


な い ノ ー す る 気持 ち を 抑え る こと は で き な い ] 
"zuniwa irarenai” = “cannot help …ing/cannot control 
oneself from …ing” 

~FIW SAUL) 一 “不 做 一 就 不 能 安定 / 无 法 压制 想 做 ~ 的 
心情 ” 


Agne US + dey = "al kar ae We wheat 
S<. 


[4] 正解 3 

大 学 で 数 学 を 専攻 し て いる 兄 に ひき か え 、 私 は 数 字 に 弱く 、 
計算 も まとも に で き な い 。 

EEE <icvaemar> 参照 【128】 

@ [A に ひき か え 、B は ] A, B=% 

[A 1 が A 2 に ひき か え 、B 1 が B 2] 

A 1. B 1 = 名 词 

A 2 三 名 詞 填 なす の 、 動 詞 ・ 普 通 形 十 の 、 い 形容 詞 [こい ] 
十 の 、 な 形容 詞 [~ な ] + の 

[A と は ちがっ て B は 〆A と は 反対 に B は 」 (A. Bid. 
比べ る 人 や も の 。A と B が 反対 だ だ た いう こと を 強調 する ) 

「 人 口 が 増え 続け て いる M 町 に ひき か え 、N 町 は 人 日 
が 減る 一 方 だ ] 


【5】 正解 2 

君 一 人 が 反対 意見 を 言っ た と ころ で 、 会 社 の 決定 が 変わ る わ 
けが な いよ 。 

EEE < 大 上 二 五 > HM (89) 

@ [A た と ころ で ] A た = 動詞 ・ た 形 

[ALTS (だ め だ )」 

「 も う 9 時 だ 。 今 か ら 行っ た と ころ で 間に合わ な い 。 
どう し よう 」 


[6] 正解 3 

災害 に 見 舞 わ れ た 地域 の 、 一 日 も 早い 復興 を 願っ て や まな い 。 
I sincerely pray for an early recovery of the region that 
has suffered the disaster damage. 

WO DE HH H O. 

Sta Ht 2919] rehe mk HES 中 避 ofa] obey, 
区 2 < て や まな い > 参照 0112) 

@ [A て や まな い ] A て = 動詞 ・ て 形 

EB r &<A+21 (Aš. [85] (HS) TARTA] [E 
する 」 など) 

「 山 田 社 長 は 故郷 を 愛し て や まな か っ た ] 


【7】 正解 4 

この 店 が 存続 で きる か どう か は 、 今 期 の 売上 額 いか ん だ 。 
EEED 』< い か ん だ > 

@ [A は B い か ん だ /B い か ん で A] 

A 三 名 詞 、 文 すか どう か B ニ 名 詞 


RR- Z 


CB 「^ は B に よっ て 決ま る ] 

「 今 度 の 試合 に 優勝 で きる か どう か は 、 田 中 選手 の 調子 
いか ん だ 」 [今後 の 努力 いか ん で 成功 する か どう か が 決ま る ] 
[いかん] =「 ど うか グ ど の よう な 状況 か 」 (古い 表現 ) 


【8】 正解 1 

机 の 上 の 理論 より 、 実 際 の 状況 に 即 し た 解決 法 を 探る べき だ 。 
EEE<(= 即 上 大 > 参照 [205] 

@ [へ に 印 し た ] A ニ = 名詞 

GB 「A に 合っ た /A に 合わ せ た 」 (A は 、 実 際 に ある も の 、 
実情 、 現 状 な ど ) 

「 援 災 地 で は 、 投 害 状況 に 即 し た 援助 が 求め られ て いる ] 
In the disaster-stricken area, a relief to meet the demands 
of the damage is being requested, 

在 受灾 地 区 ， 根 据 受 害 的 情况 需要 相应 的 援助 。 

ala 2) Al nal apahel Si MAS A ach. 

[時 代 に 即 し た 経営 方 法 を 考え る べき だ ] 

We should think of an up-to-date management policy, 
必须 考虑 与 时 代 合拍 的 经 营 方法 - 

luo Ss BUMS AoE ech - 

ASTEHILA! =「 規 旭 を 守っ て ]」「 規 則 に 合わ せ て ] 
「 規 定 に 従っ て ] 


【9】 正解 2 

パー ティ ー で は 、 最 高級 の ご 馳走 が 並び 、 ま さ に 府 沢 の 極み 
だ っ た 。 

EXER <ows> 参照 【43】 

@ [A の 極み ] A ニ 名 詞 

EUD [最高 に A だ | (Ai, TRU RAU MU BERE 
っ た 語 で 数 が 少な い 。 There are only a few words used for 
A Mik "$ 
te", RM”, WIR” 等 特定 的 有数 不 多 的 不同 造 。A 記 「 千 齋 」 
reba) OBR, SO) BAA toa Oe} , ユキ モ 中 ) 

「 私 の 不 注 意 で 事故 を 起こ し た こと は 、 痛 恨 の 極み で 
Ho) 


A, such as “luxury, excitement, regret” etc. 


[Do] 正解 2 

彼 は 自分 の 夢 を 実現 させ ん が た め に 、 家 族 を 犠牲 に し た 。 
EZR <tr (に ) > 参照 【106】 

@ [a ん が た め (に )] 

A 一 動詞 ・ な い 形 (する 」 き 「 せ ん が た め 」) 

「A す る た め に ] 

GS [MM 選手 は 、 ラ イ バ ル に 勝た ん が た め に 、 禁 止 され て 
いる 薬 を 使っ て し まっ た と いう ] [合格 せん が た め に 、 彼 女 
は 睡眠 時 間 を 削っ て が ん ば っ て いる | 


(328) 

【11】 正解 2 

親友 の 君 の 頼み と あっ て は 、 断 る わけ に は いか な いね 。 
緊 本 ぬ < と あっ て は > 

@ [へ と あっ て は ] 

へ 動詞 い 形 容 詞 な 形容 詞 (現在 形 [])・ 普 通 形 、 名 詞 
CD [へ の 場合 は /A な ら 」 (「A は 特別 で 、 例 外 的 ] と いう 
こと を 表す ) 

「 父 が 来る と あっ て は 、 空 港 まで 迎え に 行か な く て は 
な ら な い だ ろ う ] 


【12】 正解 4 

部 屋 が 寮 い な ら 、 暖 房 を つけ る な り 、 厚 着 を する な り し な い 
と 、 風 邪 を 引く よ 。 

Easy. wu> 参照 【84】 

@ [A 1 なり 、A 2 な り (する )] 

A 1、A 2 名 詞 、 動 詞 ・ 辞 書 形 
EB A で も いい し 、A 2 で も いい し 、 そ れ 以 外 で も いい 
し ] (A 1、A 2 は 同種 の も の で 、 例 を あげ て いる 。A 1、A 
2、 ま た は それ 以外 か ら 適 当 な 1 つ を 選択 する こと を 表す ) 
「 こ の 仕事 を する に は 中 国語 な り フ ラン ス 語 な り 、 英 
語 以外 に も う 1 つ 外国 語 が で きる こと が 望ま し い ] 

| と か 、 て と か ] は 単に 例 を あげ る だ け で 、 特 に 「 選 
<| 意味 は 含ま な い 。 

“~toka ~toka” simply gives examples, and does not 
include the meaning “to select” . 

ー と か 、ー と か 」 (~t, ~ 只 是 单纯 地 举例 ， 放 没有 特意 选择 
的 意思 。 

r= と か 、 一 と か (~ ee, ~ Herb), SER] NS Hata 
£ W. naa raeth = agso] 912] beh. 


【13】 正解 1 

普段 は 親 に 反抗 し て ば か り い て も 、 一 度 一 人 暮らし を すれ 
ば 、 親 の あり が た さ に 気付 こう と いう も の だ 。 

ERED < (上 ) うと いう も の だ > 

@ [A ( よ ) うと いう も の だ 。] A= 動詞 ・ 意 向 形 
「(A す る ) の が 普通 だ 一般 的 だ ]「 だ れ で も みん な 
(A する )」 

「 た と え 自 分 の 国 が 好き で は な く て も 、 外 国 へ 行け ば 、 
自分 の 国 の 良い 点 が 見 えて こよ うと いう も の だ ] 


【14】 正解 2 

日 本 に いる 間 に 一 度 歌 押 伝 を 見 に 行き を た いと 思っ て いた が 、 
結局 行か ず じ まい だ っ た 。 

切 罰 』< ず じまい > 

お [A ず じまい ] A 王 動詞 ・ な い 形 

GBA (し ) な か っ た (し ) な いで 終わ っ て し まっ た ] 
(し な く て ノ で き な く て 残念 だ と いう ニュ アン ス が ある ) 


「 今 日 は 一 日 中 忙し く て 、 夕 方 まで 何 も 食 べ ず じまい だ 
っ た ] 「 計 画 は 立て た が 、 や ら ず じまい で 終わ っ て し まっ た ] 


【15】 正解 2 

桜 並木 の そば に は 、「 枝 を 折る べから ず 」 と 書か れ た 立て 看 
板 が 並ん で いる 。 

くべ か ら ず > 参照 【100】 
@ [A べから ず ] aA=Hm- RE 
「A し て は いけ な い ] 

[無断 で 部 屋 に 入る べから ず ] 
AML Ne RA SHIT MS. 
Used for a sign to forbid things. 

用 在 传达 禁止 事项 的 布告 上 

FANGS MeSH AMAL Zo AHE, 


【16】 正解 3 

この 1 か 月 間 、 残 業 に 次 ぐ 残業 で 、 彼 は 家族 と 顔 を 合わ せる 
時 が ほとん ど な か っ た 。 

EEED < へ に 次 ぐ ~> 

@ [A に 次 ぐ A] A= 名 詞 (動作 の 意味 を も つ 名 詞 ) 
EU anes) (続く こと を 強調 する ) 

「 サ ッ カ ー の ワー ルド カッ プ は 熱戦 に 次 ぐ 熱 戦 で 、 毎 
日 テレ ビ の 前 か ら 離 れ ら れ な か っ た 」「 家 を 新築 し た ら 、 周 
未 は 来客 に 次 ぐ 来 客 で 、 奏 は 大 人 忙し だ | 


【17】 正解 2 

この よう な すばらし い 賞 を いた だ き 、 俳 優 と し て 光栄 の 至り 
で す 。 

It is my great honor as an actor to receive sucha 
wonderful award. 

EAPO ARO, HL AEE Ar EAN 

ole] et BARGE ARS WA Slo}, MERA ch Me gA. 
FE < の 至り > $m [31] 

人 9 [A の 至り ] A= 名詞 

CD DERAZ] (A は 、[ 感 激 」「 光 栄 」「 若 気 」 な ど ) 
努力 が 実っ て 優勝 で きた こと は 、 感 激 の 至り で す ] 
[若気 の 至り ] 

ニ 「 若 いた め に 起き た こと (失敗 な ど よ く な いこ と )」 例 : 


「 学 生 の ころ の 私 は 、 若 気 の 至 り で 周り に 対す る 気配 り を 欠 


いて いた 」 

“something (bad such as failure) that happened because 
of youthfulness” Example: “When I was a student, I 
was not thoughtful enough to others because of my 
yourthfulness.” 

“因为 年 轻 而 发 生 的 事情 。( 指 失败 等 不 好 的 事情 )” 例 如 :“ 学 生 时 
代 的 我 ， 因 为 年 轻 缺 少 对 周围 的 关心 。” 

raa mite) holst (ada & $4 be 9), 9 : 684] 
ag AS He #7| Sol Fel AS 加 村 让 AAH 


【18】 正解 4 

数 学 が 得意 な 彼 に し て 解け な い 問 題 な の だ か ら 、 計 算 さ え 苦 
手 な 私 に で きる は ず が な い 。 

E23 < に し て > 参照 [81] 

@ [A に し て ~ (な い )] A= 

ED 「^ で も (できない )」(A は 、 人 能力 の ある 人 、 物 機関 
な ど 。「A の よう に 能力 の 高い 人 ( 物 ) で も 召し い の だ か ら 、 
他 の 人 ( 物 ) に は 当然 で き な い 」 と いう 意味 を 表す ) 

「 こ れ は 、 手 術 の 神様 と 呼ば れる MI 医師 に し て 成功 の 
確率 は 数 パー セン ト と いう 難し い 手 術 だ ] 

This is such a difficult operation that even for Doctor M, 
who is called the God of operation. the rate of success is 
only 2 to 3 percent. 

这 是 即使 被 称 作 手 术 之 神 的 M 医师 ， 成 功率 也 只 有 百 分 之 几 的 难度 
极 高 的 手术 -。 

°| FSR FES Aon Bele MAA AS Sito] W 


BME tE 可 本 全 peot, 


【19】 正解 3 

申請 書 に は 本 人 な いし 代理 人 の 署名 が 必要 で す 。 

1 イン トド 3/191 > 

@ [A な いし B] A、B ニ = 名詞 

[A か ンプ また は / あ るい は B| 

「 こ の 番組 に つい て の ご 意見 は 、 フ ァ ッ クス な いし 電 
子 メ ー ル で お 寄せ くだ さい 」「 製 品 の 原料 は S 社 な いし T 社 
か ら 購 入 す る こと に な っ て いる 」 

人 娠 き 言葉 、 あ ら た まっ た 話し 言葉 に 使う 。 


[20] 正解 2 

人 の 物 を だ まっ て 持っ て き て は いけ な いこ と ぐら い 、 子 ども 
で すら 知っ て いる 。 

GB < で +5 ら > 

@ [A すら ] A= 名 詞 

「A で も 」(A は 特別 な 例 。「A の 場合 も て だ か ら 、 当 然 
他 の 場合 も て だ 」 と いう 意味 を 表す ) 

「 父 は 自分 が 難し い 病 気 で ちる こと を だ れ に も 言わ な 
か っ た 。 母 で すら 、 そ の こと を 知ら な か っ た 」 


第 3 回 

【21】 正解 2 

な に ぶん 田舎 の こと と て 、 大 し た 料理 も ご ざい ませ ん が 、 ど 
う ぞ 召し 上 が っ て くだ さい 。 

EEEB< 二 上 上 工 > 参照 【194】 

@ [A こと と て ] A= 動詞 グ い 形容 詞 ・ 普 通 形 、 な 形容 詞 
[~ な ]、 動 詞 ・ な い 形 填 ぬ ぬ 、 名 詞 [この ] 

「A だ か ら 」(A は 、 よ く な いこ と の 理由 ) 
[子供 の し た こと と て 、 ど うか お 許し くだ さい 」「 慣 れ 
ぬこ と と て 、 失 礼 を いた し まし た 。 お 許し くだ さい ] 
許し を 求め る と き の 、 あ ら た まっ た 表現 。 


RE- zZ 


A formal expression used when asking for forgiveness. 
为 了 请 求 原谅 时 的 郑重 其 事 的 表现 。 
SAS TR ASSES Al HA. 


【22】 正解 1 

M 氏 は 作家 に し て 画家 、 そ し て 俳優 と し て も 活躍 する マル チ 
タレ ント だ 。 

Mr. M is a multi-talented person who is active as an 
author, a painter. and an actor. 

M 是 作为 作家 ， 作 为 画家 ， 作 为 演员 都 非常 活跃 的 多 耐 手 。 

MAS 对 ?el aby), 22) 52 WRAL Hosh Hha 
EG 

EREB<icUt> 参照 【282】 

人 9 [A に し て B] A、B ニ = 名 詞 (職業 や 立場 を 表す 語 ) 
CO la で あり 、 同 時 に B で も ある ] 

[彼女 は 3 児 の 母 に し て 弁護 士 で も ある | 


【23】 正解 2 

今年 は 姉 の 出産 、 弟 の 就職 、 そ し て 私 の 結婚 と 、 我 が 家 に と 
っ て めで た いこ と ずく め の 一 年 だ っ た 。 

GRB<t<H> 参照 【86】 

@ [A ずく < くめ] A=#8 

GD 「 全 部 A だ /A で いっ ぱい だ 」 (A は 、「 黒 」「 ご ち そ う 」 
「 い いこ と 」「 規 則 」 など) 

「 先 月 中 国 を 旅 し た が 、 ご ち そ うず くめ の 旅行 だ っ た ] 
[市 民 ブ ー ル は 規則 ずく めで 泳ぎ を 楽し め な い ] 


【24】 正解 2 

イン ター ネッ ト の 進化 は と ど ま る と ころ を 知ら な い 。 

The evolution of Internet is endless. 
因特网 的 进化 是 没有 止境 的 。 

QEY Ae We SRE 

GRR < ceesecsemonu> 

@ [A は と ど ま る と ころ を 知ら な い 〕 [A は と ど ま る と 
ころ を 知ら ず 、B] A ニ 名 詞 B=K 

GB 「 と ん どん 進ん で / 高 まっ て 終わ り が な い ] 

「 人 の 欲望 は どん どん 増大 し て 、 と ど ま る と ころ を 知 
ら な い | 

Human desires grow bigger and bigger and have no end. 
AMKATA, 没有 止 境 。 

AGS] Se MA AA 外 。 We BEC. 

[皇帝 の 勢力 は と ど ま る と ころ を 知ら ず 、 ヨ ー ロ ッ パ か ら ア | 
ジア に わた る 大 帝国 が 築 か れ た 」 

The emperor's power was limitless and a huge empire 
occupying from Europe to Asia was built. 

皇帝 的 势力 无 止境 地 扩大 ， 从 欧洲 到 亚洲 建立 了 大 帝国 。 

ga Aae WS LBD, Hel Hop Bal days 
por each. 


【25】 正解 2 

豪華 客船 で 世界 一 周 の 旅 に 出る な ん て 、 う ら や まし いか ぎり だ 。 
EEE< 办 者 4 万 > 参照 【165】 

@ [A か ぎり だ ] A= い 形容 詞 [こい ] 

GB 「 と て も A だ 」 (A は 感情 を 表す 形容 詞 ) 

[ 貴 い 山道 を 1 人 で 歩い て いか な けれ ば な ら な い 。 心 
細い か ぎり だ |] 


【26】 正解 1 

台風 の 接近 が 幸い し て 、 こ の 地方 の 水不足 が 解消 し た 。 
E23 < が 幸い し て > 

@ [A が 幸い し て ] A= 名 詞 

「 運 よく A の お か げ で ] 

[ 夏 の 高温 と 適度 の 降雨 が 幸い し て 、 今 年 の 米 は 豊作 
だ っ た ] 「 留 学 経験 が 幸い し て 、 妹 は 一 流 商社 に 就職 で きた ] 


【27】 正解 3 

俳優 の K は モデ ル 出 身 だ け あっ て 、 顔 と いい 、 ス タイ ル と 
いい 、 立 っ て いる だ け で 絵 に な る 。 

EED tun. Fut> 参照 [56] 

@ [A と いい 、B と いい ] A、B ニ 名 詞 

「A か ら 見 て も B か ら 見 て も /A も B も ] 

直紀 「 木 田 さ ん の 息子 さん は 声 と いい 、 話 し 方 と いい 、 お 
父さん に そっ くり な の で 、 電 話 だ と 間違え て し まう 」 


【28】 正解 3 

うち の 息子 は 大 学 に 合格 し て か ら と いう も の 、 毎 日 遊ん で ば 
か り い る 。 困っ た も の だ 。 

茹 罰 < て か ら と いう も の > 参照 【249】 

Q [へ か ら と いう も の ] A= 動詞 ・ て 形 

CO 「^ し て か ら 」(A の 前 と 後 で 変化 が あっ た こと を 強調 
する ) 

[学生 の ころ は よく 遅刻 を し た が 、 仕 事 を 始め て か ら 
と いう も の は 一 度 も 遅刻 を し て いな い ] 


[29] 正解 3 

被 巡 し た 人 々 に は 、 た だ 物質 面 の みな ら ず 、 精 神 面 の 援助 も 
必要 だ 。 

For the people who suffered disaster damages, not only 
materialistic but also mental support is necessary. 

FE ED JS AN 383918 Le PR WO RE E p 3809. 
MAS Set 9SolA =. qa FAAA Wu ope}, gala 
A AAE Ue} Ra. 
EER < の みな ら ず > $8 [142] 
@ [A の みな ら す ] 

A 一 動詞 ・ 辞 書 形 、 い 形容 詞 [~ い ]、 
る ]、 名 詞 [~] [~ で ある ] 

GB faricite<| 

GES 「 子 供 の みな ら ず 大 人 も ゲー ム に 熱中 し て いる 」 


な 形容 詞 [~ で あ 


【30】 正解 1 

円 高 の せ いで 、 日 本 の 物価 は 外国 人 に と っ て 以前 に も まし て 

高く 感じ られ る 。 

くに も まし て > 参照 【26】 

@ [A に も まし て ] 

A 三 動詞 ・ 辞 書 形 い 形 容 詞 [こい ] な 形容 詞 [~ な ] + 

の こと 、 名 詞 [~] 

「A も そう だ が 、 さ ら に ]」 

「 こ の 車 は デザ イン が 美しい の に も まし て 性 能 が 優 

れ て いる ] 「 景 気 が 悪 化し て いる こと に も まし て 、 失 業 率 が 

高い こと が 問題 だ ] 

人 [以前 に も まし て | は 慣用 的 な 表現 と し て よく 使わ れる 。 
“izennimomashite (than before)” is used often idiomatically. 
以前 に も まし て ! (以 前 也 是 这 样 ， 现 在 就 更 ~.) ARRENE 

常 使 用 。 

「 以 前 に も まし て (ANHE cl), 8 439 RAO ape 

ach, 


【31】 正解 2 
こう し て 宮中 に 招 か れ て 天皇 陸 下 に お 目 に か か れ た こと は 、 
光栄 の 至り で す 。 


It is great honor for me to be invited to the palace and to 


meet the emperor. 

IMT EST, ARERR ALPE IRRRE F, VC 3 00 IESE 
ayat 由 中 Yay sic charac 四 起 人 可 十. 
GBB < の 至り > 

参照 【17】 


【32】 正解 2 
今日 の 試合 を 限り に 、 彼 女 は 選手 生活 か ら 引退 する こと に 
な っ た 。 

EZE < を 限り に > 参照 【201】 

@ [A を 限り に ] A ニ 名 詞 、 動 詞 ・ 辞 書 形 / た 形 十 の 
EU 「A が 最後 で プ A する の が 最後 で ] (A は 、 最 後 の 時 点 
を 表す 。 ず っ と 続け て し て きた こと が 終わ る こと を 表す ) 
次 回 の 展覧 会 を 限り に 、 私 た ちの サー クル は 解散 し 
ます ] 


[33] 正解 2 

決し て あき ら め る こと な く 病 気 と 闘う 彼女 の 姿 は 、 周 囲 の 人 
の 心 を 動か みさ ず に は お か な か っ た 。 

Her manner of never giving up and fighting with her 
illness did move the heart of the people around her. 

CRE) EAU RARER, IEEE A SE Rh T ` 
Aa ENA Qo Ba} APE AUS] BSS, FS] ARGS OF 
aoa HEA. 


eg 


区 23 < すず に は お か な い > BR [259] 

@ [Aa ず に は お か な い ] A 一 動詞 ・ な い 形 

「 必 ず A す る 」(A は 、 感 情 を 表す 動詞 や ゃ 、 感 情 に よっ 
て 起こ る 行動) 

「 親 子 の 愛 を 描い た この 喘 画 は 、 人 々 を 感動 させ ず に 
は お か な い だ ろ う 」 


【34】 正解 3 
親切 すぎ る の は 、 迷惑 以外 の 何 も の で も な い 。 

較 罰 < 以外 の 何 も の で も な い > 

人 ウ [A 以 外 の 何 も の で も な い ] A ニ 名 詞 

ED 「 絶 対 に まさ に ンプ ほん と うに AL) (強調 の 表現 ) 

「 こ れ は 一 個人 の 問題 で は な く 、 社 会 問題 以外 の 何 も 
の で も な い ] 


【35】 正解 2 

こん な に ひど い 吹 雪 で は 、 登 山 を 続け よう に も 続け られ な い 。 
GER <~ う に も へ ~ な い > 参照 【297】 

@ [A ( よ ) うに も B な い ] 

A (k) う 動 詞 ・ 意 向 形 B ニ 動詞 ・ 可 能 形 (否定 形 ) 
「A し よう と 思っ て も で き な い ] 

「 食 事 を し よう に も 、 も う レ スト ラン は どこ も 閉まっ 
て いて 何 も 食べ られ な か っ た | 


【36】 正解 4 

女優 た る 者 、 常 に 周囲 か ら 注目 され で いる こと を 忘れ て は な 
ら な い 。 

区 E23 < た る > 参照 【16e】 

[A た る ] A=#8 [AHDE] と いう 形 が 多い 。 
GB A と いう 立場 に ある 人 は (… な けれ ば な ら な い )」 (A 
は 、 す ぐれ た 立場 に ある 人 や 機関 ) 

「 教 師 た る 者 、 常 に 生徒 の 模範 と な る よう 心がけ る ペ 
きだ 」「 医 者 た る 者 が そん な 不健康 な 生活 を し て いて は いけ 
な い ] 

か 強い 言い 方 。 


【37】 正解 2 

彼 に は 仕事 を や る 気 が あ る と は 思え な い 。 遅刻 を する 、 書 類 
は 忘れ る 、 そ の 上 、 会 議 中 に 居眠り を し て 社長 に 急 鳴 られ る 
し まつ だ 。 

区 E23 < し まっ だ > 参照 【257】 

@ [へ し まつ だ ] 和 = 动词 . SEE 

「A と いう 困っ た 状況 で ある ] (A は 、 よ く な いこ と を 
し た こと で 起こ っ た 悪い 状況 ) 

「 妹 は 、 さ ん ざん 親 を 心配 させ 、 そ の 上 家出 まで する 
し まつ だ | 

困っ た 状況 を 非難 する 言い 方 。 


An expression that blames a troublesome situation. 


RR- Z 


对 非常 町 难 的 情况 加 以 责备 的 说 法 。 
eet oss ules Ha 


【38】 正解 4 

プロ ボー ズ の た め に 高い 指輪 を 買っ て も 、 相 手 が 受 け 取っ て 
くれ な けれ ば それ まで だ 。 

区 23 < は それ まで だ > 参照 【73】 

[A ば それ まで だ ] 

A ば = 名 詞 [て で あれ ば ]、 動 詞 ・ ば 形 、 い 形容 詞 [ご けれ 
ば ]、 な 形容 詞 [てこ な ら ば ] [てこ で あれ は ば] 

GD A し た ら そ れ で 終わ り だ プ A だ っ た ら そ れ で 終わ り だ | 
「 が ん ば っ て 店 を 開い て も 、 客 が 来 な けれ ば それ まで だ | 


[39] 正解 2 

親 の 心配 を 知っ て か 知ら ず か 、 彼 女 は 無茶 な こと ば か り し て 
いる 。 

Whether or not she is aware of her parents' concerns, she 
does all kinds of reckless things. 

WAS ó 1 ME RHA WUE CA 

HO] AVS HEA Weta), 1AE EPL GL A shat AH. 
EEE< 知 > 民办 知己 加 > 

@ [A を 知っ て か 知ら ず か B] A ニ 名 詞 B= 文 

「 知 っ て いる の だ ろう か 、 知 ら な い の だ ろう か ] (「 知 ら 
な い の だ ろう か ] の 意味 の ほう が 強い ) 

「 僕 の 気持 ち を 知っ て か 知ら ず か 、 彼 女 は 複数 の 男性 
と 付き 合っ て いる よう だ ] 


[40] 正解 3 

この 会 社 に 入社 する と 、 い や お うな し に 英語 の 研修 を 受け さ 
せら れる 。 

ERED < was 3 Lic > 
@ [いや お うな し に Al 
[強制 的 に ] 

回 「 昔 の 女性 は 親 が 決め た 男性 と いや お うな し に 結婚 し 
な けれ ば な ら な か っ た ] 

人 な 文 本 は 「 使 役 受身 形 ] や 「~ (し ) な けれ ば な ら な い ] 
[~ (t) ざる を えな い | が 多い 。 


| 第 5 回 | 

【41】 正解 3 

現代 の 日 本 人 は 、 生 活 の 豊か さゆ え に 、 物 を 大 切 に し な い 傾 
向 が ある 。 

ERED < ゆえ ぇ > SH [103] 

@ [A (が ) 由 元 /由 元 人 < 由 元 四 ] 

A = 動詞 グ い 形容 詞 グ な 形容 詞 (現在 形 [て で ある ]) + 普通 
形 (+ が )、 名 詞 ~] [~ 下 耐克] 

「A が 原因 で / グ A だ か ら 」 (A は 、 原 因 、 理 由 を 表す ) 
「 貧 し い が ゆ え 、 教 育 を 受け られ な い 子 ども が いる ] 
「 若 さゆ え の 過 ちと は いえ 、 許 すわ け に は いか な い ] 


A 三 動詞 の 文 


Even if it may be a mistake because of youthfulness, it 
cannot be forgiven. 

虽然 说 是 因为 年 轻 犯 了 错误 ， 但 是 并 不 能 (就 此 ) 原谅 她 - 

Bod $ 入 个 对 tees, SNE FE At. 

BL ESR 


【42】 正解 2 

子供 で は ある まい し 、 や っ て いい こと と 悪い こと の 区 別 ぐ ら 
いつ く は ず だ 。 

区 E23 < で は ある まい し > 参照 【296】 

@ [A で は ある まい し ] A= 名 詞 

EB 「A で は な い の だ か ら 」 

「 機 械 で は ある まい し 、 休 み も と ら な いで 働く な ん て 
こと は で き な い 」 


【43】 正解 3 

尊敬 する 教授 に お 会 いし て 、 著 書 に サイ ン ま で いた だ ける と 
は 、 感 激 の 極み だ 。 

EZED < の 極み > 

$ (9) 


【44】 正解 1 

息子 は 、 勉 強 も そっ ちの け で 毎日 暗く な る まで サッ カー の 練 
習 を や っ て いる 。 

ERE <t2b01t> 

@ [A (は ノ も ノ を ) そっ ちの け だ ] [A は も / を そっ 
ちの け に する ] A ニ = 名 詞 

EU) ers ents ear) 

「 彼 は 仕事 一 筋 で 、 家 族 は そっ ちの け に し て いる ]「 あ 
の 人 は 自分 自身 めこ と は そっ ちの け で ボラ ンティア 活動 に 
没頭 し て いる 」 


【45】 正解 2 

この ラジ オ 番 組 の 司会 者 は 、 毎 週 千 通 か ら あ る リク エス ト の 
は が き の 全部 に 目 を 通す そう だ 。 

四 本 < か ら あ る > 参照 【60】 

@ [A か ら あ る ] A ニ 名 詞 (数 や 量 を 表す 語 ) 

「A 以 上 ある ノ 少 な く と も A は ある ] 

「 男 た ち は 80 キロ か ら あ る 荷物 を 担い で 険しい 山 を 
合っ て 行っ た 」 

人 値段 の 場合 は 「 か ら す る ] を 使う 。 例 :「 彼 の 時 計 は 50 
万 円 か ら す る ブラ ンド の も の だ ]| 

When A is the price of something, “karasuru” is used. 
Example: His watch is a name-brand which costs at least 
¥ 500,000. 

用 在 价钱 的 场 侣 ， 用 「 か ら す る 
是 价值 so 万 日 元 的 名 牌 货 -” 
AAA AR Thaith E aeh. e ag AAS 50% 


(至 少 )。 例如 :“ 他 的 手表 少 说 也 


Aol se BASE Fo 


【46】 正解 1 

彼 は 我 が 校 きっ て の 秀才 で 、 成 績 は いつ も トッ プ だ - 
EXE < きっ て の > 

@ [A きっ て の ] A= 名詞 

「( そ の 中 で ) 最も 優れ た 」 

「S さん は 、 当 社 き っ て の 英語 の 名 手 だ 」 

Mr. S is the best speaker of English in our company. 
S 是 本 公司 最 优秀 的 英语 高 手 。 

SA gaa 外す slel t Vols) ech 


【47】 正解 2 

彼女 は いつ も な が ら の や さ し い 笑顔 で 私 た ち を 迎え て くれ た 。 
EEED < な が ら > 

[A な が ら ] A は 名 詞 が 多い 

「A と 同じ 状態 の まま 」 

[久しぶり に 帰っ た 故郷 の 村 に は 昔ながら の 景色 が 変 
わら ず に 残っ て いた 」「 役 は 生ま れ な が ら に 強い 身体 を 持っ 
て いる 」 


【48】 正解 3 

彼 は 、 ど ん な に 幸 く て も 決し て 弱音 を 吐い た り し な い 強 い 心 
を も っ て いる 。 

ERB < た り し な い > 

@ [A た り し な い ] A=W. 

GB 「A の よう な こと は 絶対 に し な い ノ 決し て A (L) な い 」 
(「 し な い 」 の 意味 を 強め る ) 

「 受 験 生 の 皆さん 、 試 験 の 前 は 、 風 邪 を 引い た り し な 
いよ うに 十分 注意 し て くだ さい ]「 ど ん な に 辛く て も 途中 で 
あき ら め た り し な いと 自分 の 心 に 督 っ た ] 


【49】 正解 4 

地震 の ニュ ー ス が 流れ る や 否や 、 被 災 地 の 家族 や 知人 と 連絡 
を と る 電話 が 殺到 し て 、 電 話 が か か り に くく な っ た 。 
EER < ゃ 舌 や > 参照 【99】 

© [へ や 否や B] A 一 動 詞 ・ 辞 書 形 

ED 「^ が 起こ る と 、 す ぐに B が 起こ る 」 

[人 気 グ ルー プ の コン サー ト 会 場 で は 、 開 場 する や 香 
や 何時 間 も 前 か ら 待 っ て いた 人 た ち が 場 内 に 走り 込ん だ ] 


【50】 正解 1 

昨日 まで 父 は と て も 元気 で し た 。 そ れ が 、 今 朝 急 に 具合 が 悪 
く な っ た ん で す 。 

ERED < それ が > 

@ [A。 それ が 、B] A. B=X 

GB 「 そ を それなのに ノン と ころ が ] 

「 間 に 合う と 思っ て いま し た 。 そ れ が 、 和 電車 が 遅れ て 、 
こん な に 遅く な っ て し まい まし た 。 す み ま せ ん ] 


mem 

【51】 正解 2 

最近 の 映画 に は 、 映 画 館 に 足 を 運ん で 鑑賞 する に た える も の 
が な いと 父 は 嘆く 。 

My father regrets that recently there is no movie worth 
going to watch at a movie theater. 

父亲 叹息 : 最 近 的 电影 ， 几 乎 没有 值得 跑 去 电影 院 观赏 的 作品 。 
Az BAS Bee] 习习 74 Was we q akz; AHE 
opi aech, 

GRAB <icrrS> BR [227] 

@ [A に た える ] A= 動 詞 ・ 辞 書 形 、 名 詞 

「A す る 価値 が ある ] (A は 、「 評 価 ]「 使 用 」「 鑑 賞 ( す 
る )」 me) 

「 本 屋 に は 雑誌 が 数 多く 並ん で いる が 、 わ ざわ ざ 買 っ 
て 読む に た える よう な も の は 、 ご くわ ず か し か な い 」 


【52】 正解 3 

この レス トラ ン の 料理 は 、 お いし い の は も ちろ ん の こと 、 盛 
り 付け も 美しく て 、 芸 術 的 で すら ある 。 

EEE <tt5Hs> 

@ [a で すら ある ] A ニ = な 形容 詞 

[A だ と さえ 言え る ]」 (「A だ 」 を 強め る 強調 の 言い 方 ) 
[一 度 は 命 も 危ぶま れ た が 、 彼 女 の そ の 後 の 回 復 ぶ り 
は 実に 奇跡 的 で すら ある ] 

It was once life-threatening, but her recovery afterward is 
really miraculous. 

APR NESS FER ir, UAB Oe LUE RAL yup, 
ae FSR JATAH, 249 ユ を swali Az 7/4 
oepama H + ach. 


【53】 正解 1 

けん ちゃ ん 、 こ れ 、 お いし いか ら 食 べ て ご らん 。 

区 23 < て ご らん / て ご らん な さい > 

@ [A て ご らん / ご らん な さい ] A= 動 再 ・ て 形 

[A (L) TATY (L) て みな さい ] (勧め ) 

「 ほ ら 、 あ そこ に 虹 が 出 て いる よ 。 見 て ご らん ]「 先 生 
に 聞い て ご らん な さい ] 

な 「 て ご らん 」 は 、 く だ けた 言い 方 な の で 、 家 族 や 、 と て 
も 親しい 人 に 使う 。「 て ご らん な さい ] も 目 上 の 人 に は 使え 
な い 。 


【54】 正解 3 

商品 の 送料 は 弊社 が 負担 いた し ます 。 

EZED <> 

CB 「 当 社 ノ わが 社 ノ グラ うち の 会 社 ]」 (MM. ADOSHE 
議 腺 する 言い 方 ) 

[弊社 の 来年 度 採用 予定 は 20 ATT] 


Next year's expected number of our company's new 


E-Z 


employees to be hired is 20. 

本 公司 明年 预定 招收 20 位 新 职员 。 

AS) SAR (HAE) S| WE ABS 20 BAHA. 
人 相手 の 会 社 を 呼ぶ 敬語 ORE) l El 


【55】 正解 1 

彼 は と て も 冷静 な の だ が 、 人 か ら は 消極 的 に 見 られ る きら い 
が ある 。 

区 23< き らい が ある > 参照 【225】 

人 め [へ きら い が あ る ] A 一 動詞 ・ 辞 書 形 、 名 詞 [~ の ] 

「A す る 傾向 が ある ] (A は 、 よ く な いこ と ) 

「 わ が 社 の 人 事 は 男性 社員 優先 の きら い が あ る 」「 彼 の 
話 は 自慢 話 に な る きら い が あ る ] 

A [- 1522] は 、 行 動 の 回 数 が 多い こと を 表し 、「 き 
らい が ある ] は 、 性 質 な どの 全体 的 な 傾向 を 表す 書き 言葉 的 
な 表現 。 

“~ gachida” expresses frequent actions, and “~ 
kiraigaaru” is a rather written expression meaning general 
tendencies of someone's personality, for example. 
T~ E 是 表现 行动 的 次 数 多 ,7 「~ き らい が ある 」 其 表現 性 原 
等 全 体 倾向 的 书面 用 语 。 

Ab E BSS) AEA SS GET, '~ a oath oy 
£ 949 AMA AES YEU E Holy Ha. 


[56] 正解 4 

山田 さん は 、 判 断 力 と いい 、 行 動力 と いい 、 
わし い 人 物 だ 。 

了 本 ね < と いい 、 と いい ぃ > 

参照 【27】 


リー ダー に ふさ 


【57】 正解 2 

私 た ち が 多 少な り と も 地域 の 皆様 の お 役に立て ば 、 幸 い に 思 
いま す 。 

ERED <a c t> 

@ [A な り と も ] A ニ 名詞 

[少な く と も A で いい か ら 」「A で も いい か ら 」 

[ 車 は 無理 だ が 、 せ め て パイ ク な り と も 買い た いと 思っ 
て 貯金 を し て いる 「 危 な いと ころ を 助け て いた だ いて 、 あ り 
が と う ご ざ いま し た 。 お 差し 支え な けれ ば 、 お 名 前 な り と も 
教え て いた だ け な い で し ょ うか ] 

AO 「~ た い グ ほし い 」 な ど 話 者 の 願い や 希望 を 表す 文 が 
多い 。 

の 「 多 少な り と も 」 は 「 た と え 少 し で も ] と いう 意味 で 、 慣 
用 的 な 表現 と し て よく 使う 。 

O 「 せ め て て な り と も 」 の 形 も よく 使う 。「 せ め て 」 は 「 十 
分 で な く て も 、 少 な く と も ] と いう 意味 。 


[58] 正解 1 

この 報告 書 は 、 長 年 に わた る 入念 な 調査 を ふま えて 書か れ た 
も の で ある 。 

四 還 < を ふま ぇ て > 

OLA を ふま えて 踏ま えて ] A ニ 名 詞 

[A に 基づい て /A を 考慮 し て 」 

「 議 案 は 、 現 在 の 状況 を ふま えて 決定 され る べき だ ] 
「 こ の 結論 は 事実 を ふま えて 出さ れ た も の で は な い ] 


【59】 正解 3 

副 社 長 は 社長 に 次 いで 地位 の 高い 役職 で ある 。 
ERE <icxwe> 

@ [( こ は ) A に 次 いで ] 
GB 「A の 次 に / の 後に 」 
[イン ド は 中 国 に 次 いで 人 口 の 多い 国 で ある ]「 筆 記 試 
験 に 次 いで 面接 試験 が 行わ れる ] 


A=% 


[60] 正解 1 

毎日 300 万 人 か ら の 人 が 新宿 駅 を 利用 する と いう 。 
EZER<m50> 参照 【45】 

@ [A か ら の ] A ニ = 名詞 (数 や 量 を 表す 語 ) 

「A 以 上 ある 少な く と も A は ある ] 

「 彼 女 は 80 キロ か ら の 荷物 を 軽々 と 持ち 上 げた 」 

人 値段 の 場合 は 「 か ら す る ] を 使う 。 例 :「 彼 の 時 計 は 50 
万 円 か ら す る プラ ンド の も の だ ] 

When A is the price of something, “karasuru” is used. 
Example: His watch is a name-brand which costs at least 
¥ 500,000. 

在 表现 价值 时 ， 用 ATH) (至 少 )。 例 如 :“ 他 的 手表 少 说 也 是 
价值 so 万 日 元 的 名 牌 货 . 

AAA APS Stas BAGH, of: Tag AE 50 对 
doly see Me agoch 


第 7 回 | 

[61] 正解 2 

「 ご めん ね 」 と 言う つも り だ っ た 。 で も 、 彼 が 帰っ て し まっ 
た の で 言い そびれ て し まっ た 。 

GRE tuns > 

人 [ へ そびれ る ] A=88- ETE 

還 「^ し よう と 思っ た が 、 機 会 を 失っ て 、 で き な い ] 

「 母 に 連絡 し よう と 思っ て いた の に 、 忙 し く て 電話 を 
し そびれ た 」「 昨 夜 は 友人 と 話し て いて 、 気 が つい た ら 夜 が 
明け て いた 。 結局 寝 そ び れ て し まっ た ] 


[62] 正解 1 

貧 還 を も の と も せ ず に 、 た くま し く 生 きる 子供 達 の 姿 を 追っ 
た ドキ ュ メ ンタ リー 映画 が 公開 され る 。 

A documentary film of the perseveing children who live 


bravely despite poverty is going to be shown. 


追踪 不 把 贫困 当 一 回 事 ， 坚 强 地 生活 着 的 孩子 们 的 纪录 片 被 公开 放 
映 了 。 

WEE Hee] bat, AAs Foe odo gs] ese 
Pe gradag FALH. 

EEE < 去 由 上 岂 世 村人 < > 参照 【109】 

@ [^ を も の と も せ ず に ] A ニ = 名詞 

GB 「A を 問題 に し な いで ノノ A を 気 に し な いで 」 

「 道 難 救助 隊 の 人 々 は 、 激 し い 風 硬 を も の と も せ ず に 
山 を 登っ て 行っ た 」 


[63] 正解 4 

ここ まで 騒ぎ が 大 きく な っ て し まっ て は 、 責 任 者 の あな た が 
この 問題 に つい て 「 知 ら な い 」 で は すま され な いで し ょ う 。 
With the situation growing so huge, you cannot say you 
don't know because you are the responsible person. 

搞 到 如 此 混乱 的 程度 ， 作 为 责任 者 的 你 ， 对 于 这 个 问题 ， 说 不 知道 就 
能 了 结 了 吗 ? 

AAAA ASO] AAAH, AYA Galo} ol aol chal 
REG? AAAH WAPE. 

菩 橿 』< で は すま され な い > 

@ [A で は すま され な い ] A=K 

[A と 言っ て 済ま せる こと は で き な い と 言う だ け で 
は だ め だ ] 

「 こ れ ほ どの 損害 を 与え て いる の で すか ら 、「 ご めん な さ 
い 』 だ け で は すま され ませ ん よ 。 賠償 し て いた だ きま し ょ う 」 


【64】 正解 1 

特に 用 事 が あっ た わけ で は な く 、 ひ まだ っ た か ら 来 て みた ま 
で の こと で す 。 

ERB < 未 (の こと ) だ > M [N31] [148] 

[A まで (の こと ) だ ] A= 動 詞 ・ た 形 

「A し た だ け だ ] (「A は 特別 な た こと で は な い ] と いう 気 
持ち を 表す ) 

「 関 き 輝 し た と ころ を 確認 し た まで の こと で す 。 問 題 
は あり ませ ん ] 

人 A が 辞書 形 、 ま た は 、 な い 形 の 場合 は 、「A ま で (の こ 
と ) だ 」 は 万 一 の 場合 に 対応 策 が ある こと を 表す 。 例 : [大 
丈夫 。 失 敗 し た ら 、 も う 一 度 や り 直 すま で の こと だ ]」 

If A is the dictionary form or nai-form, “A made (nokoto) 
da” means there is a solution in case of emergency. 
Example: “It's all right. If I fail, I will only have to do it 
again.” 

ARAM, AVR, TART (の こと ) EI 是 用 在 万 
一 的 场 舍 有 对 策 的 表现 。 例 如 :“ 不 要 紧 ， 如 果 失败 了 ， 也 只 不 过 再 
Rf k. 

A | AF89 HE な い 形 APE, TA まで (の こと ) 2 EW 
Ag AP ALAO cH WS EA, of: Maoh. satel 
abel q epal shel Arh 


[65] 正解 2 

幼稚 園 の 庭 か ら 子ども 達 の いか に も 楽し げ な 声 が 聞こ えて 
きた 。 

BBR <umice> 

人 [いか に も A そう ノ げ ] A= 形 容 詞 

[いか に も A らし い ] A 一 名 詞 

「 ほ ん と うに ノ 実 に / グ と て も 」 

GES 「 い か に も 得意 そう な / 得 意 げ な 表情 ]「 い か に も 満 
足 そ うに 満足 げに RI] 「 い か に も 彼女 らし いや り 方 だ ] 

A 「 い か に も 」 は 、 様 子 を 表す 「 こ そう 〆 げ 」「 こ らし い ] 
を 強め る 言い 方 。 


[66] 正解 3 

「 絶 対 に 10 キロ や せる 」 と 宣言 し た 手前 、 ダ イエ ッ ト を 成 
功 さ せな いわ け に は いか な い 。 

ERED < 手前 > 

@ [A 手前 

人 = 动词 ,普通 形 / 动 向 「~ て いる 」 の 形 、 名 詞 [ こ の ] 
[A (だ ) か ら 、 体 面 が ある か ら (必ず そう し な けれ ば な 
ら な い )」 

「 友 人 た ち に 『 た ば こ を や め た ほう が いい よ 』 と 言っ 
て いる 手前 、 自 分 も 吸う わけ に は いか な い ] [子供 四 手 前 、 
打 は いつ も きち ん と し た 生活 態度 を 見 せる よう に し た い ] 


[67] 正解 2 

出席 者 の 意見 は まだ 出尽くし て いな い 。 今後 も 議論 を 続け る 
余地 が ある 。 

Not all the opinions from the attendees have been given 
yet. We still need to continue our discussion. 

出 席 者 的 意见 还 没有 全 部 说 出 来 。 今 后 也 有 继续 议论 的 余地 。 
Raag JAS ob} ch yea Vere, wos eye Ase 
AAA abet. 
ER < 余地 が ある > 
@ [A 余地 が ある ] A 一 動 詞 ・ 辞 書 形 、 名 詞 [~ の ] 
「 ま だ A で きる 部 分 が 残っ て いる 可能 性 が ある ] 
「 新 製品 を 使用 し て みた と ころ 、 不 具合 が 見 つか っ た 。 
まだ まだ 改善 の 余地 が ある ] 

When we test-used our new product, some problems were 
found. There's still plenty of room for improvement. 

在 使 用 新 产品 时 ， 发 现 了 不 合适 的 地 方 - 还 有 改善 的 余地 。 

MASS ASAE Ast, AGO] Us| Ach. ola male} of 2] 
AAG. 
人 [余地 が な い 」 は 「(~ が ) まっ た く な い 」 の 意味 で 使わ 
れる 。 例 :「 証 拠 が そろ っ て いる の だ か ら 、 あ の 和男 が 犯人 で 
ある こと に 疑い の 余地 が な い 」 

“Yochiganai” is used to mean “there is no…at all” . 
Example: “Because there is sufficient evidence, there is no 
doubt that he is the criminal.” 

hapu) ERM 「(~ が ) FOES AW) 的 意思 时 用 的 。 例 


mmn: “PATER WHI, ABS ASK 3 A ETE REN.” 


A ramai (olal7 Qh), = r(-20 まっ た く な い (~ 0) /7t 
1 8s) ch), g gue agac. ol: EA RAA we. A 
解 vr eleven 21499) AAA eich, 
答 
[68] 正解 2 
英語 の 勉強 を か ね て 、 大 好き な ビー トル ズ の 歌 の 歌詞 を 覚 
えた 。 
EEED< enn <> 


@ [A を か ね て (兼ね て ) B (する )] A= 名 詞 

[A も 合わ せ て 、B (する )」 (B に 2 つの 意味 や 目的 が 
ある ) 

[観光 を か ね て 、1 週間 ほど 市 場 調査 の 旅 を し て きま 
し た 」 

A [— (し ) か ね て | (~ (L) か ね る ) と は 意味 が 違う 。 例 : [本 
当 の こと を 言い 出し か ね て 、 だ まっ て いた | =「 本 当 の こと を 
言え な く て 、 だ まっ て いた ] 


[69] 正解 3 

私 は 人 の 名 前 を 覚え る の が 苦手 で 、 聞 いた そば か ら 忘れ て し 
まう 。 

ERER<tism5> 参照 [281] 

@ [へ そば か ら ] A ニ 動詞 ・ 辞 書展 / た 形 

GB [^ し て も すぐ に 」 

「 こ の 商品 は 人 気 が あ っ て 、 店 に お いた そば か ら 売 れ 
a<] 

人 」 向 だ け の こと で は な く 、 何 回 も その よう な こと が 起こ 
る 状態 。 

A state that something alike happens not only once but 
many times, 

不 只 是 次， 好几 次 者 发生 了 这 样 的 情况 。 

ai veo} of je}, So] at Tey et Ale] 人 el 中 = yea. 


[70] 正解 1 

スタ ッ フ 全員 の 協力 な し に この 大 事業 を 成功 させ る こと は 難 
し い 。 

ERE <uzvic> 参照 [94] 

@ [A な し に ] へ = 動詞 ・ 辞 書 形 こと 、 名 詞 

GB 「^ が な い 状 態 で へ しない で] 

「 こ の 病院 は 予約 な し に 診療 を 受け る こと は で き な い ] 
[前 置き な し に 話 を 始め る と 、 相 手 は 何 の 話 か わか ら な い だ 
ろう ] 
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【71】 正解 2 

彼ら の 優れ た 能力 を も っ て し て も 、 こ の プロ ジェ クト を 実現 
させ る こと は 難し い だ ろ う 。 

EEED< 走 电工 > 参照 【207】 

人 [A を も っ て ] A ニ = 名詞 


Go [AT] (A は 時 点 ) 

© (問題 文中 の 用 法 ) 「A に よっ て 」 (A は 方 法 ) 

GES ① の 例 : 「 当 店 は 、 本 日 を も っ て 閉店 いた し ます 」 
ODA: 「 君 の 力 を も っ て すれ ば こん な 問題 は すぐ 解決 で き 
る よ 。 が ん ば っ て ] 


[72] 正解 3 

失敗 する か も し れ な いけ れ ど 、 だ めで も と も と だ 。 や っ て み 
A 

GRBR<eiber> 

@ [A て (で ) ン て も (CH) /T も と も と だ ] 

へ = 動詞 ・ て 形 、 名 詞 [~T] 

GB 「 得 に な ら な いけ れ ど 、 損 に も な ら な いか ら 、 い い ] 
「 で き な く て も 、 そ れ が も と の 状態 だ か ら マ イナ ス に は な ら 
な い 」 

「 難 し いけ れ ど 、 で き な く て も と も と だ か ら 、 や る だ 
け や っ て みた らい い ] 

人 な A は 「 失 敗 し て (も ) で き な く て (も ) だ めで (も ) Z 
うま くい か な く て (も )」 な ど が 多い 。 


【73】 正解 3 

新しい 機能 付き の 便利 な 携帯 電話 も 、 電 池 が きれ て し まえ ば 
それ まで だ 。 

区 E23 < は それ まで だ > 

PR [38] 


【74】 正解 1 

地震 後 1 か 月 た っ た 今 も 、 人 々 は テン ト で の 生活 を 余儀 な く 
され て いる 。 

ERED <enma<ens> 参照 【247】 

人 ゆ [A を 余儀 な くさ れる ] A=#8H 

[仕方 な く A す る 」 

「 大 雪 に よる 停電 で 、 住 民 は 電気 の な い 生 活 を 余儀 な 
くさ れ て いる 」 

[世論 に 押さ れ て 、 大 臣 た ち は 資 産 の 公表 を 余儀 な くさ れ た ] 
Being pressured by the public opinion, the ministers were 
forced to make their assets open to the public. 

因为 舆论 的 压力 ， 大 臣 们 不 得 不 公开 自己 的 资产 。 

galo Se}, AAEE abe FER HH AAEH. 


[75] 正解 2 

子ども た ち に クラ シッ ク 音 楽 を 聞か せ た い と いう 演奏 家 の 熱 
意 が この 町 の 人 の 文化 活動 を 楽し む 気持 ちと 相まって 、「 森 
の 音楽 会 ] は 大 成功 を 収め た 。 

The performers' passion that they want to let children 
hear classical music, together with the people's mind to 


enjoy cultural activities, “the forest concert” was a great 


success. 
由 于 演奏 家 想 让 孩子 们 欣赏 古典 音乐 的 热情 和 这 个 城市 的 人 们 想 享 受 
文化 活动 的 心情 的 相互 作用 ,“ 森 林 音 乐 会 ”获得 了 很 大 的 成 功 。 
gaga AALY EAF Joye A47 A7} ol 
ahata PARES S71 he Fela. £S Sots, 
E qase AM. 

ER< tHkoT> SH [102] [196] 

@ [A と 相まって ] A=#8 

「A と いっ し ょ に な っ て 」 (A は 性 質 や 特徴 を 表す 言葉 。 
A の 性 質 と 他 の 人 性質 が いっ し ょ に 働き あっ て 成果 を 出す こと 
を 表す ) 

「 南 国 の 太陽 が 適度 の 降雨 と 相まって 、 こ の 島 の 緑 の 
森 を 育て て きた 」 

The sun of the South mixed with moderate rainfall has 
grown the green forests of this island. 

南国 的 太阳 和 适度 的 降雨 相互 作用 ， 在 这 个 岛 上 育成 了 绿色 的 森林 。 
Hy] Ago Ape] APS} Re}, ol 339] SA eS NAR. 


(76) 正解 4 

うち の 会 社 の 重役 た ち は 、 視 察 に か こつ け て 、 海 外 に よく 出 
か け て 行く 。 

ERED < に か こっ け て > 

@ [A に か こつ け て ] A= 名 詞 

EU IA を 口実 に し て 」 (A は 自分 に 都合 の いい 理由 ) 

「 彼 女 は 子ども の 病気 に か こつ け て 、 し ば し ば 仕事 を 
休む 」「 彼 は 大 雪 に か こつ け て 会 を 欠席 し た 」 


【77】 正解 1 

この 不況 の 中 、 デ パー ト な どの 小売 業 の 経営 が いか に 厳し い 
か は 想像 に か た く な い 。 

It is not difficult to imagine how severe it is to run whole 
sale businesses such as department stores in this bad 
economy, 

在 这 样 不 景气 的 环境 下 ， 很 容易 想象 百货 店 等 零售 业 的 经 营 状 况 有 多 
AN. 

oe] at Bat So], AAE ave] Pao] 对 oh ozs a] 
= PRN el 82] FH. 

EEE < に か た く な い > 参照 [292] 

@ [A に か た く な い ] A= 動 詞 ・ 辞 書 形 、 名 詞 

「A で きる 難し く な い ] (A は 、「 想 像 (する )」「 理 解 
(する )]「 察 する ] BE) 

[温暖 化 が 進ん だ 数 十 年 後 の 地球 の 悲惨 な 状況 は 、 想 
像 に か た く な い ] 

It is not difficult to imagine the miserable state of the 
globe a few decades from now which must have further 
developed its warming. 

温室 效应 进一步 恶化 几 十 年 以 后 地 球 的 惨状 ， 是 很 容易 想象 的 。 
eat aa BI 3-9] ATA vl ae Ae 命中 2| ell el 


HA act. 


【78】 正解 4 

駅 を 中 心 と する 半径 500 メー トル の 地域 で は 、 土 地 の 価 格 
が どん どん 上 が っ て いる 。 
EZE <et5~> 

@ [A を B と する C] 
「A が B で ある C] 
「 山 田 さ ん を リー ダー と する グル ー プ の 活動 は 非常 に 
BRE! 「 こ の 川 を 境 と する 2 つの 村 は 、 毎 年 の よう に 洪水 
の 被害 を 受け て いる ] 


A. B. C= id 


【79】 正解 4 

私 と 彼女 と は 小学 校 か ら 大 学 まで ずっ と 同じ 学校 で 同じ クラ 
ス だ っ た 。 これ は も う 運 命 と し か 言い よう が な い 。 

ERD < と し か 言い よう が な い > 

@ [A と し か 言い よう が な い ] A ニ 名 詞 プ な 形容 詞 [~] 
「 実 に だ まさ に プ ほ ん と うに A だ 」 (強い 言い 方) 
GBB 「 ま だ 12 歳 で 国際 コン クー ル の 第 1 位 に な っ た の だ 
か ら 、 天 才 と し か 言い よう が な い ] 「 私 に と っ て は 、 目 的 の 
な い 旅 な ん て 無 意 味 と し か 言い よう が な い ] 

A [A 以外 の 何 も の で も な い ] と 同じ よう な 意味 の 強調 表現 。 


[80] 正解 4 

先生 、 お 見 舞い か た が た 、 帰 国 の ご あい さ つ に 参り まし た 。 
区 E23 < か た が た > 参照 【138】 

@ [A か た が た B] A= 名 詞 

「A す る の と いっ し ょ に B す る 」 (A は 、「 お 礼 」「 お 詫 
UJ) [no] ME) [BRO] な ど ) 

「 い ろ い ろ 心 配 を か けた 大 学 の 先輩 に お 詫び か た が た 
結婚 の 接 拶 に 行っ た 」 

人 あら た まっ た 表現 
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【81】 正解 3 

この すばらし い 記 録 は オリ ン ピ ッ ク 選 手 に し て は じ め て 出せ 
る も の だ 。 

ERB <IcUT (は じ め て ) > 参照 【8】 

@ [A に し て (は じ め て )] A= 名 詞 

「A だ けが (で きる )」 (A は 、 能 力 の ある 人 、 物 、 機 関 
な ど 。「 他 の 人 ( 物 ) に は で き な い が 、A の よう に 能力 の 高い 
人 ( 物 ) だ けが で きる 」 と いう 意味 を 表す ) 

「 こ れ は 、 手 術 の 神様 と 呼ば れる M 医 師 に し て は じ め 
て 成功 し た 難し い 手 術 だ ] 


This is a difficult operation in which Doctor M, who is 


called the God of operation, was successful for the first 
time. 


这 是 即使 被 称 为 手术 之 神 的 M 医师 ， 也 才 初 次 成 功 的 极 难 的 手术 。 


RA -zZz 


= Fe Aog Bele Mgal ASoe Got oa 


* tE. 


[82] 正解 1 

台風 が 接近 し て いる と いう の に 、 海 へ 行こ うな ん て 危険 極 ま 
りな い 。 

茹 罰 < 極まりない > 参照 【155】 

@ [A 極まりない ] 

A= い 形容 詞 [~ い ] + こ と 、 な 形容 詞 [~] Z [—#] + 
me 

CD 「 非 常に A だ 」 (A は 、「 和 失礼 」「 危 険 ]「 非 常識 ] [平凡 | 
「 残 酷 」「 低 沢 ] な ど 、 よ く な いこ と を 表す こと が 多い ) 

「 病 人 の お 見 舞い に 行っ て 自分 の 健康 を 自慢 する と は 、 
非常 識 極 まり な い ] 

It is extremely thoughtless of one to brag about his own 
good health while visiting a sick person. 

ZAG RLM, SPARE CLAM Re, ARENAEN 

gab ASE 才 对 AA ARAE HASHA, 449171 コス 
ath. 

[極まりない] も [極まる] も 同じ よう に 使う 。 例 : [失礼 
極まりない 態度 」 ニ 「 失 礼 極まる 態度 ] 


【83】 正解 2 

あの 店 と きた ら 、 値 段 ば か り 高く て さっ ぱり お いし く な い 
し 、 サ ービス も 最悪 だ 。 

GRPR<tars> 参照 【143】 

[A と きた ら ] A== 名 詞 

「A は 」(A を 非難 する 強い 気持 ち を 表す ) 
[警察 と きた ら 、 娘 が 行方 不明 だ と いう の に 何 も し て 
くれ な いん だ か ら 、 ひ どい よ ] 

人 会 話 的 な 表現 


【84】 正解 3 

いく ら 忙 し く て も 、 メ ー ル を 送る な り 、 電 話 を する な り 、 連 
絡 で きた で し ょ う ? 

GEREN <2u. mu> 

参照 【12】 


【85】 正解 2 

就職 する か 、 進 学 する か 、 ど ちら に し て も 自分 の 持 来 の こと 
だ か ら 、 よ く 考 えな さい 。 

区 補間 < と どちら に し て も > 

人 めく < く A、B、 ど ちら に し て も 、C> 

GB 「 と どちら の 場合 も ] 

[入院 す る 、 し な い の ど ちら に し て も 、2、3 か 月 の 治 
療 が 必要 で す 」 

AO TARD, BOJ] 「A に せよ 、B に せよ ]「A に し 
A. BILLA] の 後に 使う こと が 多い 。 

の 「 ど っ ち に し ろ 」 も 同じ よう に 使う 。 


[86] 正解 3 

昨夜 時 ずくめ の 強 次 が コン ビニ を 可 っ た 。 店 員 は 無事 だ っ た 。 
EEr o> 

参照 【23】 


【87】 正解 2 

医者 か ら 許可 が お り た の で 、 こ れ か ら は 心 お き な く 酒 が 飲 
め る 。 

ERED ibsan > 

@ [ 心 お き な く A] A= 動 詞 

[kh < ARNEL T/A C#2⁄ (L)T 
も いい ] 

「 そ れ は 君 の 金 な ん だ か ら 、 心 お き な く 使 っ て いい ] 


【88】 正解 1 

次 々 に 世界 記録 を 塗り 替え る A 選 手 の 活 躍 は 、 人 々 を 感嘆 さ 
せな いで は お か な い 。 

The player A who breaks the world record continuously 
cannot but marvel people. 

接二连三 地 刷新 世界 纪录 的 A 选手 的 活跃 ， 让 人 们 不 禁 感叹 不 已 。 
Ago MASS Balad He A 39] Hohe, eS Ae 
at] ES + Gal ER. 

EER <eutisemew> 参照 【217】 

@ [A な いで は お か な い ] 

A 王 動詞 ・ な い 形 、 動 詞 ・ 使 役 形 の 否定 形 

[必ず A す る 必ず A さ せる ] (A し な いま ま に は し て お 
か な い 、A し な いこ と は 許さ な い 、 と いう 強い 気持 ち を 表す ) 
「 何 年 か か っ て も 、 私 た ち は 事 件 の 真実 を 明らか に し 
な いで は お か な い ] 「 こ の 事故 の 原因 は 運転 手 の 過 労 だ 。 私 
は 旅行 会 社 に 責任 を と ら せ な いで は お か な い ] 

A 「~ ず に は お か な い 」 も 同じ よう に 使う 。 


【89】 正解 3 

今さら 謝っ た と ころ で 、 彼 女 が ゆる し て くれ る と は 思え な い 。 
茹 罰 き < た と ころ で > 

参照 【5】 


[90] 正解 1 

暦 の 上 で は 秋 と は いえ 、 ま だ まだ 暑い 日 が 続い て いる 。 
EED tn> 参照 【133】 

@ [A と は いえ ] 

A 王 動詞 形容 詞 プ 名 詞 ・ 普 通 形 、 名 詞 [へ ~] 

[た し か に A だ けれ ども (A か ら 予 想 さ れる 通り に は い 
か な い )」 

「 十 分 練習 を し た と は いえ 、 本 番 で うま く で きる か ど 
うか は や っ て みな いと わか ら な い ] 「 体 に 悪い ら こ と が わか っ 
て いる と は いえ 、 酒 を や め る こと は 難し い ] 


Big 

【91】 正解 4 

最近 仕事 が あま り に 忙し く て 、 日 曜日 すら 休め な い 。 
切 四 < すら > 参照 【220】 

@ [A 才 5] A ニ = 名 詞 、 名 詞 十 助詞 

EB 「^ で も 」(A は 特別 な 例 。「A の 場合 も て だ か ら 、 当 然 
他 の 場合 も ー だ | と いう 意味 を 表す ) 

「 父 は 自分 が 病気 で ちあ る こと を 母 に すら 伝え て いな 
か っ た 」 


【92】 正解 1 

この チャ ン ネ ル で は 、 今夜 の 「 ス ー パ ー マ ン 」 を 皮切り に 、 
毎週 海外 の アニ メ 映 画 が 放送 され る 。 
ERE < を 皮切り に > A (266) 

@ [A を 皮切り に /A を 皮切り に し て /A を 皮切り と し て ] 
A= 名 詞 

CD 「^ が 最初 で ] (A は 、A が 最初 で 、 そ の 後 連続 し て 行 
われ る こと を 表す ) 

「 オ リン ピッ ク の 競技 は 、 今 日 の テニ ス の 試合 を 皮 切 
り に 、 各 会 場 で 次 々 と 開始 され る ] 


【93】 正解 2 

どん な 仕事 で あれ 、 責 任 を 持っ て や る こと が 大 切 だ 。 
EEZ < で あぁ れ > 参照 【202】 

[A で あれ] A 一 動詞 ・ 辞 書 形 グ な い 形 + の 、 名 詞 

「A で も /A し て も 」 

「 ど ん な 条件 で あれ 、 こ の 仕事 は ぜひ や り た いと 思っ 
て いる ] [た と え 小 規模 の 会 社 で あれ 、 作 業 の 安全 管理 を 怠 
る こと は で き な い ] 「 何 を する の で あれ 、 誠 意 を も っ て する 
こと だ ] 

人 な 、「 こ で あれ 、 て で あれ ] =「 ど ちら の 場合 で も 同じ よう 
に 」 例 ; 「 男 で あれ 、 女 で あれ 、 自 分 の 仕事 が 認め られ る の 
は うれ し いこ と だ ] 


【94】 正解 4 

今回 の 勝利 は 、A 選手 の 活躍 な し に 達成 は で き な か っ た だ 
ろう 。 

EEEB <U I-> 

参照 【70] 


【95】 正解 1 
サッ カー は 、 
ー ツ で ある 。 
ERED < か ら 成 る > 

@ [ASRAB] [B は A か ら 成 る ] A、B ニ 名 詞 
「(B は A で ) 組み 立て られ て いる プ 構 成 さ れ て いる 
で き て いる ] 

[30 人 の メン バー か ら 成 る 委員 会 が 結成 され た 」「 こ 
の 小説 は 3 つの 部 分 か ら 成っ て いる ] 


11 人 の 選手 か ら 成 る 2 つの チー ム が 闘う スポ 


【96】 正解 4 

結婚 し て 以来 、 彼 女 の 料 理 の 腕前 は 目 に 見 えて 上 達し て いる 。 
EEZE < 目 に 見 えて > 

@ [ 目 に 見 えて A] A= 変 化 や 進行 を 表す 文 

「 明 ら か に は っ きり 表 わ れ て 」 

GBS [ro 引 代 に な る と 、 体 力 が 目 に 見 えて 衰え て くる 」 


【97】 正解 2 

一 人 暮らし で は 、 食 事 が と も する と 不 規則 に な り が ち だ 。 
EED < と も する と > 

@ [と も する と A (する )A (し ) が ち だ /A (LI や すい ] 
EI 「[ と か くだ た いて い A (する 傾向 が ある )」 (よく な い 傾 
向 が 多い ) 

[ 才 穫 な 親切 は と も する と 迷惑 に も な る ] 

Too much kindness can lead to annoyance. 

ELBE RYE tE tt Se SE ABR» 

se URS apse wt 习 了 下 Meh. 

「 彼 は と も する と 物事 を 理論 だ け で 判断 し が ち だ ] 

He tends to judge things only through theory. 

他 往往 只 是 从 事物 的 理论 上 去 判断 - 

AMSA MAE o| EEO Bestel ech. 


[98] 正解 4 

彼女 は 子育て の か た わら 、 自宅 で 料理 教室 を 開い て いる 。 
EE < か た わら > 参照 [288] 

人 め [A か た わら B] A 一 動詞 ・ 辞 書 形 、 名 詞 [~ の ] 

CO 「a を し な が ら B も する 」 (A は 本 業 で 、B は 副業 A 
is the principal business, and B is a side job. A AJM, B 
是 副业 。 A Eggo, BE tq) 

GRJ 「 あ の 店 は 24 時 間 営 業 で 食べ 物 や 日 用 品 を 売る か た 
わら 、 防 犯 施設 と し て の 役割 も 果たし て いる ] 

That store iS open 24 hours and besides selling foods and 


daily necessities it plays the role of a crime prevention 
facility. 

那个 商店 24 小 时 营业 ， 出 售 食品 和 日 用 品 ， 同 时 也 起 到 了 防止 犯罪 
的 作用 。 

A 7AE 24 USVOS SA MSHS Besta, yal 
azg 对 站 三 stat A. 

A 「A か た わら B」 は A が 本 業 で 、 本 業 と 並行 し て B を 行 
っ て いる こと を 表す が 、「A が て ら B」「A か た が た B]」 は 
ん の 行為 を 兼ね て B の 行為 を する こと を 表す 。「 か た が た ] 
は 改まっ た 表現 で 慣用 的 な 表現 に 限ら れる 。 


“A katawara B” means that one's main business is A and 


he/she also does B at the same time, and “A gatera B” or 
“A katagata B” means that one does B while doing A. 
“katagata” is only used in formal and idiomatic 
expressions. 

TADRDSB! 表示 A 是 本 职 ， 一 边 做 本 职工 作 ， 一 边 做 B，T A 


RR -Z 


が て ら B」「 A か た が た B」 表 像 A MAN, WEM B。「 か た が た 」 
是 郑重 其 事 的 表现 ， 只 限 用 于 惯用 的 表现 。 

TA 办 大 和 已 B1 £ A7 EMD, HUF BPs] BE sa 以 
the 引 品 量 時 時 由貴,「A が て ら B (A Be HA B)」「A か た 
が た B (OSE, Aad) E A °] BAMA Ast} B °| WAS ər 
DAE 引 可 言 vet}. Pes, = ANA RACE 
USA HA] Beet. 


【99】 正解 1 

新 製品 の 広告 が 出る や 知 や 、 テ レビ 局 に 多数 の 問い 合わ せ が 
寄せ られ た 。 

EED bm > 

参照 【49】 


【100】 正解 2 

この 教室 に は 、「 授 業 中 、 私 語 を する べから ず ] と 書い た 紙 
が 貼っ て ある 。 

屋 丁 ね < べから 5 ず > 

参照 【15】 


第 11 回 | 

【101】 正解 4 

人 が 集 ま ろう が 集まる まい が 、 公 園 で の コン サー ト は 予定 通 
り 行わ れる 。 

ERED < ~ n~n > 

@ [A う が A ま い が ] 

A う = 動詞 ・ 意 向 形 A ま い 三 動詞 ・ 辞 書 形 十 ま い 

「A し て も A し な く て も 変わ ら な いで ] 

「 雨 が 降ろ う が 降 る まい が 工事 を 行う 予定 だ ] 


【102】 正解 2 

人 間 の 人 格 は 、 持 っ て 生ま れ た 資質 と 育ま れ た も の と が 相 
まっ て 形成 され る 。 

The human personality is formed through born nature 
mixed with cultivated characteristics. 

人 的 人 格 ， 是 与 生 俱 来 的 资质 和 (出生 后 ) 养育 成 的 部 分 相互 结合 形 
成 的 。 

Agg dae sar eo} et zal ah 外用 Aol oj 时 本 对 Bagley. 
EPE< 相 二 > 工 > BR [75] [196] 

@ [A が 相まって ] [A と B( と ) が 相まって ] 

A, B=% 

「A が いっ し ょ に な っ て ] 「A と B が いっ し ょ に な っ て ] 
「 い ろ いろ な 事情 が 相まって 、 こ の よう な 結果 に な っ 
El] 「 良 質 の 米 と 水 と が 相まって 、 お いし い 酒 が で きる 
AAMBE 相まって ] と いう 形 も ある 。 例 : [南国 四 太 
陽 が 適度 の 降雨 と 相まって 、 こ の 島 の 緑 の 森 を 育て て きた ] 

There is also “A ga B to aimatte” pattern. Example: “The 


sun of the South mixed with moderate rainfall has grown 


the green forests of this island.” 

也 有 「A が B と あい まっ て 」 的 形式 。 例 如 : “ARAMA 
降雨 相互 作用 ， 在 这 个 岛 上 育成 了 绿色 的 森林 。 

「A が B と Snot (AABY ASA) 4 ge dx A 
tk. A: 43A AG] AES] GF} Se] ol YI 58 es 
AARC. 


[103] 正解 1 

世界 に は 貧し さゆ え に 、 子 ども を 他人 に 売り 渡す 親 が いる と 
いう 。 

EEZD <a > 

参照 【41 

硬い 表現 


【104】 正解 2 

こん な に 難し い 曲 が 弾け る の は 彼女 を お いて 他 に いな い 。 
芋 丁 ぬ < を お いて > 参照 【183】 
@ [A を お いて (ほか に て な い )] 
「A 以 外 に は (こない ) | 
GBB 「 こん な こと を 頼め る の は 君 を お いて ほか に いな いん 
だ 。 な ん と か 引き 受け て くれ な いか ] 


A= 名 詞 


【105】 正解 4 

な ん と か 勝っ た も の の 、 決 勝 戦は 、 下 手 を する と 逆転 され て 
負け た か も し れ な いよ うな 接戦 だ っ た 。 

Even though we narrowly won a victory, the final round 
was a close game in which the opponent could have 
come-from-behind and beaten us. 

最 后 终于 险胜 ， 决 战 是 一 场 搞 得 不 好 差 一 点 比赛 局 势 反 过 来 而 输 掉 的 
Wak. 

ABA JAAT ASAS zal mc Jad Mu Ms AE 
BE Yes Paola, 

EFF (Etat 

人 9 [下手 (を ) す る と 、A] A=X 

[最悪 の 場合 に は / 気 を つけ な いと ] 

[パソ コン の 調子 が よく な い 。 下手 を する と 、 原 稿 が 
締め 切り に 問 に 合わ な く な る か も し れ な い ] 「 下 手 す る て 重 
大 な 結果 に な りか ね な いか ら 、 早 く 上 司 に 相談 し た ほう が い 
nkj 


【106】 正解 1 

地震 の 後 、 避 難所 で 生活 する 人 々 を 助け ん が た め に 、 
ポラ ンティア が 集まっ て きた 。 

ERED ahit (に ) > 

参照 【10】 

Emz 


多く の 


【107】 正解 3 

この 料理 は た だ 肉 を 焼け ば いい だ け だ か ら 、 わ ざわ ぎ 作 り 方 
を 習う まで も な い 。 

区 2 < まで も な い > 参照 【130】 

9 [A まで も な い ] A 一 動詞 ・ 辞 書 形 

B 「A す る 必要 は な い 」 (A は 、「 言 う 」 [I< J など ) 

「 あ ら た め て お 伝え する まで も な いこ と で す が 、 出 国 
に は パス ポー ト が 必要 で す ] 


【108】 正解 4 

天気 予報 で は 午後 に は 天気 が 回 復 する と いう こと だ っ た が 、 
夜 に な っ て も 雨 は 一 向 に 止み そう も な い 。 
EZED < 一 向 > 

国 [一向 に A な い ] A 王 動詞 な い 形 

EDO 「 ぜ ん ぜん / グ まっ た く ~ な い 」 

© (問題 文中 の 用 法 ) 「( 時 間 が た っ て も ) な か な か ~ な い 」 
CDQ Om: 「 た ば こ で すか 。 私 は 一 向 に か まい ませ ん か 
ら 、 ど う ぞ | 

ODA: [仕事 が 一 向 に 進ま な い の で 困っ て いる ] 


[109] 正解 1 

政府 は 国民 の きび し い 批 判 を も の と も せ ず に 、 税 金 の 値上げ 
を 決行 し た 。 

茹 要 < を も の と も せ ず に > 

参照 【62】 


(110) 正解 2 

明日 の 試合 は 、 ど の チー ム が 優勝 する か 、 と う て い 予測 で き 
な い 。 

区 < とうてい > 

[と う て い + (~ で き な い ノ 無 理 だ ノ 不 可能 だ グ だ め だ )] 
「 ど う や っ て も / ズ きっ と (~ で き な い )」 

「 私 の 実力 で は 、 一 流 大 学 に は と う て い 入れ な い 」「 我 
が 家 の 今 の 経済 状態 で は 、 家 を 持つ こと は と う て い 無理 で す 」 


#20 

【111】 正解 1 

彼 か ら プ ロ ポ ー ズ され た 時 の うれ し さと いっ た ら な か っ た 。 
EEE < と いっ た ら な い > 参照 【265】 

[A と いっ た ら な い ] 

A= い 形容 詞 [こい ]、 な 形容 詞 [~]、 名 詞 [~] 

「 と て も A だ ] (A の 程度 が 高い こと を 強調 する ) 

「 あ の 授業 、 先 生 が た だ 話し て いる だ け で 、 つ ま ら な 
いと いっ た ら な い 」 「 こ の あたり の 初夏 の 新緑 の 美 し さ と い 
っ た ら な い ] 


【112】 正解 3 

卒業 する 学生 諸君 、 君 達 の 今後 の 活躍 を 願っ て や まな い 。 
GRE < < て や まな い > 

参照 【6】 


(113) 正解 3 

正直 に 話し て いれ ば 許し た も の を 、 言 いわ け ば か り し て い 
て 、 許 せな い 。 

I would have forgiven him if he had told me the truth, but 
cannot because he just makes excuses. 

如 果 你 老实 地 对 我 说 ， 我 会 原谅 你 ， 但 是 你 一 味 强调 理由 ， 这 是 不 能 
诛 谅 的 。 

S78] A7 ROA SARS Me], AA sw You Saye + 
wt. 

区 E23 < も の を > 参照 【158】 

@ [に ば A も の を ] A ニ 動詞 ・ 普 通 形 

還 3「- て すれ ば A し た の に ノ A な の に ] (Ald, BRE 
な る こと ) 

「 言 っ て くれ れ ば 迎え に 行っ た も の を 、 ど うし て 連絡 
し て くれ な か っ た の 『?] 

な 、「- こ し な か っ た 」 こと を 非難 する 気持 ち が あ る 。「~ こ も 
DE) で 終わ っ て 、 後 を 言わ な い 形 も ある が 、 意 味 は 同じ 。 
例 :「 言 っ て くれ れ ば 迎え に 行っ た も の を 」 

Expresses criticism for “not doing +” . There is also a 
pattern that ends with“…mono o” but means the same. 
Example: “I would have come to meet you if you had 
told me.” 

H I~Lemots I, AUTO. WU I~ tO.) 结尾 ， 后 
面 不 说 的 时 候 也 有 ， 表 达 的 意思 是 同样 的 。 例 如 :“ 如 果 对 我 说 一 
声 ， 我 就 去 接 你 了 。 

「- し な か っ た (~A AAt) e WS ae eo HA 
Ah. -tot Z ERE BUD, AE ANA Qe Bae 
JAW, A We. A: HA RLA os ues aay 


【114】 正解 2 

倒産 し た 自分 の 会 社 を どう に か し て 再建 し た いと 、 彼 は 資金 
の 調達 に 駆け 回 っ て いる 。 

Trying hard to rebuild his company which went bankrupt, 


he is running around to raise money. 

想 尽 办 法 要 把 倒闭 的 公司 再 建设 起 来 ， 他 到 处 奔波 筹措 资金 。 

maa malo] 3| AFE of gals alah Barz}, ユ コモ saa she 
Aa qua a. 

ERE < ripu c> 

@ [どう に か し て A] A= 動 詞 ([~ 大 站 | [~ ( よ ) 9] 
「 こ な けれ ば な ら な い 」 な ど が 多い ) 

ED 「 い ろ い ろ な 方 法 で / な ん と か し て ] 

[結婚 し た ら 、 ど うに か し て 自分 の 家 を 持ち た い ] [来 
月 の 健康 診断 まで に どう に か し て 3 キロ ほど 体重 を 落と さ 


RB- Z 


な けれ ば な ら な い の だ が 、 間 に 合う だ ろう か ] 


【115】 正解 2 

この 絵 に 描か れ て いる 空 の 色 は 彼 な ら で は の 色 だ 。 
ERa T> 参照 【243】 

@ [A な ら で は だ /A な ら で は の B] A、B ニ 名 詞 

「A 独 特 の 〆A で な けれ ば 得 ら れ な い ] (A は 、 特 色 を 
も つ 人 や 機関 な ど 。 良い 評価 を 表す 文 。 
particular person or an organization etc, and expresss 
入 足 指 具有 特色 的 人 ， 机 关 等 。 是 表现 好 的 评 
ESAS Hat Ve Absa 71S. SS BS は 


A refers to a 


good evaluation. 
价 的 文句 。 
時 を を) 
「 南 団 な ら で は の 太陽 と 風 が 旅行 者 の 心 を 和 ま せる ] 
The sun and wind characteristic of the South relax the 
minds of the travelers. 

只 有 南国 才 有 的 太阳 和 风 安 抚 着 旅游 者 的 心 。 

at Se] A Ho gae obs Basha HEG. 


(116) 正解 3 

S 市 で は 、2 年 後 の オ リン ピッ ク 開 催 に 向け て 、 準 備 が 急 
ピッ チ で 進め られ て いる 。 

区 名 < に 向け て > 

Bat 向け て ] A= 名 詞 

GBA を めざし て / の た め に に 向かっ て 」 
ンプ 目的 終着 点 な ど 

「 来 年 の 受験 に 向け て 、 が ん ば り ま し ょ う ] 


Ald. Biz 


【117】 正解 1 

夫婦 は 持ち つ 持 た れつ 、 お 互い に 協力 し 合っ て 生き て いく も 
の だ 。 

A husband and wife are to cooperate with each other, 
helping each other. 

夫妇 就 是 相互 帮 来 帮 去 ， 相 互 协力 地 生活 着 (的 两 个 人 )。 

時 早計 PARAS AVE Beste] toph ENH. 
EEE<~>~>> 参照 [190] 

[A っ B っ ] 

A, B=. ETE A と B は 「 持 ち つ 持た れつ 」 の よう 
に 、 動 詞 ・ ま す 形 と 、 そ の 受け 身 形 、 ま た は 「 行 きつ 戻り 
了 の よう に 、 意 味 が 対立 する 2 つの 動詞 。「A つ B つ ] が 
1 つの 名 詞 の よう に 使わ れる 。 

「A し た り 、B し た り し て ] (A と B を 交互 に 繰り 返す 
様子 を 表す ) 

「 奈 り は た い へ ん な 人 出 で 、 押 し つ 押さ れつ し な が ら 
パレ ー ド を 見 た 」「 優 勝 候補 の 2 人 が 抜き つ 抜 か れつ の 激 し 
い 競争 を 展開 し た ] 

人 、「 行 きつ 戻り つ ]「 押 し つ 押さ れつ ] 「 追 いつ 追わ れつ ] 
「 抜 きつ 抜か れつ | な ど 慣 用 的 な 表現 が 多い 。 


【118】 正解 2 

努力 する こと な し に 成功 し た 人 は いな い 。 
EEZ< 二 上 碟 LIE> 参照 【260】 

@ [A こと な し に B で き な い ] 

A= - #80  B 一 動詞 ・ 可 能 形 (否定 形 ) 

ED 「A し な いで B す る こと は で き な い 」「B し よう と 思っ 
た ら 、A し な けれ ば な ら な い 」 

「 パ スポ ー ト を 取る こと な し に 海外 旅行 を する こと は 
で き な い 」「 人 を 愛す る こと な し に 生き る こと は で き な い 」 


Bei 


【119】 正解 4 

会 議 で は 、 景 気 回 復 に 向け て わが 社 な り の 対策 を 発表 する 予 
定 だ 。 

ERE <2vm> 参照 [186] 

@ [A な り の ] A ニ = 名 詞 

「( 不 十分 か も し れ な い が ) A の 力 で 考え た 作っ た ] 
(A は 人 や 機関 を 表す 語 ) 

「 子 供 は 子供 な り の 自分 の 将来 像 を も っ て いる 」 

人 、「 不 二分 な と ころ が ある が ] と いう 意味 を 含む 表現 。「 私 
OI) は 謙 傍 の 意味 を 含む ひこ と が 多い 。 し た が っ て 「 こ れ 
は 社長 な り に 考え て くだ さっ た 企画 で す ] と は 言わ な い 。 

An expression that implies the meaning of “although 
there's something imperfect”. “Watashinari ni” often 
implies humbleness. Therefore it is not proper to say 
“This is a project that the president (humbly) has come up 
with.” 

包含 「 不 十分 な と ころ が ある が (还 有 不 足 的 地 方 )」 的 意思 的 表 
Me 私 な り に (REA) 中 含有 谦逊 的 意思 的 场合 较 多 。 因 此 ， 
不能 沈 「 こ れ は 社長 な り に 考え て くだ さっ た 企画 で す (kit K 
考虑 的 计划 。) 

「 不 十分 な と ころ が ある が ( 寺 是 知生 WAL Ae Sols 
BQH HA. MeO CO USMS) g AEM gg eH 
@ AP Bt. eA Co htt Re OI KAT CHAK MiB 
で す (UAS Ahad UMS AFAFA AAAA shun 
HA teg. 


(120) 正解 1 

大 企業 も 不振 に 苦し ん で いる 。 中 小 企業 は な お さら の こと 、 
どこ も 厳し い 経営 を 迫 ら れ て いる 。 

EaD な お さら の こと > 

@ (A) B は な お さら の こと ] B= 名 詞 

GB 「 ま すま す ノ いっ そう ノ (A より ) も っ と 」 

「 大 人 に も 難し い の だ か ら 、 子 供 に は な お さら の こと 
難し い ] 


第 13 回 
【121】 正解 4 
自分 の 命 を 犠牲 に し て まで 多く の 人 を 救っ た あの 男 が 英雄 で 
な く て な ん だ ろう 。 
That man who saved a lot of lives sacrificing his own life 
is nothing but a hero. 
牺牲 自己 的 生命 而 挽救 了 那么 多 人 的 那 位 男士 ， 不 是 英雄 又 是 什么 呢 。 
AALS] SSS AAAA PS ARS Het 对 deh Vso 
ofa Hol eared 7p. 

Ü く で な く て な ん だ ろう > 参照 【226】 
9 [~ が A で な く て な ん だ ろう ] A ニ 名 詞 
ED 「~ が A だ | (A で ある こと を 強調 する ) 
(EE) 「 彼 は 友人 の 会 社 を 助け る た め に 毎日 必死 で 働い た 。 
これ が 友情 で な く て な ん だ ろう 」 
へ は 、 愛 、 英 雄 、 運 命 な どの 抽象 的 な 概念 を 表す 言葉 が 
多い 。 


A refers mostly to abstract notions such as love, hero, 


destiny, ete. 

A 大 多 是 表示 爱 ， 英 雄 ， 命 运 等 抽象 性 概念 的 词语 。 

AEA, VS. HVS GE FAA MAS Ete stoli 
wet. 


【122】 正解 3 

あん な に 幸せ そう だ っ た 2 人 が 離婚 する に 至っ た 経緯 を 私 は 
知り た い 。 

EE < に E る > 

@ [A に 至る / 至 っ た ] A 一 動詞 ・ 辞 書 形 、 名 詞 

CB 「A に な っ た ズ グ A す る よう に な っ た 」 

「 私 た ち は 、 長 年 この 町 の 景観 を 守る 活動 を し て いた 
が 、 今 年 景観 保存 会 を 設立 する に 至っ た ] 


【123】 正解 1 

考 人 は どこ を 見 る と も な く 、 ぼ ん や り と 病室 の 外 を 眺め て 
いる 。 

ERED tbn > 

@ [A と も な く ] 人 和 = 动词 . 辞书 形 

GB 「^ し よう と 特に 思っ た の で は な い が ] (A は 、「 見 る 」 
[W<] [A3] [#45] な ど ) 

「 喫 茶店 で コー ヒー を 飲ん で いる と き 、 と な り の 人 の 
話 を 聞く と も な く 聞 いて いる と 自分 の 名 前 が 出 て き て びっ く 
DLE) 「 電 車 に 乗っ て きた お ば あさ ん が 誰 に 言う と も な く 
『 甘 いね 』 と 言っ た ] 

AO [ 何 | PEt TEZ] な ど 和 疑問 と いっ し ょ に 使う こ 
と が 多い 。 

つの 「 と も な し に 」 も 同じ よう に 使う 。 参 照 【187】 


【124】 正解 3 

に は 本 人 の 印 も し く は サイ ン が 必要 で す 。 
ERE <* U< I> 

@ [A (か ) も し く は B] 

へ 三 動詞 ・ 辞 書 形 、 名 詞 Bー 名 詞 

GB fa か ン ま た は B] 

「 本 人 で ある と 証明 する た め に 、 運 転 免許 証 も し く は 
健康 保険 証 の 提示 が 必要 で す ] 「 当 地 へ は 新幹線 も し く は 飛 
行 機 が 便利 で す ] 

人 個人 的 な 内 容 で は な く 、 事 務 的 な 指示 を する 文 が 多い 。 


【125】 正解 3 

彼 ほ どの 有名 人 と も な る と 、 街 で 気軽 に 買い 物 を する こと も 
で き な い よう だ 。 

ERED < と も な る と > BR [221] 

@ [A と も な る と ] A 一 動詞 ・ 辞 書 形 、 名 詞 

「A に な る と や は り 」 

「 こ の 公園 は 緑 の 芝 生 が きれ いで 、 日 曜日 と も な る と 
家族 連れ で に ぎわ う ] | 結婚 式 に 出る と も な る と 、 普 段 着 と 
いう わけ に は いか な い ] 


【126】 正解 2 

優勝 で きた こと に も まし て 、 仲 間 の 応援 が 本 当 に うれ し か っ た 。 
GRE <iceeUT> 

参照 【30】 


【127】 正解 3 

新しい 仕事 に も 慣れ 、 最 近 は 、 忙 し いな が ら も 充実 し た 毎日 
を 送っ て いま す 。 

E223 < な が ら ( も ) > 参照 【62】 

@ [A な が ら ( も )] 

A ニ 名 詞 、 動 詞 ・ ま す 形 、 い 形容 詞 [こい ]、 な 形容 詞 [] 
GB 「A だ けれ ども 」 

[早く や ら な けれ ば いけ な いと わか っ て いな が ら も や 、 
な か な か で き な い ] 「 残 今 な が ら 、 お 別れ で すね ] 


[128] 正解 4 

離婚 が 成立 し て 、 さ っ ぱり し た 表情 の 妻 に ひき か え 、 夫 の ほ 
う は 、 が っ くり と 肩 を 落と し て いる 。 

GRE <icuema> 

参照 【4】 


【129】 正解 1 

彼 は 湖 の 周囲 40 キロ を 走り に 走っ て 、 見 事 優勝 し た 。 
EZE <~ こ に - て > 

@ [Aik A2] 

A 1 三 動 詞 ・ ま す 形 A 2 一 A1 の 動詞 ・ て 形 

GB [非常 に よく A (し ) C] 

[東京 中 の デバ パート を 探し に 探し て 、 こ れ を や っ と 見 


つけ た ん で す ] 

「 迷 い に 迷 っ て 、 結 局 、 転 職 は し な いこ と に し た 」 

After many hesitations. I decided not to change my job 
after all. 

犹 珍 了 又 犹 徐 ， 结 果 ， 还 是 不 换 工 作 了 - 

INE DUA As AAS sa] 92] = Rep 

人 同じ 動詞 を 繰り 返し て 、 そ の 動作 を 強調 する 。 


【130】 正解 3 

そん な こと ぐら い だ れ で も わか っ て いる 。 今 さら 言う まで も 
な いこ と だ 。 

E23< ま で も な い > 

参照 【107】 


第 14 回 

【131】 正解 1 

台風 の 影響 で 電車 が 止ま っ た ら 、 し か た が な い 。 歩い て 帰る 
まで の こと だ 。 

GRE < et (Me) だ > PM [64] [148] 

@ [~ た ら 、A ま で (の こと ) だ ] 

三 動 詞 ・ 辞 書 形 プ ない 形 

D 「^ す る だ け の こと だ (A す る つも り だ か ら 心 配 な い )」 
「 こ の 案 が 認め られ な か っ た ら 、 別 の 案 を 考え て 出す 
まで だ | 

が 動詞 ・ た 形 の 場合 は 別 の 表現 で 、「A し た こと に 特別 
な 意味 は な い ] と いう 意味 を 表す 。 例 : 「 当 た り 前 の こと を 
し た まで で す 。 そ ん な お 礼 を いた だ くわ け に は いき ませ ん ] 


If A is the ta-form of a verb, it means “there is no special 


meaning in doing A”. Example: “I just did what I was 
supposed to do, I cannot accept such a reciprocation.” 

A 是 动词 ) "万 型 的 场合 用 别 的 表现 。 表 示 「A し た こと に 特別 な 意 
味 は な い 」(A 做 的 事 没有 特别 的 意义 。) 的 意思 。 例 如 :“ 只 是 做 了 
理所当然 的 事 ， 不 能 接受 这 样 的 感谢 

A7} SA CU BPE HE Ams, TA Aol Sa Yale 
Cbs ae gE Hea. of: Pee eS AH, ユ 
aak WES oar WUE 


【132】 正解 3 

9 月 に 入っ て よう や く 涼 し く な っ た か と 思い き や 、 ま だ 30 
度 を 超す 日 が 続い て いる 。 

区 E23 < と 思い き や > 参照 [230] 

@ [A と 思い きゃ ] A 一 動詞 ノ 形 容 詞 / 名 詞 ・ 普 通 形 
ED 「A と 思っ た けれ ど 」 (A は 思っ た こと 。A だ と 思っ た 
が そう で は な か っ た こと を 強調 する ) 

「 山 田 先生 に 呼ば れ た 。 授 業 を さぼ っ た の で 叱 ら れる の 
か と 思い き や 、 進 路 に つい て アド バイ ス を し て くだ さっ た 」 
[Eon 


(133) 正解 1 

忙し か っ た と は いえ 、 電 話 の 一 本 ぐ で らい か けら れ た は ず だ 。 
EZE < citua > 

参照 【90】 


【134】 正解 1 

ベッ ド の 下 に 本 を 置い た まま に し て お いた ら 、 ほ こり まみ れ 
に な っ て いた 。 

茹 罰 < まみ れ > S$ (180) 

@ [A まみ れ ] A ニ = 名詞 

「A が いっ ぱい つい て いる ] (A は 、「 ほ こり 」「 粉 」 
[WB] WEL rí) な ど ) 

「 兄 は 、 油 まみ れ に な っ て 大 好き な 車 の 修理 を し て いる ] 


【135】 正解 2 

この 歌手 は 歌唱 力も さる こと な が ら 、 話 も 面白 い の で 、 テ レ 
ビ 番 組 の 人 気 者 で ある 。 

切田 』< も さる こと な が ら > 参照 【159] 
[へ A も さる こと な が ら ] A ニ = 名詞 

「A も も ちろ ん だ が 

「 こ の 花 は 、 花 の 美しき さも さる こと な が ら 、 食 品 会 社 
が 開発 し た こと が 話題 に な っ て いる ] 


[136] 正解 3 

この 地方 で は 四季 それ ぞ れ の 景色 が 楽し め ま す が 、 な ん と い 
っ て も 紅葉 の 頃 が 最高 で す 。 

GREED < な ん と いっ て も > 

@ [な ん ( 何 ) と いっ て も A] A=K 

GB 「 い ろ い ろ ある 中 で 特に ノ 一 番 ] 

「 ス ポー ツ は どれ も 好き だ けど 、 な ん と いっ て も サッ 
カー が 一 番 お も し ろ い ] 「 東 京 に は 有名 レス トラ ン が た くさ 
ん ある が 、 フ ラン ス 料 理 で は 何と いっ て も この 店 が 最高 レベ 
ル だ と され て いる ] 


【137】 正解 2 

な ん で も あの 方 の お 父様 は 高 名 な 学者 と いう こと で す よ 。 
EER <uznte> 

@ [な ん で も A] A= 文 

「 聞 いた と ころ に よる と うわ さ で は 、A らし いよ 
うだ / そ うだ / と いう こと だ ] 
[な ん で も あの 2 人 は 相思 
いよ 」 


そう sa 


で 、 近 々 結婚 する らし 


á 


【138】 正解 3 

就職 の 報告 か た が た 、 久 し ぶり に 祖父 母 の 顔 を 見 に 行っ た 。 
EEEB < 加 大 共 大 > 

参照 【80] 


[139] 正解 2 

この 映画 は 本 当 に お も し ろく て 、 一 瞬 た り と も 画面 か ら 目 が 
離せ な か っ た 。 

ERB < た り と も > 参照 【242】 

@ [A た り と も て な い ] A=1+ 和 助数詞 

屋 3 「^A で も こない ぃ ノ 少 し も ない] (At. 日 、1 分 、 1 
ペー ジ な ど 、 最 小 の 数 や 量 ) 

「 残 され た 水 は こ れ だ け だ 。1 満た り と も 無駄 に し て 
は いけ な い 」 


【140】 正解 4 

仮に 絵 の 才 能 が ある と し た と ころ で 、 画 家 と し て 成功 する 保 
証 は な い 。 

区 23 < と し た と ころ で > 

@ [A と し た ころ で ] A= 名 詞 プ 動詞 形容 詞 ・ 普 通 形 
[A と 仮定 し て も 、 状 況 は 変わ ら な い だ ろ う プ だ め だ ろ 
5] (A は 、 仮 定 し た こと ) 

[首相 が 代わ っ た と し た と ころ で 、 こ の 地方 が 抱え る 
問題 は 何 も 解 決し な い だ ろ う ] 


第 15 回 

【141】 正解 3 

その 政治 家 は 国会 言う べから ざる こと を 言っ て 非難 され た 。 
茹 四 』 < べから さる > 

人 ゆ [A べ か ら ざ る B] A= 動 詞 ・ 辞 書 形 Bー 名 詞 

CB 「^ し て は いけ な い ぃ B] 

「 公 表す る べから ざる 情報 が 外部 に 流れ 出 て し まっ た ] 
The not-to-be-released information has been leaked out. 
不 能 对 外 公开 的 情报 被 传 到 了 外 面 -。 

TEHE qh AMF MRS eo AH. 


【142】 正解 4 

この 作曲 家 の 作 品 は 、 国 内 の みな ら ず 、 海 外 に お いて も 高く 
評価 され て いる 。 

EEN < の みな ら ず > 

参照 【29】 


【143】 正解 1 

うち の 主人 と きた ら 、 休 み の 日 は 朝 か ら 飲ん で ば か り い る 。 
EEED <tans> 

参照 【83】 


【144】 正解 3 

これ は 、 会 議 で 議題 と し て 取り 上 げ る に 足る 問題 と は いえ 
な い 。 

茹 罰 < に 足る > 参照 【272】 

@ [A に 足る ] A= 動 詞 ・ 辞 書 形 、 名 詞 

EU 「^ す る 価値 が ある ] (A は 、「 信 頼 (する )」「 尊 敬 ( す 


る )」 (EM (FS)| など) 
「 そ れ は 信頼 する に 足る デー タ と は 言え な い の で 、 調 
べ 直し が 必要 で ある ] 


【145】 正解 1 

少子 化 が 農村 の 過疎 化 に 拍車 を か け て いる 。 

The low birth rate is contributing to the depopulation of 
farm villages. 

孩子 减少 更 加 速 了 农村 的 人 口 稀少 现象 。 

AFA SL Ash} ural E Qe}. 

ERE < 揚 車 を か ける > 

@ [A に 拍車 を か ける ] A= 名 詞 

ED 「A を どん どん 進め る 」 

[新しい 油田 の 発見 が 経済 発展 に 拍車 を か けた 

The discovery of the new oil field gave impetus to the 
growth of economy. 

A TH EE 9 32808 T EA he, 

MER HA] HA) AMRAN PAE FR. 


[146] 正解 4 

公園 の 隣 に 新しい 喫茶 店 が で きた の で 、 図 書館 へ 本 を 返し が 
て ら 見 に 行っ た 。 

EEE < 水 记忆 > 参照 【192】 

@ [A が て ら B] A ニ 名詞 、 動 詞 ・ ま す 形 

GB 「^ を か ね て B す る | (A の ほう が 主 な 行為 。 Aisthe 
除了 和 A 以 外 的 主要 行为 。A o] 務 YA) 
[散歩 が て ら 、 新しく で きた 駅 ビル を 見 て きた ] 

A 「^ か た わら B]」 は A が 本 業 で 、 本 業 と 並行 し て B を 行 
っ て いる こと を 表す が 、「A が て ら B] は A の 行為 を 兼ね で て 
B の 行為 を する こと を 表す 。 ま た 、「A の つい で に Bl は A 
が 主 の 行為 で 、B が 付随 的 な 行為 で ある こと を 表す 。 


“A katawara B” means that one's the main business is A 


main action. 


and he/she also does B at the same time, and “A gatera 
B” means that one does B while doing A. “A no tsuideni 
B” means that A is the main action and B is the 
accompanying one. 

ADDS Bi 指 的 是 以 A 为 本 职 ， 在 做 本 职工 作 的 同时 ， 也 在 做 

Be TAASTHEB) HUEN A 的 同时 也 做 B。 另 外 ，fA の つい で に 
B; 指 的 是 以 外 A 是 主要 行为 ，B 是 附带 的 行为 。 
「A か た わら B (A SHA B) HA7 BMD, A yaso 
BẸ Sat Age ghg epee, 「A が て ら B (A # Bala] 
B), E A9 VHS Aste] B °| WAS gee gog yep 
th. ETA の つい で に B(A SHE Ho B) = A 7) FR BAO} 
エエ.B 早生 人 1 BAUS cep. 


【147】 正解 3 

彼女 は 先生 に 叱 ら れ て 、 泣 か ん ば か り の 顔 で 下 を 向い て いた 。 
EREB<Aigmyu> 参照 [191] 

@ [A ん ば か り ] 

A 王 動詞 ・ な い 形 (「 す る | 人 き 「 せ ん ば か り 」) 

CBO (問題 文中 の 用 法 ) [今にも へ し そう ] 

@「 ま る で A する よう に 」 

① の 例 :「 大 雨 の あと 川 を 見 に 行っ た ら 、 水 が 今にも 
あふ れん ば か り に 流れ て いた 」 ②⑨ の 例 :「 子 猫 は お 腹 が 空 
いた と 言わ ん ば か り に ニャ ー ニ ャ ー と 泣い た ] 


【148】 正解 1 

ご く 当 然 の こと を し た まで で すか ら 、 感 謝 し て いた だ く こ と 
も あり ませ ん 。 

EED ETOILE だ > 

参照 【64】【131】 


[149] 正解 3 

この か ば ん は 、 内 側 の 小さ い ポ ケッ ト に 、 小 銭 入れ 、 鍵 と い 
っ た 小物 が 入れ られ る の で 、 使 いや すい で す よ 。 
GEER < euwor> 

@ [A、B と いっ た C] 
GD 「 な どの 」「 の よう な ] 
「 タ イ 、 イ ンド と いっ た 東南 アジ ア の 国 に は 辛い 味 の 
料理 が 多い 」「 秋 は 、 ぶ どう 、 梨 、 り ん ご と いっ た 果物 の 収 
WIE! 


A、B、C ニ 名詞 


【150】 正解 4 

この 本 は 難解 だ が 、 辞 書 を 引き な が ら 読 め ば 留 学生 で も 読め 
な いも の で も な い 。 

四 本 ぬ < な いも の で も な い > 参照 【177】 

@ [A な いも の で も な い ] A 王 動詞 ・ な い 形 

「A の 可能 性 も ある ] 

[そう で すね え 。 ま あ 、 安 くし て くれ る の な ら 買 わな 
いも の で も あり ませ ん けど ] 

否定 が 2 つ 重なっ て 月 定 に な る 。 は っ きり 言わ な い 嘩 味 
な 表現 。 

Two negatives become positive. An obscure expression 
that avoids explicit remark. 
TERENY, ERE RETURNA, KERNAN. 

2 £ yae zaol ech, EBA AA de AN ER. 
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【151】 正解 4 

親友 の た め と あれ ば 、 私 は 喜ん で 手 を 貸す つも り だ 。 
国 < と あれ ば > 

人 ゆ [A と あれ ば ] A ニ 名 詞 

GB 「A の 場合 は ノ A な ら ] (A を 強調 する 表現 ) 


「 こ の 町 で 国際 会 議 が 開か れる と あれ ば 、 世 界 各国 の 
報道 関係 者 が この 町 に 集まる だ ろう ] 


[152] 正解 4 

その ネコ は 、 食 卓 に 飛び 上 が る が 早い か 、 魚 を くわ えて 逃げ 
て 行っ た 。 

区 E23 < が 早い か > 参照 【167】 

人 9 [A が 早い か ] A= 動詞 ・ 辞 書 形 グ た 形 

「A し た ら す ぐに 」 (A は 、 し た いと 思っ て 待っ て いた 
行動) 

GD [空港 に 集まっ た ファ ン た ち は 、N 選手 の 姿 を 見 つけ 
る が 早い か 、 歓 声 を 上 げ て 駆け 寄っ た 」 


【153】 正解 2 

事 も 努力 な くし て 、 成 功 は な い 。 
FEEEB< 丰 <LTZ> 参照 【238】 

@ [A な くし て ~ な い ] A= 名 詞 

「A な し に グ A が な けれ ば (~ で き な い )」 
[スパ イス な くし て イン ド 料 理 は 作れ な い ] 


【154】 正解 1 


・ 教 師 が 学校 内 で 未成 年 の 学生 に 飲酒 を すす め る と いう 許す ま 


じき こと が 行わ れ て いた 。 

An unforgivable thing that a teacher offered alcohol to 
juvenile students at school was being done. 

发 生 了 教师 在 学 校内 劝 诱 未 成 年 学 生 人 饮酒 这 样 无 法 原谅 的 事情 。 
BALE Sauda] NAAA aA SFE aR se 
LALF AE Me] AJAn Mach. 

GREB<eve> 参照 161】 

[A まじ き B] A 一 動詞 ・ 辞 書 形 B ニ 名 詞 

「A し て は いけ な い B] (A は 、「 す る 」「 言 う 」「 許 す 」 
な ど ) 

「 言 うま じき こと を 親 に 言っ て し まっ た 。 悪 か っ た と 
後悔 し て いる 」 


【155】 正解 3 

その 若者 が 老人 に 対し て と っ た 失礼 極まりない 態度 を 見 て 、 
一 言 注意 を せ ず に は いら れ な か っ た 。 

ERE uzun> 

参照 【82】 


(156) 正解 1 

彼女 は 、 も う 私 に は 会 いた く な いと ば か り に 「 さ よ な ら 」 と 
冷た 言っ た 。 

GEER < thu> 

@ [a と ば か り に ] A= 文 (名 詞 プ 動詞 形容 詞 ) 

GB 「A と 言う よう に 」 

父親 が 帰っ て くる と 、 子 供 た ち は 待っ て いた よ と ば 


か り に 父親 に 飛び つい た ] 「 最 後 の 客 に 、 早 く 帰 れ と ば か り 
に 、 店 員 が 掃除 を 始め た ] 

AO [£] の 前 に は 、 言 う 言葉 の 引用 が 来る こと が 多い 。 
例 : 「『 待 っ て いた よ 』 と ば か り に 」 「『 早 く 帰れ ] と ば か り に ]」 
Before “to” the quotation often is used. Example: “as if 


saying ‘I was waiting for it’ +” “as if saying ‘Leave 


now’ ” 

在 「 と 」 的 前 面 。 RAR Ep Pl: 一 直 说 “我 在 
等 着 啊 。” 一 直 说 “早点 回去 吧 。” 

Te, ele PAMA aso] Qe BH-7 Br. Wf: gaan 
AAAI CHE HO] eee Mate] Sol ee Eo] 

O 「 と 言わ ん ば か り に ] と 同じ よう に 使う 。 


【157】 正解 3 

その 男 は 警官 の 姿 を 見 る な り 、 逃 げ 出 し た - 
ERE < 泵 多 > 参照 【277】 

@ [A#D] A= 動 詞 ・ 辞 書 形 

「A す る と すぐ に 」 (A し た 後 、 予 想 し な いこ と が 起こ 
っ た こと を 表す ) 

有 「 父 は 弟 の 顔 を 見 る な り 、 大 き な 声 で 把 り 始め た ] 


【158】 正解 2 

前 日 に 準備 し て お け ば いい も の を 、 妹 は いつ も 出かけ る 直前 
に な っ て あわ て る 。 

GEE < も 0 を > 

参照 【113】 


【159】 正解 2 

A 社 の 製品 は デザ イン の よさ も さる こと な が ら 、 使 いや すさ 
と いう 点 で も 高く 評価 され て いる 。 
ERD < も さる こと な が ら > 

参照 【135】 

ET 


【160】 正解 2 

事故 で けが を な さっ た 方 の 回 復 を 心 よ りお 祈り 申し 上 げ ま す 。 
<8 (ご ) て 申し 上 げ る > 

@ [お A 1 申し 上 げ る ご A 2 申し 上 げ る ] 

A 1 動詞 ・ ま す 形 A 2 一 名 詞 (動作 を 表す 漢字 熟語 
例 : 案内 、 連 絡 な ど ) 

[A する 」 (謙譲 語 ) 

「 ま た の お いで を お 待ち 申し 上 げ ま す 」「 電 話 で ご 連絡 
申し 上 げ ま す 」 

A 「 ぉ ノ ご ~ い た す 」( 例 : 「 お 待ち いた し ます 」) より 、 
さら に 丁寧 な 謀議 語 。 


#78 

【161】 正解 4 

集団 で 1 人 の 生徒 を いじ め る こと は 、 許 すま じき 行為 で ある 。 
ERE < まし き > 

参照 【154】 


【162】 正解 4 

この 村 の 人 た ち は 、 貧 し いな が ら も 平和 な 日 々 を 送っ て いる 。 
ERED < な が ら 5 (も ) > 

参照 【127】 


【163】 正解 1 

商品 の 詳し い ご 案内 は カタ ログ に 書い て ご ざい ます 。 
GER <toxnset> 

人 9 [に は ノ が A て ご ざい ます ] 
[A て あり ます ] (丁寧 語 ) 
[必要 な も の は 全部 用 意 し て ご ざい ます 」「 受 付 に 案内 
の パン フレ ッ ト が 置い て ご ざい ます の で 、 ご 自由 に お 取り く 
Kew) 


A=% TE 


[164] 正解 4 

お も し ろ い も の が ある ん で す よ 。 今 ご 覧 に 入れ まし ょ う 。 
EEE < ご覧 に 入れ る > 

人 9 [( 私 は ) (あな た に ) ご 覧 に 入れ る ] 

CO [見せ せる 」 (RN) 

「 さ あ 、 こ れ か ら み な さん に お も し ろ い マジ ッ ク を ご 
覧 に 入れ まし ょ う ] 

A [BROTS] (謙譲 語 ) より さら に 丁寧 な 言い 方 


【165】 正解 1 

町 の 住民 に 愛さ れ て きた 映画 館 が 閉鎖 され る こと に な り 、 寂 
し いか ぎり だ 。 

EEE < か ぎり だ > 

参照 【25】 


【166】 正解 3 

首相 た る 者 、 冗 談 を 言う に も 十分 な 注意 が 必要 だ 。 

As a prime minister, he needs to be very careful when 
telling a joke. 

作为 首相 ， 即 使 是 开玩笑 也 必要 十 分 注意 。 

+ o| Ë= ARES EGS 7] ge SRT +S]? Beaty, 
ERE < 大 二 > 

参照 【36】 
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(167) 正解 3 

記者 た ち は 電話 を 切る が 早い か 、 カ メラ を も っ て 部 屋 を 飛び 
出し て 行っ た 。 

Eako > 

参照 【152】 


[168] 正解 4 

どん な に 嘆き 、 悲 し ん だ と ころ で 、 死 ん だ 人 が 帰っ て くる わ 
け で は な い 。 

EEEDB< 上 =-5z> 

9 [A と ころ で ] A 一 動詞 ・ た 形 

CB 「^ し て も (だ め だ ろ う )」 

「 今 か ら 謝 っ た と ころ で 、 評 し て は くれ な い だ ろ う ] 


【169】 正解 3 
あな た は この 会 社 の 最高 責任 者 な の だ か ら 、 こ の 問題 に つい 
て 知ら な いで は すま な い の で す よ 。 
較 罰 < な いで は すま な い > 
[A な いで は すま な い ] A= 動 詞 ・ な い 形 
CO 「 A な いわ け に は いか な い グ A し な けれ ば な ら な い 」 
[息子 が 起こ し た 事件 だ か ら 、 親 の 私 が 相手 に 品 ら な 
いで は すま な い だ ろ う 」 
悪い 状況 を 収め る た め に し な けれ ば な ら な いこ と を 表す 。 
Expresses one has to do something in order to solve a bad 
situation. 
表示 为 了 平息 不 好 的 状况 不 得 不 做 的 事 。 

E SS HZ) MAA Boek peke S|e| £ 時 時 羽村 
つの 「~ ず に は すま な い 」 も 同じ よう に 使う 。 


【170】 正解 2 

当社 で は 、 幅 広い ニー ズ に こたえ る べく 、 さ ま ざ ま な サー ビ 
ス を 提供 し て いる 。 

Our company offers various services to respond to all 
kinds of needs. 

本 公司 为 了 解决 众多 的 需求 ， 提 供 各 种 服务 。 

Akela Hus 8 el H say, chee AHAB asap 
AH. 

GRER<<<> 8m [254] 

Q [A べ <] A= - HARE 

「A す る た め に 〆A し よう と し て ] (A は 目的) 

「 道 路 の 幅 を 拡張 する べく 工事 が 行わ れ て いる ] 
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【171】 正解 4 

生徒 を 差別 する と は 、 教 師 に ある まじ き 行 為 だ 。 
EE < まし き > 

@ [A (に ある ) まじ き B] A=#8 B= 名 詞 
「A が し て は いけ な い 」(A は 立場 を 表す ) 


「 そ の 警官 が し た こと は 和 警 宮 に ある まじ き 行 為 だ と 非 
難 さ れ た 」 


[172] 正解 4 

あの 人 、 新 入社 員 に し て は よく 仕事 が で きる じゃ な いか 。 
ERED < じゃ な いか > 

@ [A じゃ な いか / じ ゃ な いで すか ] 
「A」 (A の 文 を 強調 する ) 

「 こ れ 、 君 が か いた 絵 ? な か な か いい 絵 じ ゃ な いか 」 
[中 古 車 だ と いう けど 、 見 た と ころ まだ 新しい じゃ な いで すか |」 
AOCHLAR CHS. 

ぐ 否 定 ・ 疑 問 の 形 で 強調 する 表現 。 意 味 は 否定 で は な く 朋 定 。 


An expression of emphasis using a negative question, The 


A= 文 


meaning is not negative but positive. 
用 否定 和 疑问 的 形式 来 强调 的 表现 。 意 思 并 不 是 否定 ， 而 是 肯定 。 
HE, ALVES AS Ste] BASS HA. Yule Ao] HH 23. 


[173] 正解 4 

お 疲れ の と ころ を お 呼び 立て し て 申し 訳 あ り ま せん で し た 。 
Tm sorry to have you come when you are tired. 

在 您 劳累 的 时 候 把 您 叫 来 ， 真 是 对 不 起 。 

sah dd LAA BA 選 金 束 人 中 
ERa (t) > 参照 【215】 

@ [A の と ころ (を )] 

A= (お グ ご ) + 名 詞 [~ の ]、 動 詞 ・ 辞 書 形 、 い 形容 詞 ( お 
Z Z+) [て こい] 

ED 「 々 の と き に A の 状況 で す が ] 

「 お 急ぎ の と ころ (を )] 「 お 取り 込み の と ころ (を )] 
[お 忙し いと ころ (を )」「 お 疲れ の と ころ (を )」「 危 な いと こ 
2 (&)] な ど 

「 お 急ぎ の と ころ を お じゃ まし て 申し 訳 あ り ませ ん ] 

人 あら た まっ た あい さ つ に 使う 。 


【174】 正解 1 

お 礼 に は お よび ませ ん 。 当然 の こと を し た まで で すか ら 。 
EED iskan > 

@ [A に は お よ ば な い ] 

[A の する 必要 は な い 」 A = 動詞 ・ 辞 書 形 、 名 詞 

「 ご 心配 に は お よび ませ ん 。 何 と か し ます の で 、 大 丈 
夫 で す 」「 敵 を 恐れ る に は お よ ば な い 。 全 力 で 戦え ば きっ と 
勝て る 」 

人 あら た まっ た 会 話 で 使う こと が 多い 。 


【175】 正解 1 
いい 悪い は 別に し て 、 
th. 

区 2 四 < は 別に し て > 
@ [A は 別に し て ] 


これ は 今 ま で に な い 新 し い ア イデ ア で 


A 人 = 名 詞 、 動 詞 グ いい 形容詞 グズ な 形容 


詞 GE [<] [て で ある ]) ・ 普 通 形 すか カプ か どう か 
[A. B は 別に し て ] A と B は 、 対 に な る 語 、 反 対語 
GBA を 除い て 問題 に し な いで ] 

「 こ こ で 働く 職員 は 、 ア ル バ イ ト は 別に し て 全員 が 外 
BACH) 「 う まく いく か どう か は 別に し て 、 と に か く チ ャ 
レン ジ し て みよ う 」 [好き嫌い は 別に し て 、 あ の 歌手 の 歌唱 
力 は 高く 評価 する べき だ ] 


【176】 正解 4 

毎日 こん な に 降る と 、 洪 水 に な ら な いと も 限ら な い 。 
EA < な いと も 限ら な い > 

@ [A な いと も 限ら な い ] A 一 動詞 ・ な い 形 

GD 「A (する ) 恐れ が ある 」 (A は よく な いこ と ) 

「 旅 行先 で 事故 に あわ な いと も 限ら な いか ら 、 保 険 に 
入っ て お こう 」「 あ の 火山 は 、 最 近 小 さい 噴火 を 繰り 返し て 
いる か ら 、 大 噴火 が 起こ ら な いと も 限ら な い ] 


【177】 正解 1 

この 人 骨董 品 の 皿 は 売り 物 で は な い が 、 条 件 に よっ て は 売ら な 
いも の で も な い 。 

EEE < な いも の で も な い > 

参照 【150】 


【178】 正解 2 

会 社 の 非常 時 に あっ て 、 社 長 は どう し て あん な に の ん びり 橋 
えて いら れる の だ ろう 。 

EEEo T> 参照 [278] 

@ [A に あっ て ] A= 名 詞 

「A の 状況 で 」 (A は 、 お か れ て いる 状況 を 表す ) 

「 彼 は 、 キ ャ ブテン と いう 立場 に あっ て チー ム を ま と 
め る た め に 苦労 し て いる 」 


【179】 正解 1 

世界 の 国々 が も っ と 相互 理解 を 深め る こと で 平和 が 実現 で き 
る と いう ふう に 私 は 考え る の で す が 。 

I think we can realize peace if the nations of the world try 
to deepen further mutual understanding. 

我 认为 世界 各 国 如 果 加 深 相 互 理解 ， 就 能 实现 和 平 。 

AA) 350) Sr] ol EF] shel Bab} Aas + as 
AAE AS PAHE ASAH. 

区 < と いう ふう に > 

@ [A と いう ふう に (考え る 思う )] A=K 

CBA と (考え る ノ 思 う )」 

「 子 ども に は 親 の 優し い 愛情 だ け で な く 厳 し いし つけ 
も 必要 だ と いう ふう に 私 は 思い ます ] 

0、「 こと 考え る 思う 」 は 、 意 見 を は っ きり 述べ る 言い 方 
だ が 、「 て と いう ふう に 考え る 思う ] は 、 少 し あい まい な 
言い 方 で 、 和 柔らかい 印象 を 与え る 。 


"to kangaeru/omou” is an expression used when one 


bluntly expresses his/her opinion, and ”…toiuhuuni 
kangaeru/omou” is a rather vague usage and gives a mild 
impression. 

[~ERO ED] BAM HMMA ER. T~ LSM 
(RAS ABS | 是 较 暖 昧 的 表现 ， 给 人 比较 柔和 的 印象 。 
「- と 考え る / 思 う 」 モ WAS Has) dai Fot, ~ 
PRIHAS/OII EAS ANG SER, HERS MQ 


【180】 正解 1 

雨上がり の 山道 で 転ん で 、 ど ろ ま みれ な っ て し まっ た 。 
ERE < まみ れ > 

参照 【134】 


第 19 回 

【181】 正解 2 

も う 冬 な の に 台風 が 来る と は 、 和 驚き だ 。 

ER< t> 参照 【216】 

@ [At 内 

A 三 動詞 形容 詞 プ 名詞 ・ 普 通 形 、 名 詞 [へ ] 

「A と いう こと は ] (Al, MS TL, BAIL) 

「 こ ん な 町 の 真ん中 に 態 が 出る と は 、 だ れ も 思 っ て い 
な か っ た 」 


【182】 正解 4 

この 地方 に 伝え られ て いる 昔話 に は 、 謎 めい た 物語 が 数 多く 
ある 。 

There are a number of mysterious stories among the old 
folk tales handed down in this region, 

在 这 个 地 区 流传 的 老话 中 ， 有 很 多 谜 一 般 的 故事 。 

°l ago aAA Ln Ai shuk olope 引 是 生 司 是 ele 上 | 
act. 

ERB < めく > 参照 [197] 

@ [a ゅ いた な] 

A= 名 詞 * [D<]/ [めい た ] 十 名 詞 、[ め いて ] 十 动词 
グズ ぐい 形容 詞 / グ な 形容 詞 

「A の よう な 感じ が する 」 (Alt. [REL [秘密 」 [批判 
「 春 」 な ど ) 

「 目 差し が 明る く な り 、 花 の つぼ み も ふく らん で 、 よ 
う や く 春 めい て きた 。」 


【183】 正解 4 

A 氏 の 代表 作 と いえ ば 、 こ の 作品 を お いて ほか に な い 。 
EEE <tt> 

参照 【104】 
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【184】 正解 3 

な ん で も いい で すか ら 、 と に か く あ な た が 見 た な り に 話し て 
くだ さい 。 

ERED trsy > 

人 2 [A な り ] A 一 動詞 ・ た 形 

GB 「A し た まま 」「A し た 通り 」 

「 老 人 は 一 日 中 椅子 に 座っ た な り で 、 動 こう と し な い ] 


【185】 正解 3 

どん な 仕事 を 与え られ て も 、 ベ スト を つく さ ね ば と いう 気持 
ち が 大 切 だ 。 

It's important to think you have to do your best in 
whatever the task you may be assigned. 

不 论 是 让 我 们 做 什么 工作 ， 一 定 要 尽力 去 做 的 心情 很 重要 。 

elm] go Fol, YAS cheba] Bow ateke oho] 
zaag. 

GER <nis> 

@ [A ね ば ノン ね ば な ら な い ] 

A 王 動詞 ・ な い 形 「 す る 」 一 「 せ ね ば ] 

EBA (し ) な けれ ば な ら な い ] 

[論文 提出 の 締め 切り が 近い 。 な ん と か 間に合わ せ ね 
ば と あせ っ て いる ] [結婚 する か ら に は 、 明 る い 家 庭 を 作ら 
ね ば と 思っ て いま す ] 


【186】 正解 3 

今回 の 成績 は 、 私 な り に 精 一 杯 努力 し た 結果 だ っ た 。 

The scores of this time were the result of my utmost efforts. 
这 次 的 成 绩 ， 是 我 竟 尽 自己 努力 的 结果 。 

ol JAS y USE 92 mele AHAH. 

EEEDD< yic> 

@ [a な り に ] A= 名 詞 

GB 「[A が で きる 範囲 で ン A に 合っ た や り 方 で ]」 (A は 人 や 
機関 を 表す 語 ) 

「 子 供 は 子供 な り に 将来 どん な 大 人 に な っ た らい い の 
か 考え て いる ] 

ASR [119] 

【187】 正解 4 


見 る と も な し に 雑誌 を めぐ っ て いた ら 、 私 の 出身 高校 の 記事 
が 載っ て いた 。 

ERD rotu > 

[A と も な し に ] A 動詞 ・ 辞 書 形 

ED 「 特 に A し た いと 思っ て いる の で は な い が ] (Al TR 
る ] [M<] [523] な ど ) 

「 ど こ へ 行く と も な し に 散歩 を し て いた ら 、 ち ょ っ と 
変わ っ た 喫茶 店 を 見 つけ た ]」 

人 「 と も な く ] も 同じ よう に 使う 。 参照 【123】 


【188】 正解 3 

家事 を 全部 し ろ と は 言わ な いま で も 、 せ め て 食事 の 後 片 づけ 
の 手伝い くら い は し て ほし い 。 

EEBB<nuete> 参照 【298】 

@ [へ な いま で も ] A= 動 詞 ・ な い 形 

GB 「^ ほ どの 程度 で は な く て も /A ま で は いか な い が ] 

「 今 全額 を 返済 し た な いま で も 、 い つま で に 返済 で きる 
か ぐら い は 言う べき だ ] 

へ 〇 「 へ と は 言わ な いま で も て と は 言え な いま で も ] が 
よく 使わ れる 。 

〇 「 く らい ぐら い ] と いっ し ょ に 使う こと が 多い 。 


【189】 正解 3 

「 今 度 は いつ こち ら に お いで に な り ま すか 」「 来 月 の 初め に 
参る 予定 で す 」 

Eak < おぉ いで に な る > 

CO 「 い らっし ゃ る (行く / 来 る 居る )」 (GR) 

「 お 父様 は お 宅 に お いで に な り ま すか 」「 は い 、 お り 
ます ] 


(190) 正解 1 

X 選手 と Y 選手 の 2 人 は 抜き つ 抜 か れつ で 走っ て いた が 、 
ゴー ル 寸 前 で Y 選手 が スピ ー ド を 上 げ て 、 そ の まま ゴー ル 
し た 。 

EE < ~ っ ~ っ > 

参照 【117] 


第 20 回 

【191】 正解 3 

自分 は 関係 が な いと 言わ ん ば か り に 、 彼 女 は 横 を 向い た 。 
ERD amy > 

参照 【147】 

r= 


【192】 正解 2 

散歩 が て ら 、 最 近 近 くに 引っ 越し て きた 妹 の アパ ー ト を 訪ね 
て みた 。 

ERED < at 5> 

参照 【146】 


【193】 正解 3 

大 企業 が 相次い で 倒産 する と いう 事実 に 、 驚 き を 禁じ 得 な い 。 
EEE < 过 禁 已 得 契 心 > 参照 【208】 

@ [A を 禁じ 得 な い ] A ニ 名 詞 

屋 3 「^ す る 気持 ち を 止め られ な い プ と て も A だ 」 (Al. 
[RS] EO] [同情 」 な どの 感情 を 表す 語 ) 

「 こ の 事件 の 犯人 の 、 夫 に 尽く し て も 尽く し て も 斉 切 
られ た と いう 人 生 に は 、 同 情 を 禁じ 得 な い ] 


Icannot but feel sympathy toward the life of the criminal 


of this case, in which she kept being betrayed after 
serving her husband to the utmost of her power. 
RB-RAMWA, MHRA, 付 出 全部 (SCT r 
她 ， 不 禁 让 我 们 同情 她 。 

ol ara elo), HAAA gəl BAAS agaga se 
Ago dase SIS FB + Act. 


【194】 正解 3 

新人 の こと と て ご 迷惑 を お か け す る こと も 多い か と 思い ます 
が 、 ど うか よろ し く ご 指導 を お 願い 申し 上 げ ま す 。 
区 < こと と て > 

参照 【21】 


【195】 正解 3 

結婚 式 前 日 の 気持 ち は 、 う れ し い と いう か 、 さ び し い と いう 
か 、 な ん と も 説明 し レ が た い 複雑 な も の だ っ た 。 

GREED <tusm. nam> 

@ [A と いう か 、B と いう か ] A、B ニ い 形 容 詞 [こい ] 
な 形容 詞 [~] 

[EJ 「^ で も ある し 、 B で も ある し 、 は っ きり 形容 で き な い ] 
「 あ の 人 の 演奏 は 、 超 人 的 と いう か 、 天 才 的 と いう か 、 
と に か く 信 じ ら れ な い 素 晴らし さだ ] 「 こ の 野菜 は 何で す 
か 。 苦い と いう か 、 す っ ぱい と いう か 、 変 わっ た 味 で すね ] 
人 会話 で は 「 と いう か 」 が 「 っ て いう か ] に 変わ る こと 
が 多い 。 


【196】 正解 1 

大 学 入 学 以 来 10 年 暮らし た この 町 は 、 大 学 時 代 の 思い 出 と 
相まって 、 私 の 「 心 の ふる さと 」 と な っ た 。 

This town where I lived for 10 years since I entered 
college has become my “spiritual hometown” with the 
memories of my college days. 

大 学 人 学 以 来 生活 了 10 FEAR MH, BERKAH, E 
我 “心里 的 故乡 "。 

HA SO) 10 AE Aka o] PSA spa] Bo] 2} a} rol 
4a ge re ol ARH. 

FEE < と 相まって > 

参照 【75】【102】 

BUSS} 


【197】 正解 4 

彼 の 小説 に つい て の 批判 めい た 記事 が 雑誌 に 載っ て いた 。 
An article that kind of criticizes his novel was in a 
magazine. 

含有 对 他 的 小 说 批判 味道 的 文章 在 杂志 上 刊登 了 。 

I9 Sao chal wl str Set AAN el AAH. 
Zaa > 

参照 【182】 


[98] 正解 3 

彼女 、 さ っ きか ら 笑 いっ ぱな し だ けど 、 何 が そん な に 面白 い 
ん だ ろう 。 

区 E23 < っ ぱな し > 参照 [269] 

@ [A っ ぱな し (だ )] A= 動 詞 ・ ま す 形 

D 「A し た まま (次 に し な けれ ば いけ な いこ と を し て い 
な い )」 

© (問題 文中 の 用 法 ) 「 ず っ と A し 続け て いる ノ 何 回 も 続け て A 
し て いる 」 

① の 例 : 「 も うだ れ も い な い の に 、 部 屋 の 電気 が つけ 
っ ぱな し に な っ て いる 」 

ODM: 「 一 日 中 立ち っ ぱな し だ っ た の で 、 足 が 痛く な っ 
た 」「 彼 は 最近 課長 に 怒ら れ っ ぱ な し だ ] 


(199) 正解 1 

骨折 し た た め に 、 今 は 歩く こと は お ろか 、 立 つこ と も で き 
な い 。 

区 E23 < は お ろか > BR [244] 

@ [A は お ろか B も ~ な い ] 

A、B 三 動詞 ・ 辞 書 形 + こ と 、 名 詞 

CD 「A は も ちろ ん B も (し な い グ で き な い )」 

「 ア メリ カ に 留学 し た 息子 は 、 手 紙 は お ろか 電話 も か 
け て こない ] 


[200] 正解 4 

彼 は 特に 優秀 と いう こと も な く て 、 ま あま あ 人 並み と いう と 
ころ だ 。 

区 E23 < と いう と ころ だ > 

@ [へ と いう と ころ だ ] A デ = 名 詞 

「A ぐ らい だ | (A は 程度 を 表す 語数 量 を 表す 語 ) 

「 こ の イベ ント の 参加 者 の 予測 は 、1 日 800 か ら 1000 
人 と いう と ころ だ |] 

A 「 と いっ た と ころ だ ] も 同じ よう に 使う 。 参 照 【219】 


第 21 回 

[201] 正解 4 

「 こ れ を 限り に 、 も う 酒 は や め る 」 と 何 度 言っ た こと か 。 で 
も 、 や っ ぱり や め ら れ な い 。 

FEED < を 限り に > 

参照 【32】 


【202】 正解 2 

た と え 未 成年 で あれ 、 罪 を 犯し た の な ら 、 厳 し く 罰 する ペ 
きだ 。 

GRE <tan> 

参照 【93】 
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[203] 正解 3 

その 城 の 窓 と いう 訟 に は 美しい 装飾 が 施さ れ て いる 。 
EEED<- Lus > 

@ [A と いう A] A= 名 詞 

ED 「 す べ て の A ン どの A も みん な 」 (「 全 部 ] を 強調 する 
表現 ) 

「 森 と いう 森 の 木の葉 は 、 評 性 南 の 
まっ た 」 


た め に 枯れ て し 


【204】 正解 2 

店 員 の 態度 は その 店 の 評判 に か か わる と あっ て 、 ア ル バ イ ト 
店 員 に も 接客 の 研修 を する 店 が 増え て いる 。 

区 E23< に か か わる > 参照 [295] 

[A に か か わる ] A= 名 詞 

EU 「A に 影響 が ある 」(A は 、「 命 」「 名 準 ]」「 評 判 ] な ど 大 
き な 影 響 が ある も の ) 

「 そ れ は 個人 の 前 葉 に か か わる 問題 だ か ら 、 軽 々 し く 
扱う こと は で き な い ] 

We cannot treat the issue indiscreetly because it has 
something to do with a person's dignity. 

这 是 关系 到 个 人 尊严 问题 的 文章 ， 不 能 轻率 地 处 理 。 

AAS 71919] EAA eae Layol yy, PAA ele += Aer. 
領土 問題 は 両国 の 友好 に か か わる 重要 な 外交 課題 で ある ] 
The territory issue is an important foreign policy that has 
something to do with mutual friendship of the both 
countries. 

领土 问题 是 事 关 两 国友 好 的 重要 外 交 问 题 。 

BELA Gro] HR BAe FAM S| mz) ao] th 


【205】 正解 1 

国 の 景気 対策 は 実情 に 即 し た も の で な けれ ば な ら な い 。 
EZED < ize Ue> 

参照 【8】 


【206】 正解 3 

高速 道路 を 作っ た が 最後 、 こ の 島 の 美しい 自然 は 二度と 元 に 
は 戻ら な い だ ろう 。 

ERED < が 最後 > 参照 【262】 

@ [A が 最後 ] A= 動 詞 ・ た 形 

CD 「^ し た ら 必 ず 」 (A し た ら 大 変 な こと に な っ て 、 元 に 
は 戻れ な いこ と を 表す ) 

[学校 へ 行き た く な いな ん て 言っ た が 最後 、 先 生 や 両 
親 に あれ これ し つこ く 聞 か れる だ ろう ] 


[207] 正解 2 

賞品 の 発送 を も っ て 、 当 選者 の 発表 に 代え させ て いた だ き 
ます 。 

The announcement of the winners will be made through 


the delivery of the prize. 


用 《向 选中 的 人 ) 寄 送 奖品 〈 的 形式 ) RACER IAM CRAY. 
HE tpoz, gae vars JAAS. 
EZZDE<£* <> 

参照 【71】 


【208】 正解 4 

弱者 を 無視 し た 法案 を 国会 に 提出 し た 政党 に 対し 、 私 達 は 女 
り を 禁じ 得 な い 。 

We cannot help but feeling anger toward the political 
party which introduced the bill that ignores the weak. 

对 向 国会 提出 无 视 弱 者 的 法 案 的 政党 ， 我 们 感到 无 比 愤怒。 

YHE TALE WAS FSO] Se BI] Hal Pee ees 
we + att. 

EZE < を 集 じ 得 な い > 

参照 【193】 


【209】 正解 2 

一 度 な ら ま だ し も 、 二 度 、 三 度 と 同じ ミス を 繰り 返す な ん て 
ひど い 。 

区 23< な ら ま だ し も > 

@ [A な ら ま だ し も B] 

A 一 動詞 ・ 辞 書 形 ノ ない 形 、 い 形容 詞 [~ い ]、 な 形容 詞 
[~z]. 

「A は 許し て も いい けれ ど 、BB (許せ な い ノ 悪い ノ ひ ど 
い )」 

「 大 声 で ど な る だ け な ら まだ し も 、 暴 力 を ふる っ た な 
ん て 許せ な い ] 

Just yelling in a loud voice could be tolerable, but having 
used violence cannot be forgiven. 

大 声 斥责 也 许 还 可 以 原谅 ， 而 动用 暴力 是 绝对 无 法 原谅 的 。 
EAA DPA Rod Var, FAS HSU sas + 
Act. 

「 冗 談 で 言う な ら ま だ し も 、 本 気 で そん な こと を 言う だ ろ 
うか ] 

Just telling it for a joke is understandable, but could a 
person say it seriously? 

WRAITS RAAT UR, RUT A A 

SAILS NEAR BS, Ve 1 ANE eA. 


【210】 正解 1 

彼 は 活 職 が ら み の 事件 に 巻き 込ま れ 、 退 職 せ ざる を えな く 
な っ た 。 

He was involved in a corruption-like case and was forced 
to resign. 

HEA RISE, AAR Y. 

LE 939 AM Abo Hate, JAA BS + Wal sisict. 
ERED < 15> 


OLAMS4K/ANSSOB) A、B ニ 名 詞 

「A に 関係 が ある ] 

「 あ の 男 は 前 に 暴力 団 が ら み の 事件 で 未 捕 され た こと 
が ある 」 


第 22 回 

【211】 正解 1 

あの 人 が そん な ば か な こと を 言う は ず が な い 。 よ も や 本 気 で 
は ある まい 。 
EZE < ょ も ゃ ゃ > 

@ [よもや A (な い / ま い )] 
「 ま さか (考え られ な い )」 
「 私 は よもや 彼 が 犯人 だ と は 思っ て いな か っ た 」 
「 そ れ は よもや 真実 で は ある まい 」 

It cannot by any possibility be the truth. 

IAS uk MAS of] Wr}. 

硬い 表現 


A 三 否定 文 


【212】 正解 2 

飛行 機 が 墜落 し た 現場 は 、 見 る に た えな いひ どい 状況 だ っ た 。 
EEE < ct atra > 

9 [へ に た えな い ] A 王 動詞 ・ 辞 書 形 、 名 詞 

EU) ① (网 是 文中 四 用 法 ) 「A こと が で き な い ほど ひど い 」 (A 
は 、「 見 る 」「 聞 く 」「 読 む 」 な ど ) 

②「 と て も A し て いる 」 (A は 、「 感 謝 」 な ど ) 

① の 例 : [2 人 の 言い 争い は 開く に た えな いも の だ っ た 」 
② の 例 :「 温 か い ご 支援 を いた だ き 、 感 謝 に た えま せん 」 


【213】 正解 1 

働け ど 働 けど 暮らし が 一 向 に 良く な ら な いと いう 気の毒 な 人 
た ち が 増 えて いる 。 

EZED E ($). E(D) > 

@ [A E(B), A ど ( も )] 

A= [A] ROH 働く 一 働け ど ( も ) 
(も ) する 一 すれ ど (も ) 

GE} 「^ し て も 、A し て も / ど ん な に A し て も 」 
勉強 すれ ど 勉 強 す れ ど 、 成 績 は 上 が ら な い ] ENE 
も 、 傘 れ ど も 、 山 の 頂上 は まだ 遠い ] 


行く 一 行け ど 


【214】 正解 2 

3 連休 の 最終 日 と あっ て 、 東 京 方 面 へ 向かう 高速 道路 は 大 渋 
滞 と な っ て いる 。 

ERD to T> 

@ [へ と あっ て ] A= 動 詞 ・ 普 通 形 、 名 詞 

「A だ か ら 、 や は り ] (A は 当然 の 理由 を 表す 。A を 強 
調 する 表現 ) 

「 今 週末 は 夏 祭 り と あっ て 、 町 が に ぎ や か だ | 「 台 風 が 
来る と あっ て 、 町 は 人 通り が 少な い ] 


【215】 正解 3 

お 休み の と ころ を 申し 訳 あり ませ ん が 、 少 し お 尋ね し た いこ 
と が あり まし て …。 

ERB < £23 (#) > 

$ [173] 


【216】 正解 2 

その と き 彼 女 が 自殺 まで 考え て いた と は 、 思 いも よら な か っ た 。 
EED < と は > 

参照 【181】 


【217】 正解 2 

ころ ころ と 変わ る 国 の 政策 は 、 国 民 に 不信 感 を 与え な いで は 
お か な い だ ろ う 。 

The nation's changeable policies will certainly inspire the 
citizens with distrust. 

不 断 变化 的 国家 的 政策 ， 一 定 会 给 国民 带 来 不 信任 感 。 

BA wake ete] VRS, FAA EARE S + Mell AAR. 
EEED<nu ciah > 

参照 【88】 


【218】 正解 1 

「 お 客 さ ま は も う 見 えま し た か 」「 い いえ 、 ま だ いら っ し ゃ 
いま せん ] 

3 < 見 える > 

@ [見 えま す ノ お 見 え に な り ま す ノ お 見 え で す ] 

CO es) (iim) 

「 今 日 は どなた が 見 えま すか | 「 先 生 が お 見 え で す ] 


【219】 正解 2 

試験 の 受験 者 は 、450 人 か ら 460 人 と いっ た と ころ で す 。 
ERD < と いっ た と ころ だ > 

@ [へ A と いっ た と ころ だ ] A ニ 名 詞 

「A ぐ らい だ ] (A は 程度 を 表す 語数 量 を 表す 語 ) 

「 こ の イベ ント の 参加 者 は 、1 日 800 か ら 1000 人 と 
いっ た と ころ だ ] [1 日 に 覚え られ る 漢字 の 数 は 10 か ら 15 
と いっ た と ころ で 、 そ ね れ 以 上 は 無理 だ | 

A 「 と いう と ころ だ | も 同じ よう に 使う 。 参 照 【200】 


【220】 正解 3 

この 忠 に 刺さ れる と 、 毒 の た め に 呼吸 困難 に な る こと すら 
ある 。 

EZ <+ > 

参照 【91】 
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【221】 正解 2 

日 中 は 乗降 客 の 少な い 郊外 の 駅 も 、 朝 の ラッ シュ 時 と も な る 
と 、 ホ ー ム は 人 で あふ れ か える 。 

医 札 #< と も な る と > 

参照 【125】 


【222】 正解 2 

A 市 の 市 長 選挙 は 、 ひ と り ム 市 の 市 民 の みな ら ず 、 全 国民 に 
注目 され て いる 。 

EER <vev~oanet> PR [264] 

@ [ひと り A の みな ら ず ] ヘ ニ = 名 詞 

CD 「^ 々 だ け で な く 」(A は 人 や 機関 ) 

「 昌 気 の 低迷 は ひと り 我 が 国 の みな ら ず 、 ア ジア 全体 
の 問題 で ある ] 

The sluggish economy is not only the problem of our 
country alone but also of the whole Asia. 

景气 不 好 的 不 只 是 我 们 国家 ， 是 亚洲 全 体 的 问题。 

| Bas Hes] pel ekee od , oeH 香 天 引 Lalele. 


【223】 正解 2 

「 社 長 は 今 、 ご 在宅 で し ょ うか ] 「 い いえ 、 主 人 は あい に く 
出かけ て お り ま す 」 
Caket 

Bit ご 在宅 (だ )] 

GB 「 自 分 の 家 に いる ] (Wak) 
いら っ し ゃ る ] 

「 ご 主人 は ご 在宅 で すか 」「 電 気がつい て いる と ころ を 
見 る と 、 先 生 は ご 在宅 の よう で すね ] 


「 ご 在宅 だ ]」 = [ic 


【224】 正解 3 

T 国 政府 の 対応 いか ん に よっ て は 、 国 交 の 断絶 も や む を えな 
い の で は な いか が 。 

婁 一 き < いか ん に よっ て は > 

@ [^ い か ん に よっ て は B] A= 名 詞 

CD 「A の 状況 で 変わ る が 、 あ る 状況 に な っ た 場合 に は B に 
な る 可能 性 が ある ] (A は 、 い ろ い ろ 変 化 が ある こと が ら を 
表す 言葉 ) 

「 こ の 仕事 は 大 変 そ うだ が 、 条 件 や 待遇 いか ん に よっ 
て は 引き 受け て も いい と 思っ て いる 」 

This job may be tough, but I would be willing to take it 
depending on the conditions and remuneration. 

这 项 工作 好 像 很 艰难 ， 我 觉得 可 以 根据 条 件 ， 待 遇 来 决定 是 否 接受 
°| JS ggo moja Aa, poao mepi wool es 
poan Agan ach. 

A [apa] =「 ど うか ン ど の よう な 状況 か ] 

「 い か ん で ノ / い か ん で は ] も 同じ よう に 使う 。 


【225】 正解 2 

最近 の 若者 は 権利 を 主張 する ば か り で 、 義 務 を 怠る きら い が 
ある 。 

緊要 < きら い が あ る > 

参照 【55】 


【226】 正解 4 

私 と 彼 は 同じ 年 の 同じ 時 間 に 生ま れ 、 遠 く 難 れ た この 町 で め 
ぐり 合っ た 。 こ れ が 運命 で な く て な ん だ ろう 。 

GRE < で な く て な ん だ ろう > 

参照 【121】 


【227】 正解 2 

この 機械 は ずい ぶん 古い 型 の も の だ が 、 今 で も 十分 実用 に た 
える 。 

ERD kts > $M (si) 

和 [ A に た える ] A=% 

「 持 ちこ た える 大 丈夫 だ ] 

「 大 地震 の 揺れ に も た える 高層 ビル が 増え た 」 


【228】 正解 4 

レポ ー ト が うま くま と ま ら な い 。 
し で 、 一 向 に 進ま な い 。 
EZ@D<<i-—-. Tit> 

@ [A て は B. A て は B) 
ハー 動詞 ・ て 形 B ニ 動詞 ・ ま す 形 

GD 「 何 度 も A し た り B し た りす る こと 」「A と B を くり 返 
し て する こと 」 _ 

「 道 路 の 渋滞 で 、 車 は 、 走 っ て は 止ま り 、 走 っ て は 上 
まり 、 と いう 状態 だ ]」「 ス キー の 初心 者 は 、 消 っ て は 転び 、 
滑っ て は 転び を くり 返す うち に 、 だ ん だ ん 上 手 に な っ て い 
く 」「 人 生 は 泣い て は 笑い 、 潤 いて は 笑い の くり 返し で す ] 
人 へ と B は 反対 語 が 多い 。 


書い て は 消し 、 書 いて は 消 


【229】 正解 2 

どん な に 苦し く て も が ん ば れる の は 、 家 族 の 支え が あれ ば こ 
ETT. 

ER> 参照 【287】 

@ [A ば こそ ] 

A ば = 動詞 ・ ば 形 、 い 形容 詞 「 ご こけ れ ば ]、 な 形容 詞 「 こ な 
ら ば 」「~ で あれ ば ]、 名 詞 「~ で あれ ば ] 

CO 「A だ か ら 」 (A は 理由 を 表す 。 理 由 を 強調 する 表現 ) 
「 私 が 厳し いこ と を 言う の は 、 君 た ち を 優勝 させ た い 
と 思え ば こそ な の だ ] 


【230】 正解 4 

週末 に は ゆっ くり 休め る と 思い き や 、 休 日 出勤 し な けれ ば な 
ら な く な っ て し まっ た 。 

EEZ < と 思い きゃ > 

参照 【132】 
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【231】 正解 2 

夫 の 仕事 が 成功 し よう と し まい と 、 私 は 彼 を 支え 続け る つも 
り で す 。 

GRE <~ う と ~ ま いと > 

@ [A ( よ ) うと A ま いと ] 

A う 三 動 詞 ・ 意 向 形 A まい 三 動詞 ・ 辞 書 形 + ま い 

「A し て も A し な く て も 変わ ら な いで ] 

「 彼 が 成功 し よう と する まい と 私 に は 関係 の な いこ と だ ] 


【232】 正解 2 

その こと な ら 、 私 ども 皆 よ く 存 じ て お り ま す の で 、 ご 心配 に 
は 及び ませ ん 。 

Regarding that issue, we all are well aware of it, so 
there's no need to worry. 

那 件 事 ， 我 们 大 家 都 十 分 清楚 ， 请 不 必 担心 。 

a Melee Al ee ade You, AJAA wa geet. 
EEED< 存 L5> 

BO [( 私 は ) A を 存じ て お り ま す ] A = 名 詞 、 文 
②【[( 私 は A く / に 存じ ます ] A= い 形容 詞 [こく ]、 な 形 
容 詞 [~ に ] 

O (問題 文中 の 用 法 ) 「( 私 は ) A を 知っ て いま す ] 

© (A) A と / だ と 思い ます | (KAR) 

GO : : 「 あ な た の お 名 前 は よく 存じ て お り ま す 。 有 名 
で いら っ し ゃ いま すか ら ]⑤⑨ の 例 : 「 大 変 お 元気 そう で 、 う 
れ し く 存じ ます ] 


【233】 正解 3 

ここ まで 問題 が 大 きく な っ た 以上 は 、 社 長 自ら が 事情 を 説明 
し 、 謝 罪 せ すず に は すま な い だ ろ う 。 

Now that the problem has grown this huge. the president 
himself will be forced to explain the situation and 
apologize. 

WARAK, HCAS RAR FEAT, ET 
不 过 去 吧 。 

引 2| 外 | EAA AAW A 中 站， 外 和合 AAS AAS AVS 
Ata at] 9 S 4 AAR. 

区 E23 < ず に は すま な い > 

# (3) 


【234】 正解 4 

この 店 は 、 食 前 酒 か の ら デ ザー ト に 至る まで 、 す べ て 一 流 の 味 
を 楽し ませ て くれ る 。 

切 本 < に 至る まで > 

@ [へ に 至る まで ] A 一 動詞 ・ 辞 書 形 、 名 詞 

GB ra まで 広く 、 全 部 」 

「 携 帯電 話 は 、 今 や 子供 か ら 老 人 に 至る まで 広く 普及 
し て いる 」 


【235】 正解 2 

うわ あ 、 す ご い 。 あ る は 、 あ る は 、 数 え 切 れ な いよ 。 
ER~. ~> 

@ [A は A は] A= 動 詞 ・ 辞 書 形 


EB 「 も の すご く た く さ ん A (する )」「 び っ くり する ほど ん 
(する )」 (「 た くさ ん ] を 強調 する ) 

「 あ いつ と 酒 を 飲ん だ ん だ けど 、 あ いつ 、 飲 む は 飲む 
は 、1 人 で ウイ スキ ー1 本 飲ん じゃ っ た よ 」 「 久 し ぶり に 花 
ちゃ ん に 会 っ た ら 、 彼 女 、 し ゃ べ る は し ゃ べ る は 、2 時 間 し 
ゃ べり っ ぱな し だ っ た よ ] 
は 数 や 量 に 関係 する 動詞 が 多い : 例 「 あ る 」 「 い る ] 
「 飲 む 」「 食 べ る ] な ど 。 

で 話し 言葉 で 使う こと が 多い 。 


【236】 正解 1 

た ま に は 我が家 の ほう に も お 越し くだ さい 。 
GRE < お 越し > 

[お 越し で す ノ お 越し に な り ま す ノ お 越し くだ さい ] 
[行く こと 来る こと 」 (WEN) 

「 い つ で も こち ら へ お 越し くだ さい 。 お 待ち し て お り 
ます 」「 ど ちら へ お 越し で すか ] 


【237】 正解 4 

地元 住民 の 反対 を よそ に 、 自 治 体 は ご み 処理 場 の 建設 を 開始 
し た 。 

区 23 < を よそ に > 参照 【z90】 

@ [A を よそ に ] A= 名 詞 

「A を 無視 し て ] 

優勝 戦 を 前 に 興 准 する 周囲 を よそ に 、 選 手 た ち は い 
つも 通り の 練習 を 行っ た ] 「 子 供 の 泣き ま 声 を よそ に 、 母 親 は 
お し ゃ べり に 夢中 だ ] 


【238】 正解 3 

二酸化 炭素 の 削減 は 、 世 界 各国 の 協力 な くし て は 実現 で き 
な い 。 

E23 < な くし て (は) > 参照 【153】 
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[239] 正解 4 

世界 で トッ プ の 銀行 が 倒産 する な ん て 、 誰 も 想像 だ に し な 
か っ た 。 

茹 本 ね < だ に > 参照 [300] 

@ [a だ に し な い ] A ニ = 名 詞 

[A (する ) だ に へ ~] A 三 動詞 ・ 辞 書 形 

「A も し な い グ A さえ し な い 」「A す る だ け で ~~」 

[宮殿 の 門 に 立っ て いる 衛兵 は 微動 だ に し な か っ た ] 
The guard who was standing in front of the palace did 
not budge an inch. 

站 在 宵 典 外 的 卫兵 一 点 也 没有 动 。 

FA ol 对 We AVS "| Sak HA Bokeh, 

「 東 京 で 地震 が 起き た ら ど うな る だ ろう 。 考え る だ に 恐 ろ 
し い ] 


【240】 正解 1 

も うす ぐ 試 験 だ と いう の に 、 息 子 は 勉強 も そっ ちの け で 遊ん 
で ば か り い る 。 

EED Thun > 

@ [A て ば か り い る ] A=Hiel- CE 

GB 「 い つも ノレ し ば し ば A (し ) て いる 」 

「 離 婚 し て か ら 、 彼 は 酒 を 飲ん で ば か り い る ] [NAF 
マン の 見 は 、 撮 影 で 旅行 し て ば か り い て 、 家 に いる こと は ほ 
と ん ど な い ] 


第 25 回 

【241】 正解 2 

経営 者 は 、 会 社 が 社員 あっ て の も の で ある こと を 忘れ て は な 
ら な い 。 

A business owner must not forget that he/she cannot 
maintain the company without the employees. 

经 营 者 干 万 不 要 忘记 有 了 员工 才 有 公司 。 

ABA Spt Abe] LAF Sal + Wes AAAS Bo} 4 
Etag, 

ERER<% 2 to> 

@ [A あっ て の B] A= 名 詞 B= 名 詞 

ED 「A が ( い ) な けれ ば B は 成り 立た な い プ A が ある ( い 
る ) か ら B が 存在 で きる ] (B が A の 恩恵 を 受け て いる こと 
を 表す ) 

「 あ な た あっ て の 私 で す 。 あ な た に は と て も 感謝 し て 
いま す 」 


【242】 正解 2 

た と え 大 きく リー ド し て いた と し て も 、 試 合 終了 の 合図 が あ 
る まで は 、 一 秒 た り と も 油断 は で き な い 。 

< く た り と も > 

参照 【139】 


【243】 正解 4 

旅先 で その 土地 な ら で は の 卿 土 料理 を 食べ る の は 楽し いこ 
ee 

EZED <o ciz> 

参照 【115】 


【244】 正解 1 

息子 は 、 就 職 は お ろか アル バイ ト も せ ず 、 毎 日 遊ん で 暮らし 
て いる 。 

区 23< は ぉ ろか > 

参照 【199】 


【245】 正解 4 

先生 は お 忙し く て いら っ し ゃ る よう で すか ら 、 ま た 後日 あら 
た め て 参り まし ょ う 。 

医 丁 きぬ < お こ て い らっし ゃ る > 

@ [お A て (で ) いら っ し ゃ る ] 

A= い 形容 詞 [こく て ]、 な 形容 詞 [— C] 

「A だ 」 (W&kiB) 

[先生 の 奥様 は お 若く て いら っ し ゃ いま すね ] [AR 
は お 元気 で いら っ し ゃ いま すか 


【246】 正解 1 
2 月 の 北海 道 は 、 寒 い の な ん の っ て 。 冷凍 人 間 に な り そ う だ 。 
ZEB < の な ん の っ て > 
[A の な ん の っ て ] 
A = 動詞 グ い 形容 詞 グ な 形容 詞 [な ] ・ 普 通 形 

還 「 非 常に も の すご く AJ (A を 強調 する ) 
あの 学生 は が ん ば る の な ん の っ て 。 す ご い 努 力 家 だ ] 
昨日 の 試験 は 名 し か っ た の な ん の っ て 。 き っ と 平均 点 は 低 
い だ ろ う ね ] 
A MR) の (寒く ) な い の っ て 」「( 寒 い ) っ た ら な い ] 
「( 寒 い ) っ た ら あ りゃ あし な い ] も 「 も の すご く (寒い )」 と 
いう 意味 で 、 同 じ よ うな 強調 表現 。 話 し 言葉 で 使う 。 


[247] 正解 2 

彼 は 希望 の 大 学 に 入学 し た も の の 、 校 則 違 反 を し た た め に 退 
学 を 余儀 な くさ れ た 。 

Even though he entered a college he desired, he was 
forced to leave because he violated the school rules, 

他 虽然 进 了 想 要 进 的 大 学 ， 但 因为 违反 校规 ， 不 得 不 退学 。 

コモ APSE Aso AFARA, Ways AAA x] etsy 
43S + Mal AAG. 

区 23< を 余儀 な くさ れる > 

参照 【74】 

Emz 


[248] 正解 4 

新入 社員 ご と き に 負け る も の か と 、 ペ テラ ン 社 員 た ち も 営 業 
成績 を 伸ばそ うと 必死 に な っ て いる 。 

茹 要 3< ご と き に > 

[A ご と き に ] A= 名 詞 

ED 「A な ん か に 」 

[子供 ご と き に 馬鹿 に され た く な い 」「 こ ん な 重大 な 役 
目 は 私 ご と き に は 務 ま り ま せん ] 

へ を 蔵 視 する (低く 見 る ) 表現 。 

an expression that looks down on A 

ERU (看 低 ) A 的 表现 。 

Ad WANE (Ya ME) HA 


【249】 正解 4 

子ども が 生ま れ て か ら と いう も の 、 家 に 帰る の が 楽し く て し 
か た が な い 。 

EED tTH5 L113 80> 

参照 【28] 


【250】 正解 2 

彼 は 昨日 の 夜 、 酒 に 酔っ て 駅 の 階段 か ら 落 ち た そう だ 。 よ く 
けが を し な か っ た も の だ 。 

ERED <&<~tor> 

@Blk< A も の だ ] A 一 動詞 ・ 普 通 形 

EU IA cE THOS ZA が 信じ られ な い ] 

O RUTKA EITT, EEST 
帰れ た も の で すね ] [1 週間 ほとん ど 寝 ず に 作品 を 完成 させ 
た 。 我 な が ら 、 よ く が ん ば っ た も の だ と 思う ] 

A [k<] ESZTET, [MA] を 表す 「 も の だ ] の 表 
現 を 強め る 表現 。 

“Yoku” is used to emphasize “monoda” which is used to 
express “surprise” . 

由 于 用 了 【水 & 1， 强 化 了 表示 惊讶 的 【 志 四 龙 ) 的 表现 。 

rk Cy PAGO MA (Sok), SUE toe E, 
TY) 9 HAS GAO HA. 


S25 

(251) 正解 1 

建設 現場 で の 作業 は 、 よ ほど 注意 し な いと 事故 に つなが りか 
ね な い 。 

Ei く < よ ほど ーー な いと > 

@ よほど A (な い ) と ) 

A 三 名 詞 、 な 形容 詞 [でない] 動詞 ・ な い 形 プ い 形 容 詞 
[こく な い ] 

屋 3「 非 常に よく 十分 に A (な い ) と 、( よ く な いこ と に な 
る )」 

GES 「 こ の 仕事 は 、 よ ほど 体 が 丈夫 で な いと 勤 ま ら な い 」 
「 日 本 人 が 欧米 で 仕事 を する 場合 は 、 よ ほど 自己 主張 を し な 


いと 、 存 在 を 認め て も ら え な い ] 

When Japanese work in America and Europe, they will 
not get recognized unless they behave self-assertively 
enough. 

日 本 人 在 欧美 工作 时 ， 如 果 不 强烈 提出 自己 的 主张 ， 不 能 让 别人 感到 
自己 的 存在 。 

AEA FAAA Ws AF Hale) Asse s Qow, 
EAR UDA) ZEG. 


[252] 正解 1 

動物 と いえ ども 、 尊 い 命 を も つこ と で は 人 間 と 変わ ら な い 。 
EED tua b> 

[A と いえ ども ] A= 動 詞 ン 形 容 詞 ・ 普 通 形 、 名 詞 


[医者 と いえ ども 、 病 気 に な る こと が ある 」「 地 苦 対 策 
を し た と いえ ども 、 決 し て 安心 は で き な い ] 


【253】 正解 2 

世間 の 人 は どう あれ 、 私 に は 、 そ うい う 不 道徳 な こと は 断 じ 
て 許せ な い 。 

No matter what the public think, I cannot stand such 
immoral things. 

不 管 世 人 是 怎么 看 的 ， 我 决 不 容忍 这 种 不 道德 的 事情 。 

AVS AHS] OGLE Zhe, UE Tee HELE Ue aw gA 
a + ach. 

EEED< it 上 3 为 机 > 

@ [a は どう あれ ] A ニ 名詞 

[A は どう で あっ て も 」 [A は 、 ど う で ある か 知ら な 
いけ れ ど 」「A に 関係 な く 」 

「 小 さい 子ども は どう あれ 、 社 会 人 な ら 敬 語 を きち ん 
と 使う べき だ 」 「 経 済 的 な 事情 は どう あれ 、 自 分 の 子 に 義務 
教育 を 受け させ る の は 当然 の こと だ | 

強い 主張 を 述べ る 文 に 使う こと が 多い 。 

硬い 表現 


[254] 正解 1 

恩師 の 著書 の 出版 を 祝う べく 、 教 え 子 が 集まっ て パー ティ ー 
を 開い た 。 

EEK > 

参照 【170】 

| ばい 


【255】 正解 2 

子供 な らい ざ 知 ら ず 、 大 人 が そん な こと を する も ん で すか 。 
絶対 に し ませ ん よ 。 

茹 丁 』< い さ 知 ら ず > 

@ [A は な ら いざ 知ら ず 、B は ~] A、B ニ = 名詞 
「A に つい て は どう か 知ら な い が 、 で も B は ~」「A は 
と も か く B は ] 


「 世 間 の 人 は いざ 知ら ず 、 私 に は その よう な 不 公平 は 
MEA TEE] 
人 なぐ 「 ご に つい て は 知ら な いけ れ ど プ わ から な いけ れ ど ]」 
を 強調 する 表現 。 
の A 三文 も ある 例 :「 自 分 が 食べ た いな らい ざ 知 ら ず 、 
食べ も し な い の に 高い お 正月 料理 を 買う な ん て 、 ど うい うつ 
も りな の だ ろう 」 


【256】 正解 3 

課長 は か な り 多 忙 ら し く 、 昼 食 も そこ そこ に パソ コン に 向 
か っ て いる 。 

GRR < も そこ そこ に > 

@ [A も そこ そこ に ] A= 動 作 を 表す 名 詞 

EU 「 ゆ っ くり A を し な いで ] (急い で いて 落ち 着 か な い 様 
FERS) 

「 母 が 交通 事故 に あっ た と いう 知ら せ を 受け て 、 上 司 
や 同僚 へ の あい さ つ も そこ そこ に 職場 を 飛び 出し た ] 
Hearing the news that my mother had a traffic accident. I 
rushed out of my office without taking enough time to 
talk to my boss or colleagues. 

接 到 母亲 遇 到 交通 事故 的 通知 ， 我 顾 不 上 和 上 司 ， 同 事 一 一 打招呼 就 
冲 出 了 公司 - 

A MEAS PMc AAS Bat, Babs} Soda MAE 
SHES PHS agaa Beat AA yet. 


【257】 正解 3 

彼 は 周囲 の 反対 を 押し 切っ て 会 社 を 作っ た が 、 経 営 に 失敗 
し 、 親 に 借金 の 返済 を し て も ら う し まつ だ 。 

茹 罰 < し まっ だ > 

参照 【37】 


【258】 正解 2 

世界 一 の 高 さ を 誇る 塔 「 ア タワ ー」 は あと 1 か 月 も すれ ば 完 
成す る 。 

EEE < et nis> 

@ [A も すれ ば B) A= 時 間 の 長 さ を 表す 名 詞 B=K 
「(A の 時 間 が ) た て ば 、 (BB の 変化 が 起こ る )」 
[桜の つぼ み が ふ くら ん で きた 。 あ と 4、5 日 も すれ 
ば 咲き 始め る だ ろう 」 

人 A は 「 短 い 時 間 ] で 、「 も うす ぐだ ] と いう 意味 が 入っ 
て いる 。 


【259】 正解 3 

息子 を 電車 の 事故 で 亡くし た 両親 は 、 鉄 道 会 社 を 訴え ず に は 
お か な いと 語っ た 。 

ERD < ず に は お か な い > 

参照 【33】 


【260】 正解 3 

どん な に 才能 が あっ た と し て も 、 日 々 努力 を 積み 重ね る こと 
な し に 一 流 に は な れ な い 。 

Eaki tanu 

参照 【118】 


第 27 回 

(261) 正解 3 

高速 道路 で トラ ッ ク が 反対 車線 に 飛び 出し 、 あ わ や 大 事故 と 
いう と ころ だ っ た 。 

RED <ape> 

@ [あわ や A 1 と ころ ] [あわ や A2 と いう と ころ ] [ あ 
わ や と いう と き プ あわ や と いう と ころ ] 

A 1 動詞 ・ 辞 書 形 A 2 名詞 

ED) 「 ぁ や うく A」「 も う 少 し の と ころ で A]「A が 起こ る 
直前 に 」 

「 道 を 横断 中 に あわ や 車 に ひか れる と ころ だ っ た 。 危 
な か っ た 」「 あ わ や 衝突 と いう と ころ で 車 が 止ま っ て 、 事 故 
に な ら な か っ た 」 

A 「 と ころ 」「 と き 」 と 一 緒 に 使わ れる こと が 多い 。 


【262】 正解 3 

私 た ち が 付き 合っ て いる こと を 彼女 に 知ら れ た が 最後 、 あ っ 
と いう 間 に み ん な に 伝わっ て し まう だ ろう 。 
EED < が 最後 > 

参照 【206】 


[263] 正解 4 

こち ら が お 客 様 の ご 注文 の 品 で す 。 お 気 に 召 す と よろ し い の 
で す が 。 

GEN < お 気 に 召 す > 

[人 は (が )~ を BAKAT] [~ が 人 の BAKAT] 
ED 「 気 に 入る 」 (尊敬 語 ) 

[これ 、 お 気 に 召 すか どう か わか り ま せん が 、 ど う ぞ お 
使い くだ さい 「 社 長 は この 絵 が 大 変 お 気 に 召 し た そう で す ] 


[264] 正解 2 

新しい ゴミ 処理 場 の 建設 は 、 ひ と り 地 域 住民 の みな ら ず 、 近 
隣 の 市 町 村 に も か か わる 問題 だ 。 

The construction of a new dumping ground is a problem 
not only for the local citizens but also for the neighboring 
cities, towns and villages. 

新 的 垃圾 处 理 场 的 建设 ， 不 只 是 这 个 地 区 的 居民 的 问题 ， 是 邻近 的 
市 , 镇 ， 乡 村 也 涉及 到 的 大 问题 。 

AZE AAAs AMS esl Aga 
SAGE gas EA. 

EEE <utv~nanes> 

参照 【222】 


gto] opet ol 


ER] 


[265] 正解 4 

ふだん は や さ し い 部 長 だ が 、 本 気 で 走っ た と き の 怖 さと いっ 
た ら な い 。 

Eak ton sau> 

参照 【111】 


【266】 正解 4 

アメ リカ の 人 気 ロ ッ ク バ ンド が 東京 を 皮切り に 6 つの 都市 で 
コン サー ト を 行う 。 

GEER < 去 皮 切 ULC > 

参照 【92】 


【267】 正解 1 

この 成功 は スタ ッ フ 全員 の 協力 に よっ て も た ら さ れ た も の だ 
と 言え よう 。 

It can be said that this success has been obtained through 
cooperation of all the staff members. 

可 以 说 这 样 的 成 功 是 全 体 人 员 齐心 协力 的 成 果 。 

°| age AWA) Melos aa gl Roy des Us 2 
olch, 

EEk 35> 

@ [a よう ] 

A 一 動詞 ・ 可 能 形 の ます 形 ノ 動詞 「 で きる 」 の ます 形 
EB íA で きる だ ろう /A (する) こと が 可能 だ ろう ] 

「 こ の 実験 が 成功 すれ ば 、 将 来 ノ ー ベ ル 賞 を 受賞 する 
こと も で きよ う 」 

A [EALS] [TERI] が よく 使わ れる 。 


[268] 正解 1 

君 が 娘 の 将来 に つい て 心配 する の は も っ と も だ が 、 彼 女 も 子 
ども じゃ な いん だ か ら 、 そ っ と 見 守る ほう が いい 。 

区 223< も っ と も だ > 

@ [A は (も ) も っ と も だ ] A= 名 詞 ノ 文 + の 

[A は 当然 だ だ わか る 理解 で きる 納得 で きる ] 

「 こ の 案 に 反対 する あな た の 意見 も も ちっ と も で す が 、 
私 の 意見 も 開い て くだ さい 」 

It is understandable that you object to this idea, but 
please listen to my opinion also. 

反对 这 项 提 索 的 你 的 意见 我 能 理解 ， 请 也 听 一 下 我 的 意见 。 

e) Ll WHS Hale] AE qayg, ao] gar So} 
AAD. 

「 失 敗 を 経験 し て いる あの 人 だ か ら 、 そ う 言 う の も も っ と 
も だ ] 

It is understandable that the person says so because he/ 
she has experienced failure. 

因为 是 经 历 了 失败 的 那个 人 ， 说 这 样 的 话 也 可 以 理解 


AMS ABE 对 对 对 ol 本 IRA ANE 25 号 型 让 中. 
A 「 も っ と も 」 は 、 な 形容 詞 な の で 、[ も っ と も な + 名詞] の 
形 も 使う 。 例 : 「 そ れ は 、 も っ と も な 考え だ と 私 は 思い ます ] 


[269] 正解 2 

出し た も の は きち ん と し まい な さい 。 出 し っ ぱな し は だ めで 
す よ 。 

菩 丁 < っ ぱな し > 

参照 【198】 


【270】 正解 2 

この 計画 が 成功 する か どう か は 、 事 前 の 準備 に か か っ て いる 。 
攻 田 』 < に か か っ て いる > 

@ [A は B に か か っ て いる ] 

A、B 三 名 詞 / 文 + か (どう か ) 

J (ARB) に よる プ し だ いだい か ん だ ] 

「 こ の 問題 の 解決 は あな た の 判断 に か か っ て いる ] 
The solution of this problem hinges upon your judgement. 
这 个 问题 能 否 解 决 取决 于 你 的 判断 。 

o) Hale] tae FA Heo Bel Arh. 

「 有 罪 か どう か は 証拠 の 有無 に か か っ て いる ] 

Whether one is guilty or not hinges upon the existence of 
evidence. 

ALATA SEG EER KE. 

PALF ohd トモ SAS) Hiro tel Wey. 


第 25 回 

【271】 正解 2 

他社 に よる 新 製品 の 発売 も 、 幸 い に し て 当社 の 売り 上 げに 何 
ら 影 響 を 与え る も の で は な か っ た 。 

The new product started by our rival company was, 
luckily, nothing that would affect the sales of our product. 
别 的 公司 出 售 新 产品 的 事 ， 幸 好 没有 影响 我 们 公司 的 营业 额 ， 
Epo Aa Alaa bole , gal AS) ol Sel] of af et Yas 
ae RRt. 

EEE < な ん ら ~ な い > 

人 め (な ん ( 何 ) ら こ な い ] 

「 少 し も / ぜ ん ぜん こない] 

「 彼 が 犯人 で な いこ と は な ん ら 疑 い は な い ] 「 も し パス 
や 電車 が 止ま っ て も 、 私 た ち に は 何ら 困る こと は な い 。 大 丈 
KE) 「 同 じ 職 場 で 苦労 を と も に する 2 人 が 恋 に 落ち て も 、 
な ん ら 不 思 議 は な い ] 


【272】 正解 1 

彼 は リー ダー と し て 尊敬 に 足る 人 物 だ 。 
EZE < に 足る > 

参照 【144】 


35 


【273】 正解 3 
私 が あな た を いか に 愛し て いる か 、 わ か っ て も らい た い 。 


ERB <umic> 
人 ウ [いか に A か ] A 王 動詞 形容 詞 


[いか に A て も (で も )] A 三 動詞 形容 詞 副 詞 

GB 「 と どれ だ け ン どん な に 」 (程度 の 高 さ を 表す ) 
[問題 が いか に 難し く て も 、 必 ず 解 決し た い ] 

「 新 し い 自動 車 を 開発 する に あたっ て は 、 い か に 速く 、 い か 
に 安全 に 走れ る か が 第 一 の 課題 で ある ] 

In developing a new car, the first goal is how fast and 
how safely it can run. 

关于 开发 新 的 自行 车 ， 怎 么 加 快速 度 ， 怎 么 加 大 骑 车 的 安全 性 是 第 一 
课题 。 

MRE ASAE NSH Nols, Abe te], Arpt eka 
Shall a + LEPE SRS solek. 

AO ESPOT (方法 ) の 意味 で 使う こと も ある 。 

例 : 「T 社 と いか に 交渉 する か が わが 社 の 今後 の 課題 だ 」 

It is our company's future task to figure out how we 
should negotiate with T Company. 

怎样 和 T 公司 交涉 是 我 公司 今后 的 课题 ， 

TARABA AASE Fz] 31 AF9] Qk oso} Balch, 

O fem) は 、「 ど れ だ けど どん な に / グ どう や ゃ っ て 」 より 
も 硬い 言い 方 。 


【274】 正解 3 

こん な に 難し いこ と が 何 の 努 力も な し に 、 ど うし て 成功 で き 
よう か 。 

How is it possible to succeed in something so difficult 
without making any effort? 

这 样 难 的 事 ， 一 点 也 不 努力 ， 怎 么 能 成 功 呢 ? 

°| Bal oa Mo] of es Qo] ol gal ASA + Ut Belz. 
EEES LT~k 3 M> 

@ [どう し て A よう か ] 

人 = 动词 ， 可 能 形 办 未 考 形 /动词 「 で きる ] の ます 形 

ED 「 ど うし て A で きる だ ろう か 。 絶 対 に A (で き ) な い 」 

「 人 で ある な ら 、 ど うし て 愛す る 家族 を 見 捨て られ よ 
うか 。 見 捨て られ る は ず が な い ] 

1 週間 、 不 眠 不 休 で 働く な ど と いう こと が どう し て で きよ 
うか ] 

How can it be possible to work for a week without sleep 
or rest? 

1 个 星期 ， 不 睡 不 休息 地 工作 ， 这 样 的 事 怎么 能 做 到 呢 ? 

FAA AAE AAE Oat ARCHES Ble] of gal FE etal 7} 
人 形 は 疑問 文 だ が 、 意 味 は 強い 否定 。 反 語 の 形 で 強調 する 。 
The form is a question, but means a strong negation. It 
emphasizes a situation using a rhetorical question. 
形式 是 疑问 句 ， 表 达 强 烈 的 否定 。 是 用 反 语 的 形式 来 强调 - 

Bee ggat, Amie Ae yog. wg Baye ys 


き Axe. 


【275】 正解 4 

結果 は と も あれ 、 全 力 を つく し た こと は 認め よう 。 
EEE < は と も ぁ れ > 

@ [A は と も あれ ] A= 名 詞 

GE} 「A は 問題 に し な いで 言え ば 」「A は と も か く 」 
(tilt, BBE SSN, AMORA! 

な 「 何 は と も あれ ] は 、 口 語 で も 使わ れる 慣用 的 な 表現 。 
例 : 「 事 故に あっ た と 聞い て びっ くり し た けど 、 何 は と も あ 
れ 、 無 事 で よかっ た ] 


【276】 正解 4 

この 難局 を 乗り 切る に は 、 い か に すれ ば いい の だ ろう か 。 
What should we do to overcome this critical situation? 
要 改变 这 个 困难 局 面 ， 到 底 怎么 做 才 行 ? 

ol Hae Hap 中部 对 191 sel EH A. 
EAB <umicrnis> 

@ [いか に すれ ば A か ] A= 文 

「 ど うす れ ば ]「 ど うし た ら 」 (方法 ) 

「 い か に すれ ば 層 と 金 の 両方 を 得る こと が で きる か 」 
A 「 い か (に ) て | は 、「 ど う / ど ん な 」 より 硬い 言い 方 。 


【277】 正解 4 

彼女 は 僕 の 顔 を 見 る な り 、 人 目 も か まわ ず 泣 き 出し た 。 
Dau > 

参照 【157】 


【278】 正解 2 

出版 業界 の 不況 下 に あっ て 、 こ の 雑誌 だ け は 売り 上 げ を 伸 ば 
し て いる 。 

ERED <icHoTt> 

参照 【178】 


【279】 正解 1 

名 誉 を 守る た め に は 死 を も 辞 さ な い 、 と いう 彼 の 強い 覚悟 に 
は 驚か され る 。 

We are marveled at his strong will that he is even ready 
to die to maintain his honor. 

BAHT RA PERT HE EEA YR T - 

BS 41717) AANE SER SAT HE 39 Be 2) 9 ol 
ead. 

EED ottanu > 

@ [A (を ) も 辞 さ な い ] A= 名 詞 

「A も 避け な い ノ 恐れ な い ノ 覚悟 す る 」 (強い 決意 を 表す ) 
[労働 組合 は 要求 が 通る まで スト ライ キ も 辞 さ な い 構 


AK) 

The labor union is ready even to go on a strike until their 
demand is met. 

TARH Bi) ORE AS IMT, 即 使 要 工 也 在 所 不 辞 的 架 勢 。 
REARS LFA Sa 可 外 | eis 关外 寺中 三 HACE. 


【280】 正解 3 

私 は この 活動 を 通し て 、 今 後 、 地 域 の 経済 発展 に 貢献 し て ま 
いる 考え で す 。 

Through this activity, I intend to contribute to the 
development of the local economy from now on. 

我 想 通过 这 项 活动 ， 来 对 今后 这 个 地 区 的 经 济 发 展 作 贡 献 。 

Us o HES SA Glow x°] Asal Seay 4a 421 
duc. 

EZ2D<c*zus (参る ) > 

「~ て いく / て くる 」 (謙譲 語 丁 寧 語 ) 

「 必 要 な も の は 、 私 が 持っ て まい り ま す の で 、 ご 心配 
な く ] (謙譲 語 ) 

「 だ ん だ ん 寒く な っ て まい り ま す の で 、 お 風邪 を お 召し に な 
り ま せん よう に 、 お 気 を つけ て お 過ごし くだ さい ] (丁寧 語 ) 
Since it is getting colder, please take care not to catch a 
cold. 

WAS, SAREE, “Malye 

AA PAA LI YOU, AN AAAA SEH HAY spo} NA 
| H. 

人 出かけ る と き に 言う 「 行 っ て まい り ま す / 行 っ て きま 
TJ は 、「 て まい る ] を 使っ た あい さ つ 表 現 。 
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【281】 正解 2 

この バン は 、 作る そば か ら 売 れ て し まう 、 店 一 番 の 人 気 商品 だ 。 
区 < そば から > 参照 【69】 

@ [A そば か ら ] A 一 動詞 ・ 辞 書 形 プ た 形 

GB [ふし て も すぐ に 」 

「 年 を 取る と 忘れ っ ぽく な っ て 、 何 で も 聞い た そば か 
ら 忘 れ て し まう ] 

Å 1 向 だ け で は な く 、 何 回 も その よう な こと が 起こ る 状態 。 


A state that something alike happens not just once but 


many times. 
并 不 只 是 一 次 ， 这 样 的 事 发 生 了 好 几 次 了 - 
SEM] op 相本 A De] et do agaz ge Abe. 


【282】 正解 4 

祖父 は 、 な ん と 80 歳 に し て スキ ー を 始め た 。 
EEEB<I=<LUT< > 参照 【22】 

@ [A に し て ] 和 = 年 齿 

ED (8 Z mO r iz] I 

WAT. MICU TROT] EFA OK! [ER 


は 15 歳 に し て 王子 を 生ん だ ] 
A RT] を 強調 する 。「 早 い ] また は 「 遅 い 」 と いう 
驚き を 表わす 文 が 多い 。 


【283】 正解 1 

厳し い 労働 条件 の 下 で 働く 労働 者 が スト ライ キ を し た か ら と 
いっ て 、 和 驚く に は あたら な い 。 

緊要 < に は あたら な い > 

@ [へ に は あたら な い ] A= 動 詞 ・ 辞 書 形 

GB 「^ ふ する ほど の こと で は な い /A す る 必要 は な い ] (A 
B. [RES] [RANTS] ERTS) な ど ) 

[大 し た こと は し て いな い の だ か ら 、 礼 を 言う に は あ 
た ら な い ] 


【284】 正解 2 

あの 人 が いっ た い 何 を 考え て いる の か 、 皆 目 理解 で き な い 。 
G22 <wa> 

@ [皆目 A な い ] A 一 動詞 ・ な い 形 

「 ぜ ん ぜん A な い グ で き な い 」 A は 「 で き な い グズ グ わ から 
な い ] と いう 意味 の 動詞 が 多い 。 

[逃げ た 犬 が どこ へ 行っ た か 、 皆 目 見 当 が つか な い 」 


【285】 正解 4 

学歴 が 高けれ ば 一 流 企業 に 就職 で きる か と いう と 、 決 し て そ 
の よう な こと は な い 。 

kmena t> 

@ [A か と いう と 、B] A, B=K 

GB 「A か と 思う が 、 で も B」 (A で は な いと B で 否定 する ) 
「 お 金 が あれ ば 幸せ か と いう と 、 必 ず し も そう で は 
な い ] 


[286] 正解 1 

億 万 長者 に な っ た 彼 は 運 が よかっ た わけ で は な い 。 誰 より も 
努力 を し て 、 成 功 す る べく し て 成功 し た の だ 。 
EZ < < し て > 

人 [A 1 べく し て A 2] 

A 1、A 2 動詞 A・ 辞 書 形 A 2 三 動詞 A・ 辞 書 形 / た 形 
CB IA+2 ZU の は 当然 だ ] 

D 「 こ の 事件 は 起こ る べく し て 起こ っ た ] 


【287】 正解 2 

登山 は きつ い ス ポー ツ だ が 、 登 頂 し た と き の 感 激 が あれ ば こ 
そ 続 けら れる と いう も の だ 。 

切 較 < ば こそ > 

参照 【229】 
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[288] 正解 2 

彼 は 医師 の 仕事 の か た わら 、 小 説 を 書き 、 雑 誌 に 発表 し て 
きた 。 

ERD < 办 大 和 巳 > 

参照 【98】 


【289】 正解 3 

祭り の 会 場 へ 向かう 道 は 押す な 押す な の 大 混雑 だ っ た 。 
RED < 押す な 押す な > 

( [押す な 押す な の A ] A ニ 名 詞 

「 人 が 大 勢い て 、 と て も 混ん で いる 」 

Belt eared race eos thal 
[押す な 押す な 」 =「 押 さ な い で くだ さい 、 押 さ な い で 
くだ さい ] 


【290】 正解 3 

家族 の 心配 を よそ に 、 彼 は 戦場 へ 取材 に 出かけ て 行っ た 。 
茹 本 ね < を よそ に > 

参照 【237】 


第 30 回 

【291】 正解 4 

いや な 仕事 を や ら さ れる ぐら いな ら 、 い っ その こと 会 社 を 辞 
め て し まお うと 、 退 職 届 を 書い た 。 

畔 本 』< い っ そ ノ いっ その こと > 

BUA より ノ な ら )、 い っ そ プ いっ その こと B] 

A. B=X 

GB acd) お し ろ 思 い 切っ て (B の ほう が いい )] 

「 名 誉 が 傷つけ りら れる の な ら 、 い っ その こと 死ん だ ほ 
うがい い 」 

I would rather die than suffer impaired reputation. 

如 果 名 只 受到 损害 ， 还 不 如 死 了 的 好 。 

oly} Heschel, bebe] Sis wo] weep, 

「 ご 主人 と けん か ば か り し て いる ん な ら 、 い っ そ 別 れ ち ゃ っ 
た ほう が いい よ ] 


【292】 正解 1 

最愛 の ペッ ト を 亡くし た 彼女 の 気持 ち は 察 する に か た く な い 。 
切 還 < に か た く な い > 

参照 【77】 


【293】 正解 2 

営業 成績 の 不振 も お か まい な し に 、 高 額 な 報酬 を 受け 取っ て 
いる 経営 者 が いる 。 

四 本 < も お か まい な し に > 

@ [A も お か まい な し に 、B] 

A 三 名 詞 文 オ す の B=% 

ED 「 か まわ ず / 関 係 な く / 培 慮 し な いで ノ 平 気 で ] 


「 周 囲 の 迷惑 あお か まい な し に た ば ぱこ を 吸っ て いる 人 
が いる ] 

A 「 お か まい な し (お 構い な し )」 = 「 か まわ な い 」 [自分 
OMBIHT SREY) と いう 、 良 く な い 意味 。 


【294】 正解 4 

早く 自立 し た いと 思っ て いた が 、 い ざ 一 人 暮らし を 始め る と 
な る と 、 不 安 が な いわ け で は な い 。 
緊要 きぬ < いざ と な る と > 

人 [いざ A と な る と ] A= 

ED [Am 時 状況 場合 に な る と ] 

「 彼 女 に 手紙 を 書い て 気持 ち を 伝え た い の だ が 、 い ざ 
書く と な る と 、 な ん と 書い た らい い の か 、 な か な か 言葉 が 見 
つか ら な い ] 

A 「 い ざと な る と 」 と いう 表現 も ある 。 

例 : 「 あ な た っ て 、 い つも 強 そ うな こと を 言っ て いる の に 、 
いざ と な る と 急 に 弱気 に な る ん だ か ら …」」 

You always say things that make you sound like you're 
strong, but when the moment arrives, you lose courage. 
你 总 是 说 很 有 力 的 话 ， 但 是 关键 时 刻 ， 又 会 马上 变 得 很 软弱 :…… 
BAS # Bet 局 ANEAN, shah ebay dab] obo] ofall al 
qyz. 


[295] 正解 4 

この 病院 は 命 に か か わる よう な 重い 病気 の 患者 を 診る 能勢 が 
整っ て いな い 。 

区 223 < に か か も ゎ わる > 

参照 【204】 


【296】 正解 2 

テレ ビ ド ラマ で は ある まい し 、 そ ん な に 都合 よく 問題 が 解決 
する わけ が な い 。 

Unlike a TV drama, the problem can't be solved so 
favorably. 

SACRE LANE, 64 EA 2 EFIA 

Gale) epo of], LRA muha] a7} AE web, 
EEE < で は ぁ る まい し > 

参照 【42】 


【297】 正解 4 

彼 の 連絡 先 を 誰 も 知ら な い の で 、 連 絡 し よう に も 連絡 で き 
な い 。 

ERED <~3ice~mu> 

参照 【35】 


【298】 正解 2 

彼女 の 日 本 語 は 完璧 と は 言え な いま で も 、 か な り の レベ ル に 
達し て いる 。 

ERED <2uetb> 

参照 【188】 


【299】 正解 3 

この 携帯 電話 は 、 字 が 大 きく て 操作 も 簡単 な の で 、 お 年 を 召 
し た 方 に も 使い や すい は ず で す 。 

EBD < お 年 を 名 す > 

@ [お 年 を 召し て いら っ し ゃ る ン お 年 を 召し た (方 )] 
[高齢 だ 高齢 の 」 (尊敬 語 = 「 ご 高齢 1) 

「 田 中 先生 は 、 お 年 を 召し て いら っ し ゃ いま す が 、 お 
元気 に 教え て いら っ し ゃ いま す 」 「 お 年 を 召し た 方 の ご 旅行 
な ら 、 温 泉 が よろ し いで し ょ う 」 


[300] 正解 2 

あの 事件 は 、 口 に する だ に 恐ろし いも の で あっ た 。 

That case was such that it was too scary to talk about it. 
AGE EAA, a JEG E iH ARM o 

A ARS Well P71 ZANE HAS ARAE. 

EZE <-> 

PR [239] 

ほ い il 


| 第 1 回 

【1】 正解 1 

高校 時 代 は 、 こ ん な _ 規則 ずく め の 文生 活 は 
早く 終わ ら な いか と いつ も 思っ て いた 。 

Re < <> 

①「 ず くめ ] の 前 に 名 詞 が 来る 

= [规则 ずく め の ] 

②「 ず くめ の ] の 後に 名 詞 が 来る 

> (MM ずく め の 生活 は ] 

③「 こ ん な 」 の 後に 名 詞 が 来る 

ラ 「 こ ん な 規則 ずく め の 生活 は 
高校 時 代 は 、 こ ん な _ 规则 ずく め の 

と いつ も 思っ て いた 。 

图 第 4 空白 に 「 早 く 終 わら な いか | が 入る 正しい 文 

A rol = 「 こ だ け ノ ー が た くさ ん ある 」 

四 [県 ずく め の 服 装 の 男 が コン ビニ の 店 員 を 育 し て 、 レ ジ 
に あっ た 10 万 円 を 暮 っ て 逃げ た 」 


支 生活 は 


【2】 正解 2 
彼女 の _ 歌声 は BS HD 心 を 18 = g 
ら ず に は お か な い 。 


彼女 の 獣 は すばらし い 。 彼 女 の 歌 を 聞い た 人 は 
みん な と て も 感動 する ] 

婁 本 < ず に は お か な い ぃ > ` 

①「 に は お か な い ] の 前 に 「~ ず 」 が 来る 

> [EKo に は お か な い ] 

②「 揺 さぶ ら ず (揺さぶる )] の 前 に 「 て を ] が 来る 


> [bt 揺さぶら ず に は お か な い ] 

彼女 の * 心 を 揺さぶら ず 
に は お か な い 。 
图 第 1 空白 、 第 2 空白 は 次 の どちら か に な る 。 


A「( 彼 女 の ) 歌声 は 聞く 者 の Ob 
か な い )」 

B「( 彼 女 の ) 開く 者 の 歌声 は ( 心 を 揺さぶら ず に は お 
か な い )」 
B の 下線 部 は 意味 が 通ら な いき A が 正しい 文 
A 「~ ず に は お か な い 」 = 「 必 ず ~ す る 」 
四 無断 で 外泊 を し た ら 、 父 を 色 ら せ ず に は お か な い だ ろ う ] 


を 揺さぶら ず に は お 


【3】 正解 3 
大 学 の 入学 試験 まで あと 2 か 月 だ 。 たとえ 
た り と も 無駄 に は で き な い 。 
ES 
区 E23 < た り と も > < 無駄 に する > 
①「 た り と も ] の 前 に [ 一 助数詞 ] が 来る 


文 一 日 


き 「 一 日 た り と も 」 
⑨「 一 日 た り と も 」] は 「 一 日 で も 」 と いう 意味 。「 た と え 」 
は 「 た と えて て も 」 の 形 で 使わ れる 。「 た と えー た り と も ] 
は 「 た と えて て も 」 と 同じ 意味 で 使わ れる 
> [ker 一 日 た り と も 」 
© [RKK] は 、 第 1 空白 か 第 4 空白 の どちら か に 入る 。 
次 の どちら か に な る 。 

A「 無 駄 に は た と え 一 日 た り と も で き な い ] 

B「 た と え 一 日 た り と も 無駄 に は で き な い ] 
A は 意味 が 通ら ちな い の で 、B の ほう が いい 人 き 正 し い 文 
AO (EVES! の 前 に は 「 一 日 」「 一 分 」「 一 人 」 な ど 
[一 + 助 数詞] が 入り 、「 最 小 単位 で も ] と いう 意味 を 表す 。 
O 無駄 に は で き な い | は | 無駄 に する ] の 可能 形 の 否定 形 。 


【4】 正解 3 
新入 社員 で は ある まい し KoA 
小さ な ミス で いち いち 落ち 込ん で は いら れ な い 。 


較 罰 < で は ある まい し > 

①「 あ る まい し ] の 前 に 「 で は | が 来る 

> [Ti ある まい し 」 

②「 新 入社 員 ] の 後に 助詞 が 来る 

> [MAHA で は ある まい し ] 

新入 社員 で は ある まい し * 

いち いち 落ち 込ん で は いら れ な い 。 

③「 こ ん な 」 の 後に 名 詞 が 来る 

ラ 「 こ ん な 小さ な ミス で 」 (第 3 空白 、 

る ) 正しい 文 

A 「~ で は あぁ る まい し 」 = 


第 4 空白 が 決ま 


「~ で は な い の だ か ら 」 


【5】 正解 2 
日 本 最大 の 保険 会 社 の 倒産 は 、 た だ AH% の み 
な ら ず 世界 の 経済 に も 深刻 な 打撃 を 与え る だ ろう 。 


The bankruptcy of Japan's largest insurance company will 
give a serious blow not only to the economy of Japan but 
also of the world. 
日 本 最大 的 保 隆 公 司 的 倒 団 。 AEA A GRH), 
济 也 受到 了 深刻 的 打击 。 
UEAG yay EAS Gal USM ope} ala} AANE 
ARAA AS FRA. 
Cea 
EEE <rk~nanst> 
①「 の 経済 ] の 前 に 名 詞 が 来る 写 次 の どちら か に な る 

A ER の 経済 に も 深刻 な 打撃 を 与え る だ ろう ] 

B [H£ の 経済 に も 深刻 な 打撃 を 与え る だ ろう ] 
②「 の みな ら ず ] は 前 と 後に 同じ 種類 の 言葉 X、Y が 来る 。 
「X の みな ら ず も] と いう 形 で 、「X だ け で は な く Y t] 
と いう 意味 に な る 
>X, Yi? [H$] 「 世 界 ] の どちら か 


世界 经 


PRIA [OARST! で 、 第 2 空白 、 第 4 空白 は 
[日 本 | 「 世 界 ] の どちら か が 入る 。 
A: 日 本 最大 の 保険 会 社 の 倒産 は 、 * AA 
の みな ら ず 世界 の 経済 に も 深刻 な 打撃 を 与え る だ 
ろう 。 
B: 日 本 最大 の 保険 会 社 の 倒産 は 、 支 世 界 
の みな ら ず 日 本 の 経済 に も 深刻 な 打撃 を 与え る だ 
ろう 。 
A の ほう が 意味 が 通る き A が 正しい 
图 第 1 空白 に は 「 た だ 」 が 入る 正しい 文 
A 「~ の みな ら ず 」] =「~ だ け で は な く 」 


【6】 正解 2 
子供 た ち は 、 私 が 部 屋 を _ き れい に 掃除 し た 
そば か ら 散ら か す の で 、 か な わな い 。 


[私 が 部 屋 を 何 度 掃除 し て も 子供 が すぐ に 散ら 
DFO CHS) 


①「 き れい に 」 OBCMMAKS>KOESB SMILED 
A 「 き れい に 散ら か す ] 
B 「 き れい に 掃除 し た ] 
「 き れい に 散ら か す ] は 意味 が 通ら な い 
っ 「 き れい に 掃除 し た 
②「 そ ば か ら 」 の 前 と 後に 動詞 が 来る 次 の どちら か に な る 
A 「 き れい に 掃除 し た そば か ら 散ら か す 
B「 散 ら か す そば か ら きれ い に 掃除 し た 
A: (子供 た ち は 、 私 が 部 屋 を ) きれ い に 掃除 し た そ 
ば か ら 散ら か す (の で 、 か な わな い ) 
B: (子供 た ち は 、 私 が 部 屋 を ) 散ら か す 
れい に 掃除 し た (の で 、 か な わな い ) 
「 か な わな い 」 は 「 困 る | と いう 意味 だ か ら 、B は 意味 が 通 
ら な いき A が 正しい 


そば か ら き 


【7】 正解 4 
日 本 へ 来 な ば か り の ころ は 日 本 語 で あいさつ を する 
こと _xt5 で き な か っ た が 、 今 は 日 本 人 と 議 
論 す る こと も で きる よう に な っ た 。 
EEED< 才 5> 
①「 が 、」 の 前 に 動詞 形容 詞 名 詞 ・ 普 通 形 が 来る 
人 き 「 で き な か っ た ANI 

日 本 へ 来 た ば か り の ころ は 日 本 語 で 

* で き な か っ た が 、 今 は 日 本 人 と 議論 する こ 
と も で きる よう に な っ た 
②「 あ いさ つ を 」 の 後に 動詞 が 来る 「 あ いさ つ を する こと ] 
③ 次 の どちら か に な る 

A T 日 本 語 で すら あい さ つ を する こと で き な か っ 


た が 、」 
B [AAMC あい さ つ を する こと すら で き な か っ 
た が 、] 
A は 下線 部 が 正しく な いっ B が 正しい 文 
【8】 正解 2 
娘 は 小学 校 の クラ ス 委 員 に 選ば れ て 大 か ら 
と いう も の 、 何 事 に も 積極 的 に な っ た 。 
切 西 』 ね < て か ら と いう も の > 
①「 小 学校 の ] の 後に 名 詞 が 来る 
ラマ 「 小 学校 の クラ ス 委 員 に ] 
娘 は 小学 校 の クラ ス 委 員 に * 
、 何 事 に も 積極 的 に な っ た , 
②「 ク ラス 委員 に ] の 後に 動詞 が 来る 
=> 「( 小 学 校 D) クラ ス 委 員 に 選ば れ て 」 
娘 は 小学 校 の クラ ス 委 員 に 選ば れ て * 


、 何 事 に も 積極 的 に な っ た 。 
@ [AS] の 前 に 動詞 形容 詞 ・ 普 通 形 、 動 詞 ・ て 形 、 名 詞 
が 来る 次 の どちら か に な る 。 
A「( 小 学校 の ) クラ ス 委員 に 
B「 と いう も の か ら ] 
B は 意味 が 通ら な いき A が いい 
图 第 4 空白 に 「 と いう も の ] が 入る き 正 し い 文 
A 「~ て か ら と いう も の ]」 = 「~ て か ら 」 (強調 ) 


選ば れ て か ら 」 


【9】 正解 1 

いつ も きち ん と し て いる 彼女 が _ 部 屋 の 電気 を 支 つ け 
っ ぱな し で 出かけ る な ん て 変 だ 。 

EED otsu > 


①「 つ けっ ぱな し で (つけ る )」 の 前 に 「~ を 」 が 来る 
き 「 部 屋 の 電気 を つけ っ ぱな し で ] 
②「 つ けっ ぱな し で 」 の 後に 動詞 、 形容 詞 が 来る 全 次 の ど ち 
ら か に な る 
A 「 部 屋 の 電気 を つけ っ ぱな し で 出かけ る 」 
B「 部 屋 の 電気 を つけ っ ぱな し で Æ] 
A の 場合 は 次 の どちら か に な る 。 
A-1 : いつ も きち ん と し て いる 彼女 が 


屋 の を つけ っ ぱな し で 出かけ る 
な ん て 変 だ 。 
A-2 : いつ も きち ん と し て いる 彼女 が 
BAT 部 屋 の 電気 を 。 つけ っ ぱな し で _ 
出かけ る BE. 
B の 場合 は 、 次 の どちら か に な る 。 
B-1 いつ も きち ん と し て いる 彼女 が 
な ん て 出かけ る 部 屋 の 電気 を 


つけ っ ぱな し で BE. 
B-2 : いつ も きち ん と し て いる 彼女 が 


出かけ る な ん て 
つけ っ ぱな し で BE. 

「 変 だ 」 の 前 に 動詞 は 来 な い 全 A-2 は 正しく な い 

B は どちら も 意味 が 通ら な いき A-1 が 正しい 文 

A 「~( し ) っ ぱな し 

=0 [~ し ) た まま 」 @ [~(L) 続け て いる こと 」 

QO 「 彼 は いつ も 食べ っ ぱな し で 出かけ て し まう 。 片 付け 

た こと が な い ]」 

⑳「 電 車 が 混ん で いた の で 、 大 阪 ま で 立ち っ ぱな し だ っ た ] 


部 屋 の 電気 を 


【10】 正解 3 
音 私 が 被害 に あっ た あの 詐欺 事件 の こと は 、 今 で も 
思い 出す aK 腹 が 立つ 。 


I get upset even now when I simply think about the fraud 
case of which I was a victim years ago. 
从 前 我 遇 到 的 那 起 诈骗 案件 ， 至 今 想起 来 仍然 让 我 非常 愤怒 。 
AAA 本 站 AAE MAA A AIARL AS, FAAR E 7 
NAE A teh. 
EE < に > 
© [Y] の 前 に 「~ が 」 が 来る 
= [HAs 立つ ] 
昔 私 が 被害 に あっ た あの 詐欺 事件 の こと は 、 今 
* 腹 が 立つ 。 
®© [TS] の 前 に 名 詞 が 来る 
= [ 今 で も 」 
普 私 が 被害 に あっ た あの 詐欺 事件 の こと は 、 今 _ で も 
* 腹 が 立つ 。 
图 [KIC] の 前 に 名 詞 また は 動詞 が 来る 
= [BOET だ に 」 (第 2 空白 、 第 3 空白 が 決ま る ) 
全 正 し い 文 


m] 正解 1 
彼 が _ 銀行 勤め の か た わら RHE EE 


小説 は 多く の ビジ ネス マン の 共感 を 得 て い る 。 
Cia 
ERED <mrbs> 
①「 か た わら 」 の 前 に 動詞 ・ 辞 書 形 、 名 詞 [の] が 来る 
ラ 「 銀 行 勤め の か た わら ] 
© DEDS] の 後に 動作 を 表す 動詞 が 来る 
き 「 銀 行 勤め の か た わら 書き 上 げた ] 
彼 が _ 銀行 勤め の か た わら ABS LITE 
多く の ビジ ネス マン の 共感 を 得 て い る 。 
图 第 4 空白 に 「 小 説 は 」 MASEL WIC 


【12】 正解 3 
本 村 君 は 医者 に 入院 が 必要 だ と 言わ れ た そう だ 。 し ば らく 
休ま せ ず xz すま な い だ ろう 。 


くず に は すま な い > 
①「 だ ろう ] の 前 に 動詞 形容詞 名 詞 ・ 普 通 形 が 来る 
= 「 す まな い だ ろう ] 
木村 君 は 医者 に 入院 が 必要 だ と 言わ れ た そう だ 
し ば らく * すま な い 
だ ろう 。 
②「 仕 事 を | の 後に 動詞 が 来る 次 の どちら か に な る 
A 「 仕 事 を 休ま せ ず ] 
B 「 仕 事 を すま な い 」 
B は 意味 が 通ら な い 全 A が いい 
③「 に は ] の 前 に は 名 詞 、 動 詞 ・ 辞 書 形 、[ 動詞 ・ な い 形 十 
ず が 来る 
っ 「 仕 事 を 休ま せ ず 
空白 が 決ま る ) 
人 な 、「- す に は すま な い ] = 「~ し な けれ ば な ら な い 」 


に は 」 (第 1 空白 、 第 2 空白 、 第 3 


【13】 正解 3 


今さら _ 過ぎ た こと を effete Ltt と 


(KI 
x 


で 遅 す ぎる 。 


< た と ころ で > 
①「 遅 すぎ る 」 の 前 に 動詞 ・ た 形 、 助 詞 「 を 」 は 来 な い 
き 「 と ころ で 遅 す ぎる ] 
今さら * 
すぎ る 。 
© [EZAT] の 前 に 動詞 ・ た 形 が 来る 選 次 の どちら か に な る 
A「 過 ぎ た と ころ で ] 
B「 後 悔し た と ころ で ] 
⑧「 こ と を ] の 前 に 動詞 形容 詞 ・ 普 通 形 、 な 形容 詞 [ 
な ]、 名 詞 【~ の ] が 来る き 次 の どちら か に な る 
A「 過 ぎ た こと を 」 
B [tele cee) 


と ころ で W 


A : 今さら _ 過ぎ た こと を 云 後悔 し た 
と ころ で 遅 すぎ る 。 
B: 今さら _ 後悔 し た こと を wi 
と ころ で 遅 すぎ る 。 
BE は 意味 が 通ら な いう A が 正しい 文 
【14】 正解 4 
彼 は 家 に _ 帰る が KBD テレ ビ を _ つけ 


て 野球 を 見 始め た 。 
3 < が 早い か > 
①「 早 いか 」 の 前 に [動詞 + が ] が 来る 
> [SAT 早い か ] 


© [RK] の 後 は 動詞 「 帰 る ] が 合う 


> [KIC 帰る が 早い か ] 
彼 は 家 に _ 帰る が k'ita 
野球 を 見 始め た 。 


③「 つ け て 」 の 前 に [ 名詞 + を ] が 来る 

> [FLEE DVT] (第 3 空白 、 第 4 空白 が 決ま る ) 

人 き 正 し い 文 

A 「A が 早い か Bl = 「A し た 後 で 、 す ぐに B (する )」 
(B は 、 早 くし た いと 思っ て いた こと ) 


【15】 正解 2 

アメ リカ へ 留学 し た いと 両親 に 話し た と き 、_ 反対 され る か 
と 思い き や 云 2 人 と も 賛成 し て 励ま し て 
くれ た 


「 私 が アメ リカ へ 留学 し た いと 両親 に 話し た と 
き 、 両 親 が 反対 する か と 思っ て いた の に 、 意 外 な こと に 、 父 
SHS MRL C < HE! 


EED < と 思い きゃ や > 
④①「 と 思い き や ] の 前 に 動詞 / 形 容 詞 / 名 詞 ・ 普 通 形 また は 
[普通 形 十 办 ] が 来る 
っ 「 反 対 さ れる か と 思い き や ] 
②「 と 思い きゃ 」 の 後に 反対 の 意味 の こと ば が 入る 
> [Ka nsn と 思い き や ] の 後に 「 和 賛成 し て ] と 「 励 
ELT) が 来る 。 
@ [2 人 と も 」 は 動詞 の 前 に 入る 次 の どれ か に な る 
A [2 人 と も 反対 され る か と 思い き や 」 
B [2 人 と も 替 成 し て 
c [2 人 と も 励ま し て 」 
「2 A&D] tlt [MR] と いう 意味 だ か ら 、「 両 親 が 反対 
され る 」 は 意味 が 合わ な いき A は 正しく な い 
B : アメ リカ へ 留学 し た いと 両親 に 話し た と き 、 


反対 され る か と 思い き や 娘 2 人 と も 
賛成 し て 励ま し て くれ た 。 

C: アメ リカ へ 留学 し た いと 両親 に 話し た と き 、 
反対 され る か と 思い き や 友 替 成 し て 


2 人 と も 励ま し て くれ た 。 

2 人 と も 「 次 成 し て 、 励 ます ] は ず な の で C は 合わ な いっ B 
が 正しい 

[こと 思い き や ] = 「~ と 思っ た が 、 予 想 外 に 」 


[第 4 回 

【16】 正解 1 

その 物語 の 主人 公 が 敵 に _ 死 を も KES 

覚悟 で 立ち 向かう 姿 に 私 は 感動 し た 。 
「 そ の 物語 の 主人 公 が 、 死 ん で も いい と いう 強 
い 気持 ち で 敵 と 戦う 様子 に 私 は 感動 し た ] 
3 < も 辞 さ な い > 


①「 辞 さ な い ] の 前 に [名 詞 + を [名 詞 + も 名詞 + を も ] 
が 来る 
人 き 「 死 を も 辞 さ な い ] 
© [RET] の 後に 動詞 が 来る 

= [MIRC 立ち 向かう 」 
图 [Z] の 前 に は 普通 形 が 来る 次 の 2 つ あ る 

A [RES 辞 さ な い ZK] 

BMC 立ち 向かう Bic] 

A :「( そ の 物語 の 主人 公 が 敵 に ) 覚悟 で 立ち 向かう 
死 を も 辞 さ な い ( 姿 に 私 は 感動 し た 。)」 

B: 「( そ の 物語 の 主人 公 が 敵 に ) HES 辞 さ な い 
で 立ち 向かう ( 姿 に 私 は 感動 し た 。)」 

A の 下線 の 部 分 の 意味 が 通ら な いき B が 正しい 文 
A (HED) MARV) =「( 死 ぬこ と を ) 避け な い 」 


覚悟 


【17】 正解 1 

私 た ち 2 人 は _ 互いに _ 
の 関係 を 続け て いる 。 

「 私 た ち 2 人 は 互い に 助け た り 助 けら れ た りす 
る 関係 を 続け て いる ] 

ERE <~>2~>> 

①「 を 続け て いる 」 の 前 に 名 詞 が 来る 

= [DWR を 続け て いる ] 

私 た ち 2 人 は * 

係 を 続け て いる 。 

© [~] [~ 2] は 続け て 使う 。「A つ B つ ] で B は 動詞 

A の 受け 身 形 で ある 

> [#59 持た れつ ] 

③「 互 い に 」 の 後に 動詞 が 来る 

> [HOI 持ち つ 持た れつ ] (第 1 空白 、 第 2 空白 、 第 
3 空白 が 決ま る ) SELOX 

AO [持ち つ 持た れつ 」 互い に 助け た り 助 けり ら れ た りす 
る こと 

© [x つ Y つ 」 は 「 行 きつ 戻り つ ] の よう に Y が X の 受け 
身 形 で は な い 場 合 も ある 。 

切 「 医 者 か ら 父 の 病気 は ガン だ と 言わ れ た 。 病室 の 前 を 行 
きつ 戻り つ 、 父 に 何と 言 お うか 考え た 」 


支持 ち つ 持た れつ 


=== OR 


【18】 正解 4 
連絡 が 遅く な っ て 申し 訳 あ り ま せん で し た 。 電 話 が つなが 
ら な く て Kill LES. に も 連絡 で き な か 


ん で す 。 


っ た 


回 く ( よ ) う に も ~ な い > 

O [ATI] の 前 に 動詞 / い 形容 詞 グ な 形容 詞 (現在 形 [~ 
な 1) 名詞 (現在 形 [~ な )・ 普 通 形 が 来る 

> 「 連 絡 で き な か っ た ATT 


電話 が * 連絡 で き な か 


ak Att. 
②「 電 話 が 」 の 後に 動詞 が 来る 
= 「 電 話 が つなが ら な く て ] 
電話 が つなが ら な く て * 連 


絡 で き な か っ た ATT. 

③「 に も ] の 前 に 動詞 ・ 意 向 形 が 来る 

ラ 「 連 絡 し よう に も ] (第 2 空白 、 第 3 空白 が 決ま る ) 

人 き 正 し い 文 

A KE うに も ~ な い 」 = 「~ し た い が 、 で き な い 」 

四 「 料 理 の 味 が も の すご く 辛 く て 、 食 べ よ うに も 食べ られ 
ませ ん で し た 」 


【19】 正解 1 
敵 は _ 我々 の 
か な い だ ろう 。 
CEES 「 培 は 私 た ちの 弱い と ころ を 必ず 攻撃 し て くる 
だ ろう ] 

区 3 < な いで は お か な い > 

①「 で は お か な い ] の 前 に 動詞 ・ な い 形 が 来る 

人 っ 「 攻 撃 し な い で は お か な い 」 

@ (KAS) の 前 に 動詞 ノ 形 容 詞 ・ 名 詞 (现在 形 [~]) + Ë 


云 弱点 を 攻撃 し な い で は お 


通 形 が 来る 

人 き 「 攻 撃 し な い で は お か な い だ ろう 」 

敵 は * 攻撃 し な い で は お か 
な い だ ろう 。 


© [RAO] の 後に 名 詞 が 来る 
> [RYO HAE] (第 1 空白 、 第 2 空白 が 決ま る ) 
> ELUX 


[20] 正解 2 

私 が 話し て いる 間 、 彼 女 は _ 自分 に は KAY GRACE 
と ば か り に いた ずら 書き を し て いた 。 

EE 人 5「 私 が 話し て いる 間 、 彼 女 は 、 私 の 話し て いる 

こと は 自分 に は 関係 が な いと いう よう か 様子 で いた ずら 書き 

(doodling #L%, 乱 画 A) を し て いた ] 

EEk eigmyic> 

①「 し て いた 」 の 前 に [名 詞 + を ] が 来る 

人 き 「 い た ずら 書き を し て いた 」 
私 が 話し て いる 間 、 彼 女 は * 
いた ずら 書き を し て いた 。 

⑱「 と ば か り に ] の 前 に 動詞 形容 詞 プ 名 詞 ・ 普 通 形 が 来る 

> [Afan と ば か り に ] 

③「 関 係 な い ] の 前 に 「 に ] また は 「 に は 」 が 来る 

ラ 「 自 分 に は 関係 な い と ば か り に 」 (第 1 空白 、 第 2 空 

自 、 第 3 空白 が 決ま る ) 

A [TED] =「~ と いう よう な 様子 で 」 


【21】 正解 4 
た と え _ 有名 人 太 で あれ 法律 の 前 で は # 
通 の 人 と 何 も 変わ り は な い 。 
EZZEE<csn> 
@ TAJ の 前 に 「~ の 」 が 来る 
> [HBO 人 と ] 
た と え x 普通 の 人 と 


何 も 変わ り は な い 。 
© TSn] の 前 に [動詞 十 の ] また は 名 詞 が 来る 
っ 「 有 名 人 で あれ 」 次 の どちら か に な る 

A : (た と え ) 有名 人 で あれ 法律 の 前 で は 普通 の 
(人 と 何 も 変わ り は な い 。) 

B: (た と え ) 法律 の 前 で は 有名 人 で あれ 普通 の 
(人 と 何 も 変 わり は な い 。) 
B の 下線 の 部 分 は 意味 が 通ら な いき A が 正しい 文 
人 の 「 こ で あれ 」 = 「~ で も 」 
四 「 た と え 小 さ な 虫 で あれ 、 人 と 同じ よう に 、 一 生 懸 命 に 
生き て いる 」 
の 〇 「 こ で あれ 、 て で あれ ] 
そこ は 有名 な 争 光 地 だ か ら 、 夏 で あれ 、 冬 で あれ 、 訪 
れる 人 が 多い ] 


【22】 正解 4 
寝る 前 に 、 今 日 会 社 で あっ た こと を 大 考 える 
と も な く 考え て いた ら 、 仕 事 を 1 つ し 忘れ た こ 
と に 気づい た 。 
区 E23 < と も ゃ なく > 


①「 と も な く 」 の 前 に 動詞 ・ 辞 書 形 が 来る 
> [HAS と も な く ] 
②「 と も な く ] の 後に 同じ 動詞 が 来る 
> [#45 と も な く 考え て いた ら ] 
图 (SAS! の 前 に [ 名詞 士 助詞 ] が 来る 
> 「 あ っ た こと を 考え る と も な く 考え て いた ら ] 
寝る 前 に 、 今 日 会 社 で あっ た こと を 友 考 える 
と も な く 考え て いた ら 、 仕 事 を 1 つ し 忘れ た こ 
と に 気づい た 。 当 正しい 文 
A. 「a と も な く A」 =「 特 に A す る 理由 は な いけ れ ど 、A 
TS) BAERS ATS! 


【23】 正解 1 


新聞 に _ 書い て ある 
か どう か 


ーー と は いえ 藤本 当 の 


わか ら な い 。 


国 く と は いえ > 
© [MPIC] の 後に 動詞 が 来る 
=> [RIC 書い て ある ] 


新聞 に _ 書い て ある * 
わか ら な い 。 
© MESH) の 後 は 「 わ か ら な い ] が 合う 
人 っ 「 か どう か わか ら な い ] 

新聞 に _ 書い て ある * 

か どう か わか ら な い 。 
@ (MESH) の 前 に 動詞 形容 詞 ・ 普 通 形 、 名 詞 が 来る 
> [AMOR か どう か ] 

新聞 に _ 書い て ある 

か どう か わか ら な い 。 
图 第 2 空白 に は 「 と は いえ | MAS, =IEL ux 
A [A と は いえ 」 = [A と 言っ て も ] 
「 春 に な っ た と は いえ 、 ま だ まだ 寒い ] 


KANO 


【24】 正解 4 


私 の 誕生 日 を 覚え て いて くだ さっ た 
うれ し い 限り で ご ざい ます 。 


welt 


GRE <mu><eit> 
O [ 私 四 诞生 日 去 | の 後に 動詞 が 来る 
き 「 私 の 誕生 日 を 覚え て いて くだ さっ た ] 
私 の 誕生 日 を _ 覚え て いて くだ さっ た * 
で ご ざい ます 。 

⑨「 で ご ざい ます 」 の 前 に 名 詞 、 な 形容 詞 が 来る 
=> [R0 で ご ざい ます 」 
私 の 誕生 日 を _ 覚え て いて くだ さっ た * 

限り で ご ざい ます 。 
®© [R0] の 前 に 「 と は ]」 は 来 な い が 、 形 容 詞 は 来る 
= fonlw 限り ] 

私 の 誕生 日 を _ 覚え て いて くだ さっ た * 

うれ し い 限り で ご ざい ます 。 
图 第 2 空白 に 「 と は 」 が 入る 正しい 文 
AO TARD] は 、A に 感情 を 表す 形容 詞 が 入り 、「 と 
て も A だ | と いう 意味 を 表す 。 
切 「 款 し い 限 り だ ] 「 う ら や まし い 限 り だ ] 
ぐ 他 に 、A が 名 詞 の 場合 ( 例 :「 本 日 限り ])、 動 詞 の 場合 
(P|: 「 で きる 限り | 「 知 っ て いる 限り 」 「 見 た 限り 」 [練習 し 
な い 限 り 」) が ある 。「A の 範囲 で は 」 と いう 意味 を 表す 。 
© [eld] は 文 の 後に つい て 、 そ の 文 を 強調 する 。 
品 「 こ ん な 事故 が 起こ る と は 、 だ れ も 想 像 し て いな か っ た 


【25】 正解 3 

た と え _ ま だ u 子供 。_ と いえ ども 人 
の 気持 ち を 理解 する 。 

Ca 


EERDERE b> 
①「 と いえ ども ] の 前 に 名 詞 、 動 詞 ノ 形 容 詞 ノ 名 詞 ・ 普 通 形 
が 来る 


= [子供 と いえ ども ] また は 「 幼 い と いえ ども 」 


© ho] の 後に 名 詞 ま た は 助詞 が 来る 


> [a FH と いえ ども ] また は 「 幼 い と いえ ども ]」 
③「 ま だ 」 の 後に 助詞 は 来 な い ラ 次 の どれ か に な る 
A「 ま だ 幼い 子供 と いえ ども ] 

B「 ま だ 子供 と いえ ども 」 

CT まだ 幼い Al 

D「 ま だ 幼い と いえ ども 」 

A た と えー まだ 幼い 女子 供 と いえ ども 
人 の 気持 ち を 理解 する 。 

B-1 : た と え _ 幼い まだ 太子 供 と いえ ども 
人 の 気持 ち を 理解 する 。 

B-2 : た と え まだ 子供 云 と いえ ども 幼い 
人 の 気持 ち を 理解 する 。 

C: 大 上 元 _ 子 供 と いえ ども KEE 幼い 
人 の 気持 ち を 理解 する 。 

D-1 : た と え まだ 幼い 太 と いえ ども 子供 
人 の 気持 ち を 理解 する 。 

D-2 : た と え 子供 まだ KIN と いえ ども 
人 の 気持 ち を 理解 する 。 


B. C, D は 意味 が 通ら な いき A が 正しい 文 
Ala と いえ ども 」 = [ATS] 
性 「 ほ ん の 小さ い 虫 と いえ ども 1 つの 命 を 持っ て いる ] 


[#60] 

[26] 正解 4 

私 の 出し た 案 に さん ざん _ 文句 を 言っ た と ころ で 
云 彼 に いい 考え が ある わけ で は な か っ た 。 

CEELI AD H LERALERA SA 

言っ た 。 け れ ど も 、 彼 が いい 考え を も っ て いて 私 に 文句 を 言 
っ た の で は な か っ た 」 


E23 < た と ころ で > 
D 「 さ ん ざん ] の 後に 動作 を 表す 言葉 が 来る 
「 さ ん ざん 文句 を 言っ た ] 
私 の 出し た 案 に さん ざん _ 文句 を 言っ た 
* わけ で は な か っ た 。 
© [EZAT] の 前 に 動詞 ・ た 形 が 来る 
> [SAXA 文句 を 言っ た と ころ で ] 
私 の 出し た 案 に さん ざん _ 文句 を 言っ た と ころ で 
わけ で は な か っ た 。 
③「 わ け で は な か っ た 」 の 前 に 動詞 い 形 容 詞 ・ 普 通 形 、 な 
形容 詞 [ご な ]、 名 詞 [の] が 来る 
「 い い 考え が ある わけ で は な か っ た ] 
私 の 出し た 案 に さん ざん 文句 を 言っ た と ころ で 
* いい 考え が ある わけ で は な か っ た 。 
图 第 3 空白 に 「 彼 に ]」 が 入る 。 
AO 「 さ ん ざん 」 = 「 と て も ひど < く 」 
て 、 父 に さん ざん 叱 ら れ た 」 
の 「~ た と ころ で 」 =「 こ し た と し て も 」 


例 :「 う そ を つい 


Obs 8 時 だ 。 今 か ら 行 っ た と ころ で 、 授 業 に は 間 に 合 
わな い ] 


【27】 正解 3 
本 日 は _ ご 多忙 の と ころ を eC さだ 
きり 、 あ り が と う ご ざ いま し た 。 


EEk to s> 
①「 あ り が と う ご ざ いま す ] の 前 に [名 詞 + を ]、 動 詞 ・ て 
形 、 動 詞 ・ ま す 形 が 来る 
き 「 く だ さり 、 あ り が と う ご ざ いま し た 」 
本 日 は * 
あり が と う ご ざ いま し た 。 
②③「 く だ さり 」 の 前 は [名 詞 + を ]、[ ご + 動作 を 表す 名 
詞 ]、[ お 十 動詞 ・ ま す 形 ] が 来る 
=> [CHM くだ さり ] 
本 日 は 
あり が と う ご ざ いま し た 。 
⑧「 と ころ を 」 の 前 に 動詞 形容 詞 ・ 普 通 形 、 名 詞 [の ) 
が 来る 
きき 「 ご 多忙 の と ころ を 」 (第 1 空白 、 第 2 空白 が 決ま る ) 
A [~ E5454! =「~ の 状況 な の に 」 


くだ さり 、 


* くだ さり 、 


急 「 お 休み の と ころ を 、 お じゃ まし ます ] 
【28】 正解 3 
うち の _ 息子 災 と きた ら 学校 か ら 帰る と 


すぐ ゲー ム を 始め て 、 テ レビ の 前 か ら 動 か な く な る 。 
Cea 
GRE < csr o> 
DESKS) の 前 に 人 や 機関 を 表す 名 詞 が 来る 
> [EFE きた ら ] 
© (MSE) の 前 に [名 詞 填 助詞 (に ・ へ ・ か ら )] が 来る 
= 「 学 校 か ら 帰る と ] 
③「 う ちの ] の 後に 名 詞 が 来る 逐次 の どちら か に な る 
A「 う ちの BF と きた ら 」 
B「 う ちの 学校 か ら 帰る と ] 
A: うち の _ 息子 大 と きた ら 学校 か ら 
帰る と すぐ ゲー ム を 始め て 、 テ レビ の 前 か ら 動か な く な る 。 
B: う ちの _ 学校 か ら 大 帰る と 息子 
と きた ら すぐ ゲー ム を 始め て 、 テ レビ の 前 か ら 動 か な く な る 。 
B は 意味 が 通ら な いき A が いい 信正 し い 文 
A 「~ と きた ら 」 = [Si] (強調 。 非難 や 不満 の 気持 ち 
を 表す ) 


【29】 正解 3 
この 子 は 目 と いい 
そっ くり だ 。 


aH と いい 父親 に 


同 く と いい と いい > 


© [BJ (A) の 後に 助詞 が 来る 。 

=[H と いい 」「 鼻 と いい ] 

②「 目 と いい ] 「 鼻 と いい | は 連続 し て 使わ れる 

> [E と いい 鼻 と いい ] 
この 子 は 目 _ と いい kö 

そっ くり だ 。 

@ 第 4 空白 に は 「 父 親 に ] が 入る 。 有 正しい 文 

A 「a と いい B と いい 一 ] = [A bB も その 他 も ~」 ( 強 

調 の 表現 ) 

切 「 母 の 料理 は 、 味 と いい 盛り 付け と いい どこ か ら み て も 

一 流 だ ] 


と いい 


【30】 正解 3 

市 長 は 市 の _ 実情 に aL 
あり 方 を 検討 する と 述べ た 。 

市長 は 、 今 の 市 の 実際 の 状況 に 合っ た 病院 や 

保健 所 の シス テム を 考え る と 言っ た ] 

EZR <icmur> 

①「 検 討 す る 」 の 前 に 「 こ を | が 来る 

> 「 あ り 方 を 検討 する 」 


医療 制度 の 


市 長 は 市 の あり 方 を 
検討 する と 述べ た 。 
@ [MLA] DANZ [~] が 来る 
= 「 実 情 に 即 し た 」 


③「 医 療 制度 の | の 後に 名 詞 が 来る 三次 の どちら か に な る 
A : 市 長 は 市 の _ 医 療 制度 の 支 実情 に 即 し た 
あり 方 を 検討 する と 述べ た 。 

B: 市 長 は 市 の _ 実情 に 支 即 し た 医療 制度 の 
あり 方 を 検討 する と 述べ た 。 

A は 何 の あ り 方 を 検討 する の か わか ら な いう B が 正しい 文 

A 「~ に 即 し た 」 =「 て に 合っ た ] 
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【31】 正解 4 

久しぶり に 家族 が _ そ ろう 
うれ し そう な 様子 だ っ た 。 

Cea 

ERD < と ぁ っ て > 

①「 と あっ て 」 の 前 に 動詞 / 形 容 詞 / 名 詞 ・ 普 通 形 が 来る 

= [#25 と あっ て ] 

@ 「 そ ろう 」 の 前 に [ 名詞 + が ] が 来る 

き 「 家 族 が そろ う と あっ て 」 
久しぶり に 家族 が _ そ ろう 

様子 だ っ た 。 

© [样子 | の 前 に 動詞 グズ い 形 容 詞 ・ 普 通 形 、 な 形容 詞 [~ 

在 ]、 名 词 [一 中 ] が 来る 

= 「 う れ し そ うな 様子 だ っ た 」 
久しぶり に 家族 が そろ う 


と あっ て 支 両親 は 


と あっ て * 


と あっ て * 


うれ し そう な 様子 だ っ た 。 
④ 第 3 空白 に は 「 両 親 は | が 入る SELUK 
A [~£65T! = 「~ か ら 、 や は り 」 (理由 ) 
品 「 日 曜日 と ちっ て 、 公 園 は 家族 連れ で に ぎわ っ て いる 」 


【32】 正解 3 

何 か あ っ て 私 が 落ち 込ん で いる と 、 それ を 支 開 いた 
わけ で も な い の に 母 は 私 に タイ ミン グ よ く 電 話 を 

くれ る 。 

When I am feeling depressed about something, my mother 

gives me a phone call with good timing even though she 

has not heard (from someone) about it. 

遇 到 什么 不 鼓 心 的 事 心里 不 高 兴 时 ， 虽 然 母 亲 并 没有 听 到 ， 却 总 会 

《感知 到 了 似 地 ) 及 时 地 打 电 话 来 。 

FEU] AA l? ASM Bat YOM, 2 ANE Se AL Td 

本 Mes AAE Lola) 338 FA. 


EED bit tonn> 
①「 わ け で も な い ] の 前 に 動詞 い 形 容 詞 ・ 普 通 形 、 な 形容 
詞 〔 こ な ]、 名 詞 [ こ の ] が 来る 
= (Mak わけ で も な い ] 
@ (OK) の 前 に 動詞 プ い 形容 詞 ・ 普 通 形 、 な 形容 詞 [~ 
な 〕、 名 詞 [て な] が 来る 
=> [Blaze わけ で も な い の に 」 
®© [ENE] の 後に 動詞 が 来る 
=> [thè 聞い た わけ で も な い の に ] 正しい 文 
【33】 正解 4 
若者 の 間 で 人 気 の あ る 漫画 の 多く は 、 年 配 の 人 _ に と 
っ て は wits に た えな い も の らし い 。 
「 若 者 の 間 で 人 気 が ある 漫画 の 多く は 、 年 を 取 
っ て いる 人 に は 読む 価値 が な い 、 ひ どい も の らし い ] 
茹 丁 ぬ 3< に た えな い > 
GQ) 「 に た えな い ] の 前 に 動詞 ・ 辞 書 形 が 来る 
ラマ 「 読 む に た えな い 」 
②⑫「 も の らし い ] の 前 に 動詞 ご い 形 容 詞 ・ 辞 書 形 、 な 形容 詞 
[て な 〕、 名 詞 [ て の ] が 来る 
っ 「 読 む に た えな い も の らし い ] 
若者 の 間 で 人 気 の ある 漫画 の 多く は 、 

云 読む に た えな い も の らし い 。 
③「 に と っ て (は )」 の 前 に 名 詞 が 来る 
= [ER A に と っ て は ] (第 1 空白 、 第 2 空白 が 決ま 
る ) 正しい 文 
AO [A (動詞 ・ 辞 書 形 ) + に た えな い ] = [A で き な い ] 
O [2 人 の けん か は 開く に た えな いも の だ っ た ] 
「 感 謝 に た えな い ] 「 感 激 に た えな い ] = 「 と て も て し て 
いる 」 と いう 使い 方 も ある 。 


【34】 正解 2 
この 町 で 住民 の _ 信頼 。 に 足る 
彼 の ほか に 誰が いる だ ろう か 。 
「 こ の 町 に は 住民 が 信頼 で きる 医者 は 彼 し か い 
な い 」 
Ekes > 
O [KES] の 前 に 名 詞 が 来る 
> HM に 足る ] 
@ [KES] の 後 は 人 や 機関 を 表す 名 詞 が 全う 
次 の どちら か に な る 
A [fai に 足る 医者 は 」 
B HEM に 足る 彼 の ] 
图 MERO] の 後に 名 詞 が 来る 次 の どれ か に な る 
A「 こ の 町 で 住民 の 信頼 に 足る 医者 は ] 
B 「 こ の 町 で 住民 の 信頼 に 足る 彼 の ] 
C「 こ の 町 で 住民 の 医者 は ] 


友 医 者 二 


A : この 町 で 住民 の _ 信頼 に 足る * MIL 
彼 の ほか に 誰が いる だ ろう か 。 

B: この 町 で 住民 の _ 信頼 に 足る KO 
医者 は ほか に 誰が いる だ ろう か 。 

c: この 町 で 住民 の _ 医 者 は 信頼 に 大 に 足る 


彼 の ほか に 誰が いる だ ろう か 。 
= B. C は 意味 が 通ら な いう A が 正しい 文 
Á ~ED] = ~T] 「 こ の に ふさ わし い ] 
了 「 今 日 の 会 議 で は 、 検 討 する に 足る 意見 が 何 も 出 な か っ た ] 


【35】 正解 2 
昨年 の _ 作 品 の 評判 が 友 良 か っ た 
きか え 、 今 年 の 彼女 の 作品 は 出来 が いま ひと つ だ 。 
ERB <ocuvema> 
①「 の に ひき か え ] の 前 に 動詞 / い 形容 詞 ・ 普 通 形 、 な 形容 
詞 [ て な ]、 名 詞 [ て な ] が 来る 
> [tot の に ひき か え 」 
© MERO) の 後に 名 詞 が 来る 
= [ERO 評判 が ] 
© [FED] の 後に 名 詞 が 来る 
=> [FEO 作品 の 評判 が 」 

昨年 の _ 作品 の 評判 が * 
今年 の 彼女 の 作品 は 出来 が いま ひと つ だ 。 
图 第 3 空白 、 第 4 空白 に 「 良 か っ た の に ひき か え 」 が 入る 
SIEL X 
A 「 こ に ひき か え ] = 「~ と は 反対 に 」 
急 「 姉 は スポ ー ツ が 好き で 明る い の に ひき か え 、 妹 は 読書 
が 好き で 静か な 性 格 だ ] 


の に ひ 


[第 回 | 

【36】 正解 4 
恋人 が で きた 彼女 は 、 以前 大 に も まし て 
ゃ れ に 気 を つか う よう に な っ た 。 
「 彼 女 は 恋人 が で き て か ら 、 前 より も っ と お し 
や ゃ やれ に 注意 を する よう に な っ た ] 
GRE <iceeUT> 
①「 気 を つか う ] の 前 に 「~ て に 」 が 来る 
= [Lenk 気 を つか う 」 
⑧「 よ うに な っ た 」 の 前 に 動詞 ・ 辞 書 形 が 来る 
き 「 気 を つか う よう に な っ た ] 

恋人 が で きた 彼女 は 、 * 
E 気 を つか う よう に な っ た 
© KEELT] の 前 に 名 詞 が 来る 


お し 


> [MA に も まし て 」 (第 1 空白 、 第 2 空白 が 決ま る ) 
SIELW 

【37】 正解 3 
憧れ て いた 歌手 に _ 会 える と は KRAO 
極み で ある 。 
O [ma] の 前 に 名 詞 [この ] が 来る 
> [RMD 極み ] 
@ (CHS!) の 前 に 名 詞 が 来る 

> [RRO 極み で ある 

HITT VE RE IS, KMD 
極み で ある 。 
© RFI] の 後に 動詞 が 来る 

> 「 憧 れ て いた 歌手 に BAS 

憧れ て いた 歌手 に _ 会 える KMD 
極み で ある 。 


④ 第 2 空白 に 「 と は 」 が 入る 人 き 正 し い 文 
A 「~ の 極み だ 」 = 「 こ れ 以 上 は な い ほ ど 最 高 に ご だ 」 
「 も の すご く ~ だ 


【38】 正解 2 
母 が 亡くな っ て 一 人 暮らし を 始め た 父 だ が 、 料理 it 
お ろか 大 お 茶 を 入れ る こと さえ 自分 で し た こ 
と が な か っ た の で 、 と て も 苦労 し て いる 。 
GEES <it83m> 
O THAT) の 前 に 名 詞 は 来 な い 
っ 「 さ え 自分 で し た こと が な か っ た ] 
母 が 亡くな っ て 一 人 暮らし を 始め た 父 だ が 、 
* さえ 自分 で し た こ 


と が な か っ た の で 、 
②「 は お ろか ] の 前 と 後ろ に 名 詞 が 来る 次 の どちら か に な る 


お し ゃ れ 


A「 料 理 は お ろか お 茶 を 入れ る こと 」 
B「 お 茶 を 入れ る こと は お ろか 料理 ] 
A : 母 が 亡くな っ て 一 人 暮らし を 始め た 父 だ が 、 


料理 は お ろか 支 お 茶 を 入れ る こと さえ 
自分 で し た こと が な か っ た の で 、 

B: 母 が 亡くな っ て 一 人 暮らし を 始め た 父 だ が 、 

お 茶 を 入れ る こと は お ろか 大 料理 さえ 


自分 で し た こと が な か っ た の で 、 
「 お 茶 を 入れ る こと 」 i [IME] より 容易 な こと だ か ら 、B 
は 正しく な いき A が 正しい 

A [A は お ろか B さえ へ ~ な い 」 = 「A は も ちろ ん BB も ~ な 
い 」 (A は B よ り 程 度 が 上 の こと ) 

四 「 彼 は 漢字 は お ろか ひら が な さえ 読め な い 」 


【39】 正解 3 
た だ 嫌い だ と いう だ け の 理由 で その 人 を _ 傷つけ る 

xDIs 許す まじ き 行為 だ 。 
[その 人 が 嫌い だ か ら と いう 理由 だ け で その 人 
を 傷つけ る の は 、 絶 対 に 許す べき で は な い 行為 だ ] 
EZED <ai> < まじ き > 
①「~ ま じき 」 の 後に 名 詞 が 来る 
き 「~ ま じき 行為 だ ] 

その 人 を * 
ar. 
②「 そ の 人 を 」 の 後に 動詞 が 来る 
「 そ の 人 を HT) また は 「 そ の 人 を 傷つけ る ] 
③「 の は 」 の 前 に 動詞 プ い 形容 詞 ・ 普 通 形 、 な 形容 詞 [ 
な ]、 名 詞 【~ な ] が 来る 次 の どちら か に な る 

A 「 そ の 人 を 傷つけ る の は ] 

B 「 そ の 人 を 許す の は ] 

A :「 そ の 人 を 傷つけ る の は 許す まじ き 行為 だ ] 

B : 「 そ の 人 を 許す の は 傷つけ る まじ き 行為 だ ] 
B は 意味 が 通ら な い ラ A が 正しい 文 
AO EUS] は 後に 名 詞 が 来 て 、「 て べき で は な い ~] 
と いう 意味 を 表す 。 
O [X (動詞 形容 詞 ) + の は 名 詞 / 形 容 詞 ] 
四 「 ス ポー ツ を する の は 気持 ちがい い ] 
[悪い の は 私 だ 。 あ な た で は な い ] 
「 年 を 取っ て も 元気 な の は すばらし いこ と で す ] 


まじ き 行 


【40】 正解 2 
円 高 だ か ら _ 海外 旅行 に 行く 文 日 本 人 が 増え て 


いる 


か と いう と 、 必 ず し も そう で は な い 。 
ËB [日 本 の 円 が 高い か ら 外 国 へ 旅行 に 行く 日 本 人 
が 増え て いる だ ろう と 思う の が 普通 だ が 、 実 際 は そう で は な 
い 。 そ れ ほ ど 増 えて いな い ] 


GEER <mense> 


①「 か と いう と ] の 前 に 「~ が 」 は 来 な い 。 文 (動詞 形容 
詞 名 詞 ・ 普 通 形 ) が 来る 次 の どちら か に な る 
A「 増 えて いる か と いう と ] 
B「 海 外 旅行 に 行く か と いう と ] 
日 本 人 が ] の 後に 動詞 、 形 容 詞 、 名 詞 が 来る 次 の ど ち 
ら か に な る 
A「 日 本 人 が 増え て いる か と いう と ] 
B 「 日 本 人 が 海外 旅行 に 行く か と いう と ] 
必ず し も そう で は な い ] の 前 に 動詞 は 来 な い 
「 か と いう と 必ず し も そう で は な い ] 

A: 「( 円 高 だ か ら ) 海外 旅行 に 行く 日 本 人 が 
いる か と いう と 、 (必ず し も そう で は な い )」 
B: 「( 円 高 だ か ら ) 増え て いる 日 本 人 が 
行く か と いう と 、 (必ず し も そう で は な い )」 
B は 意味 が 通ら な いき A が 正しい 
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【41】 正解 3 

せっ か く 当 た っ た 宝くじ も 、_ 交換 の 期限 を 

k;B Ë C し まえ ば それ まで だ 。 
「 な か な か 当たら な い 宝 くじ が 当たっ て も 、 お 
金 に 換え られ る 期限 が 過ぎ て し まっ た ら 、 も う 終 わり だ 。 
(当たっ た 宝くじ の 価値 は ゼロ に な る )」 
GREEN <td tH¥TE> < て し まう > 
O 「 そ れ ま で だ 」 の 前 に 「~ ば 」 が 来る 
> [LEA それ まで だ |] 

⑨「 し まう 」 の 前 に 「~ て 」 が 来る 

> AXT し まえ ば それ まで だ ] 
せっ か く 当 た っ た 宝くじ も 、 

XXT し まえ ば それ まで だ 。 
⑧「 交 換 の 」 の 後に 名 詞 が 来る 

> EMO 期限 を ] 
© [期 限 在 上 の 後に 動詞 が 来る 

> [ZRO 期限 を 過ぎ て し まえ ば それ まで だ 」 
人 正しい 文 


@ 


@ 


増え て 


海外 旅行 に 


【42】 正解 2 
水道 管 が 破損 し て 水 が 流 れ な い の で 、 ト イレ の ドア に 「[ 故 
障 kine 使用 する べから ず J と 書い 
た 紙 を 張っ た 。 
EZZD<<pn5rT> < に つき > 
①「 べ か ら ず | の 前 に 動詞 ・ 辞 書 形 が 来る 
=> (HATS べから ず ] 
②「 べ か ら ず ] は 文 の 終わ り に 来る 

「 * 使用 する 
③「 に つき 」 の 前 に 名 詞 が 来る 
> [故障 に つき 」 (第 1 空白 、 第 2 空白 が 決ま る ) 


べから ず | 


=L X 
À 「A べ か ら ず 」 ニ 「A で き な い プ A し て は いけ な い ] 
品 「 芝 生 に 入る べから ず 」 


【43】 正解 1 

不当 な _ 労働 条件 の KK HE 要求 する 
べく 、 社 員 が 団結 し て 立ち 上 が っ た 。 

The company employees were united to rise to demand 

betterment of the unfair working conditions. 

应 该 要 求 改善 不 适当 的 劳动 条 件 ， 员 工 们 团结 起 来 准备 行动 ) 了 。 

HSE MEZA MAS ATRA, AS HAs Mo} A. 

[| ボ ポ ィ ント ド る て る 3 

O [<<] の 前 に 動詞 ・ 辞 書 形 が 来る 

> [ERTS べく ] 

②「 労 働 条 件 の ]」 の 後に 名 詞 が 来る 

> 「 労 働 人 条件 の 改善 を 」 

③「 改 善 を ] の 後に 動詞 が 来る 

ララ 「 労 働 条件 の 改善 を 要求 する べく ] ラ 正 し い 文 


【44】 正解 3 

S 社 は 、5 年 前 に _ 発売 し た _ ゲーム 機 を 去 皮 切 
わり ELT いく つも の 新 商品 を 開発 し て いる 。 
EEED<*£ 皮切り と し て > 

①「 皮 切り 」 の 後に 「 と し て 」 が 来る 

> [0 ELT) 


@ TEID] OME [~E] が 来る 

っ 「 ゲ ー ム 機 を 皮切り と し て ] 

图 [5 年 前 に 」 の 後に 動詞 が 来る 

= [(S 年 前 に ) 発売 し た ゲー ム 機 を 皮切り と し て ] 
人 き 正 し い 文 
ASAERIDELT. BI = 「A が 最初 で 、 そ れ に 続い 
TB] 


[45] 正解 4 

児童 虐待 の ニュ ー ス を 耳 に する た びに _ 身勝手 な 大 人 に 
支 対す る 慎 り の 念 を 禁じ えな い の は 、 私 だ 

け で は な い は ず だ 。 

I should not be the only person who can't help feeling 

furious with the selfish adults each time when we hear the 

news about the child abuse. 

AEC EY ETF LEAT, RF EPEAT AAS R 

到 愤怒 的 ， 不 会 只 有 我 一 个 人 吧 。 

SHH Be HAS BS Gobet AAG =Q oso] ae 是 工 

VAIS SEF AE AS de] old Ro. 

ERDELLA NN くに 対す る > 

①「 茜 じ え な い ] の 前 に 「~ を 」 が 来る 


> MEVo 禁じ えな い ] 
© [HTA] の 前 に 「 て に ] が 来る 
人 っ 「 身 勝手 な 大 人 に 対す る ] 
图 ①、⑧ の どちら が 前 に 来る か を 考え る 。 
A: 「( 児 童 虐待 の ニュ ー ス を 耳 に する た びに ) 身勝手 な 
大 人 に 対す る MOORE 禁じ えな い (の は 、)」 
B : [( 児 童 虐 待 の ニュ ー ス を 耳 に する た びに ) MOOR 
を 禁じ えな い 身勝手 な 大 人 に 対す る (の は 、)」 
B は 意味 が 通ら な いき A が 正しい 


【46】 正解 1 
数 々 の 賞 を と っ た 作品 を 私 の よう な _ 素 人 が * 
一 批評 する _ 


さら 
まで も な い だ ろう 。 


O [ETORO] の 前 に 動詞 ・ 辞 書 形 が 来る 
= [HTS まで も な い ] 
②「 だ ろう 」 の 前 は 「 今 さら 」 b THAD] も 来 な い 
HTS まで も な い ]| が 来る 
批評 する まで も な い £55) (第 3 空白 、 第 4 空白 
が 決ま る ) 
③「 私 の よう な 」 の 後に 名 詞 が 来る 
ラ 「 私 の よう な 素人 が 
数 々 の 賞 を と っ た 作品 を 私 の よう な _ 素 人 が * 
批評 する まで も な い だ ろう 。 
之 第 3 空白 に 「 今 さら 」 が 入る 人 き 正 し い 文 
A [AEH = [A (する ) 必要 が な い ] 


【47】 正解 1 
前 も っ て 予定 を 知ら せ て _ お いて k<hhi ù 
配 せ ず に すん だ も の を 、 有 が 帰宅 し な いと いっ て 昨 


夜 は 大 騒ぎ だ っ た ん だ よ 。 

「 君 が 昨夜 は 家 に 帰ら な いと いう こと を 私 た ち 
に 前 も っ て 知ら せ て お け ば 、 私 た ち は 心配 し な か っ た の に 、 
(知ら せ て くれ な か っ た か ら ) 君 の こと を みん な で 心配 し て 
大 騒ぎ だ っ た よ ] 


国 く < くず に すむ > くも の を > くべ て お く > こく て くれ る > 
①「~ ず に 」 の 後 は 「 す ん だ (FO)! が 合う 
人 き 「 心 配 せ ず に TAZ! 
© TEDE] の 前 に 動詞 ・ 普 通 形 が 来る 
= 「 心 配 せ ず に すん だ も の を 」 
* 心配 せ ず に 
© [BOT] OMK [~T] が 来る 
> [AST BOT] 
@④「 く れれ ば 」 の 前 に 「~ て 」 が 来る 
人 き 「 知 ら せ て お いて くれ れ ば 」 
图 ©e と ④ が つなが る 人 き 正 し い 文 


すん だ も の を 


【48】 正解 3 


彼 を _ お いて 云 その 賞 に ふさ わし い 人 は 


いな い 。 
「 そ の 賞 を も ら う ほど 優れ た 人 は 、 彼 以外 に は 
いな い ] 


EED おぉ ぃ て > 
O [guc] の 前 に 「~ を 」 が 来る 
> [Re BT! 
②「 い な い 」 の 前 は 「 人 は 」 が 合う 
= [Nit 。 い ない] 
彼 を _ お いて * Alt いな い 。 
③「 ふ さわ し い 」 の 後に 名 詞 が 来る 
き 「 ふ さわ し い 人 は いな い ] 
彼 を _ お いて * ふさ わし い 人 は 
いな い 。 


③④ 第 2 空白 に 「 そ の 貧 に 」 MAS (「 ふ さわ し い 」 の 前 に 
[~K] が 来る ) 人 正しい 文 


【49】 正解 1 
教授 は 今日 まで _ 周囲 か ら の 支 批判 を も の と も 
せ ず に 研究 に 取り 組ん で こら れ ま し た 。 
GEE <£ も の と も せ ず に > 
①「 も の と も せ ず に ] の 前 に 「 て を ] が 来る 
ラ 「 批 判 を も の と も せ ず に 」 
②「 取 り 組む お] の 前 に [名 詞 + に ] が 来る 
> [HRI 取り 組ん で こら れ ま し た ] 

教授 は 今日 まで * _ 研究 
に 取り 組ん で こら れ ま し た 。 
⑧ 次 の どちら か に な る 。 

A:「 批 判 を も の と も せ ず に か ら の に 取 
り 組ん で こら れ ま し た ] 

B :「 周 囲 か ら の 批判 を も の と も せ ず に 研究 に 取 
り 組ん で こら れ ま し た ] 


AA の 下線 「 周 囲 か ら の 研究 ] は 意味 が 通ら な い 

人 B が 正しい 文 

A 「A を も の と も せ ず に 」 = 「A が あっ て も 、 そ れ に 負け 
な いで 、 が ん ば っ て 」 


【50】 正解 1 
A 氏 は 、 上 司 か ら 受け た 不当 な 扱い に よっ て 女 退 职 
を 余儀 な くさ れ た と し て 会社 に 損害 賠償 を 求 


め た 。 

Mr. A demanded compensation for damages from his 
company claiming that he was forced to resign by the 
unfair treatment he received from his boss. 

入 由 于 受到 了 上 司 不 公平 的 对 待 而 被 追 辞职 ， 他 向 公司 要 求 赔偿 损失 。 
AAS ata Se PSA Po Ya Says + Hol Bart 


So} Abo] elle BEM. 
Ea 

GEES < を 余儀 な くさ れる > < に よっ て これ る ・ ら れる > 
[余儀 な くさ れ た 」 の 前 に 「~ を 」 が 来る 

[退職 を 余儀 な くさ れ た 」 

[ELT] の 前 に 動詞 形容 詞 名 詞 ・ 普 通 形 が 来る 
[余儀 な くさ れ た と し て ] 

[退職 を 余儀 な くさ れ た ELT! 

「 よ っ て ] の 前 は [名 詞 + に ] が 来る 

「 不 当 な 扱い に よっ て 」 

「(A 氏 は 、 上 司 か ら 受 けた 不当 な 扱い に ) よっ て 退職 
を 余儀 な くさ れ た と し て (会 社 に 損害 賠償 を 求め た )] 
之 正 LW 文 

ATO TELT] は 「 と 言っ て / と 考え て ] と いう 意味 で 
使わ れ て いる 。 例 : 「 会 社 の 金 を 使い 込ん だ と し て 会 社 が 社 
員 を 裁判 に 訴え た 」 


SLiL1SISEE 


4 


suo 

【51】 正解 2 

大 雨 で 市 民 が _ 被害 を 受け て いる の を よそ に 

x li £ AME HES ゴル フ を し て いた こと が 問題 
に な っ て いる 。 


It is being argued that the governor was playing golf on 
his trip when people were suffering damages from the 
heavy rain, 
不 顾 由 于 大 两 而 受害 的 市 民 ， 在 旅行 地 打 高 尔 夫 球 的 市 长 成 为 严重 的 
问题 。 
FES AO] MAB Wat Mies] FERA tat Alto] of ya] 
ofA ELE Bt AAEH Ao Lalas} AH. 
区 3 < を ょ そ に > 
O 「 を よそ に 」 の 前 に 名 詞 ま た は 【 X (動詞 / 形 容 詞 ・ 普 通 
J) +O ] が 来る 
ラ 「 被 害 を 受け て いる の BLE] 
②「 大 雨 で 市 民 が ] の 後に 動詞 が 来る 
> (RHEL) か 「 ゴ ルフ を し て いた |] の どちら か に な る 
=> [被 害 在 受 佬 大 」 が 合う 
大 雨 で 市 民 が _ 被害 を 受け て いる の を よそ に 

* こと が 問題 に た っ て いる 。 
③「 こ と ] OMT [MT] は 来 な い 。「 こ と ] の 前 に 来る の は 、 
動詞 / い 形容 詞 ・ 普 通 形 、 な 形容 詞 [一 な ]、 名 詞 [ 一 の ] 
= 「 ゴ ルフ を し て いた こと が 問題 に な っ て いる ] 
图 第 3 空白 に 「 市 長 が 旅先 で ] が 入る 人 き 正 し い 文 


【52】 正解 4 
10 年 に わた っ て 活躍 し た 大 S 選 手 が 
今季 を 限り に 引退 する こと に な っ た 。 


水 


良く < を 限り に > くに わた っ て > 


O [ROK] の 前 に 「~ を 」 が 来る 

> [今季 を 限り に ] 

© 「 わ た っ て 」 の 前 に 「~ (時 間 ズ 距離 ) に ]」 が 来る 
= [10 年 に わた っ て ] 


10 年 に わた っ て * 今季 を 
限り に 引退 する こと に な っ た 。 
③ 次 の どちら か に な る 。 

A : [10 年 に わた っ て 活躍 し た S 選 手 が 今季 を 


限り に 引退 する こと に な っ た ] 

B :「10 年 に わた っ て S 選 手 が 活躍 し た 今季 を 
限り に 引退 する こと に な っ た ] 

B の 下線 の 部 分 は 意味 が 通ら な いん が 正しい 。 


[53] 正解 1 
動物 の 一 生 は 、 少 し で も _ 多く の 
た め の 戦い で ある 。 


子孫 を 支 残 さ 


O RZAD] ORE [ED] が 来る 
> [REAM た め の ] 

© RIA (残す )」 の 前 に 「 て を ] が 来る 
> [FRE 残さ ん が た め の ] 
③「 多 く の ]| の 後に 名 詞 が 来る 
> [多 <《O 子孫 を 」 

=> [#<@ FRE 残さ ん が た め の ] 人 き 正 し い 文 
【54】 正解 4 

た ば こ 税 の 増税 が _ 喫煙 人 口 の 減少 に 

か ける の は 間違い な い だ ろう 。 

[た ば この 税金 が 上 が れ ば (た ば この 値段 が 上 
が る の で )、 た ば こ を 吸う 人 が ます ます 減る だ ろう ] 
ERDO > < に 拍車 を か ける > 

O 「~ の は 」 の 前 に 動詞 グ い 形容 詞 ・ 普 通 形 、 な 形容 詞 [~ 
な ]、 名 詞 [~ な ] が 来る 

> [Htt の は ] 

②「 拍 車 を か ける ] の 前 に 「 ご に 」 が 来る 
=> [W bir 拍車 を か ける の は ] 

© BEAD) の 後に 名 詞 が 来る 
> 
= 


拍車 を 


REAO web Iz | 
「 喫 煙 人 口 の 減少 に 
49) =IEL X 
A. [AHHEMUS) 一 「A が ます ます 進む 」 


拍車 を か ける の は 間違い な い 


【55】 正解 3 
こん な に _ 簡単 な 問題 を 
よう で は 合格 は 無理 だ 。 


解く の に KEGHTS 


RR -Z 


O [KS Cid] の 前 に 助詞 は 来 な い 。 こ こ で は 動詞 が 来る 
[EHTS よう で は 」 

© <] の 前 は 「 問 題 を | が 合う 

ラ 「 簡 単 な 問題 を 解く の に ] 

© 「 苦 労 す る 」 の 前 に 「~ に 」 が 来る 
> (MSO 苦労 する よう で は ] 
= [TARK 簡単 な 問題 を 解く の に 
は (合格 は 無理 だ )] SIE Lae 

人 な 「 て に 苦労 する 」 の 例 : [子育て に 苦労 し て いる 若い 親 が 
多い よう だ 」 「 私 は 英語 を 覚え る の に た い へ ん 苦労 し まし た 


[56] 正解 2 
学生 時 代 に も っ と 勉強 し て お け ば 
な が ら 後悔 し て いる 。 


苦労 する よう で 


支 よ か っ た と 


EN < THC> <i よかっ た > < な が ら > 
①「 お け ば (お く )」 の 前 に 「 こ て ]」 が 来る 
= [MALT お け ば ! 

学生 時 代 に も っ と 勉強 し て _ お け ば x 
ーー 後悔 し て いる 。 
②「 な が ら 」 の 前 は 「 今 さら 」 が 合う 
> [$35 な が ら 」 
③「 今 さら な が ら ] の 後に 動詞 が 来る 
> 1FX5 な が ら 後悔 し て いる ] 

学生 時 代 に も っ と 勉強 し て _ お け ば 

今さら な が ら 後悔 し て いる 。 
第 2 空白 に 「 よ か っ た と ] が 入る き 正 し い 文 
A 「~ と 後悔 する 」 O [E] は 、 後 ろ の 動詞 (後悔 す 
る ]) OWE ( 何 を どの よう に 後悔 し た か ) を 表す 引用 の 文 
(「 も っ と 勉強 し て お け ば よかっ た 」) の 最後 に つけ る 。 例 : 
① 「 学 生 時 代 の 不 勉強 を 後悔 し て いる 」 ②③「 学 生 時 代 に 勉 
強し な か っ た こと を 後悔 し て いる 」 ③「 学 生 時 代 に な ぜ も 
っ と 勉強 し な か っ た の だ ろう と 後悔 し て いる 」 


【57】 正解 4 

財産 が あれ ば 何 の 心配 も な い の か と 思っ て いた が 、 
金持ち な り に 大 貧乏 人 に は 
悩み が ある よう だ 。 

ERED <tr uic> 

D [62] の 前 に 「~ が 」 が 来る 
> [Kai ある よう だ |] 

@ 「 金 持ち 」 の 後に 直接 名 詞 ゃ 動詞 が 来る こと は な い が 、 


金持ち は 
わか ら な い 


「 な り に 」 は 名 詞 の 後に 直接 付く 
=> 「 金 持ち な り に ] 

財産 が あれ ば 何 の 心 配 も な い の か と 思っ て いた が 、 金 持ち 
は 金持ち _ な り に * 悩み が あ 


る よう だ 。 


「 わ か ら な い 」 の 前 は 「 (A) に は 」 が 合う 
=> [RAZAK わか ら な い ] 

图 第 2 空白 、 第 3 空白 に 「 貧 乏 人 に は わか ら な い 」 が 入 
る 正しい 文 

A 「 金 持ち は 金持ち な り に 悩み が ある 」 = 
と 、 お 金 が ある こと に よっ て 生じ る 悩み が ある 」 


「 お 金 が ある 


【58】 正解 1 

これ は 、 経 験 と 実績 が ある _ ベテラン 
XUT こなせ る 大 仕事 だ 。 

GBB <icut> 

①「 に し て 」 の 前 に 名 詞 が 来る 

> [73> RLT] 

②⑨「 経 験 と 実績 が ある 」 の 後に 名 詞 が 来る 

ラ 「 経 験 と 実績 が ある ベテラン ELT] 
これ は 、 経 験 と 実績 が ある ベテラン 

大 仕事 だ 。 

③「 は じ め て 」 の 後に 動詞 が 来る 

= [UDT こなせ る 」 

图 第 3 空白 、 第 4 空白 に 「 は じ め て 

SHEL 

人 な 、「 て に し て は じ め て で きる ] = 

プー だ けが で きる ] 

「 ノ ー ベ ル 党 は 彼 の よう な 超一流 の 学者 に し て は じ め て 

受け られ る 賞 だ ] 


に し て 


に し て 


こなせ る 」 が 入る 


「 て で な けれ ば で き な い 


【59】 正解 3 
事故 で 両親 を に くし た 女の子 は ショ ッ ク の 大 あま り に 
Oe きか な く な っ て し まっ た 。 
aon RAR 
あま り ] の 前 に 、 動 詞 ・ 普 通 形 、 名 詞 [この ] が 来る 
ショ ッ ク の あま り に 」 
HE) の 後に 動詞 が 来る 
口 を きか な く な っ て 
し まっ た 」 の 前 に 「~ て 」 が 来る 
Oe きか な く な っ て し まっ た ] 
事故 で 両親 を 亡くし た 女の子 は * 
oe きか な く な っ て し まっ た 。 
⑧「 シ ョ ッ ク の あま り に ] が 第 1 空白 、 第 2 空白 に 入る 
人 き 正 し い 文 
AO [H##<! = 話す 例 : 
ロ を きか な い ] 
〇 「 シ ョ ッ ク の あま り に 」 (「 に ] は 原因 を 表す ) = [Z a 
ッ ク の あま り プ ショ ッ ク が 大 きか っ た の で 


° 


tolled 


「 あ の 人 は 静か で 、 あ まり 


[60] 正解 4 

これ か ら 始 まる 仕事 に は か な り の 困難 が 予想 され ます が 、 
みな さん の EBL 実績 を も っ て す 

れ ば 、 成 功 は まち が いあ り ま せん 。 

EEE < を も っ て すれ ば > 

①「 も っ て すれ ば 」 の 前 に 「 て を ] が 来る 

> [KA bo TT] 

@ [.J 只 前 三 [~i] が 合う 

ラ 「 実 績 を も っ て すれ ば 、 成 功 は まち が いあ り ま せん ] 

x 実績 を ” も っ て すれ ば 、 

成功 は まち が いあ り ま せん 。 

③「 み な さん の 」 の 後に 名 詞 が 来る 

> [ARAD 経験 と ] 

④「 み な さん の 経験 と ] が 第 1 空白 、 第 2 空白 に 入る 

正しい 文 


第 13 回 | 
【61】 正解 3 
いか に も _ 親切 そう な 女性 が KARA 投資 
の 話 を する も の だ か ら 、 私 は すっ か り だ まさ れ て し 
まっ た 。 
FEE < いか に も ~ そ う > < も の だ か ら > 
①「 い か に も ] の 後 は 「 こ そう 」 が 合う 
> [omi 親切 そう な 女性 が 」 
いか に も _ 親切 そう な 女性 が * 

、 私 は すっ か り だ まさ れ て し まっ た 。 
②「 も の だ か ら 」 の 前 に 、 動 詞 プ い 形 容 詞 ・ 普 通 形 、 な 形容 
詞 [ こ な ]、 名 詞 [てこ な] が 来る 
ラ 「 投 資 の 話 を する も の だ か ら ] 
③「 言 葉 巧み に 」 の 後に 動詞 が 来る 
言葉 巧み に 投資 の 話 を する も の だ か ら ] 

人 第 2 空白 、 第 3 空白 、 第 4 空白 が 決ま る 人 正しい 文 

A 言葉 巧み に ]」 一 人 を だ まし た り 、 悪 いこ と に 誘っ た り 
する と き 、 う まい 言葉 で 話す 様子 例 :「 彼 は 彼女 を 言葉 巧 
み に 誘っ て 、 不 良 グ ルー プ に 入れ よう と し た ] 


[62] 正解 3 
引越 し が 終わ る と 、 荷物 の 片付け も 大 そこ そ 
町 の 探検 に 出かけ た 。 


EE e そこ そこ に > 

①「 そ こそ こ に 」 の 前 に 「 て も ] が 来る 

人 き 「 片 付け も そこ そこ に ]」 

「 出 か けた 」 の 前 は 「~ ヘ ペグ に 」 が 来る 

人 き 「 町 の 探検 に 出かけ た ] 
引越 し が 終わ る と 、 * 
町 の 探検 に 出かけ た 。 


③「 荷 物 の ] の 後に 名 詞 が 来る 三次 の どちら か に な る 

A [imo 片付け も そこ そこ に 」 

B「 荷 物 の 町 の 探検 に 出かけ た ] 
B は 意味 が 通ら な いき A が いい 全 第 1 空白 、 第 2 空白 、 第 
3 空白 が 決ま る 人 正しい 文 
A 「a も そこ そこ に 」 =「A を 全部 し な いで 完全 に し 
な いで 」「A が すっ か り 終 わら な いう ち に 」 


[63] 正解 4 
交通 量 の 多い 道路 に 突然 子ども が 飛び 出し 、 あわ や 
人 身 事 故に ksa と ころ だ っ た 。 
国 < こ あわ や て と ころ だ っ た > 
①「 あ わ や ] が ある の で 、 こ の 文 は まだ 起こ っ て いな いこ と 


を 表す 

=> [ECA だ っ た 」 が 合う 

②③「 と ころ Kok) の 前 に 動詞 が 来る 

> [#2 と ころ だ っ た ] 

© [A] の 前 は 「 て に 」 が 合う 

き 「 人 身 事 故に な る と ころ だ っ た ] 
交通 量 の 多い 道路 に 突然 子ども が 飛び 出し 、 
人 身 事故 に 去 な る ES al 

④「 あ わ や ] が 第 1 空白 に 入る 人 き 正 し い 文 

A 「 ぁ あわ ゃ 」 =「 も う 少 し で 危な か っ た けれ ど ン あや うく 」 
切 「 台 風 に よる 大 雨 で 川 が 増水 し た 。 あ わ や 洪水 に な る と 
いう と ころ で 、 雨 が 止ん で よかっ た ] 


【64】 正解 2 

犯罪 を 繰り 返す 彼 に _ 更正 の 余地 は 
と いう 判断 が くだ され た 。 

EEE < 殺 地 は な い ぃ > 

O [Rib] Dk anl が 合う 

> [Riti な い ] 

© [EEN] の 後に 名 詞 が 来る 次 の どちら か に な る 
A [EEO 余地 は な い ] 

B「 更 生 の 判断 が くだ され た 」 

B は 意味 が 通ら な いっ A が いい 


去 な い 


© (EWS) の 前 に 助詞 は 来 な い の で 「 彼 に と いう 」 は 正 
し く な い 

> [HED 余地 は な い と いう 判断 が くだ され た ]」 
SEL 


A 「~ の / す る 余地 は な い 」 = [AT ) だ け の 余裕 は 
な い ど へ ( する ) 可能 性 は な い 」 

あの 人 が 善意 で 行動 し て いる こと に 疑い の 余地 は な い ] 
「 あ た り ま え の こ と で すか ら 、 議 論 の 余地 は あり ませ ん 」 


RE-Z 


[65] 正解 1 


RO_FROBH 云い か ん で は 大 学 進 学 の 
可能 性 が な い も の で も な い 


限 杭 き < な いも の で も な い > こい か ん で は > 

①「 も の で も な い ] の 前 に 「 こ ない] が 来る 

ラ 「 可 能 性 が な い も の で も な い ] 

@「 大 学 進学 の ] の 後に 名 詞 が 来る 

> [KEO 可能 性 が な い も の で も な い ] 
彼 の * 大 学 進学 の 

な い も の で も な い 。 

© PATH] の 前 に 名 詞 が 来る 

人 き [今後 の 努力 いか ん で は 」 が 第 1 空白 、 第 2 空白 に 入る 

人 き 正 し い 文 

A 「 な いも の で も な い 」 = [62] 「 可 能 性 は 低い が あ 

る 」 と いう こと を 表す 。「 あ る 」 と は っ きり 言わ な い 、 あ い 

まい な 言い 方 。 

“not that there is no (possibility)” = “there is 


可能 性 が 


(possibility)”. It means “there is possibility although 
slim”. A vague expression to avoid saying “there IS” 
explicitly. 

[gue tO TER (并 不 是 没有 ) =「 あ る 」( 有 ) 表示 虽然 可 
能 性 低 ， 但 还 是 有 的 。 不 直接 说 “有 "， 是 比 畏 暧昧 的 说 法 。 
"ROEOT ER (MERE olduk), = HS (Ub), 7 可 能 
性 は 低い が ある (Fade AAt A) ee So) epa. 
"HS (AF) 寺 卫 MBS] AANA de Ne BF 


#48 

[66] 正解 2 

店 員 は 最後 の 客 の 前 で 、 早く 帰れ と kb, 
ば か り に テー ブル の 上 を 片づけ 始め た 。 

Cea 

ERED < 人 it 加 UL > 

O [ADA] の 後に [i£ D Iz | が 来る 

> 「 言 わん ば か り に ]」 

②「 言 わん (言う )」 の 前 に 「~ と 」 が 来る 

> [Mink 言わ ん ば か り に ] 

@ [m <] の 後に 動詞 が 来る 

ララ 「 早 く 帰れ と 言わ ん ば か り に 」 正しい 文 

人 な 「 こ ん ば か り に 」 =O 「~ よ うに 」 @ [= (し ) そ うに 」 

「 こ ん ] [動詞 ・ な い 形 ん ] 

DO [ 父 は 、 そ の 話 は 開き た く な いと 言わ ん ば か り に 横 を 

向い た 。」 

②「 強 風 で 本 が 倒れ ん ば か り に 激しく 揺れ て いる ] 


【67】 正解 1 

仕事 が 忙し く て 、 ここ agm 
寝 て いな い 状態 が 続い て いる 。 

(aa 
EEEB< 二 = 上 + 期 间 > < ろく に へ ~ な い > 
Q) [= =) の 後に 期間 を 表す 語 が 続く 

数 週間 ] 

@ [2 < z] の 後に [動詞 ・ な い 形 ] が 来る 
ララ 「 ろ くに 寝 て いな い 」 

③「 状 態 」 の 前 に 動詞 プ い 形容 詞 ・ 普 通 形 、 な 形容 詞 [ 
な ]、 名 詞 [一 の ] が 来る 


ろく に 


= [es 


= [ASK 寝 て いな い 状態 が ……] 
—* ろく に 寝 て いな い 状態 

が 続い て いる 。 

⑧「 こ こ 数 週間 ] が 第 1 空白 、 第 2 空白 に 入る き 正 し い 文 


が 、「 ろ くに て な い ] =「 十 分 に プ ち ゃ ん と ~ し ) な い 」 
切 「 知 婚 し て も 、 ろ くに 家事 を し な い 困っ た 主婦 が 増え て 
いる と いう ] 


【68】 正解 3 
年 老い た 母 が 田舎 で 一 人 暮らし を 
大 さぞ 心細い だ ろう 。 
ERED < の は > < さぞ ~ だ ろう > 
D [だ ろう (= だ )」 の 前 に 動詞 形容 詞 名 詞 ・ 普 通 形 が 
来る 
[心細い だ ろう 」 
@ 「 す る 」 の 前 に 「~ を 」 が 来る 
「 一 人 暮らし を する ] 
③「 年 者 いた 母 が 田舎 で ] の 後 は 「 一 人 暮らし を する ] が 
合う 
年 老い た 母 が 田舎 で 一 人 暮らし を 
* 心細い だ ろう 。 
图 第 3 空白 に 「 さ ぞ 」 が 入る 人 き 正 し い 文 
A 「 さ ぞ / ノ さぞ か し 」 = 「 き っ と と て も (~ だ ろう )」 
四 「 カ ナダ の 森 の 紅葉 は さぞ 美しい こと だ ろう 」 
「 あ な た が 帰っ て きた こと を 知っ た ら 、 彼 は さぞ か し 喜ぶ で 
し ょ う 」 


する の は 


する の は 


【69】 正解 4 

彼女 が その 手紙 を _ 読み 終え る wD 破り 
捨て た の を 見 て 、 私 は それ が 悪い 知ら せ だ と 思っ た 。 
EEE < a2. > 

①「 が 早い か ] の 前 に 動詞 ・ 辞 書 形 が 来る 

> [HAKAA が 早い か ] 

②「 読 み 終え る ] の 前 に 「~ を 」 が 来る 

> [FRE 読み 終え る が 早い か ] 

③「 て が 早い か ] の 後に 動作 (動詞 ) が 来る 


> [FRE 読み 終え る が 早い か 
@ TAT) の 前 に 「 て を] が 来る 

= [p HT) 

「( そ の 手紙 を ) 読み 終え る が 早い か 
の を (見 て )」 = 正しい 文 

À 「A が 早い か 」 = 「A し た 後 、 す ぐに ] 


破り 捨て た 


破り 捨て た 


[70] 正解 2 

市 長 の も と に は _1 日 に 
メー ル が 届く そう だ 。 

ERED < 数量 + 办 已 D> 

①「 届 く 」 の 前 に 「~ が ] 

き 「 メ ー ル が 届く ] 

© MSO] の 前 に 数 や 量 を 表す 言葉 が 来る 

= [100i か ら の ] 

图 [100i か ら の ] の 後に 名 詞 が 来る 。 [一通 ] は メー ル 

の 数 を 表す の で 、 意 味 的 に も 「 メ ー ル ] が 合う 


が 来る 


= [100i か ら の メー ル が 届く ] 
* 100 iff か ら の メー ル が Jë 


を うだ 。 

图 第 1 空白 に は 「1 Biz] が 入る 人 き 正 し い 文 

AO [(100 ñ) か ら の 」 =「(100 通 ) AEO] gn] と 
いう 意味 を 含む ) 

の 「~ 通 」 は 、 手 紙 、 は が き 、 メ ー ル 、 書 類 な ど を 数 える 言 
葉 


第 15 回 

【71】 正解 4 

これ か ら 友 人 を 駅 まで _ 送り 
を _ し て こよ う と 思い ます 。 
ERED <#TS>< ( よ ) うと 思う > 

O [AMTS] の 前 に 動詞 ・ ま す 形 、 名 詞 が 来る 

> TED が て ら ] 

⑧「 し て こよ う 」(「 す る + て くる 」 の 意向 形 ) の 前 に 「~ 
を 」 が 来る 

ラ 「 買 い 物 を し て こよ う ] 

③「 が て ら 」 の 後に 動作 (動詞 ) が 来る 

> TRO が て ら 買い 物 を し て こよ う 」 

④「 と 思う ] の 前 は 「~ (k) 3] (動詞 ・ 意 向 形 ) が 合う 
っ 「( 友 人 を 駅 まで ) 送り が て ら 買い 物 を し て こよ う ] 
之 正 LW 文 

A [AACSB ニー「A を する 機会 いっしょ に B も する ] 


が て ら KM 


【72】 正解 1 


新人 で す の で 、 慣れ ぬ ご と と て we CURRED 
ける か も し れ ま せん が 、 ど う ぞ よろ し く お 願 いい た 
し ます 。 

EA c r> 

G [=c cec]oñiz. ME vy. (bj e+ 
A) g [~D] が 来る 

> [iit こと と て 」 

⑧「 こ と と て 」 の 前 に 理由 、 後 に 結果 が 来る 

= [Mna こと と て ご 迷惑 を か ける ] 

③「 か も し れ な い ] の 前 に 動詞 形容 詞 名 詞 ・ 普 通 形 が 来る 
人 き 「 ご 迷惑 を か ける か も し れ ま せん 」 

= [Mha こと と て CHRREDIS か も し れ ま せん 」 
=L GX 


AO [tina =「 慣 れ な い ] 動詞 の 「~ ぬ 」 の 形 は 
「 こ て ない] の 古い 形 で 、 改 まっ た 表現 に 使わ れる 。 
の 「 慣 れ ぬ こと と て 」 =「 人 慣れ な い の で ] 


【73】 正解 1 
お まえ の _ ご と き 支 初心 者 に 負け る よう 
な 私 で は な い 。 必 ず 勝 つ 。 


①「 ご と き 」 の 前 に 名 詞 [~] また は 名 詞 [この ] が 来る 

> [BEAD ご と き ] 

②「 て ごとき] の 後に 名 詞 が 来る 

> [BEO ご と き 初心 者 に ] 

③「 負 ける 」 の 前 に 「 て に ] が 来る 

= Mowe 負け る ] 
お まえ の _ ご と き 

私 で は な い 。 

图 第 4 空白 に 「 よ うな 」 が 入る 人 き 正しい 文 

AO 「 お 前 の ご と き 初 心 者 ] = ニ 「 初 心 者 の お まえ ] 

O 「 初 心 者 に 負け る よう な 私 で は な い ] ニ 「 初 心 者 に 負け る 
よう な 弱い 私 で は な い ] 


支 初心 者 に 負け る 


【74】 正解 4 

町 長 た る 者 町 民 が AUNT 
生活 が 送れ る よう に 配慮 し な けれ ば な ら な い 。 
「 町 長 と いう 立場 な の だ か ら 、 人 々 が 豊か で 安 
全 な 生活 が で きる よう に 心 を 配ら な けれ ば な ら な い ] 


全 な 


[=] 
EEED < る > 
加 「 た る 」 の 前 に 立場 を 表す 名 詞 が 来る 
=> [MR た る 者 ] 
町 長 た る 者 生活 が 


送れ る よう に 配慮 し な けれ ば な ら な い 。 
②「 生 活 が 送れ る ] の 前 に 、A「 安 全 な ] また は B 「 豊 か 
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S-Z 


T) が 来る き 3 つの 空白 は 次 の どれ か に な る 。 

A「 安 全 な 生活 が 送れ る よう に 」 
= A-1 (ME た る 者 豊か で MRA 安全 な 生活 が 送 
れる よう に | 

A-2「 町 長 た る 者 町 民 が 豊か で 安全 な 生活 が 送 
れる よう に 」 

B [BDT 生活 が 送れ る よう に 」 
=B-1 [MR た る 者 町 民 が 安全 な 豊か で 生活 が 送 
れる よう に ] 

B-2「 町 長 た る 者 安全 な 町 民 が 豊か で 生活 が 送 
れる よう に 」 
下線 部 分 は 適当 で は な いき A -2 が いい 
A SARS! = 「A と いう 立場 に ある 」 


【75】 正解 4 

一 国 D_ 首相 と も な れ ば KAA な し で 
働く こと に な る だ ろう 。 

「 一 つの 国 の 首相 と いう 立場 に な っ た ら 、 休 み 
を と ら な いで 働く こと に な る だ ろう ] 

ERD < と も な れ ば > < な し で > 

①「 一 国 の 」 の 後に 名 詞 が 来る 全 次 の どちら か に な る 


B「 一 国 の 休み 」 
②「 と も な れ ば ] の 前 に 名 詞 が 来る 次 の どちら か に な る 三 
第 2 空白 は 「 と も な れ ば | が 入る 

A「 一 国 の 首相 と も な れ ば ] 

B「 一 国 の 休み と も な れ ば ] 
③「 働 く 」 の 前 に 名 詞 は 来 な い 


= [ALT 働く 」 
A: 一 国 の _ 首相 と も な れ ば * 
な し で 働く こと に な る だ ろう 。 
Bi 一 国 の 休み と も な れ ば * 


な し で 働く こと に な る だ ろう 。 
@ [BUT の 前 に 名 詞 が 来る 。 

A [th な し で ] 

B [首相 な し で 」 

A : 「( 一 国 の ) 首相 と も な れ ば 休み な し で (働く 
こと に な る だ ろう 。)」 

B :「( 一 国 の ) 休み と も な れ ば 首相 な し で (働く 
こと に な る だ ろう 。)] 
B は 下線 の 意味 が 通ら な いき A が 正しい 文 
AO [A と も な れ ば B| = [A の 立場 に な っ た ら 、B し な 
けれ ば な ら な い ] 
° [A な し で ] = [A が な い 状 況 で ] 
四 「 こ の ビル は 地下 道 に つなが っ て いる の で 、 雨 が 降っ て 
も か さ な し で 駅 まで 行け る ] 


営業 成績 の よい セー ルス マン に は 、 話 すこ と より も 聞く こと 
が 上 手 な 人 が 多い そう だ 。 自 分 は し ゃ べら な いで 、 客 の 話 を 
よく 聞け ば 、 客 の 好意 と 信頼 を 得る こと が で きる 。 商 品 を 売 
る に は 「 聞 き 上 手 ]」 で な けれ ば な ら な い 。 

It is said that many of the salesmen who do well in 
performance are good at listening rather than speaking. 
If they do not talk much themselves but listen to their 
customers well, they can get their customers’ favor and 
trust. You have to be a “good listener” to get to sell 


merchandise. 
营业 成 绩 好 的 推销 员 ， 说 他 们 能 说 会 道 ， 倒 不 如 说 他 们 大 都 是 善于 听 


别人 讲话 的 人 。 自 己 不 讲话 ， 认 真 地 听 顾 客 讲话 ， 能 得 到 顾客 的 信赖 
和 好 感 。 为 了 出 售 商品 ， 你 必须 是 个 善于 听话 的 能 手 。 

BAIA SS 492 Solis, Welwchs ENE Bake 外 
Ho) Weal Meh. ale wet] Ga SYS 71S BOM 去 
dS] SSS AS) US EAH. AHS BW] MAA NE 合 
Et ARR Ol oopa etch, 


1] [WE SOn END, Sgn EF] = [ 客 
に うま く 対 応 で きる か どう か で 成績 が 決ま る セー ルス マン だ 
か ら 、 き っ と 話 が と て も 上 手 だ ろう ] 

る 「~ (人 ) の こと だ か ら 」 = 「~ (人 ) は いつ も て だ か ら 」 
「 ま じ め な 彼女 の こと だ か ら 、 約 束 は 破 ら な い は ず だ ] 
2] A「…… 話 が 上 手 ど ろう] 「 と ころ が 、 意外 な こと に 、B]: 
B に は A と 反対 の こと が 来る き 「 話 し 上 手 で ある より 、 聞 き 
EFI 
3] (HSIZES< OM = 『 非 常に た くさ ん の ] 

を 「~ ほ ど 」 = [非常 に ] 「~」 は 、 程 度 が 高い こと を 表す 例え 。 
切 「 妊 は 、 死 ぬ ほ ど 辛 い 経験 を し た こと が あり ます か ] 

「 合 格 通知 を も ら っ て 、 泣 き を い ほ どう れ し か っ た ] 

4]「 そ うな れ ば 、 商 品 の セー ルス は 半ば 成功 し た よう な も の だ 
=「 順 客 の 好意 と 信頼 を 得 れ ば 、 商 品 の セー ルス は 成功 に 近 
づい て いる | 

半ば ] は 、「 ち ょ うど 半分 」 で は な く 、「 半 分 以上 ] の 意味 。 
る を 「~ (U) た よう な も の だ | = 「( ま だ し て いな い が ) — (L) 
た の に 近い ] 

四 [資料 は 集め て ある 。 君 が 書い て くれ た 報告 書 も 使え る し 、 
レポ ー ト は も う 書 き 上 が っ た よう な も の だ | 

5]「 つ まり 、( ) こそ 、 成 功 へ の 秘訣 だ ……」 :「 つ まり ] OR, 
成功 の 秘訣 が 何かと いう 結論 を 言う 。 こ の 文章 の ボイン ト (= 
聞き 上 手 で ある こと ) が 空白 に 入る 。 


正解 [1] 2 [2] 2 [s] 4 [4] 3 [5] 3 
国 


経済 的 に 余裕 が ある な ら ば 、 子 ども の 教育 に 金 を か ける の が い 
い 。 そ れ は 子ども の 将来 の た め だ 。 親 が 子ども に 最大 限 の こと 
を し て や れ ば 、 子 ども も が ん ば る 。 お 金 は 後 か ら で も 働い て 得 
られ る が 、 子 ども の 教育 は 後 か ら や り 直す こと が で き な い 。 
If you are financially comfortable, you should invest 
money in your children’s education. It’s good for the 
children’s future. If parents do their best for their children, 
the children will do their best also. You can make money 
later by working, but you cannot give education to your 
children later. 

WREST Lic RMT, (rik FRB LIE BUCS OY. MEA 
了 孩子 的 未 来 。 如 果 父母 对 孩子 尽 最 大 的 努力 ， 孩 子 也 会 很 努力 。 钱 
以 后 可 以 靠 劳动 挣 来 但是， 孩子 的 教育 以 后 再 重 来 就 不 可 能 了 。 
BANOS ARA AFA, AA WH ES Bolt: Ao) Srp. ユ 
AS AGS) BS AAA. I} fo] olf A] FH eS] WS ai] 
Fe opo saet, Ee yg Meta AS + Wale ele] 
BSE 4S) g @ + Ue. 

Le | 

D] 「 子 ども の 将来 の た め と あれ ば | = 子ども の 将来 の た め な ら 
@ 「~ と あぁ あれ ば 」 = 「~ な ら ( ど ん な こと で も する )」 

四 「 親 友 の た め と あれ ば 、 で きる だ け の こと は し よう ] 

「 会 社 の 命令 と あれ ば 、 や ら な いわ け に は いか な い ] 

「 投 資 だ と 考え れ ば 、 自 分 自身 も 納得 で きる は ず で す | = [ty 
資 だ と 考え れ ば 、 親 自身 も これ で いい と 思え る に ちがい な い | 
[納得 で きる ] = これ で いい と 認め る 

3] 「 自 分 を 信じ て 投資 し て くれ た の だ と 思え ば こそ 」 = [A 
分 を 信じ て 投資 し て くれ た の だ と 思う か ら こ そ 、 ま すま す ] 
る 「~ ば こそ 」 = 「~ か ら こ そ 」 理由 を 強調 する 。 

O 「 君 の 将来 を 思え ば こそ 、 う る さい 説 救 を する ん だ よ 」 

「 私 が が ん ば っ て 働け る の は 、 家 族 の 協力 が あれ ば こそ で す ] 
[4] 「 何 も の に も 代え 難い 心 の 支え に な る 」 一 貴重 な 、 特 別 な 
心 の 支え に な る 

る 「 何 も の に も 代え 難い 」 = 「 他 の も の で 代え る こと が で き 
な い / ノ 貴重 な 」 

O 「 失 敗 は 必ず し も 悪い ら こ と で は な い 。 失 敗 が 何 も の に も 代 
え 難 い 教 記 に な る こと も ある ] 


To fail in something is not necessarily a bad thing. Failures 
could become precious lessons you cannot exchange for 
anything. 

失败 不 一 定 就 是 坏事 。 失 败 有 时 会 成 为 无 法 用 别 的 东西 替代 的 教训 。 


3 |= WES AL Uap he ech, 4137; 早紀 天正 ië + 98 n£ 
ol £ 245 Wee 

国 「( ) と 後 か ら 後 悔し て も 」 : ( 
入る 。 

る 「~ ば よかっ た 」 = 「 て し な か っ た の は よく な か っ た ] 

急 「 学 生 時 代 に も っ と 勉強 すれ ば よかっ た ] 

「 準 備 不足 だ っ た の が 残念 だ 。 ち ゃ ん と 準備 を し て お け ば よ 


加 | 


) に は 後悔 の 言葉 が 


か っ た ] 
© 「 て と 後悔 し て も ] : こ の 「 と | は 、 後 ろ の 動詞 (「 後 悔 する ]) 
ONE ( 何 を どの よう に 後悔 し た か ) を 表す 引用 の 文 (「 も っ 
と 出資 を し て や れ ば よかっ た 」) の 最後 に つけ る 。 

DO [準備 不足 を 後悔 し た ] 

⑧「 十 分 に 準備 し な か っ た こと を 後悔 し た ] 

③「 な ぜ も っ と ちゃ ん と 準備 し な か っ た の だ ろう と 後悔 し た ] 
(BUH C+ E) 


正解 [1] 3 [2] 4 [s] 2 [4] 1 
L 


「 ワ ー ク シェ アリ ング ]」 と は 仕事 を みん な に 分 ける こと で ある 。 
例え ば パー ト タ イ ム な ら 、 一 人 が 働く 時 間 は 減っ て も 、 仕 事 
に つく 人 を 増やす こと が で きる 。 ま だ まだ 問題 点 が 多い が 、 
不況 の 中 で 雇用 を 増やす 試み と し て 、 も っ と この 制度 が 改善 
され 進め られ る べき だ ろう 。 

“Work sharing” means to share work with everyone. For 
example, in case of part-timers, even if one person’s 
working hours are cut down, the number of workers can 
be increased. There are still a lot of problems, but as an 
experiment to increase employment in this bad economy, 
this system would need to be further improved and carried 
out more. 

“分 享 工作 ”是 指 把 工作 分 给 大 家 。 比如 临时 工 ， 即 使 一 个 人 的 工作 时 
间 减 少 ， 也 会 有 更 多 的 人 能 参加 工作 。 虽 然 还 有 很 多 问题 ， 作 为 在 不 
景气 下 增加 就 业 机 会 的 尝试， 要 进一步 改善 和 改进 这 一 制度 。 

FL 43, OR US FAA Hë Aoh. |S Go} a 
EAA AP 就 外 对 o] Wee Ate Balu as se AHS = 
AF Ut. oe LADS Bale, SY 村 可 对 TES 菅 可 2| 91 
HAERA 香 可 o] At MSO} asook $: Roet, 
O 

1] を [~ (意向 形 ) +EFS) = 「 て する こと を 始め る ] 
O 「 曲 が 港 を 出 よ うと し た と き 、 突 然 嵐 が 来 た ] 

「 拘 東 時 間 の 長 さゆ え に 、 働 きた く て も 働け な か っ た ] = 「 拘 
東 時 間 が 長い の で 、 働 け な か っ た ] 

る 「~ ゆ え に 」 ニ 「 て か ら (理由 )」 

O 食し さゆ え に 学 校 に 行け な い 子 ども が 世界 に は た くさ ん 
いる ] 

3] 「 ま だ まだ 解決 し な けれ ば な ら な い 問 題 が 多い 」 : この 文 
の 前 の 部 分 で 言っ て いる こと (A) は 、 ワ ー ク シェ アリ ング の 
よい 点 。 こ の 文 で 言っ て いる こと (B) は よく な いこ と 

き A と B の 間 に あ る 空白 に 入る 言葉 は 「 し か し ] の 意味 を 持 
つ 言 葉 。 

る を 「 し か し な が ら 」 = [LAL] (LAL) より 硬い 言い 方 ) 
軌 「 彼 は 一 生 働き 続け た 。 し か し な が ら 、 死 上 ぬ ま で 貧し いま 
まで あっ た 」 

4| 「 パ ー ト タイ ム 社 員 の 待遇 が 改善 され な いか ぎり 」 = [从 一 
ト タ イ ム 社 員 の 待遇 が 改善 され な いと ] 

@ 「~ な いか ぎり 」 = 「~ な いと 」「~ な けれ ば ]」 


m 


O 練習 し な いか ぎり 、 上 手 に は な り ま せん ] 

[5] 「 新 た な 雇用 を 生み 出す た め の 選 択 肢 と し て 、『 ワ ー ク シェ 
アリ ング 』 に は いっ そう の 検討 が 行わ れる べき で あろ う | ニ [ 新 
し い 雇 用 を 作る た め の 1 つの 試み と し て 、 ワ ー ク シェ アリ ン 
グ の 制度 を も っ と 検討 し な けれ ば な ら な い だ ろ う | 


BB 


「 イ ケ メ ン 」 と いう の は 容姿 が いい 男 の 人 を いう 。 少 し 前 まで 
使わ れ て いた 「 ハ ン サ ム 」 と の 違い は 、 あ まり は っ きり し て 
いな い 。 人 に よっ て 、 そ れ ぞ れ に 使い 分 け て いる よう だ 。 容 
姿 が いい 男性 を 指す 言葉 が いく つも 生ま れる の に 、 き れい な 
女性 を 指す 言葉 が あま り 生ま れ て こない の は 変 だ 。 


“Ikemen” means a good looking man, The difference from 
“Hansamu” which used to be used till a little while ago 
is not very clear. It seems like these words are used for 
different nuances by different people. It is strange that 
when a number of words to refer to good looking men 
are newly created, very few are created to refer to pretty 
women. 

(ATRL SRA LN GUE AS SARA MEI NAP LS 


“英俊 ”没有 明显 的 区 别 。 根 据 使 用 者 的 不 同 ， 好 像 各 有 各 的 用 法 。 虽 
然 指 容 稻 好 的 男子 的 新 词语 诞生 了 好 几 个 ， 指 美丽 女性 的 词语 却 没有 
怎么 诞生 ， 这 实在 是 一 件 奇怪 的 事 - 

「 イ ケ メ ン 」』 18 号 中 让 SS PAS An] ee}. 2211 AF835191 
RA Cyr Ay YA AoE LGA Myst] etch. 外 如 可 me} 
オオ 時 9 人 号 计 卫 We 2 Ach. 8.27 $2 YS UAE 
We od JAE, që ge UUE Yo wz Wiz) de 2 
è daat. 

[e] 

Dl EKEk Eita] = ERER] 

る 「 耳 に する 」 = 「 聞 く グ 聞こ える 」 

切 「 最 近 よく 耳 に する あの メロ ディ ー は 何 の 獣 だ ろう 」 

* 「 目 に する 」 ー「 見 る 見 える ] 

「 こ れ は すなわち 、…… 言葉 で ] : 「 こ れ 」 = [4 y X>] 
この 文 は 「 イ ケ メ ン 」 と いう 言葉 の 意味 を 説明 し て いる 。 別 
の 言葉 で 言い 換え て 説明 する と き に 「 す な わ ち 」 を 使う 。 

四 「 こ の レポ ー ト は 、 文化 を 、 言 語 す な わ ち 人 間 の コミ ュ ニ 
ケー ショ ン 手 段 か ら 論 じ て い る ] 

This report discusses culture through language, which is 
the means of human communication. 

这 篇 报告 从 言语 -- 即 人 类 交流 的 工具 的 角度 来 论述 文化 。 

9] 2] SHE Mol | slats) Aare alo) q+ sto ate =k 
x= Qu 

[3] 新しい 言葉 「 イ ケ メ ン ] が 古い 言葉 「 ハ ン サ ム ] や [ 二 枚 
HJ に 取っ て 代わ ろう と し て いる = 「 ハ ン サ ム 」 や [ZHE] 
が 「 イ ケ メ ン ] に 取っ て 代わ られ よう と し て いる 。 

る 「 取 っ て 代わ る 」 = 「 あ る 位置 を 占め て いた も の に 代わ っ て 、 
( 別 の も の が ) その 位置 を 占め る 」 

D 「 パ ソコ ン が 紙 と ペン に 取っ て 代わ っ た ] = 「 紙 と ペン は 


= 


パソ コン に 取っ て 代わ られ た | 

を 「~ (意向 形 ) + と する / グ し て いる 」 = 「 こ れ か ら ~ (し ) 
始め る 」 

略 「 ハ イブ リッ ドカ ー や 電気 自動 車 が 作ら れる よう に な っ た 。 
自動 車 は 今 大 きく 変わ ろう と し て いる ] 

4] 「 明 確 な 基準 は な く 、 そ の 人 な り の 解釈 で | = (言葉 の 使 
い 分 け の 基準 は ) は っ きり 決ま っ て いな い 。 そ の 人 その 人 の 
自分 の 基準 で 考え て 

$ 「 こ な り ] =「( 完 全 で は な い が ) ~ に 合っ た や り 方 」 

O 「 小 さい 子 に 人 悩み な ん て な い だ ろ うと 思う か も し れ な いけ 
れ ど 、 子 ども は 子ども な り に 悩み を 持っ て いる の で す ] 

「 い いか どう か わか り ま せん が 、 私 な り の 考え で この 企画 を 
作っ て み ま し た ] 

5] $「 そ れ に し て も 」 = 「 そ れ は 認め る が 、 し か し ] 

切 「 東 京 は 日 本 の 首都 だ か ら 、 人 も 物 も 全国 か ら 集まっ て く 
る の は 当然 で す 。 そ れ に し て も 、 今 の 東京 に は 、 あ れ も こ れ 
も 集中 し すぎ て いる と 思い ませ ん か 」 


D] 4 [2] 2 [s] 3 [4] 3 [s] 4 


最近 、 ス ギ だ け で な く 、 ス ギ と 他 の 植物 に 対す る アレ ルギー 
を も つ 「 多 重 花粉 症 ]」 の 人 が 増え て いる 。 そ の 原因 は 、 和 花粉 
症 を 治療 し な いで 放っ て お く こ と で ある 。 花 粉 症 は 、 日 ご ろ 
か ら 気 を つけ れ ば 予防 する こと も で きる 。 


There are more people who suffer from “multiple pollen 
allergies” that include cedar and other plants. The cause of 
this is that one does not treat his/her pollen allergy and do 
nothing. Pollen allergy could be prevented if one always 
takes caution. 

最 近 ， 不 只 是 对 杉 树 过 人 敏 ， 对 杉 树 和 别 的 植物 过 敏 的 “多 重 花粉 症 ” 


的 患者 在 增加 。 原因 是 对 花粉 症 不 治疗 ,放手 不 管 , 如 果 平 时 注意 的 话 ， 
花粉 症 是 能 预防 的 。 

AS AHP MRO} pye Ag CHE A] el] qjala qha = 7l 
SUS Mole GEE (cS PY ) apt EFH AG. 
IALL NSS alas] Gv Yala 時 | 可 正 | 中. Bese 
Ba: FSA MWR FE Wet. 

四 

加 [ 芭 放 花粉 办 时 期 万 雪人 区 此 此 末 与 扣 . DORNO] = [Z 
ギ 花 粉 の 時 期 だ け で な く 、 ほ か の 時 期 に も 

る 「~ (だ け ) に と ど ま ら ず 」 = 「( て だ け ) で な く 、 も っ と 広 
い 範 囲 に 」 

陣 「 イ ン フ ル エ ン ザ は 人 に と ど ま ら ず 、 動 物 に も 感染 する 恐 
れ が ある 」 

「 今 度 の スキ ャ ンダ ル は 国会 議員 だ け に と ど ま ら ず 、 政 界 全体 
に 影響 を 与え て いる ] 

This scandal is affecting not only the Diet members but the 
whole political circles. 

AWHA HB BL Se, AR A. 

el SAES Feel] YFA Sa, BAAN SHS Fy 


I. 

[2] 「 多 重 花 粉 症 ] は アレ ルギー 症状 の 名 前 

る を 「A を B と いう 」 三 「A は B と 呼ば れる A の 名 前 は B だ ] 
B] 「 ア レル ギー と は 、 あ る も の に 対し て 過剰 な 反応 を する 状 
ETT): [過剰 な 反応 を する 」 の は 敏感 に な っ て いる か ら 。 

「 も と も と の 花粉 症 が た だ 悪化 する だ け で な く 、 他 の アレ ル 
ギー に も か か りや すく な る の で す 」 : アレ ルギー 原因 物質 の 影 
ENALD. 

4] ELTA) 「 他 の アレ ルギー に も か か りや すく な る 」 : [一 
化す る 」「~ な る 」 は 変化 を 表す 。 

を [そうすると] = 「 そ の 結果 」 (一 般 的 な 変化 の 結果 ) 

四 「 務 が あっ て 辛い と き は 、 こ の 業 を 2 錠 飲 ん で くだ さい 。 
そう する と 、 す ぐに 熱 が 下がっ て 楽に な り ま す ] 

回 「 日 ご ろか ら ~ て お く 」 : アレ ルギー に な ら な い 予 防 法 、 
前 も っ て 気 を つけ る こと を 指示 し て いる 。 

る を 「~ よ う 心 が ける 」 = 「~ す る 努力 を する 」 

D 「 私 は 毎日 な る べく 歩く よう 心がけ て いま す ] 


[s] 3 [4] 1 [sg] i 


種類 の 違う 2 つの 仕事 を 1 人 で 同時 に 行え る か どう か が 最近 
注目 され た 。 そ れ は ある 俳優 が 国会 議員 の 選挙 に 当選 し た と 
きだ 。 俳優 に 政治 は で き な い の で は な いか と 言う 声 が 多かっ 
た 。 結 局 この 人 は 俳優 を 引退 する こと に な っ た 。 人 俳優 が 副業 
と し て 政治 も 行う と いう こと は 、 日 本 人 に は 受け 入れ られ に 
くい 。 

It recently attracted attention whether or not a person can 
do two different kinds of jobs at the same time by himself. 
It was when an actor was elected a Diet member. A lot 
of people thought it would be impossible for an actor to 
engage in politics. The actor ended up resigning the job of 
an actor. It is difficult to be accepted by Japanese that an 


actor engages in politics also as a side job. 
二 个 人 能 不 能 同时 胜任 两 种 不 同 的 工作 成 为 最 近 引 人 注 目的 话题 。 那 


是 因为 某 沉 员 在 选举 中 当选 为 国会 议员 。 演 员 没有 能 力 搞 政治 的 呼声 
很 多 。 结 果 此 人 只 能 引退 了 演员 生 省 。 演 员 作为 副业 ， 同 时 参政 ， 晶 
本 人 是 很 难 接受 这 种 情况 的 。 

ERA Se F トス] AS @ Abo] Salo] BF YEA) oy aay} 
Ate FR LAG, TAS oli Mea aAA AA qas q 
£ HS] Dolch. LAA Wale AHS et 21 odes 名 る 
Wah. AS LASS MES SSSA HU. 938 POS 
Shit BALE aga SHE AS Ql ol sola Woko?) of scp, 
[e] 

1] [ZO 『 二 足 の わら じ 』 が 注目 を 浴び た の は 、…… と 宣言 
し た と き で ある ] : こ の 文 は 「…… で ある 」 EWS MEMS, [~ 
は …… で ある | と いう 構文 が 推測 で きる 。「 て | 名 詞 、 ま た 
は [ 文 す の ]、「 こ の 『 二 足 の わら じ 』 が 注目 を 浴び た | は 文 
だ か ら 「 の | を 加え る 。 

ララ 「 こ の 『 二 足 の わら じ 』 が 注目 を 浴び た ( 文 ) + の + は 、 


RE- Z 


aseeni で ある ] 
る を 「~ の は ~ だ | 

O EHTO TAOD, ARE] =「 私 が 行っ て みた 
い 国 は 、 イ ンド だ | 

2] HEEEL TONITE LORE LTES SATE 
Be) =「 俳 優 と し て どん な に す ば ぱら し い 活 躍 を し て きた S 
さん で あっ て も | =「S さ ん は 俳優 と し て 素晴らし い 活躍 を 
し て きた が 、 そ の S さ ん で も ] 

る 「 い か に ~ で あろ うと 」 = 「 ど ん な に ~ で も 」 

四 「 彼 女 が いか に 優秀 で あろ うと 、 ア メリ カ の 琉大 学 を 首 
席 で 卒業 する の は 難し い だ ろ う ] 

*「 い 形容 詞 ] は 「 こ か ろう と | に な る 。 

O 「 重 習 が いか に 辛 か ろ うと 、 決 し て 師 け る な | 

BJA [SA2 つの 仕事 を 立派 に 行う こと が で きる か 、 日 
本 中 が 注目 し た | B「S さ ん は すぐ に 映画 俳優 と し て の 引退 
を 発表 し た | : B は 、A か ら は 予想 し て いな か っ た こと . 意外 
な こと っ 「A。 と ころ が 、B] 

る 「A。 と ころ が B]| = ニ 「A。 し か し / そ れ な の に 、B」 

O [彼女 の 家 に 行く 前 に プレ ゼン ト を 買っ た 。 と ころ が それ 
を 電車 の 中 に 置き 忘れ て し まっ た 」 

回 「 政 治 家 が 俳優 の 仕事 も する 」 : 政 治 家 が 「 主 ] で 俳優 が TA 
きこ れ な らい いと 国民 は 考え る 。 

「 そ の 反対 ]: 政 治 家 が [W|] (俳優 と し て の 活躍 が めざまし か っ 
た か ら ) 

これ は 国民 か ら 認め られ な い 。 

5] 「…… 失 われ て し まっ た こと は 、 我 々 に と っ て は 残念 と し 
「……: 失 われ て し まっ た こと は 実に 残 


る 「~ と し か 言い よう が な い 」 = 「 実 に 本当に だ ] (強調 
する 言い 方 ) 

O 「 そ ん な こと が わか ら な いな ん て 、 馬 鹿 と し か 言い よう が 
な い ] 

2 「 て か ぎり で ある ] の 「~ て 」 に は 、 い 形容 詞 [ てい] が 入る 。「 と 
て も ~ (だ )」 と いう 意味 。 例 : 「1 週間 も 休み が 取れ る な ん て 
うれ し い 限 り だ ] 

3 「 て の 至り | の 用 法 は 少な い 。 

例 :「 賞 を いた だ いて 光栄 の 至り で す ] 

It is great honor to receive the award. 

能 够 受 赏 是 极为 光荣 的 。 

Ae Aso d Whe Bader 

「 若 気 の 至 り で 失敗 する こと も ある ] 


One can fail on account of one’s youthfulness. 
也 有 由 于 青年 人 的 朝气 而 导致 失败 的 事例 。 


ae Wil sae ges ale} 
4 「~ を 禁じ えな い ] =「 て を 抑え る こと が で き な い ] 

「-」 に は 、 感 情 を 表す 名 詞 が 入り 、「 残 念 ] (な 形容 詞 ) は 入 
ら な い ] 例 : 「 無 り を 禁じ えな い ] 「 系 き を 禁じ えな い | [同情 
を 禁じ えな い 


Ds] 4 [4] 2 [5] 3 


4 [2] 1 


「 ジ ェ ネ リッ ク 医 薬品 ] は 、 前 か ら 話題 に は な っ て いる の に 、 
あま り 普 及 し て いな い 。 理由 は 情報 が 少な いこ と で 、 特 に 安 
全 性 に つい て は 確か で は な い 。 値段 が 安い けれ ど 、 体 に 害 が 
ある か も し れ な い 。 

“Generic medicines” are not so commonly used although 
they have been discussed for a while. The reason is that we 
have little information on them and especially their safety 
is not certain. They may be cheaper, but could be harmful 
to the body. 

“后 发 医药 品 ”( 专 利 期 限 过 后 别 的 医药 公司 生产 的 仿制 药品 ) 在 以 前 
就 成 为 话题 ， 但 是 没有 怎么 普及 。 理 由 是 信息 太 少 ， 特 别 是 安全 性 不 
能 确定 。 虽 然 价钱 便宜 ， 但 可 能 对 身体 有 害 。 

FAMERS (ESOP) e MAE Bais Slo} AA 了 二 
A RAA ARAH. oF Buz} 321 wee], $8] eka Vol 
OAS MAA ech. AAS Aas, AAA ARS ale w. 
トー に の 

O 

GO) A「 最 近 は テレ ビ で も (ジェ ネリ ッ ク 医 薬品 の ) CM が 流 
れる よう に な っ た ] B「 ジ ェ ネ リッ ク 医 薬品 は まだ それ ほど 
普及 は し て な い ] : A と B と は 対立 する 関係 

STA. clo TSB 

B) 「 ジ ェ ネ リッ ク を 選ぶ だ ろう か 。 答え は 『 ノ ー』 だ 」 : ジェ 
ネリ ッ ク 医 薬品 を 選ば な い 。 安 いと いう だ け で は 安心 する こ 
と が で き な い か ら 。 

る を 「 と う て い ~ な い 」 = 「~ す る の は 無理 だ ノー で き な い 」] 
加 「 私 の 実 カ で は 、 一 流 大 学 に は と う て い 入れ な い 」 

回 を 「~ か と いう と 、 そ う で は な い 」 = 「~ で は な い 」 

O 「 好 き な も の な ら 、 い くら で も 食べ られ る か と いう と 、 そ 
う で は な い 。 食べ られ る 量 に は 限度 が ある ] 

[4] A「 病 気 の 適 切な 治療 ] B 「 逆 に 体 に 害 を 与え る |] A と 
B は 全く 反対 の こと を 言っ て いる 

る を 「A ど ころ か 、B」 = 「A で は な く 、 全 く 反 対 に 、B] 

O 「 天 気 予報 で は 晴れ る と 言っ て いた の に 、 晴れ る どこ ろか 、 
大 雨 に な っ て し まっ た ] 

* 「 ど ころ か ] の 別 の 用 法 : 「 て は も ちろ ん ] A: 「 忙 し く て 、 
旅行 する どこ ろか 、 家 で テレ ビ を 見 る ひま さえ な い ] 

5] 「 安 価 ] = [AU F] (利点 ) 

「 安 全 性 が 確認 され て いな い 薬 を 使用 する ] =「 リ スク ] (危険 ) 
る 「A と 引き 換え に B」 = [A (B) を 得 て 、B (A) を 失う 」 
[2] [誘拐 犯人 は 身代金 と 引き 換え に 子ども を 返し た | [犯人 
は 子ども と 引き 換え に 身代金 を 将 っ た 」 


co 

木の葉 が 美しく 色づく た め に は 、 強 い 日 光 、 夜 間 に 気 温 が 下 
が る こと 、 水 分 ( 雨 ) の 3 つが 必要 だ 。 日 本 の 紅葉 が 他 の 国 よ 
り 美 し い の は 、 こ の 3 条件 が そろ っ て いる か ら で あ る 。 

In order for the leaves to color pretty, three things are 
necessary: strong sunshine, lower temperature at night, 
and water (rain). The reason the colored leaves in Japan 
are prettier than in other countries is because these three 


conditions are available. 
WaT et AT SE Ae, MARAR, Ct AGE, 水分 (HD 


这 3 个 条 件 是 必要 的 。 日 本 的 红叶 比 别 的 国家 美丽 ， 是 因为 具备 了 这 3 
个 条 件 。 

KO] be B71 MATS, Bet AA, oR 7] Ze] 十 
AAA, He (ul) ola) 3 トト WR}, UM AHO] HE Uy 
EHA Blah HEHE olii 9| A Az] RAA 921 goc. 


Le | 

1]「 紅 葉 が 見 られ る と ころ は 日 本 だ け で は な い が 、 日 本 の 紅 
工 は と り わ け 美 し い …… 」=「 紅 葉 は 他 の 国 に も ある 。 し か し 、 
日 本 の 紅葉 は その 中 で も 特に 美しい ……」 


る を 「 と り わ け 」 ニニ 「 中 で も 特に ] 

略 「 私 は 果物 、 と り わ け オ レン ジ 類 が 好き だ ] 

「 夜 間 に は 気温 が 下がり 、 樹 木 が 活動 を 休む こと に よっ て J」: 
夜 、 寮 いと 葉 は 活動 し な いき 昼間 に 作ら れ た 色素 の 成分 が 使 
われ な いで その まま 残る か ら 、 葉 の 色 が 鮮やか に 、 美 し く な る 。 
消耗 され な いこ と で 」 =「 消 耗 され な いで 残る か ら ] 

3 つの 条件 : 1「 強 い 日 光 が 必 要 で ある ] = 日当たり] 

2「 人 夜間 に は 気温 が 下がり ……」 = [%81 

3 「 適 度 な 雨 も 欠か せな い 」 = [水 分 | 

sE に は 、2 の 条件 が 入る 。 

る を 「~ が 欠か せな い 」 = 「~ が 必要 だ 」] 例 :「 生 物 に は 水 が 欠 
か せな い 」 

「 紅 葉 す る …… 地 域 は ……、 ヨ ー ロ ッ パ の 一 部 に 限ら れる 」: 
「 一 部 」 き 「( 紅 葉 が 見 られ る 場所 が ) 多く は な い ] 

「 多 く は な い 」 =「 限 られ る ] 

を 「~ は ~ に 限ら れる ノ ズ 限 られ て いる 」 = 「~ は ~ だ け だ ]」 
O 「 駐 車 が で きる の は 、 こ こ か ら 100 メー トル の 範囲 内 に 限 
られ て いる 」 

回 「 日 本 は …… 揚 度 差 の ある 気候 な どの 好 条 件 も 幸い し て 、 
他 の 国々 より いっ そう 紅葉 の 美 し さ が 際立つ 」 :「 日 本 は 気候 
な どの 良い 条件 の お か げ で 美しい 紅葉 が 見 られ る 」 = 良い 
条件 が 幸い し て 美しい 紅葉 が 見 られ る ] 

る を 「~ が (も ) 幸い し て |] = 「~ の お か げ で 」 

「 昨 日 の 遠足 は 快晴 の 天気 も 幸い し て 、 実 に 楽し か っ た 」 


加 


加 


= 


に = 

日 本 人 の 海外 特派 員 は それ ほど 多く は な い 。 経 済 的 な 理由 か 
ら 、 特 派 員 が 自分 で 情報 を 集め な いで 大 通信 社 を 通じ て 得る 
と いう こと が 多い 。 こ うし て 得 た 情報 に は 問題 も ある 。 そ れ は 、 
自国 の 視点 で は な く 、 取 材 し た 国 の 視点 で 書か れ た 情報 だ と 
いう 点 で ある 。 


The number of Japanese correspondents stationed abroad 
is not so large. Because of financial reasons, information 
is often obtained through major news agencies instead of 
correspondents collecting it on their own. The information 
obtained this way has problems, because the information 
was written from the viewpoint of the country that collected 
it instead of that of our country. 

日 本 的 海外 特派 员 并 不 怎么 多 。 因 为 经 济 上 的 原因 ， 特 派 员 自己 不 收 


集 情 报 ， 而 是 靠 大 通信 社 采集 情报 。 这 样 得 来 的 情报 是 有 和 问题 的 。 这 
就 是 ， 那 些 情报 并 不 是 从 自己 国家 的 视点 来 写 的 ， 而 是 从 采集 情报 的 
国家 的 视点 来 写 的 。 

UEA Ao) SMe IGA gale Vt. PAA o| 2 Sapa 
9) 47) SAS AWE PAA 个 卫 ite SAAHE Fal Me 2 
PAHA. AJA AL Beles HAYS Bre. Ae AA al 
Ho) oh Hae eho] Al ae] apa] geje Ao] 2 each, 
加 

T) 「 さ ぞ た くさ ん の 特派 員 が …… か と 思い き や 、 そ う で は な 
OJ = 「 き っ と た ぐさ ん の 特派 員 が と 思っ た が 、 し か し 
そう で は な い ] 

る 「~ (か ) と 思い き や ] = 「 て と 思っ た が 、 そ う で は な く ] 
四 「 高 原 の 夜 は 冷え る か と 思い き や 、 風 も な く て 暖か か っ た 」 
2] 「 こ の よう に 支局 の 数 、 特 派 員 の 数 が 多く は な い 通 信 社 は 
全日 本 の 通信 社 の 支局 は 多く な い 。 

回 A 「 こ の 情報 収集 に に は 膨大 な 資金 を 必要 と する 」 B [资金 
面 で 苦し お 国々 の 通信 社 は 自力 で 情報 収集 を 行わ ず に 」 : A の 
文 と B の 文 の 関係 は 、 く A。 だ か ら 、B> 

る [し た が っ て |] = 「 そ れ だ か ら ノ その 結果 」 

操 「 こ の 夏 は 非常 に 苗 い 。 し た が っ て 農作物 の 収穫 量 が 減る 
の で は な いか と 心配 され る 」 

4] 「A 国 の 通信 社 が ……」 この 文 か ら 後 は 、「 私 た ち 日 本 人 が 
得 て い る 情報 に は 問題 も ある 」 と 言っ て いる 

を 「 な いわ け で は な い 」 = 「 な いと は 言え な い ノ 少し ある 」 
四 「 こ の 問題 の 解決 は 非常 に 難し い が 、 み ん な が 協力 すれ ば 、 
希望 が な いわ け で は な い 」 

5] 「 そ の 国 の その 時 点 で の 情勢 が 絡ん だ 情報 で ある 可能 性 も 
ある ] = [客観 的 な 情報 で は な く 、 主 観 的 な 情報 か も し れ な い 」 
を 「 量 的 に は 不足 は な いか も し れ な い が 、」 = 「 量 は 問題 が な 
いか も し れ な い が 、」「 量 は 足り て いる か も し れ な い が 、」 
この 後に は 「 質 が よく な い 」 と いう 意味 の 文 が 合う 。 

る る 「~ も あり うる 」 = 「~ も ある か も し れ な い 」 

この 部 分 で は 「~ 可 能 性 も ある 」「~ か も し れ な い 」 と いう 、 


回 


61 
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断定 し な い 推 測 の 表現 が 使わ れ て いる 。 だ か ら 空 白 に も 推測 
の 表現 が 合う 。 


宅配 サー ビス で CD を 借り る 人 が 増え て いる 。 こ の サー ビス を 
利用 する 人 は 忙し く て 店 まで 行く 時 間 が な い 人 が 中 心 だ 。 こ 
の サー ビス を 行っ て いる 会 社 は 、 客 へ の サー ビス を よく する 
こと に よっ て 客 を 満足 させ 、 売 り 上 げ も 増やそ うと し て いる 。 


More people rent CD's via door-to-door delivery service, 
Most people who use this service are too busy to go to 
a store. The company which runs this service is trying 
to satisfy the customers by offering good service and to 
increase its sales. 

利用 送 货 上 门 服务 来 租赁 CD 的 人 在 增加 。 这 项 服务 的 利用 者 是 以 非 


常 忙 ， 没 有 时 间 到 店 里 的 人 为 中 心 的 。 开 展 这 项 服务 的 公司 因为 对 顾 
客 的 服务 好 ， 顾 客 很 满意 ， 他 们 正在 努力 提高 营业 额 。 

Sully Ae CD Wels go Sat Beh. o| 对 加 和 县 oge 
š: 外 如 全 BabA abaya) 25 ao Q£ AP] Eao. ol 44 
HAS BAD UES aake ea AAS ahs al Bato} を 
WR VHA, Oe aee stat Wet, 

a 
1] 「 イ ンタ ーネット が 広く 普及 し た 現代 な ら で は の サー ビス 
で ある 」 = 「 イ ンタ ーネット が 広く 普及 し た 現代 だ か ら で き 
る サー ビス で ある 」 

を 「~ な ら で は 」 = 「 て だ か ら で き る プー で な けれ ば で き な い ]」 
その 土地 な ら で は の 食べ 物 を 味わう の が 旅行 の 楽し み の 
tt) 

2] 「 自 宅 に 届く の が 魅力 で ] : 返却 方 法 な どい くつ か の 長所 が 
ある が 、「 宅 配 ] だ か ら 、CD が 家 に 届く の が 一 番 大 きい 魅力 だ 。 
を 「 な ん と いっ て も 」 = 「 中 で も 特に プ 中 で も 一 番 ] 

スポ ー ツ で は 、 な ん と いっ て も サッ カー が 一 番 人 気 が あ る ] 
仕事 や 育児 で 忙し く て 店 舗 に 行こ うに も 行け な い | = [tt 
く て 店 に 行く 時 間 が な い の で 、 店 に 行け な い ] 
[意向 形 + す に も て な い 」 = 「 て し た く て も で き な い ] 
頭 が 痛く て 、 起 きよ うに も 起き られ な い 」 

を る を 「 想 像 に か た く な い 」 =「 想 像 する こと が 難し く な い ノ / 
像 で きる 」 

博士 が ノー ベル 賞 を 受賞 する まで の 道 は いか に 大 変 だ っ 
か 、 想 像 に か た く な い ] 

5] 「 会 員 の 要望 や 苦情 を カテ ゴリ ー 別 に 分 類 し ] [退会 する 会 
員 に は その 理由 を 開き ] : 会 社 は 会 員 の 意見 が 重要 だ と 考え て 
いる 。 
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文学 習 者 は も ちろ ん 
教師 も 助かる 
詳し い 解 説 書 付 ! 


